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ま　　え　　が　　き


わが国の農林水産業，食品産業等の今後の発展を図るためには，バイオテクノロジー等


先端技術の開発を積極的に推進していくことが不可欠であり，今後はその基盤である生物


遺伝資源の確保はますます重要となっている。


しかしながら，現在わが国が収集・保存している生物遺伝資源は，今後の利用範囲の拡


大に的確に応えていくためには不十分であり，また欧米諸国に比して立ち遅れている状況


にある。さらに地球的視野で生物遺伝資源の賦存状況をみた場合，品種の均一化，熱帯林


の減少等により，貴重な生物遺伝資源が急速に滅失してしまう恐れがあり，生物遺伝資源


の保存が緊急の課題となっている。


このため昭和60年度から，植物，動物，微生物，水産生物（林木については昭和62年度


から）の農林水産生物遺伝資源全般について，全国の試験研究機関，種首管理センター，


種畜牧場（平成2年10月から家畜改良センター）および林木育種場の機関の機能と立地条


件を生かし，これらの各機関の有機的，組織的連携協力の下に国内外の遺伝資源の探索導


入および保存を行うとともに，それらの遺伝資源の特性を調査評価してデータベース化し，


遺伝資源および遺伝育種情報を国公立試験研究機関，民間，大学等に提供する総合的管理


利用システム（農林水産ジーンバンク）の整備を進め，遺伝資源，遺伝育種情報の収集，


管理の充実強化を図っているところである。


本報告書は，この農林水産省ジーンバンク事業のうち，動物遺伝資源部門について平成


2年度の事業実績を取りまとめたものである。動物遺伝資源を利用した研究，捜術指導，


事業の円滑な推進等に役立てていただければ幸いである。


平成3年9月


農業生物資源研究所長


日　野　稔　彦
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1．動物遺伝資源部門事業実施体制







1）動物遺伝資源部会開催要領


（1）趣　　旨


農林水産省ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，動物遺伝資源部会（以下


「部会」という）を設置する。この部会は，動物遺伝資源に関する事業の円滑な推進


に資するため，省内関係者のほか民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取し


つつ，事業の運営に関する基本的な事項について協議するために開催する。


（2）構　　成


部会の構成員は，部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中か


ら部会長が依頼する。


（3）事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、


部会の円滑な運営をはかるため，部会に事務局長を置く。事務局長は農業生物資源


研究所遺伝資源調整官とし，部会長を補佐する。


（4）協議事項


部会は，動物遺伝資源の収集，管理，利用などの事業の運営に関する基本的事項に


ついて協議する。


（5）庶　　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画連絡室において処理する。


2）動物遺伝資源部会ワーキンググループの運営要領・構成


（1）運営要領


①　設置日的


動物遺伝資源部会並びにこの分野の円滑な活動を図るため，ワーキンググループ


（以下，WGと略す）を設ける。


②　構　　成


WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研


究室長等で構成する。WGの事務局長は，動物遺伝資源部会の事務局長とする。


③　WGの活動


WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，


報告等に必要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係研究機関相互の緊


密な連携を図り，この分野の円滑な活動に資する。


④　事務局長の活動
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WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の


承認のもとに実施する。計画の詳細等については，事務局長がWGに依頼して検討


を行い部会長の承認の基に実施し部会に報告する。


⑤　幹事及び検討チーム


WGの事務局長は，必要に応じ若干名の幹事をWGのメンバーから指名すること


ができる。また，特定の問題を解決するために，WGのメンバー及びそれ以外の者


から指名し，検討チームを必要な時期に設けることができる。


⑥　庶　　務


WGの庶務は，部会の庶務とあわせて農業生物資源研究所企画連絡室で行う。
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3）動物遺伝資源部金運営体制


管理運営会議


動物遺伝資源部会


部会長　農業生物資源研究所長


副部会長　畜産試験場長


〝　　　生物研遺伝資源調整官


センターバンク


農業生物資源研究所


サブバンク


畜産試験場 育種部，繁殖部


蚕糸・昆虫農業技術研究所　遺伝育種部


家畜衛生試験場　　　　　　研究第一部，鶏病支場


事　務　局


事務局長　生物研　遺伝資源調整官


〝　　遺伝資源第一一部長


〝　　遺伝資源第二部長


畜　試　育種部長


生物研　動物探索評価研究チーム長


〝　　動物保存研究チーム長


畜　試　育種資源研究室長


※必要に応じて関係場所の担当官を


参加させることができる


ワーキンググループ


生物研　動物探索評価研究チーム


〝　　動物保存研究チーム


畜　試　育種第三研究室


〝　　育種資源研究室


〝　　繁殖第一研究室


蚕昆研　遺伝素材研究室


〝　　遺伝子工学研究室


家衛試　実験動物研究室


家畜改良センター種畜課


家畜改良センター


十勝牧場


茨城牧場


長野牧場


岡崎牧場


兵庫牧場


鳥取牧場


中国牧場


宮崎牧場


（日高牧場）


（新冠牧場）
（奥羽牧場）


（岩手牧場）


（熊本牧場阿蘇支場）


（宮崎牧場鹿児島支場）


担当動物


牛，豚，めん羊，山羊


うさぎ，鶏，みつばち


蚕


実験用動物


馬


豚


うさぎ（山羊）


鶏


鶏


牛（肉用牛）


豚


めん羊，（豚）


（牛（乳用牛））


（牛（乳用牛））


（牛（肉用牛））


（めん羊）


（牛（乳用牛））


（牛（肉用牛））


（牛（肉用一生））


（）：当初カウント分


∽







4）動物遺伝資源部全委員


所　　　属　　　　　　　　職　　　名　　　　　　　　氏　　　名


〔学識経験者〕


国立遺伝学研究所


茨城大学農学部


日本実験動物協会


助教授


教　　授


副会長


村上　昭雄


正田　陽一


上松　嘉男


〔場　　　所〕


畜産試験場


〃


〃


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


家畜改良センター


〝　　　　十勝牧場


〝　　　　長野牧場


〝　　　　岡崎牧場


〝　　　　鳥取牧場


〝　　　　茨城牧場


農業生物資源研究所


／／


／／


／1


場　　長 （副部会長）宍戸　弘明


育種部長


繁殖部長


遺伝育種部長


研究第一部長


技術部長


場　　長


／／


／／


／／


／／


村松　　曹


花田　　章


大槻　良樹


柏崎　　守


林　　茂昭


中野　秀治


窪田　　葵


島田　英幸


安田　侃也


伊藤　　旦


所　　長　　　（部会長）日野　稔彦


遺伝資源調整官（副部会長）川口　数美


遺伝資源第一部長　　　　　鈴井　孝仁


遺伝資源第二部長　　　　　田中　弘敬
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5）動物遺伝資源部会ワーキング・グループ構成員


〔氏　名〕 〔所属・職名〕


小畑　太郎　　農業生物資源研究所動物探索評価研究チーム長


居在家義昭　　農業生物資源研究所動物保存研究チーム長


奥村　隆史　　畜産試験場育種第三研究室長


大石　孝雄　　畜産試験場育種資源研究室長


桝田　博司　　畜産試験場繁殖第一研究室長


返田　助光　　蚕糸・昆虫農業技術研究所遺伝素材研究室長


田村　俊樹　　蚕糸・昆虫農業技術研究所遺伝子工学研究室長


福田　勝洋　　家畜衛生試験場実験動物研究室長


大久保和人　　家畜改良センター種畜課長
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〔電　　話〕


0298－38－7041


0298－38－7447


0298－38－8626


0298－38－8622


0298－38－8632


0551－36－2046


0298－38－6091


0298－38－7902


0248－25－2231







2．平成2年度動物遺伝資源部門会議
の開催及び検討事項







1）動物遺伝資源部会


（1）挨　拶


部会長


副部会長


動物遺伝資源部会議事録


平成3年2月8日徐）13：30～17：10


於　農業生物資源研究所


日野農業生物資源研究所所長


宍戸畜産試験場場長


技術会議事務局連絡調整課　　　　片山課長補佐


（2）議　事（進行：田中遺伝資源第二部長）


①　経過報告


技術会議事務局より平成2年度のジーンバンク事業の実施経過と今後の取り組み


に関する報告および平成3年度の予算案についての説明が行われた。また，センター


バンクより第1回，2回のワーキンググループ打ち合せ会議の議事録が報告され，


了承された。


②　平成2年度の事業実績について


ほぼ計画通りの収集が実施されることが各場所より説明された。その結果平成2


年度の収集受入12点，廃棄3点となり，2年度末の総計は544点になること，遺伝資


源の評価では1次が485点，二次が76点，3次が69点になること等が，いずれも承認


された。また情報の管理・運営については農業生物資源研究所から「昭和63年度農


林水産ジーンバンク事業動物遺伝資源部門実績報告書」，「動物探索調査報告」が既


に発行され，「平成元年度農林水産ジーンバンク事業動物遺伝資源部門実績報告書」，


「データベース化のための動物遺伝資源特性調査マニュアル」，「動物遺伝資源特性


調査データシート」を今年度中（平成3年3月）に発行する予定であるとの報告が


あった。畜産試験場からは，この事業に関連して，“世界の家畜遺伝資源シリーズ”


を「畜産の研究」に連載中であるとの報告がなされた。


③　平成3年度事業計画について


平成3年度の事業実施計画について各場所から提案がなされた。家畜改良セン


ターからはトカラ馬（♂1，♀2）・黒毛和種（♀）・中ヨークシャー（♂），家畜衛


生試験場からはユーラシアハタネズミの導入計画の報告があった。また，凍結精液


の形での生殖細胞の導入について，農業生物資濾研究所から日本鶏および系統造成
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豚，畜産試験場から魯西黄牛，家畜改良センターから黒毛和種の計画が報告された。


蚕糸・昆虫農業捜術研究所では，現在の体制では現状の数字を推持するのが精一杯


で来年度の収集計画がないこと，今後蚕系統の保存システム・特性評価項目等の見


直しを行っていくことの報告があった。平成3年度の情報の管理・運営については，


農業生物資源研究所から「平成2年度農林水産ジーンバンク事業動物遺伝資源部門


実績報告書」，「動物遺伝資源データベース利用マニュアル」，「動物探索調査報告（第


2号）」の発行計画が，家畜衛生試験場からは現在維持している近交系マウスの由来，


世代，生理特性などについての情報の公表計画が報告された。蚕糸・昆虫農業技術


研究所からは蚕の系統の第一次特性のリスト，これまでの配布実績等の公表につい


て，家畜改良センターからは特性調査結果についての公表を検討していることが示


された。


④　特性調査マニュアルならびにデータシートの検討結果報告


これまでのワーキンググループの検討に基づいて農業生物資源研究所から，「デー


タベース化のための動物遺伝資源特性調査マニュアル」，「動物遺伝資源特性調査


データシート」についての提案がなされ，今年度中に未定稿として印刷することが


了承された。


⑤　海外フィールドサーベイの報告と計画


イ　蚕糸・昆虫農業捜術研究所から，タイおよびインドネシアにおける蚕在来品種


の飼育と利用状況についての報告がなされた。


ロ　平成3年度の海外フィールドサーベイは，畜産試験場から東南アジア島峡部


（フィリピン，ボルネオ）における動物遺伝資源の調査を予定していることが報


告され承認された。


⑥　平成5年度以降のジーンバンク事業の方向


技術会議事務局より提示された資料および農業生物資源研究所より提出された試


案に基づき，平成4年度をもって終了する第一期ジーンバンク事業の実績と問題点


を踏まえたうえで，どのような形で第二期事業を展開させて行くかの検討を行った。


イ　遺伝資源の保存点数の増加・配布を考えると，保存増殖能力が現状のままでは


場所・人員とも不足することが考えられる。配布の方法，制限により対処できる


ものもあるが，対策が難しいものがあるため，農水省内外で対策を考えていく必


要があるとの意見があった。
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ロ　これまでの収集は点数が重視されていたように思われるが，今後は何を収集す


るかということを明確にして効率の良い収集保存を考える必要があるとの指摘が


あった。収集に当たって系統の遺伝的類縁度などを考慮し，その代表的なものを


収集保存することや，遺伝子のみを保存する見地からは多元雑種の形での保存も


考えられる等の意見が示された。


ハ　培養細胞は微生物遺伝資源とされているが，動物細胞の生理的特性等を把握し


た形で維持することが望ましく動物遺伝資源の範囲に含めることも考えられるの


ではとの考えが示された。


ニ　開発されることが見込まれる保存法等の新技術を視野にいれた計画が必要であ


るとの意見があった。今後，基本的考え方，基礎数値等の検討を早急にまとめ事


業計画を具体化していく必要があるので，技術会議事務局，農業生物資源研究所


を中心として作業を行い，各場所が協力して検討していくことが了承された。
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2）ワーキンググループ打ち合わせ会議


第1回打合せ会議議事録


平成2年10月29日旧）13：30－17：20


於　農業生物資源研究所


（1）挨　拶


農業生物資源研究所　　川口遺伝資源調整官


（2）議　事（進行：田中遺伝資源第二部長）


①　平成2年度運営体制，部全委員，ワーキング委員について


家畜改良センターの組織再編に伴う運営体制の変更やワーキング・グループ構成


員の一部変更について報告がなされた。


②　平成4年度までのプロジェクトのまとめ方について


技術会議事務局より提示された資料をもとに，問題点の検討を行った。


イ　まとめにおける基本的な考えについて


平成4年度までに必要な印刷物，収集，データーベース化については最大限の


努力をすることで一致した。


ロ　収集・分類，情報管理等について


イ）収集点数については導入点数予定51点に対して，平成元年度末で36点となっ


ている。平成2年度の計画についてもおおむね達成されつつあるが，目標点数


を達成すべく検討を加える。蚕については今後大幅な保存点数の増加は困難な


状況にある。


ロ）データーベース化及びこれに関連する諸条件については，平成3年度末まで


にはおおむね達成できる見通しにある。


ハ）カウント外の扱いについては関係機関と連絡を取り，その取扱を協議する。


ニ）配布規定は次期の事業推進のためにも必要と考えられるが，一元的なものに


まとめることができるのかどうか，さらに検討する必要がある。


③　実績報告書・計画書の書式変更について


移管等により二重保存が生じた場合に，現行では所在情報が欠落しているので，


付表を設けることが承認された。付表のスタイルについては移管した原種ごとの所


在情報の流れがわかるように提出案を変更する必要があることで一致した。


④　特性調査マニュアル並びにデーターシートの内容検討について
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特性調査評価の結果をデーターベース化のためのマニュアル案及びデーターシー


ト案が事務局より提示され検討を行った。、その結果，以下のことが承認された。


イ　どの動物種についても同一項目は同一の特性になるように再整理する。


ロ　選択項目はデーターベースにすべてが入らない場合もある。


ハ　収集されたもので本マニュアル案に提示されていない動物種については，つけ


加える。


ニ　マニュアル案及びデーターシートの内容については各サブバンクで検討を加


え，次回のワーキングの承認を得て，年度末までに未定稿として印刷出版する予


定である。


ホ　データーベースを構築・運営するために必要なプログラムをセンターバンクで


作製する。


⑤　各機関における事業進行状況と問題点について


畜産試験場ではゲッチンゲンミニ雄豚，家畜衛生試験場ではSCIDマウス，蚕


糸・昆虫農業技術研究所においては6品種がすでに導入されている。農業生物資源


研究所，家畜改良センターにおいても本年度中には計画分が導入される見通しにあ


ることが報告された。また，各機関ともにベースコレクションに移行させるべく努


めることが申し合わされた。一方，家畜改良センターから羊のバルバドスブラック


ベリー種の雄が生まれないことから，近交が高まってきているので，雄を導入した


いとの要望が出された。


農業生物資源研究所からは情報の管理運営について，昭和63年度実績報告書が7


月に発行され，動物探索報告書が12月に発行予定であること，さらに，平成元年度


実績報告書やデーターベース化のための特性調査マニュアル並びにデーターシート


の未定稿を年度末までに発行したい旨の報告がなされた。


⑥　平成3年度の印刷物発行予定について


平成2年度実績報告書，探索報告書については承認された。動物遺伝資源特性調


査データーベース版と動物遺伝資源解説書の予定出版物については整理をして，そ


の素材を次回のワーキングに再提出することとした。


－11－







3）第2回打合せ会議議事録


平成3年1月25日（金13：30～17：10


於　農業生物資源研究所


（1）挨　拶


農業生物資源研究所　　川口遺伝資源調整官


農林水産捜術会議事務局　　佐々木係長


（2）議　事（進行：田中遺伝資源第二部長）


①　平成2年度運営体制，部会委員，ワーキング委員について


サブバンクである家畜衛生試験場の担当部の一部変更や転任に伴う部会委員の変


更について報告がなされた。


②　各機関における平成2年度事業実施実績と平成3年度事業計画について


イ　平成2年度事業実施実績について農業生物資源研究所からは3月末までには系


統造成豚2点の精液を収集する予定であること，畜産試験場：ゲッチンゲンミニ


豚の雄，家畜衛生試験場：SCIDマウス，蚕糸・昆虫農業技術研究所：突然変


異種を含む6蚕品種，家畜改良センター：木曽馬3頭が何れも計画通り導入され


たことが報告された。


ロ　特性調査も計画に基づいて実施されている。


ハ　情報の管理運営では農業生物資源研究所から，昭和63年度動物遺伝資源実績報


告書，動物探索調査報告書が出版され，2年度中には平成元年度動物遺伝資源実


績報告書，特性調査マニュアル（未定稿），特性調査データーシート（未定稿）も


刊行されるとの報告がなされた。


ニ　平成3年度実施計画について，農業生物資源研究所からは鶏凍結精液9点と系


統造成豚精液2点の計11点，畜産試験場では魯西黄牛精液1点，家畜衛生試験場


からはユーラシアハタネズミを生体で1点，家畜改良センターからはトカラ馬と


黒毛和種等を導入する予定である。


ホ　特性調査終了後はすみやかにベースコレクションに移行するようセンターバン


クから要望が出された。


へ　情報の管理運営では平成2年度の実績報告書，データーベース利用マニュアル，


探索調査報告書の刊行が予定されている。


③　平成3年度海外フィールドサーベイの計画について
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3年度の海外フィールドサーベイは畜産試験場から提案されたフィリピン，イン


ドネシアまたはマレーシアの在来家畜・家禽の調査とすることで了承された。


④　特性調査マニュアル並びにデーターシートの検討結果について


第1回ワーキングで提示された特性調査マニュアル並びにデーターシートについ


て，関係機関で検討された資料を基に討議した結果，センターバンクで訂正・修正


の上，2年度中に未定稿として刊行することが了承された。


⑤　ジーンバンク事業実施状況と平成5年度以降の事業の展開方向について


イ　技術会議から提示された資料に基づいて2年度の実施経過と3年度予算につい


て説明がなされた。3年度はイネ・ゲノムとの関連でDNAバンクの基本フレー


ムの作成に関する予算が計上されているとの報告があった。


ロ　平成5年度以降の事業の展開方向について討議した結果，多くの意見が出され，


意見を集約して展開方向を定めるよう協力するとの方向性が示された。


ハ　5年度以降の事業実施に向けた各種作業のタイームスケジュールが提示された


が，4年度時点で5年度以降も事業を継続することを示唆する資料が必要である


との意見が出された。


ニ　事業体制については，これまでの問題点を摘出しつつ，5年度以降はより充実


させる必要があるとの点で一致した。


⑥　配布規定の検討


イ　動物遺伝資源配布規定および取扱要領の素案について，各サブバンクからは各


動物種における実状と配布するとした場合の解決すべき問題点が提示された。


ロ　方向性としては配布規定そのものよりも，取扱要領や細則で動物種別に対応し


て行かざるを得ないのではないかとの考えが示された。技術会議ではこれらの意


見を参考にして，さらに検討する。


⑦　その他


センターバンクからこれまでのパスポートデータ，各年度の事業実績内容，カウ


ント外一覧が提示された。カウント外については，提示された表を参考に各サブバ


ンクで状況を明らかにする。
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4）平成2年度動物遺伝資源の収集一覧


動物 品　種　系　統 保　存　形　態 機　　　　　 関 導入先 備考


牛


馬


豚


豚


豚


マウス


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


lll


黒毛和種


木 曽　馬


系統造成豚


系統造成豚


ゲッチンゲンミニ豚


S C I D


901　　 N 50


N 52


N 854


N 855


N 875


支　　 144号


生　 体


生　 体


生殖細胞（精液）


生殖細胞（精液）


生　 体


生　 体


受精卵


受精卵


受精卵


受精卵


受精卵


受精卵


家畜改良センター鳥取牧場


家畜改良セン〟ター十勝牧場


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


畜産試験場


家畜衛生試験場


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所


蚕糸・昆虫農業技術研究所


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


購入


購入


分譲


分譲


購入


分譲


分譲


分譲


分譲


分譲


分譲


分譲







3．平成2年度動物遺伝資源部門事業実績







1）農業生物資源研究所における事業実績


（1）遺伝資源の収集


機関， 部，室 動　 物 品種 ，系統 導入 形態，点数 導 入先 億考


生物研 ，遺 資 2


動物保 存研
豚．＿ 系統 造成豚 生殖細胞 ， 2 点 国　 内 分譲


（2）遺伝資源の評価


動物 品種， 系統 担 当機 関， 部，室
特 ‘性　 調　 査


1 次 ，2 次　 3 次
主要調査項 目


牛 ブ ラーマ ン


サ ンタ ・ガー ト


ルーデ ィス


生物研 ，遺 資 1


1動物探 索研


b　 〇


〇　　 〇


形態，体重


体 型等 （文献）


豚 ハロ セ ン陽性 豚 〃 ○　　 ○


計 3　　　 3　　　 0


（3）遺伝資源の維持


動轡 品種 ，系統 担当，部，室
ワー キ ング ベー ス ア クテ ィブ


形　　 態　 点数 ・ 形態　 卓数 形態　 点数


牛 ブラーマ ン


サ ン タ ・ガー ト


・ルー デ イス


生物研，遺 資 2


動物保 存研


生殖細 胞　 1〃　　　　1


豚 ラン ドレース


ハ ロセ ン陽性
系統造 成豚


／1　　　　　　〃〃


ノ／


ノ／


生殖細 胞 ‘ 1＿〃　　　　1〃　　　　1


計 5 0 0


（4）情報の管理運営


①　昭和63年度農林水産省ジーンバンク事業動物遺伝資源部門実績報告書


（平成2年7月発行）


②　動物探索調査報告（平成2年12月発行）


③　平成元年度農林水産省ジーンバンク事業動物遺伝資源部門実績報告書


（平成3年3月発行）


④　動物遺伝資源特性調査マニュアル（未定稿）（平成3年3月発行）


（9　動物遺伝資源特怪調査データシート（未定稿）（平成3年3月発行）
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2）畜産試験場における事業実績


（1）遺伝資源の収集


機 関，部， 室 動物 品種， 系統 導入形態， 点数 導入先 備　 考


畜試，育 種，動 3 豚 ゲ ッチ ンゲ ン ミニ豚 個体 1 国　 内 購　 入


（2）遺伝資源の評価


動 物 品種， 系統 担 当機 関，部， 室
特性 調査


主要特性調査 項 目
1次 2次 3次


水　 牛 沼沢水 牛 畜 試，繁殖 ○ ○ 形態，体 重，体 型，繁 殖性
（文献）


山　 羊 トカ ラ 畜試，育種， 動 1 管理室 ○ 体重， 体型，繁 殖性


豚 ランドレース
（ハロセン陽性）


梅 山豚


畜 試，育種 ，動 3 管理 室


畜試，動 3 管理室他


○


○


○


○


ハ ロセ ン感受性 ，繁殖 性
鹿 肉性


体 重 ，生理特性 ，飼料 利用性
繁殖 性，産 肉怪


鶏 対 馬地鶏


土佐 地鶏


ア ロウカナ


畜試，育種 ，動 Z 管理 室
育種 資源研


〝


〝


〇


〇


〇


繁殖 性，産 卵性，産 肉性


繁 殖性，産 卵憧


〝


みつばち 日本 峰 畜試，育種， 育種 3 研 ○ ○ 後辺 肘脈 長，後肢折 節 巾，
耐病 害 虫性


計 2 5 5
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（3）遺伝資源の維持


動物 品種 ， 系統 担 当機 関， 部， 室
ワー キン グ ベ ー ス ア クテ ィブ


形 態 点数 形態 点数 形態 点数


牛 口之 島 畜 試，繁 殖，繁 殖 1 生殖


細胞


1


水 牛 沼 沢 〃 〃 1


山羊 シ バ


トカ ラ


畜試 ，育種 ，動 1 管理室〃


個 体 1


個体 1


め ん羊 フィニッシュラン ドレース 〃 個体 1


豚 ラン ドレース（ハロセン陽性）


梅 山豚


ゲ ッチ ンゲ ン ミニ豚


畜 試， 育種 ，動 3 管 理室〃〃 個 体〃〃 1


1


1


鶏 対 馬地鶏


土佐 地鶏


ア ロ ウカナ


ファ ヨウ ミ


白色 レグ ホー ン （卵殻 質 ）


白色 レグ ホー ン （dw ）


白色 レグ ホー ン （D W ）


畜 試， 育種 ，動 2 管 理室〃〃〃〃〃〃／1〃〃 1


1


1


個体〃〃〃 1


1


1


1


ウ ズ ラ 家禽 系


野生 系


先天性 神 経 異常 系


畜 試， 育種 ，動 2 管理 室〃〃 〃
〃
〃


1


1


1


うさ ぎ ニュージー ラン ドホワイ ト


ダ ッチ


畜 試， 育種 ，動 2 管 理室〃 〃
〃 1


1


みつばち 西洋 蜂


日本 峰


畜 試， 育種 ，育種 3 研〃


個 体 1


〃 1


計 22 10 12 0


（4）情報の管理・運営


世界の家畜遺伝資源シリーズ（畜産の研究一養賢堂一口絵）







3）家畜衛生試験場における事業実績


（1）遺伝資源の収集


機関 ・部 ・室 動物 品種 ・系統 導入形 態，点数 導入先 備　 考


家衛 試 ・研一 部


実験動 物研


マ ウス S C I D
（ス キ ッ ド） 個体， 1 点 北里病院研 究所 分　 与


（2）遺伝資源の評価


動　 物 品種 ・系統 担 当機 関 ・部 ・室
特性 調査


主要特性調査 項 目
1次 2次 3 次


イ　　 ヌ 無毛 ビー グル 家衛 試


研 一部 ・実 験動物研


研 二部 ・分 子免疫研


研 三部 ・病 理一研


保健 衛生研


○ ○


リンパ組 織お よび外 胚葉


性組織 の組織学 的特性


T 細 胞， B 細胞 の構成


T 細 胞， B 細胞 の構成


性 ホルモ ン


マ メジカ ジャ ワマ メジカ 家衛 試


研一部 ・実 験動物研 ○ 繁殖 生理


ハタネズミ 利根 川


荒　 川


家衛試


研 一部 ・実 験動物研


○


○


毛 色の遺伝様式


精 子生存性，運動 性


計 1 3 1







（3）遺伝資源の維持


動　 物 品種 ・系 統 機 関 ・部 ・室
ワーキング ベ ー ス アクティブ


備　　 考
形態 点数 形態 点数 形態 点数


；1


lll 2


3


4


5


6


7


8


9


10


11


12


13


14


15


16


17


18


19


2 0


2 1


2 2


2 3


2 4


2 5


2 6


2 7


2 8


2 9


3 0


3 1


3 2


3 3


3 4


3 5


3 6


マ ウス〃〃〃〃


1／〃〃〃〃〃〃


／1〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃


シ　リ　ア　ン
ハ ムス ター
ハ タネ ズ ミ〃〃


カヤ ネ ズ ミ


スナ ネ ズ ミ


モル モ ッ ト


イ　 ヌ


山　 羊


マ メジカ


鶏


！／〃


計


C 3H ／H eJah


C 57B L ／6Jah


C F W ／Jah


C F ＃1／Jah


B A L B ／cCrJm s


A A ／Jah


D D D ／Ja h


D D K ／Jah


D S D ／Ja h


D D Y ／Jah ＊


K K ／Jah


N C ／Jah


R R ／Jah


S S ／Jah


N C ／brp


C3H ／H eJ－bg 2J


B A L B ／C－n u


K S N


D h


N Z B ／N


N Z W ／k l


C 57B L ／6－b g


S C ID


長毛


菅平


荒川


利根 川


＊


S tra in2　＊


ヘアレスビーグル


ピグミー　 ＊


151


B K


P D L －1


32（36－4＊）


家 衛試


研 1 部


実験 動物 研〃・〃・寄生 虫研〃・製斉帽β〃・研一 部


実験 動物 研


家 衛 試


鶏病 支 場


個体 1


個体 1


2


個体〃〃〃〃〃〃〃〃


個体〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃


個体


11〃〃


個体


個体


個体〃〃


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


30


個体〃〃


11


11


1／〃


個体〃〃〃


11〃〃〃〃


個体〃〃〃


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


20


60年 度 導入


繁 殖 困難


繁 殖 困難


繁 殖 困難 のため廃 棄


60年 度 導入


60年度 導入


61年度導入 （L a sat）


6 2年度 導 入


6 2年度 導 入


元年度 導 入


2 年度 導 入


事 故 の ため途絶


6 3年度 導 入


疾 病 の ため廃棄


60年 度導 入


長野種 牧へ 移 管


63年 度導 入


4 廃 棄， 移管 な ど







4）蚕糸・昆虫農業技術研究所における事業実績


（1）遺伝資源の収集


機関 ・部 ・室 動物 品　 種　 系　 統 導入形態 ・点数 導　 入　 先 備　 考


蚕糸 ・昆虫
農業技術研究所


遺伝育種部
遺伝素材研究室


蚕 901　N 50


N 52


N 854


N 855


N 857


支　 144号


受 精 卵　 1〃　　　　1〃　　　　1〃　　　　1〃　　　　1〃　　　　1 蚕昆研 （遺伝資源研）〃　　　　　　　〃〃　　　　　　　〃〃　　　　　　　〃〃　　　　　　　〃


蚕昆研 （松 本 支 所）


突然変異種〃〃〃〃


支　 改良種


計 6


（2）遺伝資源の廃棄


蚕糸 ・昆虫
農業技術研究所


遺伝育種部
遺伝素材研究室


蚕 多星紋遅蚕


モザ イク


紡錘死卵


計 3


（3）遺伝資源の評価


動物 品種　 系統　 品種 数
担 当機 関


部　 ・　 室


特 性調査
主 要 特 性 調 査 項 目


1次 2次 3次


蚕


日本種　 在来種　 39


1／　　　　〃　　　 10〃　　改良種　 43〃　　　　〃　　　　9


中 国種　 在 来種　 41


〃　　　　〃　　　 10


11　 改 良種　 54〃　　　　〃　　　16


欧州種　 在 来種　 27


1／　 改 良種　 14〃　　　　〃　　　　5


東南 ア ジア種　　　 6


眠性種　　　　　　 21


突然変 異種 原 糸 129〃　複 合 型　 42


遺 伝育 種部


遺伝素材研究室 〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


越年 卵 色， 蟻色 ，幼 虫斑 紋， 繭 色 な ど


低温 適性 ， 生存率 ， 繭 の量 的形質 な ど


越年 卵色 ， 蟻色， 幼 虫斑 紋， 繭 色 な ど


低 温通性 ， 生存率 ， 繭 の量 的形 質 な ど


越年 卵色 ， 蟻色， 幼 虫斑 紋， 繭 色 な ど


低温 適性 ，生 存率 ， 繭の 量的 形質 な ど


越年 卵色 ， 蟻色 ，幼 虫斑 紋， 繭 色 な ど


低 温適性 ，生 存率 ， 繭 の量的 形 質 な ど


越年 卵色 ， 蟻色， 幼 虫斑 紋， 繭 色 な ど〃


低温 通性 ， 生存率 ， 繭 の量 的形質 な ど


休 眠性 な ど


眠性 な ど


幼 虫体 色 ，斑 紋 ，遺伝 様 式 な ど〃


計 466 466 50 50







（4）遺伝資源の維持


動物 品種　　 系統 担当機関 ・部 ・室
ワー キン グ ベー ス ア クティブ


形態 点数 形態 点数 形態 点数


蚕 日本種　 在来種〃　　改 良種


中国種　 在来種〃　　改良種


欧州種　 在来種〃　　改良種


東南 ア ジア種


眠性種


突然変異種 原形〃　　複合 型


遺伝育種 部遺伝素 材研 究室 受精卵〃〃〃〃〃〃〃〃〃


1


15


受精卵〃〃〃〃〃〃〃〃〃49


51


51


70


27


19


6


21


114


42


受精卵〃〃〃〃〃〃〃〃〃49


27


51


35


27


16


6


18


106


44


計 16 450 379


（5）情報の管理・運営


①　平成2年度蚕種の分譲　　　43件，241品種，474蛾


②　蚕遺伝資源のデーターベース化







5）家畜改良センターにおける事業実績


（1）遺伝資源の収集


牧場名 動物 品　 種 導入形態 ・点数 導入先 備　　 考


十　 勝 馬 木　曽　馬 個体 （♂ 1 ♀ 2 ）　 1 長野県 購　　 入


鳥　 取 牛 黒毛和種 個体 （♀）　　　　 1


生殖細胞（精液）


島根県 購　　 入


（2）遺伝資源の評価及び維持


動　 物 品　　　　 種 牧場名
特性調査


主要特性調査項 目
1次 2次 3次


牛 見島牛


無角和種


褐毛和種


黒毛和種 ［芸悪霊霊系


鳥　 取〃〃〃〃〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


○


生理特性，繁殖能力〃〃


体型，外貌，生理特性


豚 梅山豚


中ヨー クシャー


バークシャー


茨　 城〃〃


○


○


○


○


（交雑試験）


発育，繁殖能力〃


鶏 三河種


名古屋種


ファイオミ


ニューハンプシャー
白色プ リマスロック


岡　 崎〃〃


兵　 庫〃


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


発育，産卵率，卵黄〃〃〃〃


めん羊 バルバドスブラックベリー 宮　 崎 ○ ○ 発育，繁殖能力


山　 羊 ピグミーヤギ 長　 野 ○ 体型，外貌


うさぎ
日本 白色種 漂 書芸


1／
○


○


○


○
体重，体長，皮生産量，兎肉歩留


馬 対州馬


木曽馬


十　 勝〃 ○


○


○ ○ 体重，体型，繁殖能力，生理特性


体重，体型


計 13 15 13







（3）遺伝資源の維持


動物 品　　　　　　 種


I


牧場名
ワー キング I　 ベ ー ス 序 クテイブ


形　　　 態 点数 形　　　 態 点数 形態 点数


牛 見 島牛


無角和種


褐 毛和種


黒毛和種 ［宝器芸霊系


鳥取〃〃〃個体 ・生殖細 胞〃〃〃1


1


1


2


豚 梅 山豚


中 ヨー クシャー


バ ー クシャー


茨城〃〃


個体 ・生 殖細胞〃 1


1


個体 ・生殖細胞 1


鶏 三 河種


名 古屋種


フ ァイオ ミ


ニ ューハ ンプ シャー


白色 プ リマ ス ロ ック


岡崎〃〃


兵庫〃


個　　 体 1


個　　 体〃


個　　 体〃


1


1


1


1


めん羊 バルバ ドスブラックベリー 宮崎 〃 1


山羊 ピグ ミーヤ ギ 長野 ！／ 1


うさぎ 日本 白色種 ［票書芸 〃 〃
2


馬 対州 馬


木 曽馬


十勝〃 〃
〃 1


1


計 19 14 5 0


（4）情報の管理・運営


動物遺伝套源特性調査マニュアル（未定稿）に従って特性調査を実施する。







6）事業実績の総括


（1）農水省本省試験研究機関


（彰　動物種類別
（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保　 有　 数　 の　 増　 減 2 年 度 未 保 存 （増 減 ） 形 態 2 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査


元 年 度


末　 計


2　 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


2 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワー キ ン グ　 ベ　 ー　 ス　 ア クテ ィブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次　 3 次


牛


水　　　 牛


馬


め　 ん　 羊 ・ 山　 羊


豚


家 き ん ・ う　 さ　 ぎ


実　 験　 用　 動　 物


昆 虫 （み つ ば ち ， 蚕 ）


3


1


0


3


3


1 5


2 8


4 6 5


0　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


3　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


1　　　 0　　　 0


6　　　　 0　　　 3


3


1


0


3


6


1 5


2 9


4 6 8


0　　　　 0　　　　 3　　　　　 0


0　　　　 0　　　　 1　　　　 0


0　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


3　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


3　　　　 0　　　　 3　　　　　 0


15　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


2 9　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


2　　　 4 66　　　　 0　　　　　 0


3


1


0


3


6


1 5


2 9


4 6 8


3


1


0


3


6


15


2 9


4 6 8


3　　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　　 0　　　　　　 0


1　　　　　 2　　　　　　 0


6　　　　　　 0　　　　　　 0


3　　　　　 12　　　　　　 0


2　　　　 a7　　　　 2 0


17　　　　　 45 1　　　　 3 7 9


2　　　 2　　　 0


1　　 1　　 0


0　　　 0　　　 0


0　　 1　　 0


1　　 3　　　 2


0　　　 0　　　 3


1　　 3　　　 1


46 7　　 5 1　　 5 0


合　　　　 計 5 1 8 1 0　　　　 0　　　 3 5 2 5 5 2　　　 46 6　　　　 7　　　　　 0 5 2 5 5 2 5 3 3　　　　　 4 9 2　　　　 3 9 9 4 7 2　　 6 1　　 5 6







②　実施機関別
（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保　 有　 数　 の　 増　 減 2 年 度 未 保 存 （増 減 ） 形 態 2 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査


元 年 度


末　 計


2　 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


2 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワー キ ン グ　 ベ　 ー　 ス　 ア クテ ィブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次　 3 次


農 業 生 物 資 源 研 究 所


牛


豚


3


2


1


2　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


2　　　　 0　　　 0


5


2


3


0　　　　 0　　　　 5　　　　　 0


0　　　　 0　　　　 2　　　　　 0


0　　　　 0　　　　 3　　　　　 0


5


2


3


5


2


3


5　　　　　　 0　　　　　 0


2　　　　　　 0　　　　　 0


3　　　　　　 0　　　　　 0


3　　 3　　　 0


2　　　 2　　　 0


1　　 1　　 0


畜　 産　 試　 験　 場


牛


水 牛


め ん 羊 ・山 羊


勝


家 き ん ・う さ ぎ


み つ ば ち


2 1


1


1


3


2


1 2


2


1　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


1　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


2 2


1


1


3


3


1 2


2


2 0　　　　 0　　　　 2　　　　　 0


0　　　　 0　　　　 1　　　　 0


0　　　　 0　　　　 1　　　　 0


3　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


3　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


1 2　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


2　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


2 2


1


1


3


3


1 2


2


2 2


1


1


3


3


1 2


2


10　　　　　 12　　　　　 0


1　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　　 2　　　　　 0


3　　　　　　 0　　　　　 0


3　　　　　　 9　　　　　 0


1　　　　　 1　　　　　 0


2　　　 5　　　 5


0　　　 0　　　 0


1　　 1　　 0


0　　 1　　 0


0　　　 2　　　 2


0　　　 0　　　 3


1　　 1　　 0


蚕糸 昆虫農 業技術研 究所


蚕


4 6 3


4 6 3


6　　　　 0　　　 3


6　　　　 0　　　 3


4 6 6


4 6 6


0　　　 46 6　　　　 0　　　　　 0


0　　　 46 6　　　　 0　　　　　 0


4 6 6


4 6 6


4 6 6


4 6 6


16　　　　　 4 5 0　　　　 3 7 9


16　　　　　 4 5 0　　　　 3 7 9


4 6 6　　 5 0　　 5 0


4 6 6　　 5 0　　 5 0


家 畜 衛 生 試 験 場


め ん 羊 ・山 羊


家 き ん ・う さ ぎ


実 験 用 動 物


3 1


0


3


2 8


1　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


1　　　 0　　　 0


3 2


0


3


2 9


3 2　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


0　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


3　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


2 9　　　　 0　　　　 0　　　　　 0


3 2


0


3


2 9


3 2


0


3


2 9


2　　　　　 3 0　　　　　 2 0


0　　　　　　 0　　　　　　 0


0　　　　　　 3　　　　　　 0


2　　　　　 2 7　　　　　 2 0


1　　 3　　　 1


0　　　 0　　　 0


0　　　 0　　　 0


1　　 3　　 1


合　　　　 計 5 1 8 1 0　　　　 0　　　 3 5 2 5 5 2　　　 46 6　　　　 7　　　　　 0 5 2 5 5 2 5 3 3　　　　 4 9 2　　　　 3 9 9 4 7 2　　 6 1　　 5 6







（2）家畜改良センター関係


①　動物種類別
（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 2 年 度 未 保 存 （増 減 ） 形 態 2 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査


牧　 場
元 年 度


末　 計


2　 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


2 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワーキ ング へ　 －　 ス　ア クティブ


コレクション コレクション コレクション
1 次　 2 次　 3 次


牛


馬


め ん 羊 ・山 羊


豚


う さ ぎ


鶏


4


1


2


3


2


5


1　　　　 0　　　 0


1　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


5


2


2


3


2


5


5　　　 4　　　　　 5　　　　　 0


2　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


2　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


3　　　 0　　　　　 3　　　　　 0


2　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


5　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


1 4


2


2


6


2


5


5


2


2


3


2


5


5　　　　 0　　　　 0


2　　　　 0　　　　 0


2　　　　 0　　　　 0


2　　　 1　　　　 0


2　　　　 0　　　　 0


1　　　 4　　　　 0


5　　　 4　　　 2


2　　 1　　 1


1　　 1　　 1


0　　　 2　　　 2


0　　　 2　　　 2


5　　　 5　　　 5


鳥 取


十 勝


宮 崎 ・長 野


茨 城 ・中 国


長 野


岡 崎 ・兵 庫


合　　　 計 1 7 2　　　　 0　　　 0 19 1 9　　　 4　　　　　 8　　　　　 0 3 1 1 9 1 4　　　　 5　　　　 0 1 3　　 15　　 1 3







（3）全　　体


（彰　動物種類別
（単位：品種・系統数・点）


②　実施機関別
（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保　 有　 数　 の　 増　 減 2 年 度 未 保 存 （増 減 ） 形 態 2 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査


元 年 度


末　 計


2　 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


2 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワー キ ン グ　 ベ　 ー　 ス　 ア クテ ィブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次　 3 次


牛


水　　　 牛


馬


め　 ん　 羊 ・ 山　 羊


豚


家 き ん ・ う　 さ　 ぎ


実　 験　 用　 動　 物


昆 虫 （み つ ば ち， 蚕 ）


7


1


1


5


6


22


28


4 65


1　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


1　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


3　　　　 0　　　 0


0　　　　 0　　　 0


1　　　 0　　　 0


6　　　　 0　　　 3


8


1


2


5


9


2 2


2 9


4 6 8


5　　　　 4　　　　 8　　　　 0


0　　　　 0　　　　 1　　　　 0


2　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


5　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


6　　　　 0　　　　　 6　　　　 0


22　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


29　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


2　　　 4 6 6　　　　 0　　　　 0


1 7


1


2


5


1 2


2 2


2 9


4 6 8


8


1


2


5


9


22


29


4 68


8　　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　　 0　　　　　 0


2　　　　　　 0　　　　　 0


3　　　　　　 2　　　　　 0


8　　　　　 1　　　　　 0


6　　　　　 1 6　　　　　 0


2　　　　　 2 7　　　　　 2 0


1 7　　　　 4 5 1　　　　 3 7 9


7　　　 6　　　 2


1　　 1　　 0


2　　 1　　 1


1　　 2　　　 1


1　　 5　　　 4


5　　　 7　　 1 0


1　　 3　　 1


4 6 7　　 5 1　　 50


合　　　　 計 5 35 1 2　　　　 0　　　 3 5 4 4 7 1　　 4 7 0　　　 1 5　　　　　 0 5 5 6 5 44 4 7　　　　 4 9 7　　　　 3 99 4 8 5　　 7 6　　 6 9


区　　　 分


保　 有　 数　 の　 増　 減 2 年 度 未 保 存 （増 減 ） 形 態 2 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査


元 年 度


末　 計


2　 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


2 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワー キ ン グ　 ベ　 ー　 ス　 ア クテ ィブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次　 3 次


農 業 生 物 資 源 研 究 所


畜　 産　 試　 験　 場


蚕糸 昆虫農 業技術 研究所


家 畜 衛 生 試 験 場


3


2 1


46 3


3 1


2　　　　 0　　　 0


1　　　 0　　　 0


6　　　　 0　　　 3


1　　　 0　　　 0


5


2 2


4 6 6


3 2


0　　　　 0　　　　　 5　　　　　 0


20　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0


0　　　 4 6 6　　　　　 0　　　　　 0


3 2　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


5


2 2


4 6 6


3 2


5


22


4 66


32


5　　　　　　 0　　　　　　 0


1 0　　　　　 1 2　　　　　　 0


1 6　　　　　 4 5 0　　　　 3 79


2　　　　　 30　　　　　 2 0


3　　　 3　　　 0


2　　　 5　　　 5


4 6 6　　 5 0　　 50


1　　 3　　 1


技　 術　 会　 議


畜　　　 産　　　 局


5 18


17


10　　　　 0　　　 3


2　　　　 0　　　 0


5 2 5


1 9


5 2　　　 4 6 6　　　　　 7　　　　　 0


19　　　　 4　　　　　 8　　　　 0


5 2 5


3 1


5 25


19


3 3　　　　 4 92　　　　 39 9


1 4　　　　　　 5　　　　　 0


4 7 2　　 6 1　　 5 6


1 3　 1 5　　 13


合　　　 計 5 3 5 12　　　　 0　　　 3 5 4 4 7 1　　 4 70　　　 1 5　　　　 0 5 5 6 5 4 4 4 7　　　　 49 7　　　　 39 9 4 8 5　　 7 6　　 6 9







4.海外フィールドサーベイ報告の要約







1）蚕糸・昆虫農業技術研究所松本支所　　繭質育種研究室長　山本俊雄


2）出張国名：タイ国及びインドネシア国


3）調査日的：タイ，インドネシアにおけるカイコ遺伝資源の探索


4）出張期間：平成2年10月10日～平成2年10月29日


5）日程概要


日数 年月日 曜日 行　　　 程 （訪問先，調査場所）


1 2 ．10．10 水 松本→成田


2 11 木 成田→バンコク


3 12 金 （日本大使館，農業局養蚕部，熟研バンコク事務所）


4 13 土 （資料整理）


5 14 日 バンコク→コラー ト


6 15 月 （国立コラー ト養蚕研究センター，コラー ト養蚕現地）


7 16 火 コラー ト→スリン（国立スリン蚕業試験場）


8 17 水 （スリン養蚕現地）


9 18 木 スリン→ロイエット（国立ロイエット蚕業試験場），→コンケン


10 19 金 （国立コンケン蚕業試験場，コンケン養蚕現地）


11 20 土 コンケン→コラー ト→バンコク


12 21 日 バンコク→ジャカルタ


13 22 月 ジャカルタ（日本大使館）→ボゴール（国立林業試験場養蚕部）


14 23 火 ジャカルタ→ウジュンバングン


15 24 水 ウジュンバングン→どリビリ（国立養蚕研究所）


→マリノ（養蚕研究所マリノ飼育所）


16 25 木 （マリノ養蚕現地），マ リノ→ウジュンバングン→ジャカルタ


17 26 金 ジャカルタ→バンドン（西ジャワ養蚕現地調査）


18 27 土 バンドン→ジャカルタ（資料整理）


19 28 日 ジャカルタ→バンコク→成田


20 29 月 成田→松本
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6）訪問機関及び調査地域（図1，2）


①　タイ


研究機関：農業局養蚕部，国立コラート養蚕研究センター，国立スリン蚕業試験場，


国立ロイエット蚕業試験場，国立コンケン蚕業試験場


養蚕地域：ナコンラチャシマ県，スリン県，コンケン県における数ヶ所


②　インドネシア


研究機関：国立林業試験場養蚕部，国立養蚕センタ「，同マリノ飼育所


養蚕現地：西ジャワ，南セラウエシにおける数ヶ所


7）調査の内容


蚕品種は原産地によって，日本種，中国種，欧州種，熱帯種及び朝鮮種に分けられて


いるが，東南アジアに分布する熱帯種を探索の標的にした。熱帯種は中国種の二化性種


より分化したもので，休眠せず，連続的に世代を繰り返すことから通常は多化性蚕と呼


ばれる。多化性蚕は繭が小さく生糸の生産量は低いが，幼虫経過が短く，高温に対して


適応した強健性品種であるとされている。


調査では養蚕関係の研究機関においてカイコ遺伝資源の情報を収集するとともに，主


要な養蚕地帯で飼育されている在来種の所在と特徴を明かにした。また，一部の特徴あ


る系統については繭を収集し，繭糸の特性を調査した。


①　タイ国


現在，タイで主要な養蚕地域は東北15県であり，約35万戸の養蚕農家，6万ヘクター


ルの桑栽培面積があり，繭は約1万トン，生糸1千トン以上を生産している。蚕品種


は在来の多化性種が主に用いられてきたが，近年，2化性種（交雑種）が多数導入さ


れつつある。


研究機関で蚕品種の調査を行った結果，東北タイの南部に位置するコラート養蚕研


究センターでは主に2化性日本種×2化性中国種，北部に位置するコンケン蚕業試験


場とロイエット蚕業試験場では多化性種×2化性種の育種が行われていた。また，東


部に位置するスリン蚕業試験場では多化性種の育種が行われていた。これら4場所で


調査できた品種数は，多化性在来種：17種，多化性改良種：16種，2化怪日本種15種，


2化性中国種15種，合計63種であった。


養蚕現地の調査では，都市に近く飼育技術の高い農村には大手の製糸会社が2化性


日本種×2化性中国種，あるいは多化性種×2化性種，等の交雑種を大量に製造し農
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家に配布し，できた繭を買い取る契約方式が広がりつつあり，在来種を飼育する農家


は減少の傾向にあった。在来種が多かったのは東北タイの東部のスリン周辺であり，


様々の蚕が飼育されていたが，幼虫期のものが多く，繭の収集が十分できなかった。


多化性蚕の飼育は1年間に6～10回程度行われているが，次回に飼育する分は自家採


種で間に合せている。したがって，幼虫の体色，繭の形や色が均一でない場合が見ら


れ，純系でないものが多数あると考えられる。


最も興味を覚えたことは，大抵の農家は30℃以上の蒸れるような多湿の部屋で飼育


カゴの全面を厚手の布で覆って無風状態で飼育していることである。日本であれば，


蚕は仝滅してしまう風景である。これはカイコノウジハエの寄生を防ぐためであるが，


タイ在来種の多くが高塩多湿に対して適応し，高度の強健性を具備していることに驚
′


嘆した。


なお，外来的に特徴の見られた8ヶ所の農家から繭を収集することができたので，


糸質を調査したところ，総ての品種の繊度（糸の太さ）が細い傾向にあり，とくに2
1


デニール以下のものが3品種あった。


②　インドネシア国


近年，病毒防除の上から農家で自家採種することが禁止されたのに伴い多化性在来


種が飼育されなくなり，2化性蚕の普及が図られている。主要な養蚕地域はスラウェ


シ島の南部であり，1971年には桑園面積が2，000ヘクタール，生糸生産が150トンに達


し，全インドネシアの96％の生糸を生産した。しかし1972年に大早抜に襲われ，同時


に微粒子病が大発生した結果，生糸生産は30トンまで激減した。その後，日本，韓国


等から技術援助を受け，徐々に復興してきており，現在，養蚕農家数約3，000で生糸生


産は50トンを越えるようになった。


ボゴールの国立林業試験場養蚕部には，10年ほど前までは約40種の多化性蚕在来種


を国内から集め保存していたが，組織の改変などに伴い，殆どの系統が絶えてしまい，


現在では6系統が維持されているにすぎなかった。また，日本の技術援助で1981年に


設立されたどリビリの国立養蚕センターでの蚕育種の重点は2化性品種であり，多化


性種は6品種だけ維持されていた。以上の2研究機関で調査できた品種数は，多化性


在来種：12種，2化性日本種：12種，2化怪中国種：12種，合計36種であった。
ヽ


南セラウエシと西ジャワの養蚕現地の調査では，総ての品種が交雑種で，多化性在


来種はまったく見られなかった。交雑種は，2化性日本種×2化性中国種が多く，多
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化性種×2化性種が一部で飼育されていた。蚕種は主にソッペンやエンレカンにある


林業公社の蚕種製造所が製造し配布している。しかし現在，自国製蚕種のみでは不足


するので，中国，韓国等からの輸入蚕種に頼っている。なお，今回は日程の都合で探


索できなかったソッペン地方には多化性在来種を飼育している集落があるという情報


を得たので，それらを養蚕センターで収集し，系統保存するように要請した。


表1　所在を確認し，特性調査した品種数


タイ　　インドネシア　　合計


多化性在来種　　25　　　　12　　　　　37


多化性改良種　　16　　　　　0　　　　　16


2化性日本種　　15　　　　　12　　　　　27


2化性中国種　　15　　　　12　　　　　27


合　　　計　　　71　　　　　36　　　　107


③　総合所見


タイ，インドネシアにおいては，桑は挿木によって1年で収穫可能となり，年間を


通じて成長を続け，収穫後約2ヶ月半で次の収穫が可能となる程発育が旺盛である。


両国とも蚕の飼育には温湿度が多少高すぎる時期があるものの，年間を通じて随時養


蚕を実施できる。養蚕の技術水準は全般的に低く，また農民を指導する技術者も不足


している。従って繭，生糸の生産性が低く，糸賀は不良である。


蚕品種の面では，両国とも多化性在来種に代えて生産性の高い2化性品種の普及に


力を注いでいるので，在来種が次々と失われていく可能性が大きい。既に，インドネ


シアでは多くの貴重な在来種が失われつつあり，養蚕の先進国である日本としては，


蚕の遺伝資源を残す方策を立てる必要があると痛感した。


調査の結果，2化性種を含め，所在を確認し，性状を調査できた品種数は表1に示


すとおりであり，多化性種は53種である。なお，多化性種の特性としては次のような


点を指摘することができる。


イ　多化性種は幼虫の発育が早く，体重は軽いが強健である。また，高温や多湿条件


に対して抵抗性を示す系統が多く，雨季のような不良環境であっても梶病しにくく，
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耐病性系統であると思われる。したがって，強健性の育種素材としての利用が期待


される。


ロ　繭は小型で繭層量が少なく，両端がとがり気味で繭層の表面は綿状である。繭色


は黄，淡黄，笹，白など多様である。なお，熱帯地方で飼育される2化性種は幼虫


の体型が大きく，繭は大型で重く，繭層量は多いが，強健性が著しく劣っている。


ハ　多化性種は2化性種に比べて繭糸繊度が著しく細く，絹の新素材を開発するため


の貴重な育種素材になると考えられる。


調査を行った地域（タイ）
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調査を行った地域（インドネシア）







5．動物遺伝資源の収集一覧







1）平成2年度までの事業の進捗状況


種　 類
昭和 59年 度 未


保　 存　 点　 数


第 1期 計 画 （S 60 ～ H 4 ） 平成 2 年 度末 までの実 績 平 成 2 年 度 未 まで の達 成率 ％


収集点数 （S 60 ～H 4） H 4 未保存点数 収集点数 （S 60～H 2） 廃棄 と移管 H 2 未保存点数 収集点数の達成率 保 存点数の達成率


牛 7 15 22 9 0 16 60 ．0 72 ．7


馬 4 7 11 2 0 6 28 ．6 54 ．5


め ん 羊 3 2 5 1 、 0 4 50 ．0 80 ．0


山　　 羊 2 1 3 3 1 4 300 ．0 133 ．3


豚 14 5 19 9 0 23 180 ．0 12 1 ．1


う　 さ　 ぎ 3 2 5 2 0 5 100 ．0 100 ．0


家　 き　 ん 73 7 80 7 1 79 100 ．0 98 ．8


実験 動物 19 11 30 15 5 29 136 ．4 96 ．7


みつ ば ち 1 1 2 1 0 2 100 ．0 100 ．0


蚕 43 1 ［102］＊＊ 533 56 2 1 4 66 54 ．9 87 ．4


合　 計 55 7＊ 1 53 710 105 28 6 34 68 ．6 89 ．3


＊当初カウント90点を含む　＊＊蚕の［］は概数


（1）収集について


①　平成2年度までに収集した家畜・家禽49点のうち82％が生体収集で，その内訳は牛（5点），馬（2点），めん羊（1点），山


羊（2点），豚（5点），うさぎ（2点），家きん（7点），実験動物（15点），みつばち（1点）である。


②　家畜・家禽については馬とめん羊を除き，平成4年度までに当初の計画通りに収集できる見込みである。


③　生体による収集では，収容施設のキャパシティや維持管理費用の増大などがネックになっている。


④　蚕では担当要員の大幅減少ならびに保存施設の制限のため，当初計画した収集の概数を達成するのは困難な状況にある。


（2）保存について


①　生体収集した牛や馬については，生殖質細胞（精液・受精卵）を採取し凍結保存に努力している。


②　その他の生体収集動物については生殖質細胞の採取・保存を検討しているが，生殖質細胞の採取や長期保存技術が確立して


いない品種も多い。


③　みつばちは群で生体保存しているが，逃亡の恐れがあるため管理が容易でない。


④　蚕は生体飼育で1年1回受精卵を採取して保存しているが，現状の保存点数維持においても要員・施設とも不足している。


⑤　生殖質細胞の保存が順調に進行するとともに，凍結保存用タンクの容量不足が深刻化している。


（3）廃棄・移管について


①　実験動物では繁殖性低下が著しいものを，蚕では本来の遺伝的特性が消失したものを廃棄した。







2）年次別収集一覧


（1）昭和60年度


番号 機　　　　　 関 動　 物 品　 種　 系　 統 保　 存　 形　 態 導入先 備　　　　　　 考 収 集年


1 畜 産試験場 鶏 土佐地鶏 個　　　 体 1985


2 畜産試験場 鶏 対馬地鶏 個　　　 体 1985


3 畜 産衛生 試験場 マ ウス 個　　　 体 1985


4 家畜衛生 試験場 マ ウス 個　　　 体 1985


5 家畜衛生 試験場 マ ウス 個　　　 体 1985


6 家畜衛生 試験場 マ ウス 個　　　 体 1985


7 家畜衛生 試験場 マ ウス 個　　　 体 1985


8 家畜衛生 試験場 モルモ ッ ト S train 2 個　　　 体 1985


9 家畜衛生 試験場 イ ヌ ビー グル犬 個　　　 体 ヘ ア レス遺伝 子 を導 入 1985


1 0 家畜衛生 試験場 山羊 ピグ ミー ゴー ト 個　　　 体 1985


11 蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所 蚕 受　 精　 卵 1985


1 2 蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所 蚕 受　 精　 卵 1985


1 3 蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所 蚕 受　 精　 卵 1985


1 4 蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所 蚕 受　 精　 卵 1985


1 5 蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所 蚕 受　 精　 卵 1985


1 6 蚕糸 ・昆虫農業捜術研 究所 蚕 受　 精　 卵 1985


1 7 蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所 蚕 受　 精　 卵 1985


1 8 蚕糸 ・昆虫農業捜術研 究所 蚕 受　 精　 卵 1985


1 9 蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所 蚕 受　 精　 卵 1985


2 0 蚕糸 ・J昆虫農業技術研 究所 蚕 受　 精　 卵 1985


2 1 家畜改 良セ ンター 鳥取牧場 牛 見島牛 個体，生殖細胞（精液，受精卵） 1985


2 2 家畜改良 セ ンター 岡崎 牧場 鶏 三 河種 種　　　 卵 1985


2 3 家畜改 良セ ンター長 野牧 場 うさぎ 日本 白色種 個　　　 体 1985







（2）昭和61年度


番号 機　　　　　 関 動　 物 品　 種　 系　 統 保　 存　 形　 態 導入先 備　　　　　　 考 収集年


1


2


3


4


5


6


7


8


9


10


11


12


13


14


15


16


17


18


19


畜 産試験場


畜 産試験場


畜産衛生 試験場


家畜衛生 試験場


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


家畜改 良セ ンター 鳥取牧 場


家畜改 良セ ンター茨城牧 場


家畜改 良セ ンター長 野牧 場


家畜改 良セ ンター 岡崎牧 場


家畜改 良セ ンター兵庫 牧場


豚


みつば ち


マ ウス
カヤ ネズ ミ


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


牛


豚


うさぎ


鶏


鶏


ラン ドレース（ハロセン陽性）


日本 蜂


L as a t


P M　 n b　 o r


p M　 Y A　 M 3


p M　 Z e　 B m


l a　 p S


q　 G b


q　 r t （3 眠）


q　 r t （4 眠）


U N　 d － S


Z e F　 Y m　 W S


b p m p B esD src－2


無角 和種


太湖種 ，梅 山


日本 白色種


名 古屋種


ニューハ ンプ シャー種


個　　　 体


個　　　 体


個　　　 体


個　　　 体


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


個体，生殖細胞（精液）


個　　　 体


個　　　 体


個　　　 体


種　　　 卵


中　 国


突然変異種


突然変異種


突然変異種


突然変異種


突然変異種


突然変異種


突然変異種


突然変 異種


突然変異種


突然変 異種


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86


19 86







（3）昭和62年度


番号 機　　　　　 関 動　 物 品　 種　 系　 統 保　 存　 形　 態 導 入先 備　　　　　　 考 収集年


1


2


3


4


5


6


7


8


9


10


11


12


13


14


15


16


農業生物 資源研究所


畜産 試験場


畜産衛 生試験場


家畜衛 生試験場


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術研 究所


家畜改 良セ ンター 茨城牧場


家畜 改良セ ンター 宮崎牧場


家畜 改良セ ンター 岡崎牧場


家畜改 良セ ンター 兵庫牧場


午


年


マ ウス


マ ウス
蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


豚


めん羊


鶏


鶏


口之 島牛


口之 島牛


N Z B ／ N


N Z W ／ K 1


日1 24号 白ハ ゼ卵糸


母性 遺伝 赤蟻


日 14 2号


日 14 3号


日 14 4号


支 13 8号


支 14 0号


支 14 4号


中 ヨー クシャー種


バルバ ドスブラックベ リー種


ファ ヨウ ミ種
白色 プ リマ ス ロック種


生殖 細胞 （精 液）


生殖 細胞 （精 液）


個　　　 体


個　　　 体


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


個　　　 体


個　　　 体


個　　　 体


個　　　 体


野生化牛


野生化牛


突然変 異種


突然変 異種


改 良種


改 良種


改良種


改 良種


改 良種


改 良種


ジー ンバ ン クへ移管


ジー ンバ ン クへ移管


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7


19 8 7







（4）昭和63年度


番号 機　　　　　 関 動　 物 品　 種　 系　 統 保　 存　 形　 態 導入先 備　　　　　　 考 収集年


1


2


3


4


5


6


7


8


9


10


11


12


13


14


15


16


17


18


19


2 0


農 業生物 資源研究所


畜産試験場


畜産衛生 試験場


家畜衛生 試験場


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所


家畜 改良セ ンター 茨城 牧場


家畜改 良セ ンター 鳥取牧場


豚


山羊


実験動物


実験動物


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


豚


牛


ラン ドレー ス種


トカ ラ山羊


スナネ ズ ミ


マ メジカ
S Y 原型


N o．3　b－2


日　F L　 b－2


第 2 辻 田褐卵　 b －t ＊2


11致死 1－11


第 2 白死卵　 p el－2


遺伝 的不 眠蚕 糸遅蚕　 nm r


冒 114号系紡錘 形卵　 sp －n


遅 眠致死 1－Sg


姫 日油　 oh i


日 135号


日 14 1号


支 142号


支 14 3号


バー クシャー種


褐 毛和種


生殖 細胞 （精 液）


個　　　 体


個　　　 体


個　　　 体


受　 精　 卵


ー　受　 精　 卵
受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


個　　　 体


個　　　 体 高　 知


l
ハ ロセ ン陽性


限性 黄繭


突然変 異種


突然変 異種


突然変 異種


突然変 異種


突然変 異種


突然変 異種


突然変 異種


突然変 異種


突然変 異種


目　 改良種


日　 改良種


支　 改良種


支　 改良種


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 88


19 8 8


19 88


19 8 8


19 8 8


19 88







（5）平成元年度


番号 機　　　　　 関 動　 物 品　 種　 系　 統 保　 存　 形　 態 導 入先 備　　　　　　 考 収 集年


1


2


3


4


5


6


7


8


9


10


11


12


13


14


15


農 業生物 資源研究所


農業生物 資源研 究所


畜産試 験場


家畜衛 生試験場


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


蚕糸 ・昆虫農業 技術 研究所


家畜 改良セ ンター 鳥取牧場


家畜改 良セ ンター 十勝牧場


家畜改 良セ ンター 長野牧場


牛


牛


水 牛


マ ウス
蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


牛


馬


山羊


ブ ラー マ ン種


サンタ ・ガー トルーディス種


沼沢水 牛


C 5 7 B L ／6－b g


89 1　 m 3 6


8 91　 t70


89 1　 X t8 0 0


89 1　 N x t8 0


89 1　 N 4 0


S m －n


日 14 5号


日 14 6号


黒毛和種　 鳥取 花系


対州 馬


ピグ ミーヤ ギ


生殖 細胞 （精 液）


生殖 細胞 （精 液）


生殖 細胞 （精 液）


個　　　 体


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


個体，生殖細胞 （精液）


個　　　 体


個　　　 体


オーストラリア


オーストラリア


沖　 縄


国立予衛研


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


鳥　 取


長　 崎


東 北農 試 よ り分 譲


東 北農試 よ り分 譲


購　　　　 入


分　　　　 譲


分　　　　 譲


分　　　　 譲


分　　　　 譲


分　　　　 譲


分　　　　 譲


分　　　　 譲


分　　　　 譲


分　　　　 譲


購　　　　 入


家衛 試 よ り管理 換


19 8 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


1 98 9


19 8 9







（6）平成2年度


番号 機　　　　　 関 動　 物 品　 種　 系　 統 ‘保　 存　 形　 態 導 入先 備 ・　　　　　 考 収 集年


1


2


3


4


5


．6
7


8


9


10


11


12


農 業生物 資源研 究所


農 業生物 資源研 究所


畜産試験場


家畜衛生 試験場


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕糸 ・昆虫農 業技術研 究所


蚕奉 ・昆 虫農 業技術研 究所


家畜改 良セ ンタ一馬取牧 場


家畜改 良セ ンター十勝牧 場


豚


豚 ・


豚


マ ウス
蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


蚕


牛


馬


系 統造成豚 （タテヤマ）


系統 造成豚 （ボウ ソウL ）


ゲ ッチ ンゲ ン ミニ豚


S C ID


901　N 50


901　N 52


901　N 854


901・N 855


901　N 875


支 144号


黒毛 和種


木 曽馬


生 殖細胞 （精液）


生 殖細胞 （精液）


個　　　 体


個　　　 体


受　 精　 卵


受　 精 ．卵


受 ＿　精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


受　 精　 卵


個体，生殖細胞


個　　　 体


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国　 内


国 r 内


分　　　　 譲


分　　　　 譲


購　　　　 入
匁　　　 譲


分　　　　 譲


購　　　　 入


購　　　　 入


1990


1990


1990


1990


1990


1990


1990


1990


1990


1＿990


1990


1990







6．参　考　資　料







2農会第1857号


平成2年10月1日


農　蚕　園　芸　局　長


畜　　産　　局　　長


農林水産技術会議事務局長


林　野　庁　長　官


水　産　庁　長　　官


農業生物資源研究所長　殿


農林水産省ジーンバンク事業実施要領及び農林水産省


ジーンバンク事業実施計画の一部改正について


このことについて，下記のとおり改正したのでご承知ありたい。


記


1「農林水産省ジーンバンク事業実施要領の制定について」（昭和60年7月16日付け60農


会第1511号，農蚕園芸局長，畜産局長，農林水産技術会議事務局長，林野庁長官，水産


庁長官通達）の一部を別紙1新旧対照表のとおり改正する。


2　「農林水産省ジーンバンク事業実施計画について」（昭和60年10月11日付け60農会第


2150号，農蚕園芸局長，畜産局長，農林水産技術会議事務局長，林野庁長官，水産庁長


官通達）の一部を別紙2新旧対照表のとおり改正する。


－43－







別紙1


1


か


鼻


－


新　　旧　　対　　照　　表


改　　　 正　　　 後 現　　　　　　　 行


第2　実施機関 第2　実施機関


［本文略］‘ 丁本文略］


一　別表1に掲げる試験研究機関 一　別表1に掲げる試種研究機関


二　種首管理センター 二　種首管理センター


三　家畜改良センター 三　種畜牧場


四　材木育種場 四　材木育種場


（別表2） （別表2）


部　門 センターバンク サ　 ブ　 バ　 ン　 ク 敵 ．門 センターバンク サ　 ブ　 バ　 ン　 ク


植　　　 物 農業生物 農業研究セシタ二 軍坤試験場，果樹試験 植　　　 物 農業生物 農業研究センター，草地試験場，果樹試験
遠慮資輝 資源研究所 場；野菜・茶業試験場，農業試験場，蚕糸 遺伝資源 資源研究所 場，野菜・茶業試験場，農業試験場，蚕糸
（木材及び ・昆虫農業痩術研究所，熱帯農業研究センター （木材及び ・昆虫農業技術研究所，熱帯農業研究センター


水産植物を 種首管理センター 水産植物を 種首管理センター


除く。） 家畜改良センター 除＿く。） 種草堂垣


微　生　物‘
遺伝資源


［略］ 微　生　物
遺伝資源


・［略］


動　　 彿 農業生物 畜産試験場，蚕軒・昆虫農業技術研究所 動　　　 物 農業生物 畜産試験場，蚕糸・昆虫農業技術研究所，


遺伝資・源 資源研究顔 家畜衛生試験場・ 遺伝資源 資源研究所 家畜衛生試験場
（水産動物


を除く。）


家畜改良センター （水産動物


を除く。）


種畜牧場


［田如 ［略］







別紙2


ー


ね


び


－


新　　旧　　対　　照　　表


改　　　 正　　　　 後 現　　　　　　　　 行


（別紙） （別紙）
2　実施機関別事業実施計画の内容 2　実施機関別事業実施計画の内容


［本文略］ ［本文略］


（1）生物遺伝資源の収集に関する事項 （1）生物遺伝資源の収集に関する事項


生物遺伝 生物遺伝
実　施　機　関　　　　　　　　 事業量　　　　　 実施方法 実　施　機　関　　　　　　　　 事業量　　　　　 実施方法


資源の種類 資源の種類


葦孟芳験研究機関　　　　 ［略］ 葦芸票験研究機関　　　　 ［略］


家畜改良センター 種　 畜　 牧　 場


［略］


（2）生物遺伝資源の分類・同定及び特性評価に関する事項


［略］


（2）生物遺伝資源の分類・同定及び特性評価に関する事項


生物遺伝 生物遺伝
実施機　関　　　　　　　　 事業量　　　　　 実施方法 実　施　機　関　　　　　　　　 事業量　　　　　 実施方法


資源の種類 資源の種類


本省試験研究機関 本省試験研究機関
［略］ ［略］


種苗管理センター 種首管理センター


家畜改良センター 種　 畜　 牧　 場


［略］ ［略］


［略］ ［略］







新　　旧　　対　　照　　表


ー
怠
－


改　　　 正　　　　 後 現　　　　　　　 行


（3）生物遺伝資源の増殖及び保存に関する事項 （3）生物遺伝資源の増殖及び保存に開す．る事項


生物 遺伝 生 物遺伝
実　施1機　関　　　　　　　 事業量　　　　　 実施方法 実　施　機　関　　　　　　　　 事業量　　　　　 実施方法


資源＿の種類 資源の種類


本省試験研究機関 本省試験研究機関
［略］ ［略］


種首管理センター 種首管理センター


家畜改良センター 種　 畜　 牧　 場


［略］


（4）生物遺伝資源及び生物遺伝資源情報の管理提供に関する事項


［略］


（4）．生物遺伝資源及び生物遺伝資源情報の管理提供に関する事項


生物 遺伝 生 物遺．伝
実　施　機　関　　　　　　　　 事業量　　　　　 実施方法 実　施　機　関　　　　　　　　 事業量　　　　　 実施方法


資源の種類 資源の種類


本省試験研究機関 本省試験研究機関
［略］ ［略］


種首管理センター 種菌管理センター


家畜改良セシター 種　 畜　 牧　 場


［略］ ［略］


＼







農林水産省ジーンバンク事業実施状況
（平成3年2月）


1）平成2年度農林水産省ジーンバンク事業の実施経過及び今後の取り組み


時　　 畢 事　　　　　 項 内　　　　　 容


平成 2 年 7 月11日 ・第 5 回生物遺伝資源協議会 ・殖博会場政府苑（大阪）において事一


業の運営に関する基本的事項につ


いて学識経験者から意見を聴取し


協議を行った。


7 月31日 ・第 6 回ジーンバンク管理運営会議 ・2 年度ジーンバンク事業の実施計


画等について関係部局内での調整


を行った。


10月29 日 ・花博展示植物受入れに関する大臣


感謝状伝達式


・花博展示植物の受入れ（15ヶ国か


ら116種類）に当たって，各国政府


代表者に農林水産大臣感謝状を伝


達した。


11月21日 ・・農林水産省ジーン バンク事業実施


要領及びジーンバンク事業実施計


画の一部改正


・家畜改良センターの組織改編によ


る改正．


7 月～10月 ・2 年度ジーンバンク事業実施計画．


の策定，通知


林野庁　　　　　　　 7 月13 日


農蚕園芸局　　　　　　 8 月 1 日


水産庁　　　　　　　　　 8 月22 日


農林水産技術会譲事務局 9 月 4 日


平成 3 年 2 月 7 日 ・林木遺伝資源部会の開催


畜産局　　　　　　　　 10月22 日


2 月 8 日 ・動物遺伝資源部会の開催 平成 2 年度事業実績見込および平


2 月14 日 ・水産生物遺伝資源部会の開催 成 3年度事業実施計画等について


2 月15 日 ・微生物遺伝資源部会の開催 検討


2 月22 日 ・植物遺伝資源部全の開催


2）平成3年度予算について


3年度（2年度）


農林水産生物遺伝資源・遺伝育種情報の捻合的管理利用システムの整備　　　537（533）百万円


（1）遺伝資源の管理運営に要する総合調整


（2）遺伝資源の探索導入及び導入施設の運営


（3）遺伝資源の分類・同定・評価・素材化


（4）遺伝資源の維持配布


（5）遺伝資源情報の管理運営


（6）遺伝資源の普及及び利用促進


（7）遺伝資源保存管理施設の維持運営


DNAバンクの基本フレームの作成に要する経費


－47－


11（11）


64（63）


198（192）


170（165）


49（57）


3（3）


42（42）


15（0）
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ま　　え　　が　　き


我が国農林水産業，食品産業等の今後の発展を図るためには，バイオテクノロジー等先


端技術の開発を積極的に推進していくことが不可欠であり，今後その基盤である生物遺伝


資源の確保はますます重要となっている。


しかしながら，現在，我が国が収集・保存している生物遺伝資源は，今後の利用範囲の


拡大に的確にこたえていくためには不十分であり，また，欧米諸国に比して立ち遅れてい


る状況にある。更に，地球的視野で生物遺伝資源の賦存状況をみた場合，品種の均一化，


熱帯林の減少等により，貴重な生物遺伝資源が急激に滅失してしまうおそれがあり，生物


遺伝資源の保存が緊急の課題となっている。


このため，昭和60年度から，植物，動物，微生物，水産生物（林木については昭和62年


′度から）の農林水産生物遺伝資源全般について，全国の試験研究機関，種首管理センター，


種菌牧場及び林木育種場の機関の機能，立地条件を生かし，これらの各機関の有機的，組


織的連携協力の下に国内外の遺伝資源の探索導入及び保存を行うとともに，それらの遺伝


資源の特性を調査評価してデータベース化し，遺伝資源及び遺伝育種情報を国公立試験研


究機関，民間，大学等に提供する総合的管理利用システム（農林水産ジーンバンク）の整


備を進め，遺伝資源，遺伝育種情報の収集，管理の充実強化を図っているところである。


本報告書は，この農林水産省ジーンバンク事業のうち，微生物遺伝資源部門について，


平成2年度の事業実績をとりまとめたものである。今後の事業の円滑な推進，技術指導等


に役立てていただければ幸いである。


平成3年7月


農業生物資源研究所長


日　野　稔　彦
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Ⅱ．微生物遺伝資源部門実績報告


1．微生物遺伝資源の収集，受入，保存，特性調査


（1）全微生物の機関別収集，受入，保存及び特性調査


（2）全機関の全微生物群別収集，受入，保存及び特性調査


（3）全機関の全微生物種類別収集，受入，保存及び特性調査


（4）全機関の微生物グループ，種類別収集，受入，保存及び特性評価
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（7）各機関の微生物種類，研究室別収集，受入，保存及び特性調査


2．微生物遺伝資源の国内探索・収集


3．微生物遺伝資源の海外探索・収集


4．微生物遺伝資源の受入（購入）


5．微生物遺伝資源の特性評価の概要


6．委託試験結果（VA菌根菌接種源の保存，協和発酵工業株式会社）


7．微生物遺伝資源の配布


（1）微生物遺伝資源の配布実績


（2）微生物遺伝資源の売払実績


（3）微生物遺伝資源の配布実績累計


Ⅲ．参考資料


1．農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規定


2．微生物遺伝資源取扱要領の制定について







I　微生物遺伝資源部門


事業実施体制と事業推進







I　微生物遺伝資源部門事業実施体制


1．微生物遺伝資源部会開催要領


（1）趣　　旨


農林水産ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，微生物遺伝資源部会（以下「部会」


という）を設置する。この部会は，微生物遺伝資源に関する事業の円滑な推進に資するため，


省内関係者のほか民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取しつつ，事業の運営に関す


る基本的な事項について協議するために開催する。


（2）構　　成


部会の構成員は，部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中から部会長


が依頼する。


（3）事務局長


部会の円滑な運営をはかるため，部会に事務局長を置く。事務局長は，農業生物資源研究所


遺伝資源調整官とし，部会長を補佐する。


（4）協議事項


部会は，微生物遺伝資源の収集，管理，利用等の事業の運営に関する基本的事項について協


議する。


（5）庶　　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画連絡室において処理する。


2．微生物遺伝資源部会の構成


〔学識経験者〕


財団法人　発酵研究所


東京大学応用微生物研究所


三共株式会社　発酵研究所


〔場　　　所〕


農業生物資源研究所


農業研究センター


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


常任理事


教　　授


所　　長


所　　長


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


分子育種部長


病害虫防除部長


微生物管理科長


栄養部長


環境部長


ー1－


飯島　貞二


山里　一英


山崎　光郎


日野　稔彦（部会長）


川口　敦美（事務局長）


鈴井　孝仁


田中　弘敬


蒲生　卓磨


永田　　徹


高橋　廣治


針生　程吉


西尾　道徳







I　微生物遺伝資源部門事業実施体制


1．微生物遺伝資源部会開催要領


（1）趣　　旨


農林水産ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，微生物遺伝資源部会（以下「部会」


という）を設置する。この部会は，微生物遺伝資源に関する事業の円滑な推進に資するため，


省内関係者のほか民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取しつつ，事業の運営に関す


る基本的な事項について協議するために開催する。


（2）構　　成


部会の構成員は，部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中から部会長


が依頼する。


（3）事務局長


部会の円滑な運営をはかるため，部会に事務局長を置く。事務局長は，農業生物資源研究所


遺伝資源調整官とし，部会長を補佐する。


（4）協議事項


部会は，微生物遺伝資源の収集，管理，利用等の事業の運営に関する基本的事項について協


議する。


（5）庶　　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画連絡室において処理する。


2．微生物遺伝資源部会の構成


〔学識経験者〕


財団法人　発酵研究所


東京大学応用微生物研究所


三共株式会社　発酵研究所


〔場　　　所〕


農業生物資源研究所


農業研究センター


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


常任理事


教　　授


所　　長


所　　長


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


分子育種部長


病害虫防除部長


微生物管理科長


栄養部長


環境部長


ー1－


飯島　貞二


山里　一英


山崎　光郎


日野　稔彦（部会長）


川口　敦美（事務局長）


鈴井　孝仁


田中　弘敬


蒲生　卓磨


永田　　徹


高橋　廣治


針生　程吉


西尾　道徳







果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


保護部長


環境部長


生産技術部長


生体防御官


応用微生物部長


森林生物部長


利用化学部長


病理部長


佐久間　勉


風野　　光


村上　　毅


黒木　　洋


真鍋　　勝


小林　一三


徳永　俊夫


乾　　靖夫


農林水産技術会議事務局　　　　連絡調整課課長補佐　　　　　片山　恵之


植物遺伝資源係長　　　　　　　佐々木信秋


微生物遺伝資源係　　　　　　　宮下　　進


3．微生物遺伝資源部会ワーキンググループの運営要領・構成


（1）運営要領


1）設置要領


微生物遺伝資源部会並びにこの分野の円滑な活動を図るため，ワーキンググループ（以下，


WGと略す）設ける。


2）構　　成


WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研究室長等


で構成する。WGの事務局長は，微生物遺伝資源部会の事務局長とする。


3）WGの活動


WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，報告等に


必要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係研究機関相互の緊密な連携を図り，


この分野の円滑な活動に資する。


4）事務局長の活動


WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の承認のも


とに実施する。計画の細部等については，事務局長がWGに依頼して検討を行い部会長の承


認のもとに実施し部会に報告する。


5）幹事及び検討チーム


WGの事務局長は，必要に応じ若干名の幹事をWGのメンバーから指名することができる。


また，特定の問題を解決するために，WGのメンバー及びそれ以外の者から指名し，検討チー


ムを必要な時期に設けることができる。


6）庶　　務


WGの庶務は，部会の庶務とあわせて農業生物資源研究所企画連絡室で行う。


－2－







2）ワーキンググループの構成


〔センターバンク〕


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


微生物探索評価研究チーム長


微生物保存研究チーム長


情報システム研究チーム長


情報システム研究チーム主任研究官


遺伝資源管理情報科長


遺伝資源管理情報科主任研究官


川口　敏美（事務局長）


鈴井　孝仁


田中　弘敬


加来　久敏


松本　和夫


関島　　稔


梅原　正道


牧田　道夫


喜多　孝一


〔サブバンク〕


農業研究センター


農業研究センター


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


果樹試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


畑病害研究室長


ウイルス病診断研究室長


核外遺伝子研究室長


微生物機能利用研究室長


微生物特性・分類研究室長


土壌微生物利用研究室長


飼料品質管理研究室主任研究官


病害第一研究室長


蚕病害研究室長


細菌第一研究室長


微生物利用第二研究室長


樹病研究室長


福田　徳治


亀谷　満朗


酒井富久美


日比　忠明


西山　幸司


澤田　泰男


原　慎一郎


柳瀬　春夫


佐藤　　威


山本　孝史


高野　博幸


金子　　繁


農林水産技術会議事務局 連絡調整課課長補佐


植物遺伝資源係長


微生物遺伝資源係


片山　恵之


佐々木信秋


宮下　　進


（3）ワーキンググループの幹事


1）wGの討議・運営及び部会資料作成の効率化を図るため，WG内に下記のとおり微生物グ


ループ別責任幹事（WG幹事）を置く。


グ　ル　ー　 プ 群 責　　　 任　　　 者


環 境 微 生 物 ＿細菌 ・放線菌 農環研　 西山　 幸司
（下の2 グループ 糸状菌 ・酵母 微生物特性 ・分類研究室長
以外のもの） ウイルス ・ファージ 農研七　 亀谷　 満朗


ウイルス病診断研究室長
D N A ・R N A ，培養細胞， 生物研　 加来　 久敏
原虫 ・線虫 微生物探索評価研究チーム長


家 畜 微 生 物 全微生物種類 家衛試　 黒木　　 洋　 生体防御官


食 品 微 生 物 仝微生物種類 食総研　 高野　 博幸　 微生物利用第二研究室長


センターバンク（生物研）として仝グループ・種類対応 生物研　 松本　 和夫　 微生物保存研究チーム長


－3－







（4）各場所の窓口責任者


〔センターバンク〕


農業生物資源研究所 微生物保存研究チーム長 松本　和夫


〔サブバンク〕


農業研究センター


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


畑病害研究室長


微生物特性・分類研究室長


飼料品質管理研究室主任研究官


作物病害研究室長


病害第一研究室長


病害第一研究室長


連絡科長


連絡科長


微生物利用第二研究室長


連絡科長


応用微生物研究室長


病原生物研究室長


福田　徳治


西山　幸司


原　慎一郎


植松　　勉


柳瀬　春夫


福本　文良


尾暮　正義


石田　修三


高野　博幸


牧　　　勉


中山　昭彦


反町　　稔


－4－







4．微生物遺伝資源部門実施推進体制


センターバンク


遺伝資源第一，二部長
微生物探索評価研究チーム
情報システム研究チーム
微生物保存研究チーム
遺伝資源管理情報科


農業生物資源研究所長 微生物遺伝資源部会


遺伝資源調整官 ワーキング・グループ


微生物グループ別責任者


環境微生物　西山幸司室長　（農環研）


亀谷満朗室長　　（農研セ）


加来久敏チーム長（生物研）


家畜微生物　黒木洋生体防御官（家衛試）


食品微生物　高野博幸室長　（食総研）


担当場所　松本和夫チーム長（生物研）


糸状菌・酵母，細菌・放線菌
ウイルス・ファージ


RNA・DNA，培養細胞，原虫・線虫
全微生物種類
全微生物種類
全グループ・種類　対応


サブバンク


生　　物　　研


窓　口　　　　松本　和夫


責任者　微生物保存研究チーム長


分　担　微生物探索評価研究チーム


研究室　微生物保存研究チーム


遺　伝　分　析　研　究　室


遺伝子構造研究室
核外遺伝子研究室
抵抗性遺伝子研究室
細　胞　生　理　研　究　室


窒　素　固　定　研　究　室


微生物機能利用研究室


農　　研　　セ


福田　徳治


畑病害研究室長


水　田　病　害　研　究　室


畑　病　害　研　究　室


土　壌　病　害　研　究　室


ウイルス病診断研究室


ウイルス病防除研究室


マイコプラズマ病防除研究室


水　田　虫　害　研　究　室


線　虫　害　研　究　室


畑　土　壌　肥　料　研　究　室


農　　環　　研


西山　幸司
微生物特性・分類研究室長


微生物特性・分類研究室
寄生菌動態研究室
土壌微生物分類研究室
土壌微生物生態研究室
土壌微生物利用研究室
線虫・小動物研究室


畜　　産　　試


原　慎一郎


飼料品質管理研究室


飼料品質管理研究室


加　工　第　三　研　究　室


草　　地　　試


植松　　勉


作物病害研究室長


土壌微生物研究室
作　物　病　害　研　究　室


調　製　貯　蔵　研　究　室


果　　樹　　試


柳瀬　春夫


病害第一研究室長


病　害　第　一　研　究　室


病　害　第　二　研　究　室


天敵微生物研究室
病害研究室（盛　岡）
病害研究室（興　津）
病害研究室（安芸津）
病害研究室（口之津）


野　　茶　　試


福本　文良


病害第一研究室長


病　害　第　一　研　究　室


病　害　第　二　研　究　室


病害研究室（茶栽培部）
病害研究室（盛　岡）
病害研究室（久留米）
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センターバンク


遺伝資源第一，二部長
微生物探索評価研究チーム
情報システム研究チーム
微生物保存研究チーム
遺伝資源管理情報科


農業生物資源研究所長 微生物遺伝資源部会


遺伝資源調整官 ワーキング・グルーフ


微生物グループ別責任者
環境微生物　西山幸司室長　　（農環研）　糸状菌・酵母，細菌・放線菌


亀谷満朗室長　　（農研セ）　ウイルス・ファージ
各来久敏チーム長（生物研）　RNA・DNA，培養細胞，原虫・線虫


家畜微生物　黒木洋生体防御官（家衛試）　仝微生物種類
食品微生物　高野博幸室長　（食総研）　仝微生物種類
担当場所　松本和夫チーム長（生物研）　全グループ・種類　対応


サブバンク


蚕　　昆　　研


窓　口　　　　尾暮　正義


責任者　　　連　絡　科　長


分　担　　桑　病　害　研　究　室


研究室　蚕病害　研　究　室


家　　衛　　試


石田　修三


連　絡　科　長


細　菌　第　一　研　究　室


細　菌　第　二　研　究　室


寄　生　虫　研　究　室


原　　虫　　研　　究　　室


ウ　イ　ル　ス　第一研究室


ウ　イ　ル　ス　第二研究室


ウ　イ　ル　ス　第三研究室


生　物　物　理　研　究　室


病　原　診　断　研　究　室


疫　　学　　研　　究　　室


理　化　学　研　究　室


診　　断　　研　　究　　室


免　　疫　　研　　究　　室


予　防　疫　学　研　究　室


飼料汚染微生物研究室
毒　性　薬　理　研　究　室
が　ん　原　性　研　究　室
細　菌　製　剤　研　究　室


ウ　イ　ル　ス　製剤研究室
生理活性物質研究室
製　剤　工　学　研　究　室


第一研究室（北海道）
第三研究室（北海道）
第五研究室（北海道）
第　一研　究　室（東　北）
第　一研究　室（九　州）
第　二研　究　室（九　州）
第　三研　究　室（九　州）
第　一研　究　室（鵜　病）
第　二研　究　室（鵜　病）
第　三研究　室（鵜　病）


食　　総　　研


高野　博幸


微生物利用第二研究室長


貯蔵微生物研究室
腐　敗　防　止　研　究　室
マイコトキシン研究室
微生物利用第一研究室
微生物利用第一研究室
微生物利用第三研究室
微生物検索研究室
酵　素　利　用　研　究　室


微生物資源研究室
玄　樹　什措術石牙　密「審


森　林　総　研


牧　　　勉


連　絡　科　長


樹　病　研　究　室


腐　朽　病　害　研　究　室


土壌微生物研究室
昆　虫　病　理　研　究　室


き　の　こ　生態研究室


き　の　こ　育種研究室


中　央　水　研


中山　昭彦
応用微生物研究室長


応用微生物研究室


養　　殖　　研


反町　　稔


病原生物研究室長


病　原　生　物　研　究　室
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5．微生物群・種類別担当研究室とグループ別責任者


－　9～10－


微　 生　物
グループ別
責　任　者


農　　　　　　　 環　　　　　　　 研


微 生　物　特 性 ・分 類 研　究　室　長


農 ・研　 セ


ウイルス病診断研究室長


隼　 物　 研


‘微生物探索評価研究チーム長


家　 衛　 ＿試


車 体 防 御 官


食 ．総　 研－


微生物利用第二研究室長


担当場所


研　究　室


細　　 菌l


農研セ


マイコプラズマ病防除研究室
畑　土　壌　病　害　研　究　室
水　田　虫　害　研　 究　室


生物研
微生物機能利用研究室
遺 伝　子　構　造　研　究　室
遺　伝　 分　析　研　 究　室
核　外　遺　伝　子　研　究　室
窒　素　周　 定　研　 究　室


農環研
微生物特性 ・分類研究室
土壌微生物利用研究室
土壌微生物生態研究室
寄 生　菌　動　態　研　究．室


畜　試
飼料品質管理研究室


果樹試
病　害　第．°　二　研　 究　室
病害研究室 （興　 津）
病害研究室 （安＿芸津）
病害研究．室 （口之津）


野菜茶試．
病　害　第　一　 研　 究　室
病　害　第　二　研　 究　室
病害研究室 （　 茶　 ）
病害研究室．（盛　　 岡）
病害研究室 （．久留米）．


蚕昆研
桑　 病　 害　 研　 究r　室


養殖研


病1‾原　 生　物　研　 究　室
中央水研
応用　微　生　物 研　究　室


】放　線　菌i


農研セ


畑 土　壌　病　害　研　究　室
生物研
微生物保存研究チ■ム


農環研
土壌微生物利用研究室


蚕昆研
r桑　 病　 害　 研　 究　 室
野菜茶試


病害研．究室．（久留米．）
病害研究室（　 茶　 ）


i糸　状　菌1


農研セ
水　 田　病　害　研＿究　室
畑　 病　 害　 研　 究　 室
土　壌　病　害　研　 究　室
畑　土　壌　肥　料　研　究　室
水　 田　虫　害　研　 究　室


生物研
微生物保存研究チーム
微生物探索評価研究チーム
微生物機能利用研究室


農環研
微生物特性・分類研究室
土壌微生物生態・研究室
寄　生　菌　動　態　研　究　室．


草一試
飼料品質管理研究室・


草地試‾
作　物　病　害　研　 究　室
土　壌　微　生　物　研　究　室


果樹試
病　害　第　一　研　 究　重
病・害一　第　二　研　究　室
天　敵　微　生　物　研　究　室
票書芸霊　 ぼ　 酎


病害研究室（安芸津）
病害研究室（口之津）


野菜茶試
病　害　第　一　研　究　室
病　害　第　二　研　究　室
病害研究室（　 茶　 ）
病害研究室（久留米）


蚕昆研
桑　 病　 害　 研　 究　 室
蚕　 病　 害　 研　 究　 室


森林総研
樹　　 病　　 研　　 究　　 室
腐　 朽　 害　 研　 究　 室・
き　の　こ　育　種　研　究　室
き　の　こ　生　態　研　究　室
昆　虫　病　理　研　究　室
土　壌　微　生　物　研　究　室


中央水研
応　用　微　生　物　研　究　室


極　　 母1


生物研
微生物機能利鳳研究室


畜試
飼料品質管理研究室
病害研究室（興　 津）


lウイル哀】


農研セ


ウイルス病診断研究室


ウイルス病防除研‘究室


マイコプラズマ病防除研究室
水　 田1虫　害　研＿究　室


生物研


微生物探索評価研究チーム


遺 伝‾子　構　造　研　究　室


核　外　遺　伝　子　研　究　室


抵 抗　遺　伝　子　研　究　室


微‾生物機能利用研究室


農環研


土壌微生物分類研究室


果樹試


病　 害　第　一　研　究　室


天　敵　微一生　物　研　究　室


病害研究室（盛　　 岡）


病害研究室（興　 津）


病害‾研究室（安芸津）


病害研究室（口之津）


野菜茶試
病　害　第　一　研　究　室


病．害研究室（久留米）


蚕昆研


蚕　 病　 害　 研　 究　 室


華殖研


病　原　生　物　研　究　室


lフアー ジ


農研セ


マイコプラズマ病防除研究室
生物研
遺 伝 子　構　造 研　究　室


果樹試


病害研究室（興　 津）


マイコプラズ可


農研セ


マイ．コプラズマ病防除研究室


わN A・R N A l


生物研


遺 伝 子 構．造 研 密 室


核　外．遺　伝　子　研　究　室


微生物機能利用研究室


l形質転換菌1


隼物研
遺 伝　子　構一造　研　究　室


核　外　遺　伝　子　研　究　室


I培養細胞I


生物研


細．胞　 生　理　研　 究　室


果樹試


天　敵　微　生　物　研　究　室


l線虫・原虫I


農研セ


線　 虫　 害　 研　 究　 室


蚕昆研


蚕　 病　 害　 研　 究　 室


農環研


線虫 ・小動物研究室


l車 ＝ 画


家衛試
細　 菌；第　一　研　 究　室
細　 菌「第　二‾研　 究　室
病　原（診　断　研　 究　室
飼料汚染微生物研究室
が　 ん（原　性　研　 究　室・
細　 菌ラ　製　剤　研　 究　室
生理活性物　質研究室
第一研究室（北海道支場）
第「研究室（1東北支場）
第一研究室（九州支場）
第一研究室（鵜病支場）


l・i放　線　菌つ


家衛試・
細　菌　第　二　研　 究　室


lラゥィルス．l


家衛試
ウ　イ　ル　ス　第一研究・室
ウ　イ　ル　ス　第二研究室
ウ　イ　ル　ス　第三研究室
生　物　物　理　研　究　室
病　原．．診　断　研　究　室
理　 化　 学　 研　 究　 室
診　　 断　　 研　　 究　　 室
免　　 疫　　 研　　 究　　 室
予　 防　疫　学　研　究　室
ウ　イ　ル　ス　製剤研究室
製　剤・・工　学　研　究　室
第三研究室（北海道支場）
第五研究室（北海道支場）
第一研究室（東北支場）
第三研究室（九州支場）
第二研究室（鶏病支場）


巨イコプラズ可


家衛試
紳　 薗　第　一　研　 究　室
細　菌　製　剤　研　 究　室


リケッチャ


家警試車 虫 研 究 室


趣 物細胞


家衛試
ウイ；ルス第一研究室
ウ　イルス第二研究室
ウ　イ　ル　ス　第、三研究室
疫　　 学　　 研　　 究　　 室
ウ　イ　ル　ス　製剤研究室
生理活性物質研究1室


家雲試よ原虫 李 究 室


原　 凍　　 研　　 究　　 室
第四研究室（鵜病支場）


植田．　 菌i


食総研


微生物利用第一研究室


微生物利用第三研究室


酵　素　利　用　研　究　室


素 材　化‾技 術 研　究1室


腐　 敗　防　止　研　究　室


畜　試


加　工　第　三　研　 究　室


中央水研


応　用　微　生　物　研　究　室


I放　線　菌l


食総研


酵　素　利　用　研　 究　室


貯　蔵　微　生　物　研　究　室


l糸　状　菌i


食総研


微生物利用第一研究室


微　生　物　探　索　研　究　室


貯　蔵　微　生　物　研　究．室


マイ　コト　キシン研究室
素　材　化　技　術　研　究．室


酵　素　利　用　研　究　室


微　生　物　資　源　研　究　室


中央水研


応　用　微　生　物　研　究　室


l酵　　 母l


食総研


・微生物利用第一研究室
微生物利用第二研究室


微隼　物　資　源　研　究　室


貯　蔵　微　生　物　研　究　室


腐　敗　 防　止　研　究　室


素　材　化　技　術　研　究’室


lファージl


食総研


腐　敗　 防　止　研　 究　室


l線　　 虫l


家衛試


第二研究室（九州支場）


第三研究室（鵜病支場）


微生物群
細　菌 ・放 線 菌 糸　状　菌 ・酵　母 ウイルス・ファージ D　　 N　　 A　　 等


物
・家　畜 微　生　物 食　品　微　生　物


環　　　　　　　　 境　　　　　　　　 傍数　　　　　　　　 生







6．微生物遺伝資源センターバンク運営体制　（農業生物資源研究所）


微生物遺伝資源管理責任者


農業生物資源研究所長


（微生物の保存，管理，運営の総括責任者）


微生物遺伝資源管理者


遺伝資源調整官


（微生物の保存，管理，運営の実務の責任者）


分　担　研　究　室


運　営　委　員　会


センターバンク機能


微生物遺伝資源審査委員会


委員長：遺伝資源調整官
委　員：遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長
関係各部，場から
1名


微生物の保存，管理，運営についての協議，助言
微生物保存登録の審査，承認


委員長：遺伝資源調整官


委　員：遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


遺伝資源第一部　微生物探索評価研究チーム長


遺伝資源第二部　微生物保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


分子育種部　　　遺伝分析研究室長


機能開発部　　　微生物機能利用研究室長


微生物探索評価研究チーム


微生物保存研究チーム


遺伝資源管理情報科


サブバンク機能


（遺伝資源第一部）


（遺伝資源第二部）


（機能開発部）


（分子育種部）


（細胞育種部）


微生物探索評価研究チーム


微生物保存研究チーム


遺伝資源管理情報科


微生物機能利用研究室


窒　素　固　定　研　究　室


核外遺伝子研究室


遺　伝　分　析　研　究　室


抵抗遺伝子研究室


遺伝子構造研究室


細　胞　生　理　研　究　室


微生物の探索，評価，特性情報の収集，管理


微生物の保存，在庫管理，目録作成，情報網の作成・管理


微生物の増殖保存，在庫管理，文書の受付・発送，微生物の受入れ，配布


（微生物の探索，評価）


（微生物の収集，保存法の開発）


（微生物の増殖保存，在庫管理）


（共生微生物の収集，保存，評価）


（窒素固定菌の収集，保存，評価）


（エチレン産生菌，プラスミドの収集，保存，評価）


（土壌微生物の収集，保存，評価）


（ウイルスの収集，保存，評価）


（形質転換菌，ファージの作出，保存，評価）


（昆虫細胞の保存，評価）
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7．微生物遺伝資源サブバンク運営体制


（1）農業研究センター


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物株審査
委　　員　　会


委員長：病害虫防除部長
委　員：ウイルス病診断研究室長


畑病害研究室長
畑土壌肥料研究室長


病害虫防除部長


登録微生物株の審査
収集・保存範囲の設定と分
担，その他管理運営に関する
協議と助言


管理責任者の補佐，実務の責
任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：病害虫防除部長
委　員：ウイルス病診断研究室長


畑病害研究室長
畑土壊肥料研究室長


○センターバンクとの連絡等
管理運営に関する連絡業務


OWGへの参加，微生物グル
ープ別責任者としての業務


分担研究室


ウイルス病診断研究室


ウイルス痛防除研究室


マイコプラズマ病防除研究室


水田病害研究室


畑病害研究室


土壌病害研究室


水田虫害研究室


線虫害研究室


畑土壌肥料研究室


病原ウイルスの保存，増殖，
評価，保存法の開発


病原ウイルスの保存，増殖，
評価，保存法の開発


病原マイコプラズマ・細菌の保
存，増殖，評価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原微生物（昆虫寄生性）の保
存，増殖，評価，保存法の開発


寄生性線虫の保存，増殖，評
価，保存法の開発


生産性向上関連微生物の保存，
増殖，評価，保存法の開発
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（2）農業環境技術研究所


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物株審査
委　　員　　会


委員長：環境生物部長
副委員長：微生物管理科長
委　　員：微生物管理科4名


登録微生物株の審査
管理運営に関する助言


微生物株管理者 微生物管理科長 管理責任者の補佐，実務の責
任者


微生物株管理係 細　　菌：微生物特性・分類研究室長


糸状菌：微生物特性・分類研究室長


ウイルス：土壌微生物分類研究室長


○サブバンク管理運営（文書
の受付，発送等窓口業務，
微生物株の受入・配布・物
品購入等，微生物株在庫管
理，微生物株の受入，保存，
配布台帳の整理，情報（来
歴，所在，特性，文献等）
の管理


OWGへの参加及び微生物グ
ループ別責任者としての業
務


分担研究室


微生物特性・分類研究室


土壌微生物分類研究室


土壌微生物利用研究室


寄生菌動態研究室


土壌微生物生体研究室


線虫・小動物研究室


細菌・糸状菌の保存，増殖，
評価，保存法の開発


ウイルス・DNAの保存，増殖，
評価，保存法の開発


放線菌，根痛菌，一般土壌細
菌の増殖，評価，保存法の開
発


細菌・糸状菌の評価，保存法
の開発


細菌・糸状菌の評価，保存法
の開発


線虫，細菌・糸状菌の評価，
保存法の開発
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（3）畜産試験場


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


場　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
加工部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：加工部長
委　員：企画科長


加工部加工第三研究室長
その他関係研究者


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報のDB
化等）


OWGへの参加


畜産加工にかかわる微生物の
保存・増殖・評価及びそれら
の方法の開発


飼料微生物の保存・増殖・評
価及びそれらの方法の開発


分担研究室 加工部　加工第三研究室


栄養部　飼料品質管理研究室


（4）草地試験場


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


場　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
環境部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：環境部長
委　員：環境部　作物病害研究室長


生態部　土壌微生物研究室長
飼料生産利用部


調整貯蔵研究室長


分担研究室 環境部　作物病害研究室


生態部　土壌微生物研究室


飼料生産利用部　調製貯蔵研究室


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報のDB
化等）


植物病原微生物の保存・増殖，
評価


生産性向上関連土壌微生物の
保存・増殖・評価


サイレージ関連発酵微生物の
保存，増殖，評価
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（5）果樹試験場


（組　織） （担　　当）


委員長：保護部長
委　員：病害第一研究室長


病害第二研究室長
天敵微生物研究室長


病害第一研究室


病害第二研究室


天敵微生物研究室


盛岡支場　病害研究室


興津支場　病害研究室


安芸津支場　病害研究室


口之津支場　病害研究室
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（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


管理責任者の補佐


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報等のD
B化等）


果樹病原菌・果樹ウイルス等
の収集・保存・評価


落葉果樹（主としてナシ，モ
モ，クリ）の病原菌及びウイ
ルスなどの収集・保存・評価


害虫に対する天敵微生物（糸
状菌，ウイルスなど），天敵
微生物の培養細胞などの収集・
保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価


微生物遺伝資源
管理責任者


場　長


微生物遺伝資源


管　　理　　者
保護部長


微生物遺伝資源
管理運営委員会


分担研究室







（6）野菜・茶業試験場


（組　織） （担　　当）


委員長：環境部長
委　員：環境部病害第一研究室長


（窓口）
環境部病害第二研究室長


環境部　病害第一研究室


環境部　病害第二研究室


茶栽培部　病害研究室


盛岡支場　病害研究室


久留米支場　病害研究室
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（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


管理責任者の補佐


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報のDB
化等）


地上部病害の病原菌の保存な
らびに特性評価


土壌病害の病原菌の保存なら
びに特性評価


茶病害の病原菌の保存ならび
に特性評価


病原菌の収集・評価


病原菌の収集・評価


微生物遺伝資源
管理責任者


場　長


微生物遺伝資源


管　　理　　者
環境部長


微生物遺伝資源
管理運営委員会


分担研究室







（7）蚕糸・昆虫農業技術研究所


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源
管　　理　　者


生産技術部長 管理責任者の補佐，実務の責
任者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：生産技術部長
委　員：桑病害研究室長


蚕病害研究室長


○管理・運営に関する協議と
助言


○サブバンク管理運営（文書
受付，発送窓口業務，微生
物の受入，配布，物品購入
等，微生物株在庫管理，微
生物株の受入，保存，配布
台帳の整理，特性情報電算
機入力，文献情報電算機入
力）


OWGへの参加


分担研究室 生産技術部　桑病害研究室 植物病原糸状菌・細菌
保存・増殖・評価，必要に応
じて保存法の開発


生産技術部　蚕病害研究室 昆虫病原性ウイルス，微胞子
・糸状菌の保存，増殖，評価，
必要に応じて保存法の開発
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（8）家畜衛生試験場


（組　織） （担　　当） （業務内容）


管理・運営にわたる総括責任者微生物遺伝資源
管理責任者


場　長


微生物遺伝資源


管　　理　　者
生体防御官 管理責任者の補佐，実務の責


任者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：生体防御官
副委員：細菌第一研究室長
委　員：ウイルス第一製剤研究室長


その他若干名
事務局：企画連絡室連絡科


○微生物株等の受入，選定，
目録作成，配布等の審議及
び管理，運営に関する協議
と助言


○受入，配布等の実務及びそ
れらに関する台帳の整理


OWGへの参加，グループ別
責任者としての業務


分担研究室 研究第一部：細菌第一，細菌第二，寄
生虫，原虫


収集，保存，特性評価及び保存


研究第二部：ウイルス第一，ウイルス
第二，ウイルス第三，生
物物理


収集，保存，特性評価及び保存


総合診断：病原診断，疫学
研究部


収集，保存，特性評価及び保存


海外病：理化学，診断，免疫，
研究部　　予防疫学


収集，保存，特性評価及び保存


飼料安全：飼料汚染微生物，毒性薬
研究部　　理，がん原性


収集，保存，特性評価及び保存


製剤研究部：細菌製剤，生理活性物質，
ウイルス製剤，製剤工学，


収集，保存，特性評価及び保存


北海道支場：第一，第三，第五 収集，保存，特性評価及び保存


東北支場：第一 収集，保存，特性評価及び保存


九州支場：第一，第二，第三 収集，保存，特性評価及び保存


鶏病支場：第一，第二，第三 収集，保存，特性評価及び保存
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（9）食品総合研究所


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
応用微生物部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：応用微生物部長
委　員：微生物検索研究室長


その他　研究室長
若干名


○サブバンク管理運営に関す
る協議と助言（受入，登録
微生物株の審査，登録番号
の決定）


○サブバンク管理運営（文書
の受付・発送等窓口業務，
微生物株の受入・配布，微
生物株在庫管理，保存，増
殖，評価，保存法開発，特
性（来歴，所在，一次特性）
情報電算機入力，文献情報
電算機入力，目録作成，刊
行）


OWGへの参加，グループ別
責任者としての業務


分担研究室 微生物検索研究室 糸状菌の収集・特性評価及び保存


微生物利用第一研究室 糸状菌の収集・特性評価及び保存


貯蔵微生物研究室 糸状菌の収集・特性評価及び保存


マイコトキシン研究室 糸状菌の収集・特性評価及び保存


微生物利用第二研究室 酵母の収集・特性評価及び保存


微生物資源研究室 酵母の収集・特性評価及び保存


微生物利用第三研究室 細菌の収集・特性評価及び保存


腐敗防止研究室 細菌の収集・特性評価及び保存


酵素利用研究室 放線菌の収集・特性評価及び保存


素材化技術研究室 糸状菌の収集・特性評価及び保存
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(10)　森林総合研究所


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
企画調整部長 管理責任者の補佐


森林微生物遺伝
資源管理委員会


座　長：企画調整部長
委　員：森林環境部長


森林生物部長
生物機能開発部長
木材化工部長
企画科長
連絡科長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


森林生物遺伝資
源（微生物部門）
管理小委員会


委員長：森林生物部長
委　員：きのこ科長


森林微生物科長
樹病研究室長
腐朽病害研究室長
きのこ育主研究室長
昆虫病理研究室長
土壌微生物研究室長


○遺伝資源の受入，選定，保
存，提供，これらの審査及
び情報整理，目録作成等に
関すること


○遺伝資源について，上記の
事項を円滑に推進するため
の管理運営に関すること


○その他委員長が必要と認め
た事項


分担研究室 樹病研究室 糸状菌・細菌の収集・評価・
保存


腐朽病害研究室 糸状菌・細菌の収集・評価・
保存


きのこ育種研究室 糸状菌の収集・評価・保存


きのこ生態研究室 糸状菌の収集・評価・保存


昆虫病理研究室 細菌・糸状菌の収集・評価・
保存


土壌微生物研究室 糸状菌・細菌の収集・評価・
保存
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（11）中央水産研究所


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理全般にわたる総括責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
利用化学部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：利用化学部長
委　員：企画連絡室


応用微生物研究室長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報等のD
B化等）


細菌・糸状菌の収集・評価・
保存


分担研究室 応用微生物研究室


（12）養殖研究所


（組　織） （担　　当）


水産微生物遺伝
資源管理責任者


所　長


（業務内容）


微生物株管理等の全般にわた
って総括する


水産微生物遺伝
資源管理者


病理部長 管理責任者の補佐


水産微生物遺伝


資　源　管　理


運営委員会


委員長：病理部長
委　員：病原生物研究室長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報等のD
B化等）


分担研究室 病原生物研究室 水産病原細菌，ウイルスの保
存，在庫管理，特性の評価，
保存法の開発，微生物株の収
集，受入れ等の実務水産微生
物遺伝資源の特性評価
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8．微生物遺伝資源部会の開催


1．第7回　微生物遺伝資源部会


日時：平成3年2月15日13：30～17：00


場所：農業生物資源研究所　研究本館3階　大会議室


出席者：


〔学識経験者〕


財団法人　発酵研究所


東京農業大学　総合研究所


三共株式会社　筑波研究所


〔委託先〕


協和発酵工業（株）　筑波研究所


〔技術会議〕


農林水産技術会議事務局


〔場　所〕


農業研究センター


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


農業生物資源研究所


常任理事


講師


主任研究員


主任研究員


連絡調整課　課長補佐


連絡調整課


畑病害研究室長


微生物管理科長


栄養部長


作物病害研究室長


保護部長


病害第一研究室長


蚕病害研究室長


生体防御研究官


応用微生物部長


森林微生物科長


利用化学部長


病理部長


所長（部会長）


遺伝資源調整官（事務局長）


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


分子育種部長


微生物探索評価研究チーム長
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飯島　卓二


岡田　早首


岡崎　尚夫


松田　幸久


片山　恵之


宮下　　進


福田　徳治


高橋　廣治


針生　程書


植松　　勉


佐久間　勉


手塚　信夫


佐藤　　威


黒木　　洋


真鍋　　勝


田村　弘忠


徳永　俊夫


乾　　靖夫


日野　稔彦


川口　薮美


鈴井　孝仁


田中　弘敬


蒲生　卓磨


加来　久敏


森　　勝美







微生物探索評価研究チーム　　　青木　孝之


微生物保存研究チーム　　　　　中村　晃三


情報システム研究チーム　　　　梅原　正道


遺伝資源管理情報科　　　　　　喜多　孝一


業務管理課長 羽鳥　満治


会議の概要：


I　開　会　　生物資源研　鈴井遺伝資源第一部長


Ⅱ　微生物遺伝資源部会長　日野生物資源研所長　挨拶


1．ベースコレクションの増加及び事業の進展について。


2．データシート等の出版物について。


3．JFCC加盟及びWFCC，WDC加盟申請について。


4．第一期は平成4年度までで終了，締めくくりが必要。


5．平成5年度からの第二期の構想について意見が欲しい。


Ⅲ　技術会議　片山連絡調整課課長補佐　挨拶


1．ジーンバンク事業の第一期について各部門共にかなりの成果。


2．ベースコレクション1万3千点（微生物）という当初の目標は6年経った現在，約7千


点とまだ少ない。


3．点数より中身とも思われるが，事業である為にその点も考えなければならず，第二期を


考える場合にも重要。


4．最後の頑張りをお願いしたい。


5．事業はエンドレスであり，第二期は第一期の拡大発展期。


6．予算要求のスケジュールを考えると平成3年に計画を作らなければならず，長期的展望


に立った，戦略的な意見が欲しい。


Ⅳ　委員の紹介


Ⅴ　議　事　（進行役：鈴井）


1．平成2年度　事業連営体制及び経過報告


（1）遺伝資源部会委員，ワーキンググループメンバー，窓口責任者，事業実施推進体制の


説明


（2）「ジーンバンク事業実施状況」の説明


ィ．「1．平成2年度農林水産省ジーンバンク事業の実施経過及び今後の取り組み」に


ついて


ロ．「2．平成3年度予算」について


A．分類・同定委託費がついた。


B．都道府県データベースは完了。


C．DNAバンクの基本フレームの作成に関する予算がついた。
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（3）平成2年度ワーキンググループの検討内容についての報告


ィ．本年度発刊の印刷物について


ロ．連盟等の加入について


ハ．生物資源研　遺伝資源管理情報科　微生物班の紹介


2．平成2年度事業実績・平成3年度計画


A・1月末現在の累計ではベースコレクションが大きく増加し，細菌，糸状菌が多い。


B．平成3年度計画ではベースコレクション約1，600点の増加が見込まれる。


C．平成2年度実績移管数は約1，400点で計画を上回った。


D．平成3年度計画ではベースコレクションの約半数がセンターバンクに保存される見込


み。


3．収集対象微生物と特性評価内容


各サブバンクの収集微生物の概要の説明


4．国内・海外探索派遣実績及び計画


平成2年度までの国内探索は順調。平成3年度は平成2年度積み残し分の1つと平成3


年度希望課題3つのうちから考える。


平成3年度の海外探索は森林総研が担当するが行き先をニュージーランドに変更した。


5．平成3年度海外調査，微生物遺伝資源部門原案


平成3年度の海外探索を「食総研，特殊環境微生物，タイ国」とすることで承認された。


課題内容について食総研より説明があった。また，連調課より相手国のパーミッション


を取る等の手配を早めに進めて欲しいとの要望があった。


6．購入菌株


平成2年度の購入菌株及び平成3年度購入希望菌株について


7．委託試験成績概要・計画


A．「VA菌根菌接種源の保存方法の検討」（協和発酵）


B．平成3年度は3課題を委託でき，微生物の同定の為に以下の2課題を新たに委託する


ことが承認された。


（新規2課題）


「植物ウイルスの分類・同定」：㈱日本植物防疫協会


「酵母・糸状菌の分類・同定」：㈲食品薬品安全センター


8．配布実績


15％配布点数が増加した。


9．微生物株情報のデータベース化について


パソコンのデータベースをジーンバンクの情報処理室のホストコンピューターに移した。


古いデータベースを新データシート様式に変換中。今後，配布，保存目録作製に向けた準


備を進める。
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10．平成4年度までのプロジェクトのまとめ方


（1）まとめにおける基本的考え


A．事業は平成4年度で区切りを迎え，その際成果を問われる。


B．完全達成が難しくても，関係者から納得の得られる線までたもっていくことが必要。


C．当初目標の8割で「おおむね達成」として説明可能。残された期間中その達成に努


力する。


（2）各論


11．平成5年度以降のジーンバンク事業の方向


（1）基本的な考え方


A．ジーンバンクは半永久的に継続する必要がある。


B．遺伝資源関係は研究基盤として重点推進方向とされており，ジーンバンク事業の拡


大にコンセンサスが得られている。


C．第2期では第1期で築いた基盤を拡大・発展させる。第1期事業の総括を第2期に


反映させる。


D．6年経ち，周辺の諸事情（保存技術，利用者のニーズ）が変化した。「農林水産遺


伝資源管理利用のあり方」（60年8月）に照らして，第2期も何を行うべきか検討す


べき。


（2）第2期ジーンバンク事業計画の策定


①　第1期事業の実績と問題点


A．第1期の実績，問題点を整理し，第2期に反映させる。


B．問題点を項目ごとに改善する。


②　平成5年度以降の展開方向


A．第1期との極端な変更はないが拡充を目的として特色を出す。


③第2期事業計画の策定


（3）作業スケジュール


（4）「農林水産省ジーンバンク事業実施要領」（60年7月）について実施機関別，実施計


画の内容説明


〈質疑応答〉


「（2）－①第1期事業の実績と問題点」について以下の意見があった。


1．センターバンクに寄託しても，サブバンクに菌株を維持すべきなのか（二重保存）。


2．キノコについて菌株は森総研に保持しており，発送は森総研が代行している。


それぞれに対し，以下の説明があった。


1．家衛試（センターバンク機能を持つ）以外は必ずしもサブバンクで菌株を維持する


必要はない。移行の処置として二重保存をお願いしている。センターバンクに移管の


ものはセンターバンクから配布する。センターバンクで増殖できないものはサブバン
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クにお願いする。


2．基本的に登録株はセンターバンクが維持することになっているが，キノコは当初，


センターバンクが維持しにくいものと判断されたと思われる。方向として，すべてセ


ンターバンクが維持すべきだが，キノコは森総研が良いかについては話し合いたい。


「（2ト②平成5年度以降の展開方向」について以下の意見があった。


1．農水省と他のJFCC加盟のカルチャーコレクションとの違いを作らなければならな


い。


2．民間は物指向で合理的すぎるので，農水省は土壌と植物の関係，環境に適応した微


生物，耐凍性，季節による差など，もっと基礎的な部分をやって欲しい。


3．（転勤などで）仕事を途中で辞めなければいけないとき，菌は捨てられるが，それ


ら未同定の菌を分類・同定できるシステムが欲しい。


4．ワーキングコレクションのある部分（例えば海外）をベースとして扱いたい。


5．微生物では，物質を見つけてから，同定することが多く，どこまで判ればベースに


すべきかの話が必要。


6．特性の能力のどの程度までを残すべきかの基準が必要。遺伝子レベルを考えたい。


7．酵素のみを利用する場合と菌体全体を利用する場合があり，物質産生だけでなく，


安全性も調べる必要がある。


8．物（ハード）と内容（ソフト）の両方があって初めて価値がある。第2期は内容か


ら物が出るようにしたい。


「（2）－③第2期事業計画の策定」について以下の意見があった。


1．実施機関について，現在，植物では地域農試が加わっているが，微生物では加わっ


ていない。


2．DNAバンクとの区別が必要。


Ⅵ　微生物遺伝資源部会事務局長　川口遺伝資源調整官　挨拶


遺伝資源事業の充実は後継者の養成にある。遺伝資源事業を引き受けてくれる後継者を育


てて欲しい。


Ⅶ　閉　会　　鈴井遺伝資源第一部長
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9．微生物遺伝資源部会ワーキンググループの開催


1．第1回　ワーキンググループ打合せ会


日時：平成2年10月18日


場所：農業生物資源研究所


出席者：


農林水産技術会議事務局


農業研究センター


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


13：30～17：00


第二本館3階　大会議室


畜産試験場


果樹試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


農業生物資源研究所


連絡調整課


畑病害研究室長


ウイルス病診断研究室長


核外遺伝子研究室長


微生物特性・分類研究室長


土壌微生物利用研究室長


飼料品質管理研究室主研


天敵微生物研究室長


蚕病害研究室長


生体防御研究官


微生物利用第二研究室長


樹病研究室長


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


微生物探索評価研究チーム長


微生物保存研究チーム長


情報システム研究チーム主研


遺伝資源管理情報科長


総務部業務管理課業務係長
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宮下　　進


福田　徳治


亀谷　満朗


日比　忠明


西山　幸司


澤田　泰男


原　慎一郎


阿部　芳彦


佐藤　　威


黒木　　洋


高野　博幸


金子　　繁


川口　薮美


鈴井　孝仁


田中　弘敬


加来　久敏


森　　勝美


青木　孝之


松本　和夫


中村　晃三


三木　信雄


梅原　正道


牧田　道夫


喜多　孝一


柳沢　千栄


星　　勝美


丸山　秀樹







会議の概要：


I　開　会　　鈴井遺伝資源第一部長


Ⅱ　微生物遺伝資源部会事務局長　川口遺伝資源調整官　挨拶


1．事業が軌道に乗り始め，前進している。


2．生物遺伝資源協議会において事業に係わる人間の処遇改善等を含め支援が必要との意見


があった。


Ⅲ　連絡調整課　宮下遺伝資源係官　挨拶


1．財政当局に納得のいく説明が必要で，平成4年度までの事業のまとめ方を考えなければ


ならない。


2．第2期のジーンバンクに向けての体制を固める。


Ⅳ　議　事　　（進行役：鈴井）


1．平成2年度　事業運営体制について


（1）ワーキンググループメンバー及び出席者の紹介


（2）事業実施推進体制の紹介


2．平成4年度までのプロジェクトのまとめ方


（1）まとめにおける基本的な考え


当初目標の完全達成が望ましいが，それが難しい場合にも関係者の納得が得られる線


（当初目標の8割：「おおむね達成」）を目指す。


（2）各論


①　微生物遺伝資源の収集・保存点数


資料に基づいて収集，保存数を説明した。事業実施計画では，当初保存されていた


約5，000点の他に，新規に約8，000点を収集することが明記されている。「おおむね達


成」とする為には「ベースコレクション：10，000点　かつ，ベース＋ワーキングコレ


クション×15％：13，000点」を確保すべきである。データシートを利用し，ベースコ


レクション化を促進する。数を増やすことに固執すべきではなく，菌株の中に意味の


あるものが有れば良く，中身を充実させる事が大切であるとの意見があるが，約束は


なんらかの形で守っていることを示さねばならない。


ジーンバンクの実施要領には購入，探索，収集にて菌株を集めるとなっている。


②　特性評価


事業実施計画では，新規導入する約8，000点は必ず，及び当初保存のものは必要に


応じ，分類・同定及び特性評価を実施することが記載されている。現在までの3次特


性の特性評価実績の累計は7，855点あるが，報告書の数としてのみでなく，データシー


トとして提出して欲しい。ベースコレクションについては至急Cシートの提出を依頼


した。データシートが出ないとカタログの一項目に載らず，特性評価を行った結果と


はならない。
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③　情報の整備


ベースコレクションの殆どすべてについてパスポートデータ，管理情報及び遺伝資


源特性情報の整備を行う。データベース管理プログラムを整備し，特性による検索を


可能とする。遺伝資源管理情報科の情報班で植物遺伝資源とデータ管理方法の一本化


を図る方針であるので，新規の微生物株については新しいデータシートを，また，既


に提出してあるパスポートデータに新たな情報が得られた場合にもデータシートの提


出をお願いしたい。カタログ発行の為にもデータの充実が必要であり，データシート


が重要である。


④⑤　微生物株配布目録（第2版），微生物株保存目録の発行


平成4年度をめどにアクティブコレクションについて増加分を含めた目録の2版と，


ベースコレクションについて保存目録を発行する予定である。


予算の組み方がプロジェクト制であるので，平成5年度以降（第2期）を含めた目


録の2版と，ベースコレクションについて保存目録を発行する予定である。


（休憩：15分）（15：15再開）


3．平成2年度微生物遺伝資源報告書並びに3年度計画書の作成について


（力　実績報告書・計画書の記入について


資料に基づいて説明


（彰　特性評価報告書・計画書の記入について


資料に基づいて説明，


コードの割り振り方に不合理な点があるとの指摘については検討する。


③　国内，海外探索，購入菌株について


「平成元年度実施課題の報告書原稿締切は10月末日」


ジーンバンク予算での購入菌株はベースコレクションであることをはっきりさせる。


4．データシートの記入について


登録菌株のデータシートの速やかな送付をお願いしたい。


5．その他


（1）配布菌株に関する事故発生について


配布菌株数　345菌株


事故発生　　　7菌株（配布先での復元方法にも問題）　（平成2年9月末現在）


（2）平成2年度微生物遺伝資源移管状況


移管総数：1，117菌株


（アクティブ：860菌株


ベース：　257菌株）


Ⅴ　閉　会
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2．第2回　ワーキンググループ打合せ会


日時：平成3年1月31日13：30～17：00


場所：農業生物資源研究所　本館3階　大会議室


出席者：


農林水産技術会議事務局


農業研究センター


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


農業生物資源研究所


連絡調整課


畑病害研究室長


ウイルス病診断研究室長


核外遺伝子研究室長


微生物機能利用研究室長


微生物特性・分類研究室長


飼料品質管理研究室主研


件物病害研究室長


病害第一研究室長


蚕病害研究室長


細菌第一研究室長


微生物利用第二研究室長


樹病研究室長


遺伝資源調整官


遺伝資源第二部長


微生物探索評価研究チーム長


微生物保存研究チーム長（兼）


情報システム研究チーム主研


遺伝資源管理情報科長


総務部業務管理課業務係長
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宮下　　進


福田　徳治


亀谷　満朗


酒井富久美


日比　忠明


西山　幸司


原　慎一郎


植松　　勉


柳瀬　春夫


佐藤　　威


山本　孝史


高野　博幸


金子　　繁


川口　薮美


田中　弘敬


加来　久敏


森　　勝美


青木　孝之


田中　弘敬


中村　晃三


三木　信雄


梅原　正道


牧田　道夫


喜多　孝一


柳沢　千栄


星　　勝美


丸山　秀樹







会議の概要：


I　開　会　　遺伝資源第一部　加来微生物探索評価研究チーム長


Ⅱ　連絡調整課　宮下遺伝資源係官　挨拶


1．微生物遺伝資源事業は探索収集，特性評価共に進行している。


2．平成5年以降の第2期の事業に向けて，計画作成の為にフリートーキング的に意見が欲


しい。


Ⅲ　議　事　（進行役：加来）


1．事業の実施状況について（宮下）


（1）平成2年度農林水産省ジーンバンク事業の実施経過及び今後の取り組み


（2）平成3年度予算について（政府原案）


分類・同定委託費がついた。


2．平成2年度微生物遺伝資源事業の実績報告


①　収集・保存点数など（喜多）


集計方法の変更を行った。保存総数が約3，000点，登録総数が約100点増加した。


②　探索収集，特性評価（青木）


集計をパソコンで行った。


③　国内・海外探索収集　実施課題（森）


平成2年度の海外探索は森林総研が行う。ブルネイは探索・収集が不可能となり，現


在対象国を変更し準備中である。


④　購入菌株（森）


購入菌株については年度内にさらに引続き報告をお願いしたい。


⑤　配布実績（羽鳥）


〈質疑応答〉


「集計方法で記入方法の変更等はあるのか，大きな変更があるとショックが大きい。ワー


キングコレクションがどれであったか分からなくなることがある。利用区分はどれにすべ


きかよく分からない」等の意見があった。


事務局より，「（集計方法については）問題が無ければ現在の方法を続ける。変更の必


要があればワーキングにはかる」，「（利用区分について）当初予算獲得のため利用区分


を設定して説明した。業績評価とも関係するので検討させて欲しい」との答えがあった。


3．平成3年度微生物遺伝資源事業の実施計画


（丑　収集・保存点数など


②　探索収集・特性評価（青木）


③　国内・海外探索収集　希望課題（森）


国内探索は平成2年度未実施課題を含めて4課題が提出されている。海外探索は食総


研の特殊環境微生物（行き先地：タイ）を実施することになっているので，今後平成4
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年度実施課題の検討をする。


④　購入希望菌株（森）


⑤　微生物登録株情報のデータベース化について（梅原）


松本微生物保存研究チーム長の退職後，情報システム研究チーム梅原が引き継ぎ，パ


ソコン・データベースをジーンバンクのホストコンピューターに移した。微生物学名を


既にコード化した。現在，人名，文献を整理中である。データシートの様式変更に伴い，


旧パスポートデータ用紙上のデータを新データシートに合致させる為，旧データの読み


替え作業を行う必要がある。作業準備中である。


〈質疑応答〉


「国内探索は良いペースで消化されているが海外積み残しが多い」との意見に対し，


「外国旅費は増額要求が認められにくい。海外探索を進める必要があるならば，第2期事


業計画に反映できないこともないので，意見が欲しい」との答えがあり，また，食総研よ


り「海外探索計画は行き先地をアメリカからタイに変更した」との報告があった。


4．平成5年度以降のジーンバンク事業の方向について（宮下）


ィ．ジーンバンク事業は半永久的に継続する必要があり，また，第2期事業の計画は第1


期事業を拡大発展させる内容にする必要がある。


ロ．第1期事業の実績と問題点の評価を踏まえ，また，「農林水産生物遺伝資源管理利用


のあり方」（60年8月）に照らして何を行うべきかの検討を行う。


ハ．（その他，別紙資料の説明）


5．その他


①　平成2年度微生物遺伝資源部会開催について（加来）


平成3年2月15日に開催する。


①　データシートの記入について（喜多）


（データシートの記入要請）


①　特性評価の内容について（1次，2次及び3次特性）（加来）


（特性評価区分について別紙資料にて説明）


Ⅳノ　微生物遺伝資源部会事務局長　川口遺伝資源調整官　挨拶


Ⅴ　閉　会
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10．日本微生物株保存連盟（JFCC）への加盟


農林水産省ジーンバンク事業微生物遺伝資源部門として，平成2年3月日本微生物株保存連盟に


機関会員として加盟を申請していたところ，平成2年6月30日の同保存連盟総会の場において加盟


が承認された。機関名称は農林水産省遺伝資源センター（MAFF），代表者は鈴井孝仁（農業生


物資源研究所）である。


なお，現在農林水産省の研究機関では当連盟に農業環境技術研究所，家畜衛生試験場，森林総合


研究所，農業生物資源研究所の4機関が加盟している。


ll. WDC (Wor一d Data Bank)への加盟


-日本微生物株保存連盟(JFCC) への加盟承認に従い,世界微生物株保存連盟(WFCC　の下に


あるWorld Data Bank (WDC)　への加盟申請をしていたところ,下記のように加盟が承認され,


農林水産省遺伝資源センターは637の登録番号が与えられた。


Registration number


Acronym


Correspondent


Full name


Institution name


Address


Status


Directors


Curators


Number of staffs


637


MAFF


Suzui, Dr. Takahito


Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries


Genetic Resources Center, Ministry of Agriculture, Forestry and


Fisheries å 


Kannondai


Tsukuba


305


Japan


TEL 0298-38-7435


FAX 0298-38-7408


Governmental


Suzui, Dr. Takahito


Aoki, Dr. Takahito (fungi)


Nishiyama, Dr. Koushi (bacteria)


Takano, Dr. Hiroyuki (yeast)


Kuroki, Dr. Hiroshi (animal viruses)


Fujisawa, Dr. Ichiro (plant viruses)


Bacteriology (2)


Mycology (3)


Others (l)


Computer specialist Umehara, Dr. Masamichi
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Main subjects agriculture


Subcollections


Culture held


Availability of cultures


Catalogue


Computerized catalogue


Computer availability


Storage service


Distribution


Training


Data submitter


Data of reply


Serial number


Applied microbiology


Genetic engineering


Fermentation


Marine biology


Environmental protection


Molecular biology


Food science


Forest microbiology


Plant pathology


Systematics and taxonomy


Animal health on microbiology


Tamura, Dr. Hirotada (Forestry and Forest Products Res. Inst.)


<fungi (pathogenic, mushroom, VA) >


Sorimachi, Dr. Minoru (Nat. Res. Inst. of Aquaculture)


<bacteria, viruses, (on fishes) >


Bacteria (1969)


Fungi (1477)


Yeasts (97)


Protozoa (6)


Cell lines:animal (3)


Viruses:animal (49)


Viruses:plant (137)


Viruses:bacteria (18)


Mycoplasma (13)


Fee (¥6,100)


Publish own catalogue once every 4 years


Planning to publish in 1991


No


Prospected


Storage service


Distribution


Management of a culture collection


Culture and preservation methods


Suzui, Takahito


7/18/90
637
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Ⅱ　平成2年度


微生物遺伝資源部門実績報告







1．遺伝資源の収集，受入，保存及び特性評価


（1）全微生物の機関別収集，受入，保存及び特性評価
機 関 別 集 計　　　　　　　　　　　　 平 成　 2 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ン バ ン ク　 事 業 実 績　　　 微 生 物 部 門　　　　　　 注 ）　 各 樹 の 数 字 は 点 数 を 表 す


場 所 名


平 成


ァG
年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳


平 成


2 年 度


合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 2 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数


ワーキンクー


コレクション


へ．一入


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計


門 ティフー


コレクション
増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


業 研 究 セ ン タ ー 3 ，0 5 2 5 8 6 2 4 3 5 3 6 6 3 ，2 6 1 2 ，4 2 3 5 8 6 2 5 7 8 5 3 ，3 5 1 3 ，2 6 1 2 ，5 0 1 7 6 0 2 4 0 6 6 8 7 5 8 1 1
業 生 物 資 源 研 究 所 1 0 ，2 8 1 4 8 8 2 ，0 3 0 0 4 0 4 1 2 ，3 9 5 6 ，8 8 6 6 ，3 1 4 2 ，8 9 0 2 1 6 ，0 9 2 1 2 ，3 9 5 7 ，8 3 2 4 ，5 6 3 3 ，1 3 7 8 0 5 9 4 5 7
業 環 境 技 術 研 究 所 8 ，8 1 0 6 6 0 8 4 4 3 8 6 9 7 8 8 ，9 5 0 4 ，4 6 4 5 ，2 7 1 4 ，1 9 6 1 4 1 3 ，9 4 5 8 ，9 5 0 8 ，2 8 1 6 6 9 4 9 4 7 0 3 3 3 9 8
産 試 験 場 3 2 4 7 6 5 0 0 4 0 5 3 5 1 2 7 2 5 6 6 7 7 4 6 4 0 5 2 6 6 1 3 9 7 6 3 0 0 4 0
地 試 験 場 3 5 0 17 8 0 1 0 4 0 4 2 4 2 8 5 0 1 3 9 0 4 2 4 4 2 4 4 1 7 7 7 6 0 1 8 8 3 0
菜 茶 業 試 験 場 1 ，8 3 8 7 3 0 8 5 7 7 1 ，7 4 9 1 ，3 6 2 3 7 3 5 0 0 1 ，7 4 9 1 ，7 4 9 1 ，5 18 2 3 1 3 6 2 0 8 1 5 6 0
樹 試 験 場 1 ，0 7 2 2 9 5 9 0 2 2 1 ，3 5 4 9 5 8 2 8 5 7 3 4 4 1 ，3 6 0 1 ，3 5 4 1 ，2 6 9 8 5 2 6 2 7 1 1 0 6 0
糸 昆 虫 農 業 技 術 研 究 所 2 4 7 1 5 0 0 1 6 2 4 6 1 2 4 1 0 4 7 9 1 9 3 2 6 2 4 6 2 3 3 1 3 6 1 5 3 0
畜 衛 生 試 験 場 1 ，5 3 4 6 9 5 7 3 0 2 4 0 2 ，0 6 2 2 4 9 1 ，0 5 1 7 6 2 0 2 ，0 6 2 2 ，0 6 2 1 ，4 5 5 6 0 7 2 1 1 5 7 2 3 1 2 2
品 総 合 研 究 所 1 ，2 7 2 5 6 0 6 1 3 2 7 3 9 8 1 ，1 6 8 1 ，1 4 8 9 5 3 1 4 6 3 1 ，7 3 7 1 ，1 6 8 1 ，0 0 5 1 6 3 4 2 3 8 5 3 3 9 4 8
林 総 合 研 究 所 1 ，3 5 9 6 1 6 1 5 3 5 5 1 0 9 1 ，5 2 6 1 ，4 18 1 0 8 0 0 1 ，5 2 6 1 ，5 2 6 1 ，4 2 1 1 0 5 5 6 1 5 6 3 0 0


中 央 水 産 研 究 所 3 1 2 9 0 0 2 9 2 9 2 2 4 0 0 5 2 0 2 9 2 2 9 2 2 8 2 1 0 0 9 0 0
殖 研 究 所 2 5 9 2 3 2 0 0 3 7 2 6 5 0 2 6 5 0 0 2 6 5 2 6 5 1 1 0 1 5 5 19 1 5 1 5 0


合 計 3 0 ，7 1 0 4 ，2 7 4 3 ，0 8 1 1 ，2 9 2 2 ，6 7 6 3 4 ，0 9 7 1 9 ，9 0 8 1 4 ，3 8 8 8 ，8 8 5 6 9 4 4 3 ，8 7 5 3 4 ，0 9 7 2 6 ，5 9 0 7 ，5 0 7 4 ，3 5 0 3 ，1 7 2 2 ，8 4 0 1 9 6


（2）全機関の全微生物群別収集，受入，保存及び特性評価


：下段は当年度　　下段は移：　　　　　　　　　　　　　　　　　下段は前年度の保存数と本年度保存数の差
鴇外分　　　　　　管の累計


微 生 物 種 類


平 成


ァも
年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳


平 成


2 年 度


合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 ‾窟‾年 度 保 有 区育 ‾あ両 面 ‾‾‾ 特 性 調 査


保 存


総 数


ワーキンク●


コレクション


ヘ 一ス


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計


アクティフー


コレクション噌 械


収 集 受 入 移 管 廃 棄


菌 ・放 線 菌 】0 ，6 2 6 1 ，90 1


1 0


1 ，4 1 3


1 7


3 5 6


1 ，49 7


1 ，96 1 1 1 ，6 2 3 2 ，3 7 0


－2 6 0


7 ，5 5 5


1 ，8 8 1


7 ，18 4


車2


7


0


1 7 ，1 1 6


1 ，6 1 9


1 1 ，62 3


9 7 7


8 ，28 9


5 6 6


3 ，3 3 4


4 1 1


2 ，2 0 0


2 1 7


1，38 2 1 ，3 2 1 9 0


糸状 菌 ・酵 母 ゴ6 ，44 1 1 ，8 8 1


8


1，6 0 8


6 4


9 0 1


1 ，85 2


4 5 4 1 8 ，5 7 5 1 7 ，2 4 1


1 ，3 0 7


3 ，92 9


9 2 5


1 ，08 7


3 4 5


5 2 5


－1 1 9


2 2 ，78 2


2 ，45 8


1 8 ，57 5


2 ，15 4


1 5 ，44 7


1 ，43 1


3 ，12 8


7 2 3


1 ，9 1 6


3 6 4


1，23 3 8 3 6 9 3


ウ イ ル ス ・フ ァ ー ジ 等 1 ，34 5 4 5 3


1


5 4


9


3 5


3 7


2 4 0 1 ，5 7 7 6 1


－24


8 1 3


2 4 3


6 1 3


－4


9 0


1 4


1 ，5 7 7


2 2 9


1 ，57 7


2 2 5


1 ，13 1


2 0 3


4 4 6


2 2


2 2 7


－19


5 0 3 6 7 2 6


D N A ・転 換 菌 2 ，0 9 4 3


0


0


0


0


0


0 2 ，09 7 1 6 7


0


2 ，00 0


3


1


0


0


0


2 ，16 8


3


2 ，0 9 7


－6 9


1 ，6 2 2


－6 9


4 7 5


0


0


0


0 0 0


養 細 胞 65 0


0


5


0


0


0


2 0 5 0 3


－13


4 7


－2


0


0


0


0


5 0


－15


5 0


－15


1 8


－3


3 2


－12


0


－3


0 0 0


虫 ・線 虫 139 3 6


0


1


0


0


0


1 1 7 5 6 6


3 0


4 4


1 3


0


0


7 2


0


1 8 2


4 3


1 7 5


4 3


8 3


3 5


9 2


8


7


1


5 7 1 1 7


口 計 3 0 ，7 1 0 4 ，27 4


1 9


3 ，0 8 1


9 0


1 ，29 2


3 ，38 6


2 ，67 6 3 4 ，09 7 1 9 ，9 0 8


1 ，0 4 0


1 4 ，3 8 8


3 ，06 3


8 ，88 5


3 3 9


6 9 4


－94


4 3 ，87 5


4 ，34 8


3 4 ，09 7


3 ，38 7


2 6 ，5 9 0


2 ，23 5


7 ，5 0 7


1 ，15 2


4 ，35 0


5 6 0


3 ，17 5 2 ，8 4 0 1 9 6







（3）全機関の全微生物種類別収集，受入，保存及び特性評価


正成　2任庶農嶽水産省　ジーンバンク　　事業安繕　　　　微生物部門　　　　　　　　注）　　各樹の数字は点数を表す


微 生物 種類


平成


フも
年度 末


合 計


平成 2 年 度 未保 存致 増減


の 内訳 平成


2 年度


合 計


平成 2 年度 保存 （増 殖 ）形 態の


内訳


平 成 2 年度保 存 区分の 内訳 特 性調 至


保存


総 数


ワーキンクー


コレクション


ヘ一一ス ．アクティブー


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継 代


培 養


凍結


真 空


乾燥


そ の


他


小 計増 減


収集 受 入 移管 廃棄


細 菌


ll


9，483 1，690


10


1，404


17


3 5 0 1，767 1 0，460 1，828


－276


7 ，340


1，875


6 ，736


－19


2


0


15 ，906


1，580


1 0 ，460


9 7 7


7，237


5 87


3 ，223


3 90


2 ，144


19 5


1 ，379 1，031 2 6


線 菌 1，143 2 1 1


0


9


0


6 19 4 1，163 5 2 9


3


2 15


6


4 4 8


17


5


0


1，197


26


1 ，163


2 0


1，052


－1


111


2 1


4 4


10


9 2 9 0 6 4


母 977 1 28


4


2 04


6


14 6 5 8 1 ，105 1，092


1 54


14 9


15


25 4


10 6


44 9


－38


1，944


2 3 7


1 ，105


12 8


7 4 4


10 9


3 6 1


19


1 02


5


8 6 2 0 7 3


糸状 菌 15 ，464 1，753


4


1，404


5 8


7 5 5 3 9 6 17 ，470 16 ，162


1，166


3 ，780


9 0 9


83 3


23 9


7 6


－70


20，851


2，244


17 ，470


2 ，006


14 ，703


1，302


2，767


7 0 4


1，826


37 1


1，145 8 16 2 0


ウ イル ス 1 ，24 1 3 3 9


1


4 5


0


3 5 2 2 9 1，36 1 6 1


6


6 4 5


1 12


5 93


－4


69


1 1


1，368


12 5


1，36 1


12 0


96 8


11 1


3 93


9


1 92


－22


36 8 53 5 6


フ ァー ジ 20 0


0


0


0


0 0 2 0 0


0


0


0


20


0


0


0


2 0


0


2 0


0


0


0


2 0


0


18


0


0 0 0


イ コ


プ ラズ マ


77 114


0


9


9


0 1 1 18 9 0


－30


16 8


13 9


0


0


2 1


3


18 9


1 12


18 9


1 12


15 6


9 6


3 3


1 6


17


4


13 7 13 5 0


リケ ッ


‾ィア


7 0


0


0


0


0 0 7 0


0


7


0


0


0


0


0


7


0


7


0


4


0


3


0


1


0


1 2 2


工巽 転 換菌 2 ，057 0


0


0


0


0 0 2 ，057 16 7


0


1，960


0


1


0


0


0


2，128


0


2 ，057


0


1，587


0


4 7 0


0


0


0


0 0 0


D N A 3 7 3


0


0


0


0 0 4 0 0


0


4 0


3


0


0


0


0


4 0


3


40


3


3 5


3


5


0


0


0


3 0 0


物 細 胞 65 0


0


5


0


0 2 0 5 0 3


－13


47


－2


0


0


0


0


5 0


－15


50


－15


18


－3


32


－12


0


－3


0 0 0


虫 77 5


0


1


0


0 0 8 3 2 7


0


37


6


0


0


1 9


0


8 3


6


83


6


2 1


3


6 2


3


6


0


7 2 0


r‾凍虫 62 3 1


0


0


0


0 1 9 2 3 9


3 0


0


0


0


0


5 3


0


92


3 0


9 2


3 0


6 5


28


2 7


2


0


0


3 7 9 〇


口計 3 0，710 4 ，274


●


3 ，08 1


90


1，292 2，676 3 4，097 19 ，908


1 ．040


14 ，388


3 ，063


8 ，885


3 3 9


6 9 4


－94


43 ，875


4 ，348


3 4，097


3 ，387


2 6，590


2，235


7 ，507


1，152


4 ，350


56 0


3 ，172 2 ，840 19 6







（4）全機関の微生物グループ，種類別収集，受入，保存及び特性評価


環 境 微 生 物　　　　　　　　　　　 平 成　 2 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ン バ ン ク　　 事 業 実 績　　　 微 生 物 部 門　　　　　　 注 ）　 各 欄 の 数 字 は点 数 を 表 す


微 生 物 種 類


平 成


フも
年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳 平成


2 年 度
合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内訳


平 成 2 年 度 保 存 区分 の 内訳 特 性調 査


保 存


総 数


ワーキンクー


コレクション


ベ ース


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次平 成 2 年度 継 代


培 替


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他
小 計


アクティブ


コレクション増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


細菌 6 ，7 36 8 5 5 76 9 2 82 1 ，42 1 6 ，6 57 1 ，05 5 5 ，5 6 4 4 ，3 60 2 10 ，98 1 6 ，6 57 5 ，63 7 1 ，02 0 36 7 7 55 8 00 2 2


放線 菌 1，0 97 1 10 0 0 1 1，106 48 9 2 0 0 4 20 0 1 ，1 09 1，106 1 ，03 6 7 0 36 8 58 8


酵母 106 76 5 0 0 187 18 4 7 4 29 67 35 4 187 12 3 6 4 38－ 30 0 4 0


糸状 菌 14 ，2 82 1 ，6 78 5 07 6 30 33 3 15 ，5 04 14 ，44 4 2 ，3 7 2 7 35 0 17 ，55 1 15 ，5 04 14 ，53 4 97 0 4 1 1 9 05 5 2 1 10


ウ イ ル ス 9 19 3 37 2 35 22 9 9 9‘4 6 1 42 8 ．4 43 6 9 1 ，00 1 ・9 94 73 4 26 0 128 3 58 5 24 6


フ ァ ー ジ 20 0 0 0 0 20 0 0 　 20 0 20 20 0 2 0 18 0 0 0


マイ コ プ ラ ズ マ 18 5 0 0 2 2 1 0 0 0 2 1 2 1 2 1 6 15 13 7 5 O r


形質 転 換 菌 2 ，0 57 0 0 0 0 2 ，0 57 16 7 1 ，96 0 ・1 0 2 ，12 8 2 ，0 57 1 ，58 7 47 0 0 0 0 0


D N A 37 3 0 0 ．0 40 0 4 0 0 0 4 0 40 3 5 5 0 3 0 0


動物 細 胞 43 0 0 0 20 23 0 2 3 0 0 2 3 23 18 5 0 0 0 0


原虫 19 0 0 0 0 19 0 0 0 1 9 19 19 11 8 1 3 0 0


線虫 60 3 0 0 0 0 90 3 7 0 0 5 3 9 0 90 6 5 25 0 35 17 5


合 計 2 5 ，3 94 2 ，99 4 1 ，28 3 9 47 2 ，00 6 26 ，7 18 16 ，43 7 10 ，6 6 1 6 ，0 08 23 1 3 3 ，33 7 26 ，7 18 2 3 ，78 6 2 ，93 2 、 1 ，0 12 2 ，104 1 ，9 25 9 1







家畜微生物　　　　　　　　　　　　 平成　 2 年度農林 水産省　 ジーンバ ンク　　 事業実績　　　 微生物部門　　　　　　 注）　 各 欄の数字 は点 数を表す


微生物 名


平成元


年度末


合 計


平成 2 年度未保存数増 減


の内訳 平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保 存 （増殖）形態・の


内訳


平成 2 年度保 存区分の内訳 特性 調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


へ一一入 ：アクティフー


コレクション；コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計増 減


収集 受入 移管 廃棄


菌 1，05 9 5 7 8 5 3 0 2 3 0 1，46 0 20 9 6 39 6 12 0 ．1，460 1，46 0 1，052 40 8 1＿72 42 5 166 0


線 菌 8 0 0 0 0 8 ・8 0 0 0 8 8 5 3 3 0 0 0


ウイルス 319 2 8 0 1 0 3 29 0 17 9 15 0 0 3 2 9 32 9 2 34 9 5 2 6 10 10 0


イコプ ラズマ 59 10 9 9 0 9 168 0 16 8 0 0 168 16 8 15 0 18 4 13 0 13 0 0


リケ ッテ ィア 7 0 0 0 0 7 0 7 0 0 7 7 4 3 1 1 2 2


物細胞 22 0 2 0 0 2 4 3 2 1 0 0 2 4 2 4 0 24 0 0 0 0


虫 58 5 1 0 0 6 4 27 3 7 0 0 6 4 6 4 10 5 4 5 4 ・ ．2 0


虫 2 1 0 0 1 2 2 0 0 0 2 2 0 2 0 2 2 0


合 計 9，20 4 3，475 3 6 5 0 1，20 0 1 0，310 1，245 5，25 5 3 ，810 0 10，310 10，310 7 ，27 5 3，035 1，05 5 2 ，860 1，560 1 0 －


食 品 微 生 物　　　　　　　　　　　　　 平 成　 2 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ン バ ン ク ・　 事 業 実 績　　　　 微 生 物 部 門　　　　　　　 往 ）　　 各 樹 の 数 字 は 点 数 を表 す


微 生 物 名


平 成元


年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳∴ 平 成


2 年 度


合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 2 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


l　　　〃


w)


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベー ス ：アクティブ


コレクション コレクション


一次　　 二 次　　 三 次平 成 2 年 度 継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計増 減


収 集 F． 受 入 移 管 廃 棄


、菌 5 5 1 25 7 0 68 116 6 24 56 4 2 0 6 0 0 6 44 62 4 5 48 7 6 5 20 4 5 9 4


線 菌 29 20 1 3 6 19 3 34 3 2 0 13 5 5 0 3 4 1 1 2 3 3 1 2 00 1


母 7 55 5 2 53 146 5 8 6 56 64 6 7 5 10 3 82 1 ，11 3 65 6 6 2 1 3 5 6 56 20 33


糸状 菌 3 47 7 5 20 125 6 2 2 55 25 5 0 ．0 76 3 3 1 25 5 16 9 8 6 4 4 16 1 60 10


合 計 1 ，6 8 2 58 5 76 345 4 2 9 1 ，5 6 9 1 ，4 97 9 5 83 4 63 2 ，13 8 1 ，56 9 1 ，3 4 9 2 20 5 8 4 22 3 39 48


／　　h


－
合
－







（5）全機関全微生物の利用区分別収集，受入，保存及び特性評価


植 物 病 原 体　　　　　　　　　　　 平 成　 2 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ンバ ン ク　　 事 業 実 績　　　 微 生 物 部 門　　　　　　 注 ）　 各 樹 の 数 字 は点 数 を 表す


微 生 物 種 類


平 成元


年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳 平 成


2 年度
合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳
平成 2 年 度 保 存 区 分 の 内訳 特 性 調 査


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベ ース ：アクティブ


コレクション：コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次平 成 2 年度 継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


細菌 4 ，2 08 56 5 72 9 2 7 1 1 ，0 48 4 ，18 3 19 2 3 ，7 66 3 ，5 25 2 7 ，4 85 4 ，183 3 一7 5 9 42 4 2 00 6 2 4 63 2 2
線 菌 6 03 10 0 0 0 6 13 0 2 00 4 13 0 6 13 6 13 5 6 1 5 2 36 8 5 8 8


酵母 3 0 0 0 0 3 0 0 3 0 3 3 0 3 3 0 0 0
糸状 菌 8 ，9 63 1 ，26 8 13 6 6 06 133 9 ，62 8 8 ，6 7 8 2 ，142 7 2 5 0 1 1，5 45 9 ，6 28 ‘8 ，93 2 6 96 3 34 72 3 48 9 10
ウ イ ル ス 5 0 4 3 0 0 0 20 5 14 48 37 3 6 7 6 7 5 19 5 14 3 68 14 6 72 4 7 2 6 0
フ ァ ー ジ 2 0 0 0 0 ‘0 2 0 0 0 2 0 ．0 20 20 0 20 18 0－ 0 0


虫 12 0 0 0 0 12 0 0 0 ‾ 12 12 12 12 0 0 0 12 0
合計 1 4 ，3 13 1 ，87 3 8 65 8 77 1 ，2 0 1 1 4 ，97 3 8 ，9 18 6 ，145 5 ，05 3 8 1 20 ，197 14 ，973 r 13 ，6 3 2 1 ，34 1 6 63 1 ，40 2 1 ，2 17 2 0


動物病原体


微生物種類


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保 存数増減


の内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度 保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度保存区分の 内訳 特性調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベース ：アクティブ


コレクション：コレクション


一次　 二次 1 三次平成 2 年度 継 代


培 養


球結


真空


乾燥


その


他


小 計増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 1，20 1 48 9 6 5‘ 0 2 27 1，52 8 16 3 8 04 5 6 1 0 1，5 28 1，528 1，02 0 5 08 183 3 5 4 18 0 0
放線 菌 8 0 0 0 0 8 8 0 0 0 8 8 5 3 3 0 0 0
糸状 菌 68 5 6 7 0 0 0 75 2 6 4 4 108 0 0 7 52 － 7 5 2 7 16 3 6 4 108 13 2－ 0 ・
ウイルス 43 1 5 8 0 7 43 7 ・　0 2 87 15 0 0 4 37 437 3 13 1 24 38 13 11 0
マイコブ ラズ マ 5 9 10 9 9 0 9 16 8 0 168 ． 0 －0 ・ 168 168 15 0 18 4 13 0 13 0 0
リケ ッテ ィア 7 0 0 0 0 7 0 7 0 0 7 7 4 3 1 1 2 2
動物 細胞 4 5 0 2 0 0 4 7 3 44 0 0 47 47 18 2 9 0 0 0 0


原虫 7 7 5 1 0 0 8 3 2 7 37 0 19 83 83 2 1 6 2 6 7 2 0
線虫 2 1 0 0 1 2 2 0 0 0 2 2 0 2 0 2 2 0
合計 2，5 15 67 6 85 ． 0 2 4 4 3，03 2 8 4 7 1，4 55 7 11 19 3 ，0 3 2 3 ，03 2 2，24 7 78 5 2 39 6 15 ．35 9 2


生産への利用　　　　　　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　各棚の数字は点数を表す


徴 生 物 種 頂


平準元


年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳 平 成


2 年 度


合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 2 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 謝 査


保 存


総 数


ワーキンク●


コレクション


ヘ一一ス ：アクティブ‘


コレクション：コレクション


一次　　 二 次 ・　 三 次平 成 2 年 度 ・継 代


．培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計噌 減


収 集 受 入 ．移 管 ・ 廃 棄


細菌 1 ，44 8 2 57 0 11 34 3 1 ，3 5 1 8．2 0 7 50 7 8 1 0 2 ，35 1 1 ，35 1 9 84 36 7 10 8 104 1574 20 ・


放射 菌 4 7 8 0 ．0 ‘0 1 4 77 47 7 0 3 0 48 0 4 77 4 72 5 0 0 0・ ・0


酵母 7 7 76 ，・5 0 0 158 ． 15 8 74 0 67 29 9 15 8 12．3 3 5 35 3 0 0 ．40


糸状 菌 ．1 ，28 9 180 0 24 8 1 07 1 ，114 1 ，1 14 0 0 0 1 ，1 14 1 ，1 14 1 ，0 60 5 4 3 0 5 3 5 0 0


ウ イ ル ス 25 3 3 02 2 3 5 2 00 3 22 13 2 33 76 0 32 2 3 22 ・ 2．6 5 57 44 3 08 497 9


マイコブ ラズ マ 18 5 0 0 2 2 1 0 0 0 2 1 2 1 2 1 6 ．15 13 7 5 0


線虫 48 30 ′　0 0 0 78 ， 3 7 0 0 4 1 7 8 7 8 ・ ′53 25 0 ． 3 5 5 5


日計 3 ，6 1 1 85 0 ．7 、 294 65 3 3 ，5 2 1、、 2 ，6 19 1，10 57 8 60 12 9 4 ，6 6 5 3 ，．‾52 1 2 ；96 3 5 58 2 3 0 53 7 7 日 ・・7 4







食品加工利用


微生物種 類


平成


フ宅
年度 末


合 計


平成 2 年度 未保存数増減


の内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度保存区分の内訳 特性調査 ・


保存


総数


ワーキング


コレクション


ヘース ：アクティブ


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次 －平成 2 年度 継 代


培 養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計増 減


収集 受 入‘・ 移管 廃 棄
細菌 53 0 2 15 0 6 8 7 1 60 6 4 94 7 2 1 12 0 67 8 6 06 5 28 7 8 1 15 2 13 5 r4


放線菌 ．29 2 0 1 3 6 1・93 3 4 32 ．0 13 5 5 0 ・34 11 2 3 3 1 20 0 1
酵母 7 12 1 1 53‾ 146 44 58 6 5 76 75 10 3 82 1，04 3 5 86 5 63 2 3 2 7 2 0 33 ．
糸状菌 18 2 26 0 8 9 26 9 3 93 0 0 76 16 9 93 56 3 7 2 7 11 1 6 0 5
合計 1，45 3 4 53 56 3 09 3 34 1，3 19 1，195 14 7 13 5 4 63 1，94 0 1，3 19 1，158 16 1 4 7 3 32 285 43


代謝生産物利用　　　　　　　　　 平成　 2 年度農林水産 省　 ジー ンバ ンク　　 事業実績　　　 微生物 部門　　　　　　 注）　 各欄 の数字は点数 を表 す


微生物種類


平成


フて
年度 末


合計


平 成 2 年度 未保存数増減


の内訳 平成


2 年 度


合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態 の


内訳
平成 2 年度保存区分の内訳 特性調査


保存


総数
ワーキングコレクション 一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培拳


凍結


真筆 ・


乾燥


その


他


小計


ベース


コレクション


アクティブ


コレクション増 減


収集 受入 移管 廃 棄


細菌 79 3 5 1 ．0 0 45 79 9 5 1 7 48 0 0 79 9 7 99 7 5 0 4 9 2 0 3 74 3 1
糸状菌 15 3 5 5 1 1 39 1 13 113 0 8 0 12 1 113 7 1 4 2 17 0 0 5
合計 94 6 56 5 11 84 9 12 16 4 7 48 8 0 92 0 9 12 8．2 1 9 1 19 0 3 74 ．3 6


菌体利用


微生物種類


平 成


冗
年度末


合 計


平成 2 年度未保 存数増減


の 内訳 平成


2 年度 ‘
合計


平成 2 年度保 存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存 区分の内訳 特性調 査


保存


総数


‘ワーキンクー


コレクション


へ●－ス


コレクション


一一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計
：〃ティナ


；コレクション増 、 減


収集 受入 移管 廃棄


放線 菌 12 0 0 0 0 12 12 ・0 0 0 12 12 0 12 0 0 0．・ 0
酵母 70 2 5 15 18 2 90 9 0 0 0 0 9 0 9 0 5 4 36 16 3 7 0 0
合計 82 2 5 1°5 18 2 102 10 2 0 0 0 10 2 10 2 ‘5 4 48 16 3 7 0 0


バ イオマス変換利用　　　　　　　　　 平成　 2 年度 農林水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実績　　　　 微生物 部門　　　　　　　 往 ）　　 各欄の数字 は点数 を表す


微生物種 類


平成


フt
年度 末


合計


平成 2 年度未保存 数増減


の内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度保 存 （増殖）形 態の


内訳


平成‘2 年度 保存区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


へ一一ス


コレクション


●
－次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継 代


培養責


凍結


真空


乾燥


その


他


小計


：門ティ7－


：コレク再ン塔 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 3 0 0 0 0 0 3．0 3 0 2 4 2 0 5 6 3 0 24 6 0 0 0 0


酵母 43 4 1 0 0 14 7 0 7 0 0・ 0 0 7 0 7 0 58 12 4 4 9 0 0
糸状 菌 7 9 2 4 0 7 ． 3 4 6 2 62 0 ．0 0 6 2 6 2 5 9 3 1 13 0 0
合計 15 2 6 5 0 ・7 4 8 16 2 162 2 4 2 0 188 16 2 1 4 1 2 1 5 62 0 0







環境保全浄化


微 生物種類


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保存数増減


の内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形態の


内訳
平成 2 年度保存 区分 の内訳 特性調査


保存


総 数
ワーキング


コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 壷十
ベース


コレクション


アクティブ


コレクション増 減


収集 受入 移管 廃 棄


糸状 菌 3 ，9 04 2 7 0 39 1 86 4，47 9 3，95 9 0 0 0 3 ，9 59 4 ，4 7 9 4 ，44 7 3 2 5 0 0 0
合計 3 ，9 04 2 7 0 39 1 86 4，47 9 3，95 9 0 0 0 3 ，9 59 4 ，4 7 9 4 ，44 7 3 2 5 0 0 0


バイテク利用


微 生 物 種 類


平 成元


年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳 平 成


2 年 度


合 計


平成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 2 年 度 保 存 区分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数


ワーキング


コレグション


ベー ス


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次平 成 2 年 度 継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計


アクティブ


：コレクション増 減


収 集 受 入 ‘移 管 廃 棄


細菌 13 6 1 13 8 0 3 3 2 24 78 95 5 1 0 22 4 22 4 14 5 79 3 8 89 0 0


放線 菌 4 0 0 0 0 4 0 0 4 r　O 4 4 ニ 3 1 0 0 0 0


酵母 2 6 0 0 0 0 26 26 0 26 0 5 2 2 6 0 26 0 0 0 0


ウ イ ル ス 5 0 2 0 0 2 5 0 0 5 0 0 2 5 2 5 0 2 2 28 0 0 0 0


形質 転 換 菌 2，05 7 0 0 0 0 2 ，0 57 1 67 1，96 0 1 0 2，12 8 2，05 7 1，58 7 4 7 0 0 0 0 0


D N A 3 7 3 0 0 0 4 0 0 4 0 0 0 4 0 4 0 3 5 5 0 3 0 0


動物 細 胞 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


合計 2，33 0 1 18 8 0 5 5 2 ，4 0 1 2 7 1 2，145 8 2 2 2，50 0 2，40 1 1，7 92 6 0 9 3 8 92 0 0


セ ン ター バ ンク 保存　　　　　　　　　 平成　 2 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ン バ ン ク　　 事 業 実 績　　　　 微 生 物 部 門　　　　　　　 注 ）　　 各 樹 の 数 字 は点 数 を 表 す


微 生 物 種 類


平成


JC
年 度 末


合 計


平成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内訳 平 成


2 年 度


合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ）形 態 の


内 訳


平 成 2 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数


●


サ－キンクー


コレクション


へ●－ス ：アクティブ


コレクション：コレクション


「 次　　 二 次　　 三 次平 成 2 年 度 継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


細菌 1，137 0 58 2 0 1，7 19 0 ・1，1 17 1，70 4 0‾ 2，8 2 1 1，7 19 0 1，7 19 1，6 00 0 0 0


放線 菌 9 0 6 0 0 15 0 15 15 0 30 15 0 15 2 0 0 0 ・


酵母 116 0 146 0 26 2 26 2 0 2 15 0 47 7 2 62 0 26 2 58 0 0 0


糸状 菌 8 35 0 8 7 7 0 1 1，7 1 1 1，64 3 1，40 8 ‘98 0 3，149 1，7 1 1 0 1，7 1 1 1 ，3 7 1 0 0 0


ウ イ ル ス 3 0 3 5 0 0 3 8 0 3白 0 0 38 38 0 3 8 38 0 0 0


動物 細 胞 0 0 3 ‘0 0 3 0 3 0 0 3 3 0 3 0 0 0 0


合計 2 ，10 0 0 1，6 4 9 0 1 3，7 48 1，90 5 2 ，5 8 1 2，03 2 0 6 ，5 18 3 ，7 48 0 3，74 8 3 ，0 69 0 0 0







（6）研究機関別収集，受入，保存及び特性評価


センターパンク　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


生 物種 類


平 成 平成 2 年 度未 保 存数 増減


平成


2 年度


合 計


平成 2 年度 保存 （増 殖 ）‘形 態 の 平成 2 年度 保存 区分 の 内訳 特性 調 査


71
年 度末


合 計


の 内訳 内 訳


保存


総 数


ワーキング


コレクション


ベ ー ス ：アクティブ


コレクション：コレクション


一 次　　 二次　　 三 次平成 2 年度 継 代


培 養


凍結


真空


乾燥


そ の


他


小計増 減


収 集 受入 移 管 廃棄


細菌 1 ，13 7 0 58 2 0 0 1 ，7 19 0


0


1，1 17


5 95


1，7 0 4


5 5 1


0


0


2 ，8 2 1


1，1 46


1，7 19


5 8 2


0


0


1，7 1 9


5 8 2


1，6 0 0


4 7 4


0 0 0


放緑 菌 9 0 6 0 0 15 0


0


15


6


．1 5


6 ．


0


0


3 0


1 2


1 5


6


0


0


1 5


6


2


1


0 0 0


酵母 116 0 14 6 0 0 2 6 2 26 2


14 6


0


0


2 1亭


146


0


0


47 7


2 9 2


2 6 2


146


0


0


2 62


14 6


5 8


3


0 0 0


糸状 菌 83 5 0 8 77 0 1 1 ，7 11 1，64 3


80 8


1，4 08


6 2 9


9 8


5 0


0


0


3 ，1 4 9


1，4 87


1，7 11


8 7 6


0


0


1，7 1 1


8‾7 6


1 ，3 7 1


5 4 8


0 0 ．0


ウ イル ス 3 0 35 0 0 3 8 0


0


38


38


0


－3


0


0


3 8


3 5


3 8


3 5


0


0


3 8


3 5


3 8


3 5


0 0 0


動物 細胞 0 0 3 0 0 3 0


0


3


3


0


0


0


0


3


3


3


3


0


0


3


3


0


0


0 0 0


合計 2 ，10 0 0 1，64 9 0 1 3 ，7 4 8 1，72 5


95 4


2 ，58 1


1，2 7 1


．2，03 2


7 50


0


0


6 ，33 8


2 ，9 75


3，7 4 8


1，6 4 8


0


0


3，7 48


1，6 4 8


3，0 6 9


1，0 6 1・


0 0 0


下段は前年度の保存数と本年度保存数の差　年度保存


農業研究 センタ　　　　　　　　　 平成　 2 年度農林 水産省 ・ジーンバンク　　 事業実績　　　 微生物 部門　　　　　　 注）　 各欄の数字 は点 数 を表す


微生物種類


平成元


年度 末


合計


平成 2 年度未保存数増減


の内訳


平成


2 年度
合 計


平成 2 年度 保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度保 存区分の 内訳 特性調査


保存


総数


ワーキング


コレグション


ベース


コレグション


一次　　 二次　　 三次継 代


療 養
凍結


真空


乾燥


その


他
小計


アクティブ


：コレクション増 減


収集 受入 移管 廃 棄


細菌 ・放線菌 6 22 4 8 0 0 8 9 ． 5 8 1 2 14 27 0 97 0 5 8 1 58 1 32 0 26 1 117 90 6 0 0
0 0 0 4 －4 5 0 0 －4 1 －4 1 －6 0 19 －1 0


糸状 菌 ・酵母 2，05 7 196 2 2 0 7 5 2，2 00 2 ，15 9 7 3 58 0 2 ，2 9 0 2，20 0 1，83 6 3 6 4 48 2 23 18 3 0
0 0 10 0 10 1 2 3 0 0 13 3 14 3 －2 1 16 4 10


ウイルス．・ファージ等 32 5 3 1 2 2 3 5 2 0 2 4 02 13 24 3 10 2 4 4 40 2 40 2 29 2 11 0 75‘ 3 2 0 5 10 6 ・


1 0 3 5 0 5 7 12 8 77 7 7 10 0 －2 3 －42
D N A ・転換菌


培養 細胞


原虫 ・線 虫 4 8 3 0 0 0 0 7 8 ．37 0 0 4 1 78 7 8 5 3 2 5 0 35 5 〇
0 0 0 30 0 0 0 3 0 3 0 3 0 0 0


合計 3 ，05 2 5 86 24 3 5 3 66 3，26 1 2 ，4 23 58 6 2 57 8 5 3 ，3 5 1 ’3 ，2 6 1 2，5 0 1 7 6 0 2 40 6 68 7 58 11


1° 0 135 135 14 42 8 19 9 20 9 4 9 16 0 －42
下段は当年度　：下段は移：　　　　　　　　　　　　　　　　　下段


海外分　　　　　管の累計：
前年度の保存数と本年度保存数の差







農 業 生 物 資 源 研 究 所　　　　　　　 平成　 2 年 度農 林 水 産 省　　　　 ジー ンバ ン ク　 事 業実 績　　　 微 生 物 部 門　　　　　 注 ）　 各 樹 の数 字 は点 数 を表 す


微 生 物 種 類


平 成


フ℃
年度 末


合 計


平 成 2 年 度末 保 存数 増 減


の 内 訳


平成


2 年 度


合 計


平 成 2 年度 保 存 （増殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 2 年 度 保 存 区分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ヘ ース ：


コレクション：


一次　　 二次　　 三 次継 代


培 養


凍結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計


アクティブ


コレクション増 減


収 集 受入 移管 廃 棄


細 菌 ・放 線 菌 3 ，066 20 8 5 98 0 2 56 （2 17 ） 3 ，6 16 57 3 2 ，8 77 2 ，3 49 0 5 ，79 9 3 ，6 16 1，68 7 1 ，9 29 1 ，63 4 0 365 57


7 0 －9 7 5 38 4 29 0 8．7 0 55 0 5 4 4 96 3 92


糸状 菌 ・酵 母 5 ，018 27 5 1 ，3 94 0 126 （122 ） 6 ，5 6 1 6 ，3 13 1 ，4 08 3 47 0 8 ，068 6 ，56 1 4 ，4 98 2 ，06 3 1 ，45 1 8 0 22 9 0


6 0 1 ，33 2 6 29 193 0 2 ，15 4 1，54 3 55 5 98 8 58 7


ウ イル ス ・フ ァー ジ 等 250 2 3 5 0 2 285 0 96 194 2 29 2 28 5 ‘192 93 5 2 0 0 0


0 0 0 43 －3 0 4 0 3 5 －2 37 35
D N A ・転 換 菌 1，927 3 0 0 0 1 ，930 0 1 ，9 30 0 0 1 ，93 0 1，93 0 1 ，45 5 4 75 0 0 0 0


0 0 0 3 0 0 3 3 3 0 0
培 養細 胞 2 0 0 3 0 20 3 0 3 0 0 3 3 0 3 0 0 0 0


0 0 －3 －14 0 0 －17 －17 －3 －14 －3


原 虫 ・線 虫


合 計 10 ，28 1 48 8 2 ，0 30 0 404 12 ，3 95 6 ，88 6 6 ，3 14 2 ，89 0 2 16 ，0 92 12 ，3 95 7 18 32 4 ，5 63 3 ，137 8 0 59 4 5 7


13 0 1 ，23 2 1 ，199 6 19 0 3 ，05 0 2 ，114 6 07 1 ，5 07 1 ，0 11


下 段 は 当年 度　　 下 段 は移：（ ）．内 数字 は生 物研 サ ブ バ；　　　　　　　 下 段 は 前 年度 の 保 存 数 と本 年 度保 存 数 の 差


鴇外分　　　　　　管の累計・ンクからセンターバンク
へ移動した菌株数を表わす


農業環境技術研究所　　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


微 生 物 種 類


平 成


フも
年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳


平 成


2 年 度


合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 2 年 度 保 存 区分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベー ス ：


コレグション


一 次　　 二 次 ．　 三 次継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計


アク ティブ


：コレグション増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


細 菌 ・放 線 菌 3 ，80 9 ．2 9 1 7 3 0 2 38 97 7 3 ，6 15 1 06 3 ，13 9 3 ，48 4 2 6 ，7 3 1 3 ，6 15 3 ，28 7 3 28 2 16 4 10 223 8


0 0 1 ，2 33 ． －32 4 8 9 9 －48 6 0 89 －194 －8 －186 ー・18 6


糸 状 菌 ・酵 母 4 ，75 7 3 64 1 14 148 0 5 ，0 87 4 ，18 3 2 ，05 0 66 2 0 6 ，8 95 5 ，0 87 4 ，80 3 2 84 23 3 2 90 98 0


0 0 6 44 －6 8 26 8 16 2 0 3 62 3 3 0 39 2 －62 －6 2


ウ イ ル ス ・フ ァ ー ジ 等 6 5 5 0 0 1 69 8 12 4 9 0 69 6 9 12 57 45 3 6 0


0 0 0 3 1 0 1 0 4 4 3 1 1


D N A ・転 換 菌 等 16 7 0 0 0 ′ 0 167 16 7 7 0 1 0 2 38 167 16 7 0 0 0 0 0 ．


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


培 養 細 胞


原 虫 ・線 虫 12 0 0 0 0 12 0 0 0 12 12 12 12 0 0 0 1 2 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


合 計 8 ，8 10 6 60 8 4 4 3 86 97 8 8 ，9 50 4 ，4 64 5 ，27 1 4 ，19 6 14 13 ，9 45 ． 8 ，95 0 8 ，28 1 6 69 4 94 7 03 3 3 9 8


0 0 1 ，8 77 －38 9 1 ，168 －32 4 0 4 55 14 0 38 7 －2 47 －24 7


：下段は当年度　　‥下段は移
海外分　　　　　管の累計


下段は前年度末の保存数と本年度未保存数の差







畜産試験場　　　　　　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


微生物種類


平成元


年度末


合計


平成 2 年度 末保 存数増減


の内訳


平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増 殖）形態 の


内訳


平成 2 年度保 存区分の 内訳 特性 調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


一次　 二次　 三 次継 代


培 養


凍結


真空


乾燥


そ の


他


小 計


ベース


コレクション


アクティブ


コレクション増 減


収集 受 入 移管 廃 棄


細菌 ・放線菌 94 0 Q 0 0 9 4 42 76． 54 0 17 2 9 4 24 7 0 10 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


糸状菌 ・酵母 230 76 5 0 0 3 11 3 09 196 2 6 7 57 4 3 11 24 2 6 9 66 30 0 4 0
0 5 0 8 1 0 0 0 8 1 8 1 8 1 0 0


ウイルス ・フ ァージ等


D N A ・転換種


培養細胞


原虫 ・線虫


合計 324 76 l▼ha 0 0 4 05 35 1 27 2 5 6 67 7 46 40 5 2 66 13 9 76 30 0 40
0 5 0 8 1 0 0 0 8 1 8 1 8 1 0 0


：下段 は当年度　　 下 段 は移：　　　　　　　　　　　　　　　　　 下段は前 年度 の保存数と本年度保存数の差
海外分　　　　　：管の累計・
′．＿＿＿＿＿＿．一°＿．＿＿＿一一t．．．．．一一一．－4．－．J°4．．t．°ヽ．▼▼－▼．．′


草地試験場　　　　　　　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各樹の数字は点数を表す


微 生物種類
平成


フも
年度末


合計


平成 2 年度 未保存数増減


の内訳


平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度 保存区分の 内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


一次　　 二次　　 三次種代


培 養


凍結


r真 空


乾燥


そ の


他


小計
ベ ース


コレクション


アクティブ


コレクション増 減


‘収集 受入 移管 廃 棄


細菌 ・放線菌 16．0 9 0 0 11 0 23 9 10 0 0 13 9 0 2 3 9 23 9 2 39 0 0 2 0 10 0 2 0


0 0 3 1 －60 0 139 0 79 7 9 79 0 0


糸状 菌 ・酵母 19 0 8 8 0 9 3 0 18 5 185 0 0 0 185 18 5 178 7 7 4 0 88 10


0 0 ‘9 3 －5 0 0 0 －5 －5 88 －9 3 －93


ウイル ス ・フ アー ジ等


D N A ・転換菌等


培養細胞


原虫 ・線 虫


合計 35 0 17 8 0 10 4 0 42 4 2 85 0 139 0 4 24 42 4 4 17 7 7 6 0 188 30


0 0 12 4 －6 5 0 139 0 7 4 7 4 16 7 －9 3 －9 3


：下段は当年度　 ：下段は移：　　　　　　　　　　　　　　　　　 下段 は前年度末の保存数 と本年度未保存数 の差


：海外分　　　　　　管の累計







果樹試験場　　　　　　　　　　　　　 平成　 2 年度農林水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実種　　　　 微生物部門　　　　　　　 注）　 各楠の数字は点数 を表 す


微 生物種類


平成


JC
年度末


合計


平成 2 年度 未保存数増減


の 内訳


平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保 存区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


ヘ一一ス ：


コレクション：


一次　　 二次　　 三次継代


培 養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計


アクティブ


コレクション増 減


収集 受入 移管 廃 棄


細菌 ・放線菌 159 13 0 9 0 0 2 98 48 2 09 4 7 0 3 04 2 98 2 77 2 1 5 14 7 5 1 0


0 0 0 36 106 3 145 1 39 139 0 2


糸状菌 ・酵 母 747 1 52 0 0 2 1 87 8 8 7 0 0 8 0 8 78 8 78 8 4 1 3 7 10 10 7 4 0 0


0 0 5 126 0 0 126 1 3 1 127 4 3


ウイルス ・ファー ジ等 143 13 0 0 1 155 40 53 18 44 155 1 55 133 2 2 1 1 17 15 0


0 0 2 3 0 3 6 12 12 11 1 0


D N A ・転換 菌


培養細胞 23 0 0 0 0 23 0 23 0 0 2 3 23 18 5 0 0 0 0


0 0 0 －10 1 0 0 0 0 0 0 0


原虫 ・線 虫


合計 1，072 ． 295 9 0 2 2 1，354 95 8 28．5 7 3 4＿4 1，36 0 1，354 1，26 9 85 2 6 2 7 1 106 0


0 0 7 f5 5 1 16 6 6 28 3 2 8 2 27 7 5 5


：下段は当年度　　 ‥下段は移‥　　　　　　　　　　　　　　　　 下段 は前年度の保存数 と本年度 保存数の墓 ＿＿…‖…＿＿＿．…＿＿…．＿‥＿…．i


：海外分　　　　・管の累計


野 菜 ・茶業試 験場　　　　　　　　　 平成　 2 年度 農林水産省　 ジーンバン ク　　 事 業実績　　　 微 生物部門　　　　　　 注）　 各樹の数字 は点数 を表 す


微 生物種類


平成


7℃
年度末


合 計


平成 2 年度未保存 数増減


の内訳


平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増 殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存区分の 内訳 特 性調査


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ヘ一一ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結


真 空


乾燥


その


他


小 計


：門ティ，7一


i コレクション増 減
収集 受入 移 管 廃棄


細菌 ・放線菌 7 84 5 4 0 ‘33 5 4 75 1 47 1 3 0 2 50 0 75 1 7 5 1－ 6 5 8 9 3 9 59 74 0


0 0 33 7 －2 0 －20 0 －3 3 －33 －17 －16 －2 5
糸状 菌 ・酵母 9 36 12 0 52 5 8 91 8 9 1 0 0 0 8 9 1 8 9 1 7 77 1 14 2 3 127 82 0


0 0 52 －4 5 0 0 0 －4 5 －45 1 0 －5 5 －5 4
ウイル ス ・ファージ等 118 7 0 0 18 1 07 0 7 100 0 1 07 107 83 2 4 4 22 0 0


0 0 0 0 5 －16 0 Ⅰ1 1 －1 1 3 －14 ー18
D N A ・転換菌


培養細 胞


原虫 ・線 虫


合計 1，83 8 73 0 8 5 77 1，74 9 1，3 6 2 37 35 0 0 1，74 9 1，7 49 1，5 18 23 1 3 6 2 08 156 0
0 0 8 5 －3 8 －15 －3 6 0 －8 9 －89 －4 －8 5 －9 7


下段は当年度　　下段は移‥
二海外分　　　　　　管の累計・


下段は前年度の保存数と本年度保存数の差







蚕糸・昆虫農業技術研究所　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各樹の数字は点数を表す


微 生物種類


平成


冗
年度末


合 計


平成 2 年度未保存数増減


の内訳


平成


2 年度
合計


平成 2 年度 保存 （増 殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存区分の 内訳 特性 調査


保存


総 数


ワーキング


コレクション


へ一一ス ：アクティブ


コレクション；コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 98 15 0 0 16 97 9 7 0 79 0 15 8 9 7 9 7 0 0 1 0 3 0


0 0 49 －7 5 0 0 －2 －1 －1 0 0


糸状 菌 ・酵母 115 0 0 0 0 1 15 1 15 1．9 0 0 13 4 1 15 1 15 0 0 0 0 0


0 0 7 5 －4 9 0 0 0 －4 9 0 0 0 0


ウイルス ・ファー ジ等 15 0 ・ 0 0 0 15 0 15 0 0 15 15 10 5 5 2 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


D N A ・転換 菌


培養細 胞


原虫 ・線虫 19 0 0 0 0 19 0


0


0


0


0


0


19


0


19


r　O


19


0


1 1


0


8


0


1


0


3 0 0


合計 2 47 15 0 0 16 2 46 12 4 10 4 7 9 ・19 3 26 24 6 23 3 13 6 15 3 0


0 0 124 －5 6 5 0 0 －5 1 －1 －1 0 0
：下段 は当年度　 ：下段は移：　　　　　　　　　　　　　　　　 下段は前・年度 の保 存数 と本年度保存 数の差
端凧令　　　　　　管の累計


家畜衛生試験場　　　　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実検　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


微生 物種類


平成


フて
年度末


合計


平成 2 年度末 保‘存数増減


の 内訳


平成


2 年度
合計


平成 2 年度保 存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存 区分の内訳 特性 調査


保存


総数
ワーキング


コレクション


へ一一ス ：アクテロ－


コレクション：コレクシ】ン


一次　　 二次　　 三次継 代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計噌 減


収集 受入 移管 廃 棄


細菌 ・放線 菌 lfO67 578 53 0 230 ‘1，468 217 639 612 0 1，468 1，468 1，057 ・411 175 425 166 0
10 10 0 12 388 1 0 401 401 285 116 44


糸状菌 ・酵 母


ウイル ス ・フ ァー ジ等 378 111 17 0 9 497 0 347 150 0 497 497 384 113 30 140 140 0


r　O 9 0 －30 142 ・0 0 112 112 92 20 3
D N A ・転換 菌


培養細胞 22 0 2 0 0 24 3 21 0 0 24 24 0 24 0 0 0 0


0 0 0 ．0 2 0 0 2 2 0 2 0


原虫 ・線 虫 67 6 1 0 1 73 29 44 0 0 73 73 14 59 6 7 6 2


0 0 0 0 13 0 0 13 13 5 8 1


合計 1，534 695 73 0 240 2，062 249 1，05 1 762 0 2，062 2，062 1，455 607 211 572 312 2


10 19 0 －18 545 1 0 528 528 382 146 48


下段は当年度　：下段は移：　　　　　　　　　　　　　　　　　下段は前年度の保存数と本年度保存数の差
：海外分　　　　　・管の累計：







食品総合研究所　　　　　　　　　　 平成　 2 年度農林水 産省　 ジーンバンク　　 事業実績　　　 微生物部 門　　　　　 注 ）　 各樹の 数字は点数 を表 す


微生物種類


平成元


年度 末


合計


平成 2 年度 未保存数増減


の内訳


平成


2 年度
合 計


平成 2 年度 保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度保存区分 の内訳 特性 調査


保 存


総 数


ワーキンクー


コレクション


ベー ス ：アケティブ


コレクション コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計増 減


収 集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線 菌 240 4 58 3 ・ 74 28 0 3 47 3 3 7 20 2 1 5 3 83 3 47 26 9 78 8 2 05 2 59 5
0 0 1 51 17 6 0 －68 0 108 107 13 3 －26 －15


糸状菌 ・酵 母 1，03 2 10 2 5 8 2 53 1 18 8 2 1 8 11 75 10 4 58 1，354 8 2 1 73 6 85 3 4 180 8 0 4 3
8 5 3 4 29 －211 15 －40 －108 －344 －21 1 －1 －21・0 －12


ウイル ス ・フ ァー ジ等


D N A ・転 換菌


培養細胞


原虫 ・線 虫


合計 1，272 56 0 6 1 ‘327 － 39 8 1，168 1，14 8 9 5 3 1 4 63 1，737 1，168 1，00 5 163 4 2 3 85 3 39 4 8


8 5 3 5 80 －35 1 5 －108 －108 －236 －10 4 13 2 －236 －27
；下段は 当年度 ：下 段は・移：　　　　　　　　　　　　　　　 下種 は前年度の保存数 と本年度保存数の差


鴇外分　　　　　管の累計
′


森林総合研究所　　　　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各樹の数字は点数を表す


微生物種類


平成


フ宅
年度末


合 計


平成 2 年度未保存教増 減


の内訳


平成


2 年度
合計


平成 2 年度 保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度 保存 区分 の内訳 特性調査


保 牢


総 数


ワーキング


コレクション


ベース


コレクション；


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結　－


真空


乾燥


その


r他


小 計


アクティブ


コレクション増 減


l 収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌


糸状菌 ・酵 母 1，359 6 16 15 355 109 1，526 1，418 108． 0 0 1 ，526 1，526 1，421 105 56 156 30 0


0 0 454 69 10 0 0 79 167 180 －13 －3


ウイル ス ・ファー ジ等


D N A ・転換 菌


培養細胞 1


原虫 ・線 虫


合計 1，359 616 15 355 109 1，526 1，418 108 0 0 1，526 1，526 1，421 105 56 156 30 0


0 0 454 69 10 0 0 79 167 180 －13 －3．
：下段 は当年度　 ：下段は移：　　　　　　　　　　　　　　　　 下段 は前年度の保存数 と本年度保存数の差


海外分　　　　　　管の累計







中央水産研究所　　　　　　　　　 平成　 2 年度農林水産省　 ジー ンバンク　 事業実績　　　 微生物部 門　　　　　 注）　 各樹の数字は点数 を表 す


微生物 種類


平成元


年度末


合計


平成 2 年度 未保 存数増減


の内訳


平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保 存区分の内訳 特性討 査


保存


総数
ワーキング


コレクション


ベ ース ：アクティブ


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代


培 養


凍結


真 空


乾燥


その


・他


小 計増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線 菌 3 12 9 0 0 2 9 29 2 2 40 0 52 0 ‘292 2 9 2 28 2 10 0 9 0 0
0 0 0 －20 0 0 0 －20 －20 －20 0 0


糸状菌 ・酵 母


ウイル ス ・フ ァー ジ等


D N A ・転換 菌


培養細胞


原虫 ・線 虫


合計 312 〃9 0 0 2 9 2 9 2 ．240 0 5 2 0 2 92 2 92 28 2 10 0 9 0 0
0 0 0 －20 0 0 0 －20 －20 －20 0 0


下段は当年度　　 下段 は移： 下段は前年度 の保存数 と本年度保 存数の差
海外分　　　　　　管の累計


養殖研究所　　　　　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


微生物 種類


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保 存数増減


の内訳


平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保存 （増 殖）形態 の
内訳


平成 2 年度保存 区分の 内訳 特性調査


保存


総数
ワーキング


コレクション


ベー ス ：アクティブ


コレグション：コレグション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結


真 空


乾燥


その


他


小 計増 械


収集 受入 移 管 廃棄


細菌 ・放線 菌 215 20 20 0 30 225 0 225 0 0 225 225 92 133 14 14 14 0
0 0 0 0 10 0 0 10 10 2 8 3


糸状 菌 ・酵 母


ウイル ス ・フ ァー ジ等 44 3 0 0 7 40 0 40 0 0 40 40 18 22 5 1 1 0


0 0 0 0 －4 0 0 －4 －4 －4 0 2
D N A ・転 換菌


培養細胞


原虫 ・線虫


合計 259 23 20 0 37 265 0 265 0 0 265 265 110 155 19 15 15 0


0 0 0 0 6 0 0 6 6 －2 8 5


下段は当年度　：下段は移・　　　　　　　　　　　　　　　　　下段は前年度の保存数と本年度保存数の差
鴇外分　　　　　：管の累計・







農業研究セ ンター　　　　　 平成　 2 年度 農林‘水 産省　 ジ ー ンバ ン ク　　 事 業実 練　　　　 微 生 物 部門　　　　　　 注）　 各席 の数 字 は点 数 を表 す


生 物種 類


平 成 平成 2 年度 未 保存 数増 減


平成


2 年 度


合計


平成 2 年度 保 存 （増 殖 ）形 態 の 平 成 2 年度・保 存 区分 の内 訳 特 性調 査


元年度 末


．合 計


の 内訳 内訳


保 存


種 数


ワーキング


コレクション


ベ ース ：アクティブ


コレクション；コレクション


一次　　 二 次　　 三 次平 成 2 年 度 継 代


培 養


凍結


真 空


乾燥


その


他


小 計増 減


収 集 受入 移 管 廃棄


細薗 612 4 8 0 0 8 9 5 7 1 2 0 4 2 7 0 97・ 0 ・57 1 5 7 1 3 15 25 6 11 7 94 6 0 0
0 0 0 4 －45 0 0 －4 1 －41 －60 19 －10


放線 薗 10 0 0 0 0 10 10 0 0 0 1 0 10 5 5 0 0 0 0


0 0 0 0 0’ 0 0 0　＿ 0 0 0 0
糸状 菌 2 ，05 7 1 96 2 2 0 7 5 2 ，200 2，15 9 7 3‘ 58 0 2，29 0 2 ，200 1，83 6 36 4 4 8 2 24 ・18 3 0


0 0 1 00 ・10 1 2 3 0 0 13 3． 143 －2 1 16 4 1 0
ウイル ス 289 3 07 2 3 5 2 0 0 36 3 1°3 2 4 3 8 4 2 3 3 6 3 3 63 2 8 6 7 7 4 4 3 13 5 0 2 6


1 0 3 5 0 57 12 5 7 4 74 9 9 －25 4 2


フ ァ－ ジ 18 0 0 0 0 18 0 0 18 0 18 18 0 18 1 8 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


マイ コ 18 5 0 0 2 2 1 0 0 0 2 1 2 1 2 1 6 15 1 3 7 5 0
プ ラ ズマ 0 0 0 0 0 0 3 3 3． 1 2 0
線虫 48 30 0 0 0 78 3 7 0 0 4 1 7 8 78 5 3 2 5 0 3 5 5 5


0 0 0 3 0 0 0 0 3 0 30 3 0 0 0
合計 3 ，05 2 58 6 2 4 35 3 6 6 3 ，26 1 2 ，42 3 5 8 6 2 57 8 5 3 ，35 1 3 ，26 1 2 ，50 1 76 0 2 4 0 6 73 7 5 5 1 1


1 0 1 35 13 5 14 4 2 8 19 9 2 0 9 4 9 16 0 4 2
下 段 は海外 分　　 下 段 は累 計　　　　　　　　　　　　 下段 は前 年度 保 存 数 と本 年度 保 存数 の 差


農業生物資源研究所　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　注）　各櫛の数字は点数を表す


生物 種類


平成 平 成 2 年 度未 保存 数 増減


平 成


2 年 度


合 計


平 成 2 年度 保 存 （増 殖 ）形 態 の 平成 2 年 度 保存 区 分 の内訳 特性 調 査


冗
年度 末


合 計


の 内 訳 内 訳


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベー ス


コレクション


アクティブ


：コレクション


一次　　 二 次　　 三 次平成 2 年 度 継代


培養


凍結


真 空


乾燥


その


他


小 計増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


細菌 3 ，053 2 08 ‘592 0 2 5 6 3 ，597 57 3 2，862 2 ，330 0 5，765 3，597 1，684 1 ，9 13 1，632 0 36 5 5 7


0 7 ． 0 －97 53 2 4 23 0 8 5 8 5 4 4 54 4 9 0 39 1


線 菌 13 0 6 0 ‘0 19 0 15 ・ 19 0 3 4 1 9 3 16 2 0 0 0


0 0 0 0 6 6 0 12 6 0 6 1


酵母 142 0 14 6 0 0 28 8 28 8 0 2 4 1 0 5 2 9 2 8 8 0 2 8‾8 58 0 0 0


0 0 0 1 72 0 1 46 0 3 18 14 6 0 14 6 3
糸状 菌 4 ，876 27 5 1 ，248 0 12 6 6 ，273 6 ，025 1，408 1 06 0． 7，539 6 ，273 4 ，498 1，775 1 ，393 8 0 22 9 0


0 6 0 1，160 6 2 9 47 0 1，836 1，・397 5 55 8 4 2 5 8 4


ウイ ルス 250 2 3 5 0 2 2 8 5 0 9 6 1 94 2 2 9 2 2 8 5 1 92 9 3 5 2 0 0 0


0 0 0 0 4 3 －3 0 r　40 35 －2 37 3 5
形質転 換 菌 1，890 ‘0 0 0 0 1 ，890 0 1，890 0 0 1，890 1，890 1，420 4 7 0 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 O 0 0


D N A 3 7 3 0 0 0 4 0 0 1 4 0 0 0 4 0 ．40 35 5 0 3 0 0


0 0 0 0 3 0 0 3 3 3 0


動物細 胞 20 0 3 0 2 0 3 0 3 0 0 3 3 0 3 0 0 0 0


0 0 0 0 －14 0 0 －14 －17 －3 －14 －3


合計 10，281 48 8 2 ，030 0 4 0 4 1 2 ，395 6 ，886 6 ，314 2 ，890 2 r16 ，092 12 ，395 7 ，832 4 ，563 3，137 8 3 5 9 4 5 7


0 13 0 1，235 1，199 6 19 0 3 ，053 2 ，114 6 0 7 1，507 1，011


下段は海外分　　下段は累計　　　　　　　　　　　　　下段は前年度保存数と本年度保存数の差







農業環境技術研究所　　　　 平 成　 2 年度 農林 水 産省　 ジー ンバ ン ク　　 事業 実績　　　　 微生 物部 門　　　　　　 注 ）　 各欄 の数 字 は点 数 を表す


生 物種 類


平 成 平成 2 年度未 保存 数増 減


平成


2 年 度


合計


平 成 2 年 度保 存 （増 殖 ）形 態の 平成 2 年度 保存 区分 の内 訳 特性 謝 査


元


年 度 末


合計


の 内訳 内訳


保存


総数


ワーキング


コレクシ】ン


ベース


コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年 度 ㍉継代


培養


凍 結


真 空


乾燥


そ の


他


小計


アクティブ


コレクション増 減


収 集 受入 移 管 廃棄


細菌 3 ，20 6 28 1 73 0 23 8 9 77 3 ，00 2 10 6 2 ，93 9 3 ，07 1 2 6 ，118 3，00 2 2，726 27 6 18 0 4 02 16 5 0


0 0 1，23 3 －32 4 8 99 －49 6 0 7 9 －10 4 －8 －96 －196


放線 菌 60 3 10 0 0 0 6 1 3 0 2 00 4・13 0 6 13 6 13 5 6 1 ・52 3 6 8 5 8 ＿ 8


0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 10 0 10 10
糸状 菌 4 ，75 7 36 4 1 14 14 8 0 5 ，08 7 4，18 3 2 ，05 0 6 6 2 0 6 ，895 5 ，08 7 4，803 28 4 23 3 2 90 98 0


0 0 6 4 4 －68 26 8 1 6 2 0 36 2 3 3 0 3 9 2 －62 －62
ウ イル ス 65 5 0 0 1 6 9 8 12 4 9 0 6 9 6 9 12 57 45 3 6 0


0 0 0 3 1 l 0 4 4 3 1 1


形質転 換 菌 167 0 0 0 0 16 7 16 7 7 0 ．1 0 2 38 16 7 16 7 0 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
線虫 12 0° 0 0 0 1 2 0 0 0 12 1 2 12 12 0 0 0 12 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 8 ，81 0 66 0 84 4 3 8 6 9 78 8 ，95 0 4，46 4 5 ，27 1 4 ，19 6 14 13 ，945 8 ，95 0 8，28 1 66 9 4 94 7 03 3 39 8


0 0 1，87 7 －38 9 1 ，16 8 －32 4 0 4 5 5 2 4 0 3 8 7 －147 Ⅰ247


下段は海外分　　下段は累計　　　　　　　　　　　　　下段は前年度保存数と本年度保存数の差


畜 産 試 験 場　　　　　　　　 平 成　 2 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ン バ ン ク　　 事 業 実 績　　　　 微 生 物 部 門　　　　　　 注 ）　 各 欄 の 数 字 は 点 数 を表 す


生 物 種 類


平 成 平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


平 成


2 年 度


合 計


．平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の 平 成 2 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


フ宅
年 度 末


合 計


の 内 訳 内 訳


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベー ス


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次平 成 2 年 度 継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計


アクティブ


コレクション増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


細 菌 8 2 0 0 0 0 8 2 3 0 7 6 5 4 0 16 0 8 2 24 58 10 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


放線 菌 1・2 0 0 0 0 12 1 2 0 0 0 12 12 0 1 2 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
酵母 7 7 76 5 0 0 15 8 15 8 7 4 0 6 7 29 9 15 8 1 23 35 3 5 3 0 0 4 0


・0 5 0 8 1 0 0 0 8 1 8 1 8 1 0 0


糸状 菌 15 3 0 0 0 0 15 3 15 1 12 2 2 10 2 7 5 15 3 1 19 34 3 1 0 0 0


‘0 0 0 0 0． 0 0 0 0 0 0 0


合計 3 2 4 7 6 5 0 0 4 05 3 5 1 2 7 2 5 6 6 7 7 4 6 40 5 26 6 139 76 3 0 0 4 0


0 5 0 8 1 0 0 0 8 1 8 1 8 1 0 0


下段は海外分　　下段は累計　　　　　　　　　　　　　下段は前年度保存数と本年度保存数の差







草地試験場　　　　　　　　 平成　 2 年度 農林 水 産省　 ジ ーンバ ンク 事 業実 績　　　　 微 生物 部 門　　　　　　　 注 ）　 各欄 の数 字 は点 数 を表 す


微生 物種 類


平 成 平成 2 年 度未 保存 数増 減


平 成


2 年度
合 計


平成 2 年度 保存 （増 殖） 形態 の 平成 2 年 度保 存 区分 の内 訳 特 性 調査


元年 度末


合 計


の 内訳 内訳


保存


総 数


ワーキンクー


コレクション


ベース ：アクティブ


コレクション：コレクション


一次　　 二 次　　 三次平成 2 ．年 度 継 代


培 養


凍結


真 空


乾燥


そ の


他


小 計増 減


収 集 受入 移管 廃 棄


細菌 160 90 0 1 1 0 23 9 1 00 0 13 9 0 2 3 9 2 3 9 2 3 9 0 0 2 0 10 0 2 0
0 0 3 1 －60 0 13 9 0 7 9 7 9 7 9 0 0


糸状 菌 19 0 8 8 0 93 0 18 5 18 5 0 0 0 18 5 18 5 17 8 7 7 4 0 8 8 10
0 0 93 －5 ・0 0 0 －5 －5 8 8 －93 －93


ウイル ス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


合計 350 178 0 10 4 0 4 24 2 85 0 13 9 0 4 2 4 42 4 4 17 7 7 6 0 18 8 3 0


0 0 12 4 －65 0 13 9 0 7 4 7 4 16 7 －93 －93


下段 は海外 分　　 下段 は累 計　　　　　　　　　　　　 下段 は前 年度 保存 数 と本年 度保 存 数の差


果樹試験場　　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


生 物種 類


平成 平成 2 年 度未 保存 数増 減


平成


2 年度


合 計


平成 2 年 度保 存 （増 殖 ）形 態 の ．平 成 2 年度 保存 区 分の 内訳 特性 調査


元年度 末


合 計


の 内訳 内訳


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


ベース ：アクティブ


コレクション；コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次平成 2 年度 継 代


培 養


凍 結


真空


乾燥


そ の


他


小計増 減


収 集 受 入 移管 廃 棄


細菌 15 9 13 0 9 0 0 2 9 8 4 8 20 9 47 0 3 0 4 2 9 8 2 7 7 2 1 5 14 7 5 1 0


0 0 0 3 6 10 6 3 ．0 14 5 13 9 13 9 0 2


酵母 3 0 ・0 0 0 3 0 0 3 0 3 3 0 3 3 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3


糸状 菌 74 4 15 2 0 0 2 1 8 7 5 87 0 0 5 ・0 8 7 5 8 7 5 8 4 1 3 4 7 10 7 4 0 0


0 0 5 1 26 0 0 0 1Z 6 13 1 12 7 4 0


ウイル ス 14 1 13 0 0 1 15 3 4 0 5 3 1 6 4 4 15 3 15 3 13 3 2 0 11 17 15 0


0 　 0 2 3 0 3 6 12 12 11 1 0


フ ァー ジ 2 0 0 0 0 2 0 0 　 2 0 2 2 0 2 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 ．0 ．0 0 0 0


動物細 胞 23 0 0 0 0 2 3 0 23 0 0 2 3 2 3 ・ 18 5 0 0 0 0


0 0 0 －10 10 0 0 0 0 0 0 ‘0


合計 1，07 2 2 95 9 0 2 2 1 ，3 5 4 9 58 28 5 7 3 44 1，3 6 0 1 ，3 5 4 1 ，2 6 9 8 5 2 6 27 1 10 6 0


0 0 7 1 55 t 16 6 6 2 8 3 2 8 2 27 7 5 5


下 段 は海外 分　　 下段 は累 計　　　　　　　　　　　　 下 段 は前年 度保 存 数 と本 年度 保 存数 の差







野菜 ・茶業試験場　　　　　 平成　 2 年 度農 林水産 省　 ジー ン バ ン ク　　 事 業実績　　　　 微 生 物部 門　　　　　　　 注 ）　 各 欄 の数 字 は点 数 を表 す


生物種 類


平 成 平成 2 年 度 未保 存数 増減


平 成


2 年度


合 計


平成 2 年度 保存 （増 殖 ）形 態 の 平 成 2 年度 保 存区分 の 内訳 特性 調査


JC
年 度 末


合 計


の 内訳 内訳


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベー ス ：アクティブ


コレクション：コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次平 成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計噌 減


収集 受入 移 管 廃棄


細菌 326 54 0 33 5 4 29 3 13 3 0 2 5 0 0 ‘r2 9 3 2．93 2 0 0 9 3 9 5 9 7 4 0


0 ‘0 33 7 －20 －20 0 －33 －33° －17 －16 －25


線 菌 45 8 0 0 0－ 0 4‾58 4 58 0 0 0 4 5 8 4 5 8 4 5 8 0 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
糸状 菌 93 6 12 0 5 2 5 89 1 8 9 1° 0 0 0 8 9 1 8 9 1 7 7 7 1 14 2 3 12 5 8 2 0


0 0 5 2 －45 0 0 0 －45 －45 10 －55 －54


ウイル ス 118 7 0 0 1 8 10 7 0 7 10 0 0 10 7 10 7 8 3 2 4 4 2 2 0 0


0 0 0 0 5 －16 0 －11 －11 3 －14 －18


日計 1，838 7 3 0 8 5 7 7 1，749 1，36 2 37 3 5 0 0 1，74 9 1，．74 9 1 ，5 18 23 1 3 6 2 06 15 6 0
0 0 8 5 －38 －15 －36 0 －89 －89 －4 －85 －97


下段 は海外 分 ．　 下段 は累 計‘　　　　　　　　　　　　 下 段 は前年 度保 存 数 と本 年度 保 存数 の差


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所　　 平成 ‘2 年度 農林 水産 省　 ジー ンバ ン ク　　 事業 実績　　　　 微 生 物部 門　　　　　　　 注 ）　 各樹 の数字 は 点数 を表 す


生 物種 類


平 成 平 成 2 年 度未 保存 数増 減


平 成


2 年度


合 計


平 成 2 年 度保 存 （増 殖 ）形 態 の 平成 2 年度保 存区 分の 内訳 特性 調査


フも
年度 末


合 計


の 内 訳 内訳


保存


総 数


ワーキング


コレクション


ベー ス ：アクティブ


コレクション：コレクション


一次　　 二 次　　 三 次平成 2 年 度 継代


培養 ・


凍結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計増 減


収 集 受 入 － 移 管 廃 棄


細菌 88 15 0 0 1 5 8 8 0 7 0 7 6 0 14 6 8 8 8 8 0 0 10 3 0


0 0 48 －5 5 0 0 0 0 0 0 0
放線 菌 10 0 0 0 1 9 9 0 3 0 12 9 9 0 0 0 0 0


0 0 1 －2 0 0 0 －2 －1 －1 0 0
糸状 菌 115 0 0 0 0 11 5 1．15 19 0 0 13 4 1 15 1 15 0 0 0 0 0


0 0 75 －49． 0 0 0 －49 0 0 0 0


ウイ ル ス 15 0 0 0 0 15 0 1 5 0 0 15 15 10 5 5 2 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 －5 －5 0 0


原虫 ．19 0 0 0 0 1 9 0 0 0 1 9 19 19 11 8 1 3 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 －8 －8 0 0
合計 24 7 15 0 0 16 2 4 6 1 24 1 04 7 9 1 9 3 2 6 2 4 6 2 3 3 13 6 1 5 3 0


0 0 1 24 －56 5 0 0 －51 －1‘4 －14 0 0


下段は海外分　　下段は累計　　　　　　　　　　　　下段は前年度保存数と本年度保存数の差







家畜 衛生試験場　　　　　 平成　 2 年度 農林 水産 省　 ジー ンバ ン ク　　 事業 実績　　　 微生 物 部門　　　　　　 注 ）　 各欄 の数 字 は点数 を表す


生物 種 類


平成 平成 2 年度 未保 存数増 減


平成


2 年 度


合計


平成 2 年 度保 存 （増 殖 ）形 態 の 平 成 2 年度 保存 区分の 内訳 特性 調査


元年度 末


合 計


の 内訳 内訳


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベース


コレクション：


一次　　 二 次　　 三次平 成 2 年度 継代


培 壷


凍 結


真空


乾燥


その


他


小 計


アクティブ


コレクション増 減


収 集 受入 移管 廃 棄


細 菌 1，05 9 5 7 8 53 0 23 0 1，46 0 2 0 9 6 3 9 6 1 2 0 1，46 0 1，46 0 1，05 2 4 0 8 17 2 4 25 16 6 0
10 10 0 12 3 8 8 l 0 4 0 1 4 0 1 2 85 1 16 4 4


線 菌 8 0 0 0 0 8 8 0 0 0 8 8 5 3 3 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


ウ イル ス 3 19 2 8 0 ．0 3 2 9 0 17 9 15 0 0 3 2 9 3 2 9 2 3 4 95 26 1 0 10 0
0 0 0 0 10 0 0 1 0 1 0 1 9 0


イコ 59 10 9 9 0 9 1 68 0 16 8 0 0 168 16 8 15 0 18 4 13 0 1 30 0
プ ラズマ 0 9 0 －30 13 9 0 0 1 0 9 10 9 9 5 14 4
リケ ッ 7 0 0 0 0 7 0 ‘7 0 0 7 7 4 3 1 1 2 ． 2
ティア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
物 細胞 22 0 2 0 0 2 4 3 2 1 0 0 2 4 2 4 0 24 0 0 0 0


0 0 0 0 2 0 0 2 2 0 2 0
虫 58 5 1 0 0 6 4 2 7 37 0 0 6 4 6 4 1 0 54 5 4 2 0


0 0 0 0 6 0 0 6 6 3 3 0


凍虫 2 1 0 0 1 2 2 0 0 0 2 2 0 2 0 2 2 0


0 0 0 0 0 0 0 0 －2 －2 0 0
合計 1 ，53 4 6 95 7 3 0 2 4 0 2，06 2 24 9 1，05 1 7 6 2 0 2，06 2 2 ，06 2 1 ，45 5 6 07 2 1 1 5 7 2 3 1 2 2


10 19 0 －18 5 45 1 0 5 28 5 2 6 3 8 2 1 44 48
下段 は海外 分　　 下段 は累計　　　　　　　　　　　　 下 段 は前年 度保 存 数 と本 年度 保 存数 の差


食品総合研究所　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


生 物種 類


平 成 平 成 2 年度 未保 存数 増減


平 成


2 年 度


合計


平成 2 年 度保 存 （増殖 ）形 態 の 平 成 2 年度 保存 区分 の内 訳 特 性 調査


元年 度 末


合 計


の 内訳 内訳


保存


総計


ワーキンクー


コレクション


ベー ス ：アクティブ


コレクション コレクション


一次　　 二 次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍 結


真 空


乾 燥


その


他


小 計増 減


収集 受 入 移 管 廃 棄


菌 21 1 2 5 7 0 6 8 8 7 3 13 3 05 2 0 8 0 33 3 3 13 25 8 5 5 5 2 04 5 9 4


0 0 13 7 1 7 1 0 －6 9 0 1 02 1 02 13 3 －3 1 －14


線 菌 2 9 2 0 1 3 6 19 3 34 3 2 0 13 5 5 0 34 1 1 23 3 1 20 0 1


0 0 14 5 0 、 1 0 6 5 0 5 －1


母 7 5 5 5 2 5 3 14 6 5 8 6 56 6 46 7 5 10 38 2 1，1 13 6 56 6 2 1 3 5 6 5 6 2 0 3 3


4 5 3 2 6 2 －9 9 15 －4 0 －3 8 －16 2 －9 9 2 8 －12 7 －1


糸状 菌 27 7 5 0 5 10 7 6 0 16 5 1 65 0 0 7 6 24 1 1 65 1 15 5 0 2 8 12 4 6 0 10


4 0 16 7 －11 2 0 0 －7 0 －18 2 －1 12 －2 9 －8 3 －1 1


合計 1，27 2 5 6 0 6 1 3 2 7 3 9 8 1，16 8 1，1 48 9 5 3 1 46 3 1，73 7 1，1 68 1，00 5 16 3 4 2 3 85 3 3 9 48


8 5 3 5 8 0 －35 15 －10 8 －10 8 －23 6 －1 04 13 2 －23 6 －2 7


下段 は海外 分　　 下段 は累計　　　　　　　　　　　　 下段 は前 年度 保存 数 と本 年度保 存数 の 差







森林総合研究所　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


生 物 種類


平 成 平 成 2 年 度未保 存 数増 減


平成


・2 年度
合 計


平 成 2．年 度保 存 （増殖 ）形 態 の 平 成 2 年度 保存 区分 の内 訳 特 性 調査


元年度 末


合 計


の内 訳 内訳


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベー ス ：アクティブ


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年 度 継代


培養


凍 結


真 空


乾 燥


その


他


小 計 ・増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


糸状 菌 1，3 5 9 6 1 6 15 35 5 1 09 1，5 2 6 1，4 18 10 8 0 0 1，5 26 1，5 26 1，4 2 1 1 05 5 6 ・15 6 3 0 0


0 0 4 5 4 5 8 10 0 0 6 8 16 7 18 0 －13 －3


合計 1，3 59 6 16 15 35 5 1 0 9 1，5 2 6 1，4 18 10 8 0 0 1，52 6 1，5 26 1，4 2 1 105 5 6 15 6 3 0 0


0 0 45 4 5 8 10 0 0 6 8 16 7 1 8 0 －13 －3


下段は海外分　　下段は累計　　　　　　　　　　　　下段は前年度保存数と本年度保存数の差


中央 水産研究所　　　　　　 平成　 2 年 度農 林水 産 省　 ジ ーンバ ン ク　　 事 業実 績　　　 微生 物部 門　　　　　　 注 ）　 各 樹 の数字 は点 数 を表 す


生 物種 類


平 成 平成 ．2 年 度 未保 存数 増減


平成


．2 年度合 計


平成 2 年度 保存 （増 殖 ）形 態の 平 成 2 年度 保存 区分 の 内訳 特性 調査


元年 度 末


合 計


の 内訳 内訳


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベー ス


コレクション


一次　　 二 次　　 三 次平 成 2 年度 継 代


培 養


凍結


真 空


乾燥


そ の


他


小 計


アクティブ


：コレクション噌 減


収集 受入 移管 廃 棄


菌 3 12 9 0 0 2 9 2 9 2 2 4 0 0 52 0 2 92 2 9 2 2 8 2 1 0 0 9 0 0


0 0 0 －2 0 0 0 0 －20 －2 0 －2 0 0 0


合計 3 12 9 0 0 2 9 2 9 2 2 4 0 0 5 2 0 2 92 2 9 2 2 8 2 1 0 0 9 0 0


0 0 0 －2 0 0 0 0 －20 －2 0 －2 0 0 0
下 段は海 外分　　 下 段 は累 計　　　　　　　　　　　　 下段 は 前年 度保 存数 と本 年 度保 存 数 の差


養殖研究所　　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


生 物 種類


平 成 平成 2 年度 未保 存 数増 減


平 成


2 年度


合 計


平成 2 年度 保存 （増 殖 ）形 態 の 平成 2 年 度保 存 区分の 内訳 特性 調査


フ1
年度 末


合 計


の 内訳 内 訳


保 存


総 数


ワーキング●


コレクション


へ●－ス ：〃 テげ


コレクションiコレクション


一 次　　 二次　　 三次平 成 2 年 度 ・継 代


培 養


凍結


真 空


乾 燥


その


他


小 計増 減


収集 受入 移 管 廃 棄


菌 215 20 2 0 0 3 0 22 5 0 2 2 5 0 0 2 2 5 22 5 9 2 13 3 14 14 14 0


0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 10 2 8 3


ウ イル ス 44 3 0 0 7 4 0 0 4 0 0 0 4 0 4 0 18 2 2 5 1 1 0


0 0 0 0 －4 0 0 －4 －4 －4 0 2


合計 25 9 23 2 0 0 3 7 26 5 0 2 6 5 0 0 2 6 5 26 5 1 10 15 5 19 15 15 0


0 0 0 0 6 0 0 6 6 －2 8 5


下段は海外分　　下段は累計　　　　　　　　　　　　下段は前年度保存数と本年度保存数の差







（7）各機関の微生物種類，研究室別収集，受入，保存及び特性評価


農業研究センター（細菌）　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


研究 室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保 存数増減


の内訳
平成 2 年度


平成


2 年度


合計


平成 2 年廃保存 （増種 ）形態の


内訳


平成 2 年度保 存区分の 内訳 特 性調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計


ベー ス


コレクション


アクティブ


コレクション


一次 二次 三次


増 減


収集 受入 移管 廃 棄


病害研 究室 0 10 0 0


0


0 10 0


0


10


10


0


0


0


0


10


10


10


10


10


10


0


0


0


0


1 0 10 0


虫害研 究室 0 4 0 0


0


0 4 4


4


0


0


0


0


0


0


4


4


4


4


4


・4


0


0


0


0


4 0 0


田虫害研究室 10 0 0 0


0


0 10 0


0


10


0


0
0


0
0


10


0


10


0


0
0


10
0


10
0


0 0 0


土壌肥料研究室 200 20 0 0
0


2 0 2 00 2 0 0
0


0
0


0


0


0


0


20 0


0


2 00


0


134


0 ，


66


0


0


0
25 0 0


マイコブラズ マ病 402 14 0 0 6 9 3 47 0 2 50 9 7 0 34 7 3 47 167 180 10 7 5 5 5 0 0．


除研究室 0 0 －5 0 0 －55 －55 －74 19 －10


合計 612 48 0 0


0


8 9 5 71 2 0 4


4


2 70


5


9 7


0


0


0


57 1


－4 1


57 1


－41


31 5


－60


256


19


1 17


－10


94 6 0 0


下段 は移 管の累 計　　　　　　　　　 下段 は前年度保存数 と本年度保存数 の差


農業研究セ ンター （放線菌 ）　　　　 平成　 2 年度 農林水産省　 ジーンバ ンク　　 事 業実績　　　　 微生物部門　　　　　　　 注）　 各 樹の数字 は点数 を表す


研究室 名


平成元


年度末 ‾


合 計


平成 2 年度未保 存数増減


の内訳


平成 2 年 度


平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存 区分の内訳 特性調 査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


ベース i


コレクション


アクティブ


：コレクション


継代


．培養．


凍結


真空


．乾燥 ．


その


他


小 計


一次 二次 三次


増 減


収集 受入 移 管 廃棄


土壌肥料 研究室 10 0 0 ・0


0


0 10 10


0


0


0


0


0


0


0


1 0


0


10


0
〇
0


5


0


0


0


0 0 0


合 計 10 0 0 0
0


0 10 10


0


0


0


0


0


0


0


1 0


0


10


0


5


0


5


0．


0


0


0 0 0







農業研究センター（糸状菌）　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


研究 室名


平成元


年度末


合 料


平成 2 年度未保存 数増減


の内訳 －
平成 2 年度


平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖）形腰 の


内訳


平成 2 年度保 存区分の内訳 特性調 査


保存


総数
ワーキング


コレクション


ベース ：アクティブ


コレクション：コレクション


継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計
二次 二次 三次


増 減


収集 受入 移管 廃 棄


田病害研 究室 1 ，327 100 0 0
34


0 1，427 1，46 1


100
・0
0


0


0
0
0


・1，461


100


1，427


100


1，304


0
123 ：　　 7


100 ；　　 0


100 120 0


壌病害研 究室 229 25 22 0


32


0 276 216


50


24


2


5寧


30


0


0


298


37


276


47


20 1


7


75 ：　 19


40 ；　　 8


53 53 0


病害研 究室 136 20 0 0


34


0 156 14 1


20


49


0


0


0


0


0


190


20


156


20


130


－5


26 ；　　 2


25 ；　　 2


20 10 0


線虫害研 究室 0 1 0 0


0


0 1 1


1


0


0


0


0


0


0


1


1


1


1


1


1


0 ；　　 0


0 ；　　 0


1 0 0


土壌肥 料研究室 3 10 50 0 0


0


70 290 290


－20


0


0


0


0


0


0


290


－20


290


－20


200


－20


90 ；　　 0


0 ；　　 0


50 0 0


田虫害 研究室 55 0 0 0


0


5 50 50


－5


0


0


0


0
0
0


・50


－5


50


細5


0


－4


5（「　　 20


－1 ；　　 0


0 0 0


合 計 ．2 ，057 196 22 0


100


75 2，200 2 ，159


146


73


2


58


30


0


0


2，290


133


2，200


143


1，836


－21


364 ：　 48


164 ：　　 10


224 183 0


農業研究センター（ウイルス）　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各席の数字は点数を表す


研究室 名


平成元


年度末


合 計


平成 2 年度未保存 数増減


の内訳
平成 2 年度


平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形態の


内 訳


平成 2 年度 保存′区分の 内訳 特性 調査


保存
総数


ワーキング


コレクション


ベース


コレクション


継代


培養
凍結


真 空


乾燥


その


他
小 計


：アクティブ


：コレクション


一次 二次 三次


増 ．減


収集 受入 移 管 廃棄


ウイルス病 防除研究室 36 5 0 0


0


0 4 1 0


0


10


0


8


0


2 3


5


4 1


5


4 1
5


2 1


0


2 0


5


0


－12


5 5 0


ウイルス癌診 断研究室 205 2 88 2 35


35


2 00 2 60 8　0 17 6


4 3


7 6


12


0


0


2 60


55


26 0


0


2 43 17 15 28 8 4 96 6


田虫害研究 室 48 14 0 0


0


0 62 5


0


5 7


14


0


0


0


0


62


14


6 2


14


22


14


4 0


0


29


0


2 0 1 0


合計 28 9 3 07 2 35


35°‘


200 3 63 13


0


24 3


°　57


8 4


12


23


5


3 63


74


36 3


19


2 86


14


7日　 ＿‡芸 313 5 02 6







農業研究センター（ファージ）　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　注）　各樹の数字は点数を表す


研究室 名


平成


フ宅
年度末


合計


平成 2 年度未保存 数増減


の内訳
平成 2 年度


平成


2 年度 ．


合計


平成 2 年度保存 （増 殖）形態の


内訳


平成 2 年度保 存区分の 内訳 特性 調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計
ベ ース


コレクション


アクティブ


コレクション


一次 二次 三次


増 減


収集 受入 移 管 廃棄


マイコブ ラズマ　病 18 0 0 0 0 18 0 0 18 0 18 18 0 18 18 0 0 0 °


方除研 究室 0 0 0 0 0 0 0 －5 ．5 5


合計 18 0 0 0


0


0 18 0


0


0


0


18


0


0


0


18


0


18


0


0


－5


18


5


18


5


0 0 0


農業研究 センター （マイ コプラズマ）　 平成　 2 年度 農林水産省　 ジーンバン ク　　 事業実績　　　　 微生物部門　　　　　　 注）　 各樹の数字 は点数 を表す


研究 室名


平成元


年度末


合計


18


平成 2 年度未保 存数増減


の内訳
平成 2 年度


平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形態の


内訳


平成 2 年度保 存区分の内訳 特性 調査


保存


種数


ワーキング


コレクション


ベース ：アクティブ


コレクション：コレクション


継代


培養


凍結


真 空


乾燥


その


他


小 計


一次 二次 三次


噌 減 －


収集 受入 移管 廃 棄


マイコブラズマ　病 5 0 0 2 2 1 0 0 0 2 1 2 1 2 1 6 15 13 7 5 0


方除研 究室 0 0 0 0 3 3 3 1 2 0


合計 18 5 0 0


0


2 2 1 0


0


0


0


0


0


2 1


3


2 1


3


2 1


3


6


1


15


2


13


0


7 5 0


農業研 究セ ンター （線虫）　　　　　 平成　 2 年度農林水 産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実績　　　 微生物 部門　　　　　　 注 ）　 各櫛の数字 は点 数を表す


研究室名


亭成元


年 度末


合計


48


平成 2 年境未 保存数増減


の内訳
平成 2 年度


平成


2 年度


合計


平成 2 年度保 存 （増殖）形態の


内訳


平成 2．年度保存区分の 内訳 特性謝査


保 存


総数


ワーキング●


コレクション


へ●－ス


コレクション


継 代


培 養


凍 結


真空


乾燥


そ の


他


小計


：アクティブ


：コレグション


一次 二次 三次


増 減


収 集 受入 移管 廃棄


線虫害研究 室 30 0 0


0


0 7 8 3 7


3 0


0


0


0


0


4 1


0


7 8


3 0


78


30


5 3


3 0


25


0


0


0


35 5 5


合 計 48 30 0 0


0


0 78 3 7


3 0


0


0


0


0


4 1


0


7 8


3 0


78


3 0


5 3


3 0


25


0


0


0


35 5 5







農業生物資 源研究所　 （細菌）　　　 平成　 2 年度農林水産省　 ジーンバンク　　 事 業実績　　　 微生物部 門　　　　　　 注）　 各椙の敬 字は 点数 を表す


研 究室名


平成


JC
年度末


合 計


平成 2 年度未保存数増減


の内 訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存 区分 の内訳 特性調 査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養
∴凍結


草空


乾種


その


他


小 計


：アクティブ


：コレクション増 減


収集 受入 移管 廃棄


生物 保存研究チ ーム 405 8 6 0 0


0


4 4 87 0


0


4 35


57


8 1


0


0


0


5 16


57


48 7


8 2


48 2


8 2


5


0


rD
0


0 0 0


ス外 遺伝子研究室 29 0 10 0


0


2 37 3 7


8
37


8


0


0


0


0


74


．16


3 7


8


17


8
20
0


0
0


0 13 2


生物機能利用研 究室 748 0 0 0
0


0 7 48 0


0


7 48


0
0
0


0
0


7 48
0


7 48


0


73 5


0


13


0


2


0


0 3 20 0


伝子分析研究室 628 1 22 0 0


0


25 0 5 00 5 00


－10 5


，500


－128


5 00


－128


0


0


1，500


－36 1


50 0


－12 8


38 0


－37


120


－91


0


－83


0 0 0


失生物探索評価 28 0 0 0 0 28 ・28 0 0 0 28 28 17 ＝ （） 0 0 0


究チ ーム 0 －0 0 0 0 0 0 l －1 0


素固定研究室 53 0 0 0
0


0 53 ° 8
0


0
0


45
0


0
0


53
0


5 3
0


5 3
0


0
0


0
0


0 3 2 0 0


伝子構造究室 25 0 0 0


0


0 25 0


0


25


0


0


0


0


0


25


0


2 5


0


0


0


2 5


0


25


0


0 0 0


ンターハーンク 1，13 7 0 58 2 0


0


0 1，719 0


0


1，117


5 95


1，704


5 5 1


0


0


2，82 1


1，146


1，719


58 2


0


0


1，719


58 2


1，600


4 74


0 0 0


合計 3 ．05 3 20 8 59 2 0 －


0


25 6 3，597 57 3


－97


2 ，862


5 32


2 ，330


4 23・


0


0


5，76 5


85 8


3，59 7


54 4


1，68 4


5 4


1，913


49 0


1，632


3 9 1


0 36 5 57


下段は移管の累 計　　　　 ‾下段 は前年度 の保存数と本年度 保存数の差


農業生物資源研究所　 （放線菌 ）　　 平成　 2 年 度農林水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実績　　　 微 生物部門　　　　　　 往）　 各桐の数字は点数 を表 す


研究 室名


平成


フ1
年度 末


合 計


平成 2 年度 未保 存数増減


の 内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度 保存 （増殖 ）形愚 の


内訳


平成 2 年度 保存区分の内訳 特 性討査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


一次 二次 三次平成 2 年度 継 代


由 轟
凍結


真空


乾燥


その


他


小 計


ヘ一一ス


コレクション


アクティフ


コレクション増 減


収集 受入 移管 廃棄


生物機 種研究 室 4 0 0 0 0 4 0


0


0


0


4


0


0
0


4


0


4


0


3


0


「


0


0


0


0 0 0


ンターハーンク 9 0 6 0 0 15 0


0


15


6


15
6


0


0


30


12


15


6


0


0


15


6


2


1


0 0 0


合計 13 0 6 0 0 19 0
0


1 5


6


19


6


0


0


34


12


19


6


3


0


16


6


2


1


農業 生物資源研究所 （酵母 ）　　　 平成　 2 年度農林水産 省　 ジーンバン ク　　 事 業実績　　　 微生物部 門　　　　　　 注）　 各欄 の数字 は点数 を表す


研究室 名


平成


フt
年度末


合計


平成 2 年度未保存数増減


の内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度保存 区分 の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


一次 二次 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計


へ一一ス


コレクション


アクティフ


コレクション増 減


収集 受入 移管 廃棄


生物機能研 究室 26 0 0 0 0 2 6 26


26


0


0


2 6


0


0


0


5 2


26


2 6


0


0


0


26


0


0


0


0 0 0


ント八●ンク 116 0 14 6 0 0 26 2 2 62


146


0 ・


0


2 15


14 6


0
0


47 7


29 2


26 2


14 6


0


0


2 62


146


5 8


3


0 0 0


合 計 14 2 0 ‘14 6 0． 0 28 8 2 88


172


0


0


24 1


14 6


0


0


52 9


3 18


28 8


14 6


0


0


2 88


146


5 8


3


－
の
○
－







農業生物資源研究所 （糸 状菌）　　 平成　 2 年度農林 水産省　 ジーンバ ンク　 事 業実摸　　　 微生物部門　　　　　　 注 ）　 各欄 の数 字は点数 を表す


研究室名


平成


rC
年度末


合計


平成 2 年度 未保存数増減


の 内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （噛種）形態 の


内訳


平成 2 年度 保存 区分 の内訳 特性調 査


保存


総 敬


ワーキング


コレクション


ベース ：アクティブ


コレクション；コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継 代


培 費


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計増 減


収集 受入 移管 廃 棄


微生物 探索評価 3 ，90 4 2‘70 37 1 0 86 4．45 9 4，45 9 0 0 0 4，！159 4 ．一159 4．42 7 3 2 〇 80 2 29 0


研究 チーム 0 555 0 0 0 5 55 －l°　t一〇〇〇 555 0
微生物 保存研究チ ーム 137 〇 0 0


0′′


39 10 3 10：1


－23


0


－3


8


0


0


－3


＝l


－26


103


－31


7 1


0


3 2


－3 1


17


0


0 0 0 ．


センターバ ンク 835 0 87 7 0


0


l 1，71 1 1，463


6 28


1，‘10 8


6 29


98


50


0 ．


0


2 ，96 9


1，307


1，7 11


8 76


0


0


1．7日


87 6


1，37 1


5 8 4


0 0 0


合計 4，87 6 2 75 1 ，218 0


0


126 6，27 3 6 ，025


1，160


1，40 8


6 26


106


50


0


－3


7 ，53 9


1，836


6 ．273


1，・’100


4，498


55 5


1，775


8 45


l．39 3


5 8 4


80 22 9 ．0


農業生物資源研究所　（形質転換菌）　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


研究 室名


平成


Jt
年度末


合 計


平成 2 年度 未保 存数増減


の 内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増殖）形 態の


内訳


平成 2 年度保 存区分の 内訳 特性謝 査


保存


総数


ワーキング


コレクション


一次 二次 三次平成 2 年度 継 代


培 養


凍結


真 空


乾燥


その


他


小計


ベース


コレクション


アクティブ


コレクション増 減


収集 受 入 移管 廃棄


遺伝 子構造研究室 1，890 0 0 0 0 1，89 0 0


0


1，890


0


0


0


0


0


1，89 0


0


1，890


0


1，420


0


47 0


0


0 0 0 0


合計 1，890 0 0 0 0 1，89 0 0


0


1，89 0


0


0


0


0


0


1，89 0


0


1，890


0


1，420


0


47 0


0


0 0 0 0


農業 生物資 源研究所 （ウイルス）　 平成　 2 年度農林水 産省　 ジーンバン ク　　 事業 実績　　　 微生物部門　　　　　　 注）　 各欄の数 字は点数 を表す


研究室 名


平成


7℃
年度 末


合計


平成 2 年度未保存数増 減


の内訳 平成


2 年度
合 計


平成 2 年度 保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存区分 の内訳 特性調査


保 存


総 数


ワーキング


コレグション


一次 二次 三次平成 2 年度 継代


培養


凍 結


真空


乾燥


その


他


小 計


へ一一ス


コレクション


アクティフ


コレクション増 減


収集 受入 移管・ 廃棄


微生物機能 研究室 ’3 0 0 0 0 3 0


0


3


0


0


0


0


0


3


0


3


0


3


0


0
0


0
0


0 0 0


抵抗性遺 伝子研究室 194 0 0 0 0 19 4 0


0


5


0


1 94


0


0


0


199


0


19 4
0


16 7
0


2 7


0
14
0


0 0 0


遺伝子構 造研究室 25 0 0 0 0 2 5 0


0


2 5


0 ．


0


0


0


0


25


0


2 5


0


0


0


2 5


0


0


0


0 0 0


核外遺 伝子研究室 25 2 0 0 2 2 5 0


0


2 5


0


0


0


2


0


27


0


2 5


0


22


－2


3


2


0


0


0 0 0


センターバング 3 0 35 0 0 3 8 0


．0


3 8


3 8


0


－3


0


0


38


3 5


3 8


3 5


0


0


3 8


3 5


38


3 5


合計 250 2 35 0 2 28 5 0


0


9 6


3 8


1．94


－3


2


・0


29 2


3 5


28 5


3 5


192
■2


9 3
3 7


5 2
3 5


0 0 0







農業環境技術研究所　（細菌）　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究室名


平成元


年度末


合 計


平成 2 年度未保存数増減


の 内訳
平成 Z 年度


平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形態の


内訳


平成 2 年度 保存区分の内訳　　　　　　　 特性調査


．保存


総数


ワーキンクー


コレクション


一次 二次 三次継代


培養


凍結


真 空


乾燥


その


他


小 計


ベース


コレクション


〃ティ7－


コレクション噌 減


収集 受入 移管 廃 棄


土壌 微生物生 態研究室 500 20 7 1 5 0


0


0 1，23 5 0


－30 0


9 3 5


7 3 5


3 00


3 00


0


0


1，23 5


73 5


1，23 5


73 5


1，2 35


7 35


0


0


0


0


112 6 2 0


微生物 特性分 類研究室 2，46 2 174 1 5 2 00


9 96


9 5 0 ‘1，50 1 3 5


－13


1，97 4


18 4


2，37 1


－88 7


0


0


4，38 0


儀7 16


1，5 0 1


－98．8


1．2 63


－8 0 0


238


－188


15 0


－18 5


2 33 5 1 0


寄生 菌動態研 究室 114 50 0 0


0


0 16 4 2 0


20


3 0


－2 0


114


50


0


0


16 4


5 0


16 4


5 0


164


50


0


0


0


0


0 0 0


土壌 微生物利 用研究室 128 37 0 3 8
2 37


2 7 1 00 5 1


－3 1


0
0


28 6


4 1


0


0


33 7


10


100


－28


62


－20


38


－8


3 0


－11


57 5 0 0


線虫 ・小動物 研究室 2 0 0 0


0


0 2 0


0


0


0


0


0


2


0


2


0


2


0


2


0


0


・0


0


0
0 2 0


合計 3 ，2 06 2 8 1 73 0 2 38


1，2 33


9‘7 7 3，0 02 106


－3 24


2，93．9


89 9


3 ，0 7 1


－4 96


2


0


6 ，118


7 9


3 ，0 02


－23 1


2 ，7 26


－35


27 6


－196


18 0


－19 6


4 0 2 165 0


下段は移管の累計　　　　下段は前年度保存数と本年度保存数の差


農業環境技術研究所　（放線菌）　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各樹の数字は点数を表す


研究 室名


平成元


年度末


合 計


平成 2 年度未保 存数増減


の内訳
平成 2 年度　r


平成


2 年度
合 計


平 成 2 年度保 存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存区分の 内訳　　　　　　　 特性調査


保存


．総数


ワーキンク‘


コレクション


へ一一ス　′


コレクション


一次 二次 三次継代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小 計
アクティブ


；コレクション増 減 ＿j


収集 受入 移 管 廃棄


土壌微生物 生態研究室 500 0 0 0
0 ．


0 500 0


0


200
0


300


0


0


0


500


0


500


0


500


．0


0


0


0


0


0 50 0


土壌微生物 利用研究室 103 10 0 0
0


0 113 0
0


0


0


．113


10


0
0


113


10


113


10


61


0


52


10


36


10


8 8 8


合計 603 10 0 ．0


0


0 ．613 ．0


0


200


0


413


10


0


0


613


10


613


10


561


0


52


10


36


10


8 58・ 8


農業環境技術研究所　（糸状菌）


研究 室名


平成


フ七
年瑳末


合 計


平成 2 年度未保存数増減


の内訳


平成 2 年度


平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保存 （増 殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存区分の内訳　　　　　　　 特性調査


保存


総 数


ワーキンクー


コレクション


ヘ一一ス iアクテげ


コレクション：コレクション


一次 二次 三次継代


培養


凍結


真 空


乾種


その


他


小 計噌 減


収集 受入 移 管 廃棄


寄生菌動態 研究室 103 0 0 0


0


0 103 1 03


0


0


0


0


0


0


0


103


0


103


0


10 3
0


0
0


0
0


0 0 0


土徴微生物 生態研究室 1 ，05 2 0 0 0


0


0 1，0 52 0


－50


1，05 2


5 0


0


0


0


0


1，0 52


0


1，0 52


0


1，05 2


0


0


0


0


0


2 0 2 0 0


土壌微生物 分類研究室 0 3 0 0


0


0 3 3


3


0


0


0


0


0


0


3


3


3


3


3


3


0


0


0


0


3 3 0


微生物特性 分類研究室 3 ，6 02 3 6 1 1 14 148


6 44


0 3 ，9 29 4，07 7


－2 1


99 8


22 8


6 62


162


0


0


5 ，7 37


3 69


3 ，9 29
3 27


3 ，6 4 5


3 8 9


28 4


－6 2


2313


－6 2


26 7 7 5 0


合計 4 ，7 57 3 64 1 14 148


6 44


0 5，0 87 4，18 3


－6 8


2，05 0


27 8


6 62


162


0


0


6，8 95


3 72


5 ，0 87


3 30


4 ，8 0 3


3 9 2


28 4


－6 2


23 3


車6 2


29 0 98 0







農業環境技術研究所　（形質転換菌）　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　往）　各樹の数字は点数を表す


研究室 名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保 存数増減


の内訳


平成 2 年度


平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度保存区分の内 訳　　　　　　 特性調 査


保存


総数


ワーキング


コレクション


ヘ一一ス ：門ティナ


コレクション；コレクション


一次 二次 三次継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計増 減


収集 受入 移管 廃棄


寄生 菌動態 研究室 167 0 0 0 0 167 167


0


70


0


1


0


0


0


238


0


167


0


167


0


0


0


0


0


0 0 0


合計 167 0 0 0 0 167 167


・0


70


0


1


0


0


0


238


0


167


0


167


0


0


0


0


0


0 0 0


農業環境技術研究所（ウイルス）　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各棚の数字は点数を表す


研究 室名


平成元


年度末


合‘計


平成 2 年度未 保存数増減


の内訳


平成 2 年度


平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態 の
内訳


平成 2 年度保存区分の 内訳　　　　　　　 特性調 査


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベース


コレクション


一次 二次 三次継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計
：アクティブ


iコレクション増 減
収集 受入 移管 廃棄


土壌微 生物分類研究室 65 ‘5 0 0


0


1 69 8


3


12


1


49


0


0


0


69


4


69


4


12


3


57


1


45


1


3 6 0


合計 65 5 0 0


0


1 69 8


3


12


1


49


0


0


0


69


4


69


4


12


3


57


1


45


1


3 6 0


農業環境技術研究所　（線虫）　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実練　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各棚の数字は点数を表す


研究室名


平成元


年度 末


合計


平成 2 年度未保存数増減


の 内訳


平成 2 年度


平成


2 年度 ．
合 計


平成 2 年度保存 （増 殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存 区分の内訳　　　　　 ．特性調査


保存
総数


ワーキングー


コレクション


ヘ一一ス


コレクション


一次 二次 三次継代


培養


凍結
真 空


乾燥


その・


他


小計
；アクテげ


；コレクション増 減
収集 受入 移管 廃棄


線虫 ・小動物研 究室 12 0 0 0


0


0 12 0


0


0


0


0


0


12


0


12


0


12


0


12


0


0


0


0


0


0 12 0


合計 12 0 0 0
0


0 12 0


0
0
0


0


0


12


0


12


0


12


0
12
0


0
0


0
0


0 12 0







畜産試験場　（細菌）　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


研 究室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保存数増 減


の内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度保 存 （増殖 ）形態の


内訳


平成 2 年 度保存区分の内訳　　　　　　　 特 性調査


保存


総・数 ．


ワーキング


コレクション


一次 二次 三 次平成 2 年度 継代


保養
凍結


真空


乾燥


その


他


小計
ベース


コレクション


アクティフ‘


コレクション増 減


収集 受入 移管 廃棄


加工第 3 研究室 52 0 0 0


0


0 52 0


0


52


0


52


0


0


0


104


0


52


0


0


0


52


0


10


0


0 0 0


飼料 品質管理研究室 30 0 0 0


0


0 30 30


0


24


0


2


0


0


0


56


0


30


0


24


0


6


0


0


0


0 0 0


合計 82 0 0 0
0


0 82 30


0


76


0


54


0


0


0


160


0


82


0


24


0


58


0


’10


0


0 0 0


下段は移管の累計　　　　　下段は前年度保存数と本年度保存数の差


畜産試験場 （放 線菌）　　　　　 平成　 2 年度農 林水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実績　　　 微生物部門　　　　　　 注）　 各樹の数字は点数 を表す


研究室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保存 数増減


の内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度 保存 （増殖 ）形態の


内訳


平 成 2 年度保存区分の内訳　　　　　　　 特性調査


保存


総 数


ワーキング


コレクション


ベ ース ；アクティブ


コレクション：コレクション


一次 二次 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計増 減


収 集 受入 移管 廃棄


飼料 品質管理研究室 12 0 0 0


0


0 1 2 12


0


0


．0


′0


0


0


0


12


0


12


0


0


0


1 2


0


0


0


0 0 0


合計 12 0 0 0


0


0 12 12


0 ．


0


0


0


0


0


0


12


0


12


0


0


0


1 2


0


0


0


0 0 0


畜産試験場 （酵 母）　　　　　　 平成　 2 年度農林水産 省　 ジーンバ ンク　　 事業実績　　　 微生物 部門　　　　　　 注）　 各欄 の数字 は点数 を表 す


研究 室名


平成


フ1
年度末


合 計


平成 2 年度 未保存数増減


の内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態 の


内訳
平成 2 年度保存区分の 内訳　　　　　　　 特性 調査


保存
総数


ワーキンクー


コレグション


へ●－ス


コレクション


一次 二次 三次平成 2 年度． 継 代


培 養


凍結


真 空


乾 燥


そ の


・他


小計
：アクティ7一


；コレクション増 減


収集 受 入 移管 廃 棄


飼料 品質管 理研究室 7 7 7 6 5 0


0


0 15 8 158


8 1


7 4


0


0


0


67


0


2 9 9


8 1


15 8


8 1


12 3


8 1


35


0


35


0


3 0 、0 4 0


合 計 77 7 6 5 0


O r


．0 15 8 158


8 1


7 4


．0


0


0


67


0


2 99


8 1


15 8


8 1


123


‘8 1


3 5


0


35


0


3 0 0 40


畜産試験場　（糸状菌）


研 究 室 名


平 成


冗
年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳 平 成


2 年 度
合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 2 年 度 保 存 区 分 の 内 訳　　　　　　 ＿特 性 調 査


保 存


総 数


ワーキンクー


コレグション


へ一一ス ：〃 ティ7一


コレクション ：コレクション


一 次 二 次 芋 次平 成 2 年 度 継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計増 減 ‘


収 集 受 入 移 管 廃 棄


飼料 品 質 管 理 研 究 室 15 3 0 0 0


0


0 15 3 15 1


0


12 2


0


2


0


0


0


2 57


0


153


0


1 19


0


3 4
0


3 1
0


0 0 0


合 計 15 3 0 0 0 0 15 3 15 1 12 2 、2 0 2 57 153 1 19 3 4 3 1 0 0 0


l‘







草地試験場 （細菌）　　　　　　 平成　 2 年度農林 水産省　 ジーンバンク　 事 業実績　　　 微生物部門　　　　　 注）　 各櫛 の数字は点数 を表す


研究室名


平成元


年度 末


合計


平成 2 年度未保存数増 減


の内訳 平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保存 （増殖）形態の


内訳
平成 2 年度保存 区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク“


コレクション


ヘ一一ス ；アクテげ


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍 結


真空


乾燥


その


他
小 計増 減


収 集 受入 移管 廃棄


調製 貯蔵研究 室 10 9 0 0 0


0


0 100 10 0


9 0


0


0


0


0


0


0


100


90


10 0


9 0


10 0


9 0


0


0


0


0
0 10 0 2 0


土壌 微生物研 究室 150 0 0 1 1
3 1


0 139 0


－15 0


0


0


13 9


13 9


0


0


139


－11


13 9


－11


13 9


－11


0


0


0


・0


2 0 0 0


合計 16 0 9 0 0 1 1
3 1


0 2 39 10 0


－60


0


0


13 9


13 9


0


0


2 39


79


2 3 9


7 9


23 9


7 9


0


，　 0


0


0


2 0 10 0 2 0


下段 は移管の累 計　　　　　　　　　 下段 は前年度保存数 と本年度保存 数の差


草地試 験場 （糸状菌）　　　　　 平成　 2 年度農 林水産省　 ジーンバン ク　 事 業実績　　　 微生物部門　　　　　　 注）　 各欄 の数字は点 数を表す


研究室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保存 数増減


の内訳 平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保存 （増殖）形態の


内訳
平成 2 年度保存 区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


へ一一ス ：


コレクション．


・一次　　 二・次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計
アクティブ


：コけシコン増 減 ・


収集 受入 移 管 廃棄


調製貯蔵研究 室 3 50 0 0


0


0 53 5 3


5 0


0


0


0


0


0


0


53


50


53


5 0


5 3


5 0


0


0


0


0


2 5 0 10


作物病害研究 室 187 3 8 0 93


93


0 132 13 2


－55


0


0


0


0


0


0


132


－55


13 2


－55


12 5


3 8
7


－93


7


－93


38 3 8 0


合 計 190 8 8 0 93


・93


0 185 18 5


－5


0


0


0


0


0


0


185


－5


185


－5


17 8


8 8


7


－93


7


一93
4 0 8 8 10


－
の
∽
－







果樹試験場　（細菌）　　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実枝　　　　微生物部門　　　　　　　注）　各樹の数字は点数を表す


研究 室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度 未保存数増減


の内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度 保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度保存区分 の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


ヘ一一ス ：アクティブ


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継 代


培 養
凍結 ．


真空


乾燥


その


他
小計増 減 ．


収集 受入 移管 廃 棄


口之津病害 研究室 18 3 6 0 0


0


0 5 4 4 8


36


0　0 6


0


0


0


5 4


3 6


5 4


3 6


5 4


3 6


0


0


0


0


38 3 8 0


興津病害研 究室 35 0 0 0


0


0 3 5 0


0


0


0


35
0


0


0


3 5


0


3 5


0


3 2


0
3


0


0


0


0 0 0


安芸津病害 研究室 10 6 9 4 9 0


0


0 20 9 0


0


2 09


1 06


．6


3
0
0


2 15


10 9


2 09


10 3


19 1


10 3


18


0


5


2


10 9 13 0


合 計 15 9 13 0 9 0


0


0 29 8 48


3 6


2 09


1 06


4 7


3・


0


0


30 4


14 5


29 8


13 9


2 7 7


13 9


2 1


0


5


2


147 5 1 0


下段は移管の累計　　　　　　　　　下段は前年度保存数と本年度保存数の差


果樹試験場　（酵母）　　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　各樹の数字は点数を表す


研究室 名


平 成元


年度末


合 計


平成 2 年度未保 存数増減


の内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形態の


内訳


平成 2 年度 保存区分の 内訳 特性調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


へ一一ス ：門ティ7一


コレクションiコレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養
凍結


真 空


乾燥


その


他


小 計増 減


収集 受入 移管 廃棄
興津病害研究 室 3 0 0 0


0


0 3 0


0


0


0


3


0


0


0


3


0


3


0


0


0


3


0


3


0


0 0 0


合 計 3 0 0 0
0


0 3 0
0


0
0


3
0


0
0


3
0


3


0


0


0
3
0


3
0


0 0 0


果樹試験場 （糸状菌 ）　　　　　　 平成　 2 年度 農林水産省　 ジーンバ ンク　　 事業 実績　　　 微 生物部門　　　　　　 注）　 各樹 の数 字は点数 を表す


研究室名


平成元


年度 末


合計


平成 2 年度 未保存 数増 減


の内訳 平成


2 年度


合 計


平成 2 年 度保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度保存 区分の内訳 特性調 査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 ． 継 代


培 養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計


：7ケテげ


：コレクション増 減


収集 受入 移管 廃棄
興津 病害研究室 15 10 0 ． 0


0


0 25 2 0


10


0


0


5


0


0


0


2 5


10


25


10


16


10


9


0


0


0


10 0 0


盛岡病 害研究室 42 30 0 0


2


0 7 2 7 2


2 8


0


0


01


0


0


0


7 2


2 8


72


30


6 7


3 0


5


0


2


0


3 0 3 0 0


口之 津病害研究 室 14 0 0 0 ．


0


0 14 14


0


0


0


0


0


0


0


14


0


14


0


14


0


0


0


0


0


0 0 0


天敵 微生物研究 室 587 56 0 0


0


0 64 3 6 43


5 6


0


0


0


0


0


0


64 3
5 6


6 43


56


6 3 9


5 6
4


0


0


0


12 2 0


病害第 一研究室 16 4 0 0 ・


1


1 19 1 9


2


0


．0


0


0


0


0


19


2


19


3


16


2


3


1
1
0


3 3 0


病害 第二研究室 17 5 0 0


2


0 2 2 2 2


3


0


0


0


0
0
0


2 2
3


22


5


1 7


2


5


3


2


0


5 5 0


安芸津 病害研究室 53 47 0 0


O I


2 0 8 0 8 0


36


0


0


0


0


0


0


8 0


3 6


8 0


38


7 2


3 5


8


3


2


0


47 0 0


合計 744 15 2 0 0


5


2 1 87 5 8 70


135


0


0


．5


0


0


0


8 7 5


13 5


87 5


1 42


8 4 1


135


3 4


7


7


0 1


107 4 0 0







果樹試験場（ウイルス）　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


研 究室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保 存数増減


の 内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度 保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度保存 区分 の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


ペー ス ：アクティブ


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継 代


培 養


凍 結


真空


乾燥


その


他


小 譲増 減


収集 受 入 移管 廃 棄
安芸津病害研究室 25 0 0 0


0


0 25 0


0


0


0


0


0


25


0


25


0 ‾


25


0


22


0


3


0


2


0


0 0 0


口之津 病害研究室 9 1 0 0


°0


0 10 0


0


0


0


0


0


10


1


10


1


10


1


5


1


5


0


5


0


2 3 0


興津病 害研究室 40° －3 0 0


0


0 43 40


3


0


0


3


0


0


0


43


3


43


3


38


3


5


0


0


0


7 ．4 0


病害 第一研究室 10 4 0 0


0


1 13 0


0


0


0


13


3


0


0


13


3


13


3


9


2


4


1


2


0


3 3 0


盛岡病害研究 室 4 5 0 0


0
0 9 0


0


0


0


0


0


9


5


9


5


9


5 ・


8


5


1


0


0


．0


5 5 0


天敵微生物研 究室 53 0 0 0


2
0 53 0


0


53


0


0


0
0
0


53


0


53


0


51


0


2


0


2


0


0 0 0


合計 14 1 13 0 0


2


1 153 40


3


53


0


16


3


44


6


153


12


153


12


133


11


20


1


11


0


17 15 0


果樹試験場 ．（フ ァー ジ）　　　　　　 平成　 2 年度農林水 産省　 ジーンバン ク　　 事 業史摸　　　　 微生物部門　　　　　　　 注）　 各欄の数字 は点数 を表 す


研究室 名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保存数増減


の内訳 平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保存 （増 種）形態の


内訳


平成 2 年度 保存区分の内訳 特性 調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベース ：アクティブ


コレクション；コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計増 減


収奥 受入 移管 廃棄


興津病害研 究室 2 0 0 0 0 2 0
0


0
0


2


0


0


0


2＿


0


2


0


0


0


2


0


0


0


0 0 0


合 計 2 0 0 0 0 2 0


0


0


0


2


0


0


0


2


0


2


0


0


0


2


0


0
0


　 0 0 0


果樹試験場 （動物 細胞）　　　　　 平成　 2 年度農 林水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実績　　　 微生物部門　　　　　　 注）　 各欄の数字 は点数を表す


研 究室名


平成元


年度末


合 計


平成 2 年度未保存数 増減


の内訳 平 成


2 年度


合計


平成 2 年度保 存 （増殖）形態の


内訳


平 成 2 年度保存区分の 内訳 特性討査


保 存


総数


ワーキング


コレグション


ベ－ス ：アクティブ


コレクション；コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代 ‾


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計増 減


収集 受入 移管 廃棄


天敵微 生物 研究室 23 0 0 0 0 23 0


－10


23


10


0


0


0


0


23


0


23


0


18


0


5


0


0


0


0 0 0


合 計 23 0 0 0 0 23 0


－10


23


10


0


0


0


0


23


0


23


．0


18
0


5


0


0


0


0 0 0







野菜 ・茶業試験場 （細菌 ）　　　　 平成　 2 年 度農 林水産貧 ‾1 ジーンバ ンク　　 事業実績　　　 微生物部 門　　　　　　 注）　 各欄の数字 は点数 を表 す＿


研究室名


平成元


年度 末


合計


平成 2 年度未保存 数増減


の内訳 ，平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保 存区分の 内訳 特性調 査


保存


総数


ワーキング


コレクション


へ一一入 ：アクティ7－


コレクション；コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計噌 減


収集 受入 移管 廃棄


病害 第二研究室 36 0 0 3


3


0 33 0


0


0


0


甲


－3


0


0


33


－3


33


－3


2 9．


0


4


－3


0


－3


．0 り 0


茶栽培部病害研究 室 5 11 0 0


0


0 16 12


7


0


0


0


0


0


0


12


7


16


7


15


8
1


－1


1
0


4 4 0


病害 第一研究室 0 8 0 0
0


0 8 0
0


0
0


8
8 ．


0
0


8


8


8


8


0


0


8


8


3


0


0 0 0


盛岡病害研究室 284 35 0 30


30


5 0 23 9 0


0


30


－20


2 0 9


25


0


0
2 39


5
23 9


－45


15 9


－25


8 0


－20


5


－25


3 5 5 0 0


久留米病害研究 室 1 0 0 0


0


0 1 1


0


0


0


0


0


0


0


1


0


1


0


1


0


0


0


0


0
2 0 20 0


合計 326 5 4 0 33


33


50 29 7 13


7


3 0


－20 ‘


250


30


0


0


2 93


17


29 7


－33


20 4


－17


93


－16


9


－28


5 9 74 0


下段 は移管の累 計　　　　 下段 は前年度保存数 と本年度保存数 の差


野菜 ・茶業試験場 （放線菌 ）　　　 平成　 2 年度農林 水産省　 ジーンバ ンク　　 事業実検　　　 微生物部門　　　　　　 注）　 各 樹の数字 は点数 を表す


研究室名 平成元年度 末


合計


平成 2 年度未保存数増 減


の内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度 保存 （増殖）形態の


内訳
平成 2 年度保存 区分の 内訳 特性調査


保存


総数
ワーキング


コレクション


へ　一入


コレクション


一次　 ＿　二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計
：アクティ7－


；コレクション噌 減


収 集 受入 移管 廃棄


久留 米病害研究室 452 0 0 0


0


0 4 52 45 2


0


0


0


0


0


0


0


・452


0


4 52


0


45 2


0
0


0


0


0


0 0 0


茶栽 培部病害研究室 6 0 0 0


0


0 6 6


0


0


0


0


0


0


0


6


0


6


0


6


0
0


・0


0


0


0 0 0


合計 45 8． 0 0 0


0


0 4 58 45 8


0


0


0


0


0


0


0


45 8


0


4 58


0


45 8


0


0


0


0


0
0 0 0


野菜・茶業試験場（糸状菌）　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　往）　各欄の数字は点数を表す


研究室名


平成


元 ．
年度 末


合計


平成 2 年廃未保存数 増減


の内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年 度保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存 区分の 内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレグション


ヘ一一ス


コレクション


：アクティフー


：コレクション


一次　　 二次　　 主次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計増 減


収集 受入 移管 廃棄


病害 第一研究室 110 4 0 42


42


．3 69 69


－41


0


0


0


0
0


0


6・9


－41


69


－38


15


－3


54


－35


0


－44


8 6 0


病害 第二研究室 169 5 0 10


10


0 164 164


5


0


0


0


0
0
0


164
5


164


15


143
5


21


10


0


－10


10 7 0


久留米病害研究室 635 0 0 0


10


2 633 633


－2


0


0


0


0


0


0


633


－2


633


－2


615


0
18


－2


15


0


95 55 0


茶栽 培部病害研究 室 22 3 0 0


0


0 25 25


3


0


0


0


．0


0


0


25


3


25


3
4
2


21


1


．8


0


12 14 0


合計 ‘936 12 0 52


52


5 891 891


－35


0


0


0


0


0


0


891


－35


891


－22


777


4


114


－26


23


－54


125 ．82 0







野菜・茶業試験場　（ウイルス）　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各席の数字は点数を表す


研究室 名


平成元


年度末


合 計


平成 2 年度未保存数 増減


の内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度 保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保 存区分の内訳 特性調査


保 存


総数


ワーキング


コレクション


ベ ース ：アクティブ


コレクション；コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 計代


培養 、


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計増 減


収集 受入 移 管 廃棄


病害第 一研 究室 116 7 0 0


0


18 105 0


0


5


5


100


－16


0


0


105


－11


1rO5


－11


82


3


23


－14


4


－18


22 0 0


久留米病害 研究室 2 0 0 0


0


0 2 0


0


2


0


0


0


0


0


2


0


2


0


1


0


1


0


0


0


0 0 0


合計 118 7 0 0


0


18 107 0


0


7


5


100


－16


0


0


107


－11


107


－11


83


3


24


－14


4


－18


22 0 0







蚕糸・昆虫農業技術研究所　（細菌）　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


研究 室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度 未保 存数増減 ご


の内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度保 存 （増殖）形 態の


内訳


平成 2 年度保存区 分の・内訳 特性調査


保存


総数
ワーキング


コレクション


へ一一ス i〃テげ


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継 代


培 養


凍結


真空


乾線


そめ


他


小計噌 減


収集 受入 1移管 廃棄


桑 病害研 究室 88 15 0 0


4 8


15 8 8 0


－5


7 0


5


7 t；


0


0


0


146


0


8 8


0


8 8


0


0


0


0


0


10 3 0


合計 88 15 0 1 0


4 8


15 8 8 ．0


－5


70


5


7 6


0


0


0


146


0


88


0


8 8


0


0


0


0


0


10 3 0


下段は移管の累 計　　　　　 下段は前年度保 存数 と本年度 保存数の差


業蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 （放線 菌） 平成　 2 年度農林水産 省　 ジーンバン ク　　 事業実績　　　 微生物部門　　　　　　 注 ）　 各樹の数字は点数 を表 す


研 究室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度 未保存数増減


の 内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度 保存 （増殖 ）形態の


内訳


平成 2 年度保存 区分の内訳 特性 調査


保存
総数


ワーキング


コレクション


ベース　アク ティブ


コレクシヨ十 コレクション


一次　　 二次　　 三 次平 成 2 年度 継‘代


培養


凍結


真 空


乾燥


その


他


小計増 減


収集 受入 移管 廃棄


桑 病害研 究室 10 0 0 0


1


1 9 9


－2


0
0


3
0


0
0


12


－2


9


－1


9


－1


0


0


0


0


0 0 0


合計 10 0 0 0


1


1 9 9


「2


0


0


3


0


0


0


1 2


－2


9


－1


9


－1


0


0


0


0
0 0 0


蚕糸・昆虫農業技術研究所（糸状菌）平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各樹の数字は点数を表す


研 究室名


平成元


年度 末


姦計


平成 2 年度未 保存数増減


の内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度保 存 （増殖 ）形 態の


内訳


平成 2 年度保存区分 の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレグション


ベー ス ：アクティブ


コレクションiコレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 ・ 継代


培養


凍＿結


真空


乾燥


その


他


小計増 械


収集 受入 移管 廃棄


桑 病害研 究室 115 0 0 0


5 0


0 1 15 115


－49


19


0


0


．0‾


0


0


134


－49


11 5


0


1 15


0


0


0


0


0


0 0 0


蚕 病害研 究室 0 0 0 0


25


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


合計 115 0 0 0


7 5


0 1 15 115


－49


19


0


0


0


0


0


134


－49


1 15


0‾


1 15


0


0


0


0


0


0 0 0







蚕糸 ・昆虫農業技 術研究所 （ウイルス） 平成　 2 年度 農林 水産省　 ジーンバ ンク　 事 業実績　　　 微生物部門　　　　　　 注）　 各樹の数字 は点数 を表す


研 究室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保存 数増減


の内訳 ． 平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度保存区分の内訳 特性調査


保 存


総数


ワーキンクー


コレクション


ヘ　ース　：


コレクション：


一次　　 二次　　 三次平成 2 年 度 継代


培養


彿結
真 空


乾燥


1その


他


小計
門 ティフ●


コレクション増 減


収集 受入 移管 廃棄


蚕病害 研究室 15 0 0 0


0


0 15 0


0


15


0


0


0


0


0


15


0


15


0


10


0
5


0


5


0


2 0 0


合計 15 0 0 0


0


0 15 0


0


15


0


0


0


0


0


15


0


15


0


10


0


5


0


5


0


2 0 0


蚕糸・昆虫農業技術研究所　（原虫）　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各櫛の数字は点数を表す


研 究室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度 未保存数増減


の 内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形 態の


内訳
平成 2 年度 保存区分 の内訳 特性調査


保存
総数


ワーキンクー


コレクション


へ‾－ス ：アクティナ


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継 代


培養


‘凍結


真空


乾燥


その


他


小計増 減


収集 受入 移管 廃 棄


蚕病 害研究室 19 0 0 0
0


0 19 0


0


0


0


0


0


1．9


0


1 9


0


19 ．


0


11


0


8


0


1


0


・3 0 0


合計 19 0 0 0


0
0 19 0


0
0
0


0
0


19
0


19
0


19・
0


11
0


8
0


1
0


3 0 0







家畜衛生試験場　（細菌）　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　往）　各樹の数字は点数を表す


研究 室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度 未保存数増減


の 内訳 平成


2 年 度
合 計


平成 2 年度保 存 （増殖）形態 の


内訳


平成 2 年度 保存区分の 内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


へ一一ス ：アクティ7－


コレクションiコレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継．代


培 養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計噌 減


収集 受 入 移管 廃 棄


鶏 病夢 一研究室 29 25 0 0


0


2 5 2 10
0


23
23


19
0


0
0


5 2
2 3


5 2


2 3


47


2 0
5
3


2
0


27 2 7 0


飼料 汚 染微生物研究室 120 90 8 0


0


65 15 3 3 0


0


108


33


15


0


0


0


15 3


3 3


15 3


33


8 1


2 0


7 2


13


5 1


5


98 0 0


細 菌第 二研究室 128 3 0 1 0 0


0


10 15 8 18


0


40


30


10 0


0


0


0


15 8


3 0


1 58


30


105


2 0


53


10


2 1


10


18 18 0


九 州 第一研究室 35 65 6 0．


0


55 5 1 16


0


16


16


19


0


0


0


5 1


16


51


16


3 0


1 0


2 1


6


0


0


4 5 3 5 0


東 北第 一研究室 39 50 8 0


0


3 0 6 7 2 0


0


28


28


19


0


0


0


6 7


2 8


6 7


28


48


1 0


19


18


2


1


5 2 4 0 0


が ん原 性研究室 38 10 0 0


0


5 4 3 0


－10


43


15


0


0


0


0


43


5


43


5


4 2


5


1


0


0


0


10 10 0


北 海 道第一研究 室 29 25 0 0
0


5 49 10
0


20


20
19
0


0
0


4 9


2 0


49


20


2 9


15
20
5


0
0


8 0 0


細 菌製 剤研究室 334 30 13 0


0


10 36 7 9


0


108


33


25 0


0


0


0


36 7


3 3


36 7


33


2 7 0


15


97


18


4 2


5


5 3 3 6 0


整 理 活性物質研究室 36 33 0 0


0


13 5 6 2 0


2 0


、0


0


3 6


0


0


0


5 6


2 0


56


20


4 2


1 0


14


10


2


0


3 0 0


細 菌第一研究室 224 140 0 0


0


15 3 49 4 6


0


183


125


1寧0


0


0


0


34 9


12 5


3 49


125


2 7 2


11 0


77


15


4 1


1 0


2 5 0 0


病 原 診断研究室 47 80 8 0
0


2 0 1 15 3 0
2


70


65


1 5


1


0


0


1 15


6 8


115


68


86


5 0


29


18
1 1
1 0


8 6 0 0


合計 1，059 5 78 53 0


0


230 1，46 0 2 0 9


12


6 39


3 88


6 12


1


0


0


1，46 0


40 1


1，460


4 0 1


1，05 2


2 8 5


4 08


116


17 2


4 1


42 5 16 6 0


下段 は移管 の累計　　　　　　　　　 下段 は前年度保存数 と本年度保存数の差 ．


家畜衛生試験場　（放線菌）　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各楠の数字は点数を表す


研 究室名


平成元


年度末 ‘


合 計


平成 2 年度未 保存数増減


の内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増 殖）形態の


内 訳


平成 2 年度保 存区分の内訳 特性 調査


保存


総数


ワ・キンクー


コレクション


ヘ一一ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計


：アクティフー


iコレクション増 減


収集 受入 移 管 廃棄
細 菌 2 研 8 0 0 0


0


0 8 8


－2


0


0


0


－19


0


0


8


－21


8


－23


5


－22


3


－1


3


－3


0 0 0


合 計 8 0 0 0


0


0 8 8


－2


0


0


0


－19


0


0


8


－21


8


－23


5


－22


3


－1


3


－3


0 0 0


（　　L







家 畜 衛 生 試 験 場 （ウ イ ル ス ）　　 平 成　 2 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ン バ ン ク　 事 業 実績　　　 微 生 物 部 門　　　　　 注 ）　 各 欄 の 数 字 は 点 数 を表 す


研 究 室 名


平 成元


年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳 平 成


2 年 度


合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 2 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベー ス


コレクション


アクティ7 －


：コレクション


一次　　 二 次　　 三 次平 成 ．2 年 度 継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


ウ イ ル ス 第 三 研 究 室 12 0 1 0


0


0 13 0


0


8


1


5


0


0


0°


13


1


1 3


1


9


0


4


1


1


0


1 1 0


製剤 工 学 研 研 究 室 37 0 2 0


0


0 3 9 0


0


23


2


16


0


0


0


3 9


2


3 9


2


3 0


0


9


2


1


0


2 2 0


九州 第 三 研 究 室 6 0 0 0


0


0 6 0


0


3


0


3


0


0


0


6


0


6


0


5


0


1


0


0


0


0 0 0


鶏病 第 三 研 究 室 23 0 0 0


0


0 2 3 0


0


12


0


11


0


0


0


23


0


23


0


11


0


1 2


0


5


0


0 0 0


ウ イ ル ス 第 一 研 究 室 84 0 3 0


0


0 8 7 0


0


47


3


4 0


0


0


0


8 7


3


8 7


3


6r7


°0


2 0


3


6


0


3 3 0


理化 学 研 究 室 5 0 0 0


0


0 5 0


0


4


0


1


0


0


0


5


0


5


0


4


0


1


0


0


0


0 0 0


ウ イ ル ス 第 二 研 究 室 34 0 1 0


0


0 3 5 0


0


18


1


17


0


0


0


35


1


35


1


2 6 ‾


0


9


1


3


0


1 1 0


鶏病 第 二 研 究 室 3 1 1 0 0


0


0 3 2 0


0


16


1


16


0


0


0


3 2


1


3 2


1


2 3


0


9


1


2


0


1 1 0


予防 疫 学 研 究 室 1 0 0 0


0


0 1 0


0


1


0


0


0


0


0


1


0


1


0


0


0


1


0


0


0


0 0 0


生物 物 理 研 究 室 4 0 0 0


0


0 4 0


0


3


0


1


0


0


0


4


0


4


0


3


0


1


0


0


0．


0 0 0


北海 道 第 五 研 究 室 9 0 0 0


0


0 9 0


0


4


0


5


0


0


0


9


0


9


0


4


0


5


0


1


0


0 0 0


ウ イ ル ス 製 剤 研 究 室 28 0 0 0


0


0 2 8 0


0


15


0 ‾


13


0


0


0


28


0


28


0・


18


0


10


0


3


0


0 0 0


北海 道 第 三 研 究 室 1 0 0 0


0


0 1 0


0


1


0


0


0


0


0


1


0


1


0


0


0


1


0


0


0


0 0 0


免疫 研 究 室 1 0 0 0


0


0 1 0


0


1


0


0


0 ．


0


0


1


0


1


0


0


0－


1


0


0


0


0 0 0


東北 第 一 研 究 室 8 0 ・ 0 0


0


0 8 0


0


5


0


3


0


0


0


8


0


8


0


7


0


1


0


1


0


0 0 0


診 断 研 研 究 室 17 1 0 ，0


0


0 18 0


0


1 1


1


7


0


0


0．


18


1


18


1


14


1


4


0


1


0


1 1 0


病原 診 断 研 究 室 18 0 1 ．0


0


0 19 0


0


7


1


12


0


0


0


19


1


19


1


13


0


6


1


2


0


1 ． 1 0 ．


合 計 3 19 2 8 0


0


0 3 2 9 0


0


179


10


15 0


0


0


0


32 9


10


32 9


10


23 4


1


9 5


9


26


0


10 10 0


－
可
∽
－







家畜衛生試験場（マイコプラズマ）　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各樹の数字は点数を表す


研究 室名


平準


7℃
年度末


合 計


平成 2 年度 未保存数増減


の内訳 平成


2 年度


合 計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形態の


内訳


平成 2 年度保 存区分の 内訳 特 性調査


保存


総 数


ワーキング


コレクション


ベース


ユレクシヨンi


：門ティブ


コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計増 減


収 集 受入 移管 廃棄


細菌第 一研 究室 30 109 9 0


0


．9 139 0


－30


1－39


13 9


0


0


’0


0


139


109


139


109


12 1


95


18


14


4


4


13 0 13 0 0


細菌製剤研 究室 29 ’‾0 0 0


0


’0 29 0


0


2 9


0


0


0


0


0


29


0


29


0


2 9


0


0


0


0


0


0 0 0


合計 59 109 9 0


0


9 lq8 0


－30


16 8


13 9


0


0


0


0


168


109


168


109


15 0


9 5


18


14


4


4


13 0 13 0 0


家畜衛 生試験場　 （リケ ッテ ィア）　　 平成　 2 年度農林水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実層　　　 微 生物 部門　　　　　　 注）　 各樹 の数字は点数 を表す


研 究室名


平成


フも
年度末


岳計


平成 2 年度 未保存数増減


の内訳 平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形 態の


内訳


平成 2 年度保存 区分の内訳 特性調査


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


へ－ス ：


コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他
小計


．アクティ7－


：コレクション増 減


収集 受 入 移管 廃棄


寄生 虫研究室 7 0 0 0
0


0 7 0


0


7


0


0


0


0


0


7


・0


7
0


4
0


3


0


1


0


1 2 2


合計 7 0 0 0
0


0 7 0


0


7


0


0
0


0
0


7


0


7


0


4


0


3


0


1


0


1 2 2


家畜衛生試験場（動物細胞）　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各樹の数字は点数を表す


研究室名


平成


フ℃
年度末


合計 ．


平成 2 年度未保 存数増減


の内訳 平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保存 （増殖）形態の


内訳


平成 2 年度 保存区分 の内訳 特性 調査


保存


総数


ワ細キング‘


コレクション


へ．－ス ：アクティブ


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次 －平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計増 減


収 集 受入 移管 廃棄


学研究室 3 ・ 0 0 0


0


0 3 0


0


3


0


0


0


0


0


3


0


3


0


0


0 ．


3


0


0


0


0 0 0


ウイルス第三研 究室 4 0 2 0


0


0 6 0


0


6


2


0


0


0


0


6


2


6


2


0


0


6


2


0


0


0 0 0


ウイルス製剤 研究室 1 0 0 0


0


0 1 0


0


1


0


0


0


0


0


1


0


1


0


0
0


1


0


0


0


0 0 0


整理 活性物質研 究室 3 0 0 0


0


0 3 3


0


0


0


0


0


0


．0


3


0


3


0


0．


0


3


0


0


0


0 0 0


ウイルス第一 研 究室 7 0 0 0


0


0 7 0


0


7


0


0


0


0


0


7


0


7


0


0


0


7


0


0


0


0 0 0


ウイルス第二研究 室 4 0 0 0


0


0 4 0


0


4


0


0


0


0


0


4


0


4


0


0
0


4


0


0


0


0 0 0


合計 12 0 2 0


0


0 14 0


0


14


2


0


0


0


0


14


2
14
2


0


0


14


2


0


0


0 0 0







家畜衛生試験場 （線虫 ）　　　　　 平成　 2 年 度農林水産省　 ジーンバン ク　　 事 業実績　　　 微生物部 門　　　　　　 注 ）　 各樹の数字 は点数 を表 す


研究 室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保 存数増減


の内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態 の．


内訳


平成 2 年度保存区分 の内訳 特性 調査


保存


総数
ワーキング


コレクション


ベー ス ：アクティブ


コレクション：コレクション


一次　 二次　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計増 減


収集 受 入 移管 廃棄


鶏病第 四研究室 l 1 0 0


0
1 1 1


0
0
0


0
0


0
0


1


0


1


0


。0


0


1


0


0


0


1 1 0


九州第 二研究室 1 0 0 0


0


0 1 1
0


0
0


0
0


0
0


1


0


1


0


0


0


1


0


0


・P


1 1 0


合計 2 1 0 0


0
1 2 2


0


0


0


0


0


0


0


2


0
2


0


0


0


2


0


0


0


2 2 0


家畜衛生試験場 （原虫 ）　　　　　 平成　 2 年度農 林水産省　 ジーンバ ンク　　 事業 実績　　　 微 生物部門　　　　　　 注）　 各樹の数字 は点数を表す


研究室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保存数 増減


の 内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度 保存 （増殖 ）形態の
内訳


平成 2 年度保存区分の 内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継 代


培 養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計
ペ ースア クティブ


コレクション：コレクション増 減


収集 受入 移管 廃 棄


鶏病第 四研究室 2 0 0 0


0


0 2 2
0


0
0


0
0


0
0


2


0


2
0


0
0


2


0


0
0


0 0 0


寄生虫研究室 31 0 0 0


0


0 3 1 0


0


3 1


0


0


0


0


0


3 1


0


3 1


0


7


0


・24


0


0


0


0 0 0


原虫研究室 25 5 1 0


0


，0 3 1 25


0


6


6


0


0


0


0


3 1


6


3 1


6


3


3


28


3


5


0


4 2 0


合 計 58 5 1 0
0


0 64 27


0


3 7


6


0


0


0


0


64


6


64


6


10


3


54


3


5


0


4 2 0


－
可
∽
－







食品総合研究所（細菌）　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


研 究 室 名


平成元


年 度 末


合 計


平 成 2 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳 平 成


2 年 度


合 計


平 成 2 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 2 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベー ス


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次平 成 2 年 度 継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計


：アクティブー


コレクシヨン増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


微 生 物 資 源 研 究 室 10 0 0 10


10


0 0 0


－10


0


0


0


0


0


0


0


－1 0


0


－10


0


0


0


－10


0


0


0 0 0


腐 敗 防 止 研 究 室 69 0 0 32


52


3 7 0 0


0


0


0


0


－69


10


0


0


－69


0


－6 9


0


－3 7


0


－3 2


0


0


0 0 0


酵 素 利 用 研 究 室 40 2 0 10


1 0


0 3 2 24


－8


0


0


8


0


0


0


32


－8


3 2


－8


20


0


12


－8


5


－3


2 0 2


素材 化 技 術 研 究 室 3 2 0 1


1


0 4 4


1


0


0


0


0


0


0


4


1


4


1


0


0


4


1


0


0


0 0 2


微 生 物 利 用 第 三 研 究 室 45 5 1 0 0


44


4 5 5 1 5 1


6


0


0


0


0


0


0


5 1


6


5 1


6


12


－27


3 9


3 3


0


－6


0 5 4 0


微 生 物 検 索 研 究 室 0 19 7 0 0


0


0 19 7 197


1 97


0


0


0


0


0


0


197


197


19 7


19 7


197


1 97


0


0


0


0


197 0 0


微 生 物 利 用 第 一 研 究 室 44 5 0 15


2 0


5 2 9 29


－15


2 0


0


0


0


0


0


4 9


－15


2 9


－15


29


0


0


－15


0


0


5 5 0


合 計 2 1 1 25 7 0 68


137


8 7 3 13 3 05


17 1


2 0


0


8


－69


0


0


3 33


102


3 13


10 2’


2 58


13 3


5 5


－3 1


5


－9


2 04 5 9 4


下段は移管の累計　　　　下段は前年度保存数と本年度保存数の差


食品総合研究所　（放線菌）　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　各樹の数字は点数を表す


研究室 名


平成元


毎度末


合計


平成 2 年度未保存数増 減


の内訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形態の


内訳


平成 2 年度保存 区分の内訳 特性 調査


保存


総数
ワーキング


コレクション


ヘ一一ス ：アクテげ


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計増 減


収集 受入 移管 ． 廃棄


微生物資源研 究室 14 20 0 3 4


7


1 93 2 0 2 0


6


0


0


1 1


1


0


0


3 1
7


2 0


6
0
0


2 0
6


2
0


0 20 0 0


貯蔵微 生物 研究室 5 0 0 0


5


0 5 5


0


0


0


0


0 ．


5


0


1 0


0


5


0


5


0


0


0


0


0


0 0 0


酵素利 用研 究室 10 1 0 2


2


0 9


1


7


－1


0


0


2


0


0


0


9


－1


9


－1


6


0


3


－1


1


－1


1 0 1


合計 29 2 0 1 3 6


14


193 3 4 32


5


0


0


13


1


5


0


5 0


6


3 4


5


1 1


0


2 3


5


3


－1


1° 20 0 1







食品総合研究所 （酵母 ）　　　　　 平成　 2 年度 農林水産 省　 ジーンバン ク　　 事業実続　　　 微生物 部門　　　　　　 注 ）　 各欄の数字 は点数を表す


研 究室名


平成


元 ・


年度末


合計


平成 2 年度未保 存数増減


の 内訳 ・ 平成


2 年度


合 計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形 態の


内‾訳


平成 2 年度保 存区分の 内訳 特性 調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


へ一一ス ：アクティ7－


コレクション：コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真 空


乾燥


その


他


小計増 減
収集 受入 移管 廃 棄


酵素素利 用研究室 15 2 0 5


5


0 12 2


－3


0


0


0


0


1 0


0


12


－3


12


－3


0


0


12


－3


2


－1


2 0 2


貯蔵 微生物研究室 415 0 0 13


3 8


3 0 37 2 37 2


－43


0


0


0


0


3 7 2


－38


74 4


－8 1


37 2


－43


3 72


－30


0


－13


0


0


0 0 0


微生物 利用第二研 究室 191 0 47 7 9


12 1


1 0 149 14 9


－42


7 5


15


0


0


0


0


22 4


－27


14 9


8 1


148


80


1


1


0


0


0 2 0 2 5


微生物利用第 一研究 室 43 14 0 0


7


14 43 4 3


0


・0


0


0


0


0


0


4 3


0


43


0


3 1


－4


12


4


4


4


22 0 0


微生物利用第 三研 究室 4 0 6 4


18


0 6 6


2


0


0


0


0


0


0


6


2


6


2


6


6


0


－4


0


0


0 0 6


腐敗防止研究室 50 5 0 4 5


4 5


0 10 10


－40


0


0‾


10


－40


0


0


20


－80


10


－40


0


0


10


－40


0


0


5 0 0


微生物資源研 究室 37 4 0 0


2 8
4 37 3 7


0


0


0


0


0


0


0


3 7


0


37


0


37


4


0


－4


0


－4


0 0 0


微生物検索研 究室 0 27 0 0


0


0 27 27


27


0


0


0


0


0


0


2 7


27


27


27
27
27


0
0


0
0


27 0 0


合計 75 5 5 2 53 14 6


26 2


5 8 6 56 64 6


－99


7 5


15


10


－40


3 8 2


－38


1，113


－16 2


6 56


24


6 2 1


83


3 5


－59


6


－1


56 2 0 33


食品総合研究所　（糸状菌）　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各欄の数字は点数を表す


研究室名


平成


7．も
年度末


合計


平成 2 年度未保存 数増減


の 内訳 平成


2 年度
合 計


平成 2 年 度保存 （増殖 ）形態 の


内訳


平成 2 年度保存 区分の内訳 特性調 査


保存


総数
ワーキング


コレクション


へ一一ス ：


コレクション：


′


一次　　 二 次　　 三次平成 2 年 度 継 代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計


アクティブ


コレクション噌 減


収集 受 入 移 管 廃 棄


貯蔵微生物研究室 103 20 0 51


87


0 72 72


－31


0


0


0


0


62


－41


134


－72


72


－3 1


50


10


22


－41


16


1


110 60 0


微生物検索研究室 49 1 0 36


40


0 14 14


－35


0


0


0


0


14


－29


28


－64


14


－35


6


1


8


－36


8


－10


1 0 0


素材化技術研 究室 16 0 5 11


11


0 10 10


－6


0


0


0


0


0 ．


0


10


－6


10


－6


0


0


10


－6


0


0


0 0 5


微生物利用第 一研 究室 79 24 0 7
22


34 62 62


－17


0
0


0
0


0
0


62


－17


62


－17


59


－14


3


－3


1


－1


13 0 0


マイ コ トキシン研究室 30 5 0 2


7


26 7 7


－23


0


0


0


0


0


0


7


－23


7


－23


0


－26


7


3


3


－1


0 0 ○


合 計 277 50 5 107


167


60 165 165


－112


0


0


0


0


76


－70


24 1


－182


165


－112


115


－29


50


－83＿


28


－11


124 60 10







森林総合研究所　 （糸状菌 ）　　　　 平成　 2 年度農林水 産省　 ジーンバンク　　 事業実績　　　 微生物部門　　　　　　 注）　 各欄の数字 は点数 を表す


研 究室名


平成元


年度 末


合料


平成 2 年度未保存数増減


の内訳 ・平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形態の


内訳


平成 2 年度保 存区分の 内訳 特性調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベース ：アクティブ


コレクション；コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


．真 空


乾燥


その


他


小 計増 減


収集 受入 移管 廃棄


腐朽病 害研研究室 200 4 3 1 0 16 8


16 8


0 4 63 463


26 3


0


0


0


0


0


0


4 63


263


46 3


26 3


4 47


26 3


16


0


15


0


Or 0＿ 0


昆虫病 理研究室 98 10 0 0


0


0 108 0


0


10 8


10


0


0


0


0


108


10


10 8


10


76


10


3 2


0


4


0


9 5 30 0


樹病研 究室 916 13 2 0 145


2 44


10 7 7 96 79 6


－219


0


0


0


0


0


0


796


－219


79 6


－14 1


7 75


－14 1


2 1
0


2 1


0


0 0 0


きのこ生態研究室 37 2 5 9 18


18


2 5 1 ’51


14


0
0


0


0


0


0


5 1


14


5 1


14


38


2 1


13


－7


10


2


3 4 0 0


きのこ育種研究室 33 0 6 0


0


0 3 9 3 9


6


0


0


0


0


‘0


0


3 9


6


3 9


6


16


6


23


0


6


0


3 0 0


土壌微生物研究室 75 18 0 24


24


0 6 9 6 9


－6


0


0


0


0


0


0．


69


－6


6 9


－6


69


0


0


－6


0


－5


24 0 0


合計 1，359 6 16 15 3 55


4 54


1 09 r 1，52 6 1，418


5 8


10畠


10


’0


0


0


0


1，52 6


6 8


1，526


146


1，42 1


159


105


－13


5 6


－3


156 30 0


下段 は移管の累 計　　　　　　　　　 下段 は前年度保存数‾と本 年度保存数の差
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中央水産研究所　 （細種 ）l　　　　 平成　 2 年度農林水産 省　 ジー ンバ ンク　 事業実績　　　 微 生物 部門　　　　　 注）　 各 樹の数字 は点 数を表す


研 究室名


平成


丁も
年度末


合計


平成 2 年度 未保 存数増減


の内‘訳 平成


2 年度
合計


平成 2 年度保存 （増殖）形態 の


内訳
平成 2 年度保存 区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


ヘ一一ス


コレクション


一計　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍種


真空


乾燥


その


他


小 計
：アクティ7－


：コレクション噌 減


収集 受入 移管 廃 棄
応用 微 生物研究室 312 9 0 0


0


2 9 29 2 2 40


－20


0
0


5 2


0


0


0


2 92


－20


2 92


－20


28 2


－20


10


0


0


0


9 0 0


合計 312 9 0 0


0


29 29 2 2 40


－20


0


0


5 2


0


0


0


2 92


－20


2 9 2


－20


28 2


－20


10


0


0


0


9 0 0


下段は移管 の累計　　　　　　　　 下段は前年度保存数 と本年度保 存数の差


養殖研究所 （細菌 ）　　　　　　 平成　 2 年度農林水 産省　 ジーンバ ンク　 事業実績　　　 微 生物 部門　　　　　 注）　 各 樹の．数字 は点 数を表す


研究室名


平成元


年度 末


合計


平成 2 年度未保存数増減


の内訳 平成


2 年度
合 計


平成 2 年度保存 （増殖 ）形 態の


内訳
平成 2 年度保 存区分の内 訳 特性調査


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベース


コレクション：


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


凍結


真空


乾燥


‘その


他


小 計
アクティブ


コレクション増 減


収集 受入 ・ 移管 廃棄


病原 生物研究室 215 20 20 0


0


3 0 2 25 0
0


22 5


10
0
0


0
0


2 25


10


22 5


10


9 2


2


13 3


8


14


3


14 14 0


合計 215 20 2 0 0


0


3 0 2 25 0


0


225


10


0


0


0


0


2 25


10


22 5


10


9 2


2
13 3


8
14


3


14 14 0


下段は移管 の累計　　　　　　　　　 下段は前年度保 存数と本年度 保存数の差


養殖研究所（ウイルス）一　　　　　　平成　2年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実繚　　　微生物部門　　　　　　注）　各櫛の数字は点数を表す


研究室名


平成元


年度末


合計


平成 2 年度未保存数増 減


の内訳 平成


2 年度


合計


平成 2 年度保存 （増 殖）形態の


内訳


平成 2 年度 保存区分の 内訳 特性調査


保存


総計


ワーキング


コレクション


ベース


コレクション


一次　　 二次　　 三次平成 2 年度 継代


培養


種結


真 空


乾燥


その


他


小計


アクティ7一


iコレクション増 減


収集 受入 移管 廃棄


病原生物研究室 44 3 0 10


0


7 4 0 0


0


．40


－4


0


0


0


0


4 0・


－4


40


－4


18


－4


22


0


′‾〇
2 ．


1 1 0


合計 44 3 0 0


0


7 4 0 0


0


4 0


－4


0


0


0


0


4 0


－4


40


－4


18


－4


22


0


5


2


1 1 0







2．微生物遺伝資源の国内探索・収集


対　　象　　　　　　　対象地域　　　　　　　　　　研究課題名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当場所・部・室


1．糸状菌


2．糸状菌


沖縄県（石垣島）


九州，中国，四国


3．特殊環境微生物　　　　　九州


4．糸状菌 北海道


天敵微生物による森林・首畑害虫の防除


ソルガム紫斑点病菌の交配用菌株等の探索


特殊環境微生物の探索と利用


昆虫病理微生物の分類と特性の証明


森林総合研究所・森林生物部・
昆虫病理研究室


草地試験場・環境部・作物病害
研究室


食品総合研究所・応用微生物部・
微生物検索研究室


森林総合研究所・森林生物部・
昆虫病理研究室


なお，詳細な報告は，別途「平成2年度微生物遺伝資源探索収集調査報告書」として平成3年度に印刷発行する。


3．微生物遺伝資源の海外探索・収集


対象　　　　　　　対象地域　　研究課題名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日数　　　　　担当場所・部・室


食用きのこ　　　有用きのこ遺伝子の収集と保存法の開発　　　　　


なお，詳細な報告は，別途「平成2年度微生物遺伝資源探索収集調査報告書」として平成3年度に印刷発行する。


4．微生物遺伝資源の受入（購入）


場　　　所　　　　　細　菌　　　　酵　母　　　　糸状菌　　　ウイルス　　マイコプラズマ　培養細菌


農業生物資源研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


1株　　　　1株　　　　　9　株　　　　　3　株


6　株


5　　5　　71　　6　　4


6


株


株


株


株


合　　　計　　　　　66　株 7　株　　　　1株　　　　　9　株







5．微生物遺伝資源の特性評価の概要


場　　　所　　　主　な　収　集　対　象　微　生　物　　　　　　　　　　　　　主　な　特　性　評　価　項　目


農業研究センター　いもち病病原菌等


ダイズ菓焼病菌　　　　　　　　　　　l


ダイズ黒根腐病菌


括抗糸状菌


ピーマン，ウリ類，イネ，オオムギ等の植物病原ウイルス


野菜の根面生息微生物　等


核多角体病ウイルス


いもち病病原性，RFLP


病原性


病原性，寄生性，寄主範囲，品種反応


病原菌に対する括抗能


植物への病原性


鉄運搬体生産能，病原菌に対する括抗能


ヨトウムシ類に対する病原性


農業生物資源研究所　Agrobacterium属菌等


Fusarium属菌


乳酸菌


イネ科植物上糸状菌


軟腐病菌


病原性と保存性


保存菌株の変異


16SrRNAの塩基配列


植物生長促進作用


ペクチン酸リアーゼ生産性　等


農業環境技術研究所　Rhizobium及びBradyrhizobium


PolymyxaとOlpidium属の菌類


Streptomyces


根圏細菌


ヒドロゲナーゼ活性


植物ウイルスの伝搬性


キチナーゼ生産性　等


病原菌に対する括抗能


畜　産　試　験　場　硝酸塩資化酵母菌　等 キラー活性（NO3資化性）　等


草　地　試　験　場　ヘルミントスポリウム属菌


トウモロコシ根腐病菌　等


マイコトキシン（インドールアルカロイド）生産性糸状菌


病原菌の同定


病原菌の同定


インドール・アルカロイドの生産性および同定　等


果　樹　試　験　場　ナシ黒星病菌,ナシ輪紋病菌


ナシベイ　イエローズウイルス


昆虫寄生菌(Metarhizium anisopliae, Paecilomyces fumosoroseus等)


カンキツ病原細菌,カンキツ病原ウイルス


Agrobacterium tumefaciens


植物への病原性および薬剤耐性


ナシへの病原性


薬剤感受性


病原性


病原性，プラスミド







場　　　　所　　　　主　な　収　集　対　象　微　生　物　　　　　　　　　　　　　　　主　な　特　性　評　価　項　目


野菜・茶業試験場　Verticillium dahliae, Colletotrichum属菌


チャ病原菌(もち病菌,細菌等)


葉上植物病原菌


VA菌根菌


蚕糸・昆虫農業技術　ヒラタケ病原細菌


研　　　究　　　所　昆虫原虫病病原菌


昆虫ウイルス病病原菌


家畜衛生試験場　腸内細菌


豚由来マイコプラズマ


サルモネラ


ピロプラズマ類


Bunya virus, simbu group: 1) Ingwavuma virus, 2) Sango


virus, 3) Shamondao virus


ノ　　　　　　　　　　Bovine viral diarrhea virus: NADL株


Bovine leucosis virus: FLK株


食品総合研究所　Aspergillus flavus


パン酵母


プロテアーゼ生産菌,イヌリン分解菌


特殊環境生息菌


発酵食品の乳酸菌


糖質分解酵素産生菌


森林総合研究所　樹木病原糸状菌等


Lyophyllum属のきのこ


昆虫寄生性糸状菌類


外性菌根菌　等


野菜，花に対する病原性


チャへの病原性，菌の再分離


病原性および括抗作用


植物病原菌に対する括抗作用


キノコに対する病原性，生理活性物質


菌株の同定


菌株の同定


血清学的性状


動物感染試験


プラスミドプロファイル


抗血清作出


培養細胞に対する感染性および増殖性


動物に対する病原性


細胞毒性等


マイコトキシン生産性


製パン特性，遺伝子解析　等


酵素生産性


アルカリ性耐性　等


乳酸生成量　等


糖質分解酵素生産能


樹脂胴枯病菌及びヒノキ漏脂病菌の病原性　等


きのこの同定


昆虫に対する病原力







場　　　　所　　　　主　な　収　集　対　象　微　生　物　　　　　　　　　　　　　　　主　な　特　性　評　価　項　目


中央水産研究所　高圧微生物


養　殖　研　究　所　連鎖球菌症病原菌，ビブリオ病病原菌


ウナギ鯉病病原ウイルス


一般魚類及び養殖魚類に対する病原性


魚類に対する病原性







6．委託試験結果（VA菌根接種源の保存，協和発酵工業株式会社）


1．課題の分類 生物資源 遺伝資源 保存増殖


2．研究課題名　VA菌根菌接種源の保存方法の検討


3．予算区分　　遺伝資源事業（委託）　4．研究期間　　継平2（昭63～）


5．担　　当　　協和発酵工業株式会社筑波研究所


6．日　　的


宿主作物への感染能の高いVA菌根菌接種源の作成と，その活性を低下させない長期保


存方法について検討する。


7.試験研究方法


目的とするVA菌根菌接種源作成の前段階の試験として,単一胞子に由来するオリジナ


ルの接種源を使用し,胞子の活性を低下させないで長期間保存する方法を検討した。前年


度から継続して,バーミキュライト粉体の含水ケーキ中にVA菌根菌(Glomus sp.)の胞


子を分散させて作成した接種源を,市販の酸素吸着剤とともに通気性の低い密閉容器内に


保存して,その保存安定性を観察した。また,本年度新たに,含水率を変えた上記のバー


ミキュライトのVA菌根菌接種源を調整し,密閉容器内に保存して,接種源の乾燥度と保


存安定性の関係を観察した。


8.結果の概要・要約


VA菌根菌胞子の保存安定性が酸素のない状態の密閉容器内でどのような傾向を示すの


かを,前年度から継続して検討した。 VA菌根菌胞子の保持資材としてバーミキュライト


粉体を使用し,これの含水ケーキ(含水率30%　中にGlomus属に属するVA菌根菌101


菌)の胞子を分散させてVA菌根菌接種源を調整した。このVA菌根菌接種源の保存容器


として通気性の非常に低いポリ塩化ビニリデン袋を使用し,この袋に市販の酸素吸着財を


添加することによって酸素のない保存状態を作りだした。そして, 4℃ (冷蔵庫, 25℃


(恒温培養器, 45℃ (恒温培養器)で, 1年間保存した。保存したVA菌根菌接種源の保


存安定性を観察するため,接種源から胞子を分離し,無菌的に寒天平板培地上移植し, 25


℃で3週間暗所培養した後,実体顕微鏡下で胞子の発芽率を測定した。その結果, 4℃で


は酸素の有無にかかわらず,保存試験開始前に比較して,有意な発芽率の低下は認められ


なかった(第1表) 。一方, 25℃, 45℃保存では長期間の加温保存により胞子が完全に乾


燥し,死滅したため,発芽率の測定はできなかった。本年度新たに, VA菌根菌接種源の


乾燥度と保存安定性の関係を観察する試験を開始した。含水率が5, 10, 20, 30%となる


ように上記と同様にバーミキュライトのVA菌根菌接種源を調整し,できるだけ水分の蒸


散を防ぐためにポリプロピレン製の密閉容器を使用し, 4℃ (冷蔵庫)と25℃ (恒温培養


器)で, 3カ月保存した(保存継続中) 。保存したVA菌根菌接種源の保存安定性を観察


するため,上記と同様に胞子の発芽率を測定した。その結果,どちらの保存温度,どの舎


水率の接種源においても,保存試験開始前に比較して,有意な発芽率の低下は認められな


かった(第2表) 。


－84－







9．成果の具体的数字


第1表　保存容器の種類とVA菌根菌接種源胞子の発芽率の関係


（％，寒天平板培地上25℃　3週間）


保 存 容 器 と し て の 袋 の 種 類 と 一 年 間 保 存


酸 素 吸 着 剤 の 有 無 4 ℃


プ ラ ス チ ッ ク 袋 （通 気 性 高 い ） 5　0 ．1


ポ リ塩 化 ビ ニ リ デ ン袋 （通 気 性 低 い ） 5　8 ．0


ポ リ塩 化 ビ ニ リ デ ン袋 ＋ 酸 素 吸 着 剤 5　2 ．3


（註）保存開始前の発芽率（54．1％）に比較して，有意な差はみ
られなかった。


第2表　保存したVA菌根菌接種源種の含水率と胞子の発芽率の関係


（％，寒天平板培地上25℃　3週間）


含　 水　 率 （％ ）


3　 カ　 月　 間 保 存


4 ℃ 2 5 ℃


5 5　2 ． 8 4　3 ． 9


1 0 4　8 ． 1 4　9 ． 9


2　0 5 1 ． 1 4　6 ． 8


3　0 5 1 ． 0 5　3 ． 2


（註）保存開始前の発芽率（48．5％）に比較して，有意な差はみら
れなかった。


10．今後の問題とその対応


（1）VA菌根菌接種源の胞子の長期保存方法として，VA菌根菌接種源の形態，水分，保


存時の容器，温度，湿度，などの条件を検討する。


（2）VA菌根菌接種源の乾燥化条件を検討するため，胞子の発芽と共生能に及ぼす乾燥の


影響を観察する。







7．微生物遺伝資源の配布


（1）微生物遺伝資源の配布実績


（平成2．4．1～平成3．3．31）


区　　 分


国 立 機 関 公 立 機 関 大　　　 学 民間その他 外　　　 国 合　　 ・計


件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 数 量


細　　　　 菌 13 255 3 10 10 48 27 90 1 1 54 404


・糸 7　状　 菌 14 117 5 22 4 251 26 104 49 494


植物 ウイルス 2 3 1 1 5 16 8 20


動物 ウイルス 2 2 1 1 1 1 3 3 7 7


原　　　　 虫 1 1 2 ・2 3 3


放　 線　 菌 1 1 4 4 5 5


酵　　　　 母 1 3 5 6 6 ・9


合　　 計 ・ 33 381 ’ 11 35 15 300 72 225 1 1 132 942


（2）微生物遺伝資源の売払実績


区　　　 分 件 数 数 量 金　　 額


民 間


企　　 業 53 213 1 ，299 ，300 円


私 立 大 学 3 10 61 ，000 円


公 立


研 究 機 関 8 34 207 ，400 円


教 育 機 関 1 2 12 ，200 円


合　　　 計 ， 65 259 1，579 ，900 円
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（3）微生物遺伝資源の配布実績累計


（昭和62年9月～平成3年3月）　　　　　　　　　　　　　　　　（平成3年3月31日現在）


区　　 分


国 立 機 関 公 立 機 関 大　　　 学 民 間 そ の 他 外　　　 国 合　　　 計


件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 数 量 彿 数 数 量 件 数 数 量 件 数 数 量


細　　　　 菌 37 379 10 22 31 143 71 ・ 265 4 8 153 817


糸　 状　 菌 33 256 10 33 13 327 68 267 ．124 88 3


植 物 ウイ ル ス 6 9 2 3 2 3 11 28 1 1 22 44


動 物 ウイ ル ス 2 2 16 17 6 6 11 12 1 2 36 39


原　　　　 虫 2 2 1 1 2 2 5 5


マイコプラズマ 1 1 1 1


琴　 線　 菌 1 1 5 5 6 6


酵　　　　 母 1 3 5 6 6 9


合　　 計 8 1 651 39 76 ’53 480 174 586 6 11 353 1804
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Ⅲ　参　考　資　料







〔参　考〕


1．農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程


第18162号昭和62年9月1日　火曜日　　　官　　　報


○
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
七
号


農
業
生
物
資
源
研
究
所
試
験
研
究
用
微
生
物
遺
伝
資
源


配
布
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


昭
和
六
十
二
年
九
月
一
日


農
林
水
産
大
臣
　
加
藤
　
六
月


農
業
生
物
資
源
研
究
所
試
験
研
究
用
微
生
物
遺
伝


資
源
配
布
規
程


（
趣
旨
）


第
一
条
　
農
業
生
物
資
源
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と


い
う
。
）
が
行
う
試
験
研
究
用
の
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配


布
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。


（
定
義
）


第
二
条
　
こ
の
規
程
に
お
い
て
「
微
生
物
遺
伝
資
源
」
と


は
、
研
究
所
の
扱
う
微
生
物
（
原
虫
を
含
む
。
）
、
線
虫


及
び
培
養
細
胞
を
い
う
。


（
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
及
び
価
格
）


第
三
条
　
研
究
所
は
、
そ
の
保
管
す
る
微
生
物
遺
伝
資
源


を
一
株
一
本
に
つ
き
六
千
円
で
配
布
す
る
も
の
と
す
る
。


（
配
布
の
申
請
）


第
四
条
　
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
よ
う
と
す
る


者
は
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
単
に


「
申
請
書
」
　
と
い
う
。
）
　
を
農
業
生
物
資
源
研
究
所
長


（
以
下
「
研
究
所
長
」
と
い
う
。
）
　
に
提
出
し
な
け
れ
ば


な
ら
な
い
。


（
配
布
の
制
限
等
）


第
五
条
　
研
究
所
長
は
、
前
項
の
規
程
に
よ
る
申
請
書
の


提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
微


生
物
遺
伝
資
源
の
不
足
そ
の
他
の
相
当
な
理
由
が
あ
る


と
き
は
、
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
拒
み
、
又
は
そ


の
数
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


（
代
金
の
納
付
）


第
六
条
　
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
よ
う
と
す
る


者
は
、
そ
の
代
金
を
、
研
究
所
長
の
定
め
る
期
日
ま
で


に
、
現
金
を
も
っ
て
又
は
そ
の
発
行
す
る
納
付
告
知
書


に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


（
譲
渡
等
の
制
限
）


第
七
条
　
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
当


該
微
生
物
遺
伝
資
源
を
自
己
の
試
験
研
究
の
用
に
供
す


る
も
の
と
し
、
第
三
者
に
使
用
さ
せ
、
又
は
譲
渡
し
て


は
な
ら
な
い
。


（
変
更
の
届
出
）


第
八
条
　
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
当


該
微
生
物
遺
伝
資
源
を
用
い
て
行
お
う
と
す
る
試
験
研


究
に
つ
い
て
、
申
請
書
に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
を
生


じ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る


届
出
書
を
研
究
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


（
試
験
研
究
結
果
等
の
報
告
）


第
九
条
　
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
当


該
微
生
物
遺
伝
資
源
に
係
る
試
験
研
究
が
終
了
し
た
と


き
は
、
遅
滞
な
く
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
報
告
書


を
研
究
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


第
十
条
　
研
究
所
長
は
、
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受


け
た
者
に
対
し
、
当
該
微
生
物
遺
伝
資
源
に
係
る
試
験


研
究
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で


き
る
。
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試験研究用微生物遺伝資源配布申請書
年　　月　　日


農業生物資源研究所長殿
住所
氏名　（法人にあっては，名称及び


代表者の氏名）
⑳


農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第4条の規定により，下記のとお
り試験研究用微生物遺伝資源の配布を申請します。


記


1配布を受けようとする試験研究用微生物遺伝資源の種類及び株番号
2　配布を受けようとする試験研究用微生物遺伝資源を用いて行おうとする
試験研究の概要
（1）目的
（2）内容
（3）実施期間
（4）実施場所
（5）実施者


3　取扱方法（復元方法等）書の要否


備考1用紙の大きさは，日本工業規格B5とすること。
2　実施者は試験研究の担当者とする。


試験研究用微生物遺伝資源配布申請書記載事項変更届出書
年　　月　　日


農業生物資源研究所長殿
住所
氏名　（法人にあっては，名称及び


代表者の氏名）
⑳


年　　月　　日付けをもって提出した試験研究用微生物遺伝資源配布申請書の記載事
項に下記のとおり変更を生じたので，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規
程第8条の規定により，下記のとおり届け出ます。


記
1　変更した年月日
2　変更した事項
3　変更した理由


備考　用紙の大きさは，日本工業規格B5とすること。


試験研究用微生物遺伝資源試験研究結果報告書
年　　月　　日


農業生物資源研究所長殿
住所
氏名　（法人にあっては，名称及び


代表者の氏名）
⑳


年　　月　　日付けをもって配布を受けた試験研究用微生物遺伝資源に係る試験研究
が終了したので，農業生物試験研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第9条の規定によ
り，下記のとおり届出します。


記
1　配布を受けた試験研究用微生物遺伝資源の種類及び株番号
2　試験研究の目的及び内容
3　試験研究の実施時期
4　試験研究の成果の概要


備考　用紙の大きさは，日本工業規格B5とすること。
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別
記
様
式
第
一
号
　
（
第
四
条
関
係
）


別
記
様
式
第
二
号
　
（
第
八
条
関
係
）


別
記
様
式
第
三
条
　
（
第
九
条
関
係
）







2．微生物遺伝資源取扱要領の制定について


62農会第1503号


昭和62年9月1日


農林水産技術会議事務局長


林　野　庁　長　官


水　産　庁　長　官


微生物遺伝資源取扱要領の制定について


この度，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程（昭


和62年9月1日農林水産省告示第1227号）が制定されたことに伴い，


微生物遺伝資源の管理，利用を円滑に推進するため，「微生物遺伝資源


取扱要領」を別紙のとおり定めたので，今後，その取扱いに当たって遺


憾なきを期されたい。
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別　紙


微生物遺伝資源取扱要領


第1　趣旨


農林水産省が行う生物遺伝資源の総合的な収集，管理，利用システムにおける微生物遺伝資源の


取扱いについては，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程（以下「配布規程」と


いう。），農林水産省ジーンバンク事業実施要綱（昭和60年7月16日付け60農会第1510号農林水産


事務次官通達。以下「事業実施要綱」という。）及び農林水産省ジーンバンク事業実施要領（昭和


60年7月16日付け農蚕園芸局長，畜産局長，農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長


官通達。以下「事業実施要領」という。）に定めるほか，この要領に定めるところによる。


第2　用語


この要領において使用する用語は，配布規程，事業実施要綱及び事業実施要領において使用する


用語の例による。


第3　微生物遺伝資源の受入れ


1研究所において保管する微生物遺伝資源の受入れ


（1）研究所長が受け入れる微生物遺伝資源は，次に掲げる要件の全てを満たすものとする。


一　微生物の種類，系統（株）名及び来歴が明らかにされていること。


二　形態的特性等のいわゆる一次特性が明らかにされていること。


三　特に危険性が高くないこと，あるいは培養・保存が困難でないこと。


四　保存に必要な一定量の確保がなされていること。


五　現在又は将来の試験研究に有用であると認められるものであること。


（2）微生物遺伝資源部門のサブバンクの長（以下単に「サブバンク長」という。）は，（1）の要


件に該当すると認められる微生物遺伝資源を別記様式第1号（微生物遺伝資源送付書）によ


り研究所長に送付するものとする。


（3）サブバンクの長は，（2）により微生物遺伝資源を送付しようとするときは，あらかじめ送付


する微生物の種類，系統（株）名（株番号），送付時期，送付形態・数量及び送付方法を研


究所長に協議しなければならない。


2　サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源の取扱い


（1）サブバンクの長は，1の（1）の全ての要件に該当すると認められる微生物遺伝資源及び1の


（1）の三以外の要件を満たす微生物遺伝資源であって，当該サブバンクにおいて保管している


もの（1の（2）により送付したものを除く。）について微生物の種類，株番号，配布の可否及


び所在地等の情報を別記様式第2号（微生物遺伝資源所在報告書）により研究所長に報告す


るものとする。
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（2）サブバンクの長は，当該サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源について，別記


様式第2号の記載事項に変更を生じた場合は，速やかにその旨を報告するものとする。


第4　維持及び管理


1　維持


（1）研究所長は，研究所で保管している微生物遺伝資源のうち，在庫量が少なくなったもの又


はアンプル（乾燥状態でアンプルに封入したもの）の復元性等に問題を生じたものについて


は，必要に応じサブバンクの協力を得て増殖及びアンプル作製を行い補充するものとする。


（2）サブバンクの長は，研究所長の依頼に応じ，増殖及びアンプル作製を行うとともに，当該


サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源について，適宣増殖等を行い，研究所長か


ら第5の6の（3）による送付依頼があった場合，速やかに応じられるようにするものとする。


2　管理


（1）研究所長は，研究所で保管している微生物遺伝資源及び第3の2により情報を受け入れた


微生物遺伝資源について，整理番号及び統一した株番号を付した上で微生物の種類，系統


（株）名，来歴等（以下「パスポート情報」という。）を把握整理するものとする。


（2）研究所長及びサブバンクの長は，相互に，緊密に連携をとり，それぞれが保管する微生物


遺伝資源の適正な管理に努めるものとする。


第5　配布


1　配布対象とする微生物遺伝資源


配布対象とする微生物遺伝資源は，次に掲げる要件を全て満たすものとする。


一　増殖能力が十分あり，配布に必要な量の確保が容易であること。


二　アンプルについては，復元力が十分認められること。


三　農林水産省の機関以外の者が種菌法（昭和22年法律第115号）第7条の登録の出願を


行っている品種又は同法第12条の4第1項の品種登録を受けている品種（以下「登録品


種等」と総評する。）に係るものでないこと。


四　植物防疫法（昭和25年法律第151号）第7条の試験研究の用に供するため農林水産大


臣の許可を受けた輸入有害植物のうち，特に我が国が侵入を警戒しているものでないこ


と。


五　農林水産省の機関以外の者の提供等に係る微生物遺伝資源について，当該提供者等が


当該微生物遺伝資源の配布に同意しているものであること。


2　微生物遺伝資源の範囲


配布規程第2条の規定する微生物遺伝資源の範囲は，菌類（かび，きのこ，酵母），細菌類


（細菌，放線菌，リケッチア，マイコプラズマ），原虫，ウイルス（ファージを含む。）等の


微生物，DNA・RNA（微生物に組込んだもの），線虫及び培養細胞とする。


3　配布日録の作成


（1）研究所長は，配布に係る事務の円滑な処理に資するため，配布対象とする微生物遺伝資源
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についての目録（以下「配布目録」という。）を作成するものとする。


（2）研究所長は，微生物遺伝資源の保存状況等を勘案し，必要に応じ配布目録の見直しを行う


ものとする。


（3）研究所長は，配布目録の作成及び見直しに当たって，あらかじめ，農林水産技術会議事務


局長に協議しなければならない。


（4）配布目録は，農林水産技術会議事務局，研究所及びサブバンクに備え置くものとする。


4　配布に関する技術指導等


（1）研究所長は，配布申請者から要求があった場合には，微生物遺伝資源の復元方法等の「取


扱方法」を微生物遺伝資源を送付する際に添付するものとする。


（2）（1）の場合に，サブバンクの保管に係る微生物遺伝資源については，研究所長は当該サブバ


ンクの長に対し「取扱方法」を微生物遺伝資源を送付する際に添付するよう依頼するものと


する。


（3）なお，一般的な取扱方法については，配布目録に記載するものとする。


（4）この他，配布物に関する技術的問い合わせ等については，研究所を窓口とし，サブバンク


に係る専門的事項については，サブバンクの協力を求めるものとする。


5　配布物の管理適正化


研究所長は，配布物の品質等の管理の適性化を図るため，配布者に対し何らかの異常がみら


れた場合には連絡するよう要請するものとする。また，配布申請のあった微生物遺伝資源につ


いて当初保有していた特に重要な形質が，明らかに消失したとみなされる場合には，配布前に


その旨通知し，了承の上で配布する等の措置を講ずるものとする。


6　配布の手続


（1）研究所長は，配布規程第4条に基づく申請があった場合において，配布規程第5条に掲げ


る事実がないと認めるときは，速やかに配布を決定するものとする。ただし，申請のあった


微生物遺伝資源がサブバンクの長の保管に係るものである場合にあっては，当該サブバンク


の長に確認の上，配布の決定を行うものとする。


（2）（1）により配布を決定した微生物遺伝資源が研究所の保管に係るものである場合は，研究所


長は，別記様式第3号による試験研究用微生物遺伝資源配布通知書（以下「配布通知書」と


いう。）を添付して，配布申請者に当該微生物遺伝資源を配布するものとする。


（3）（1）により配布を決定して微生物遺伝資源がサブバンクの保管に係るものである場合は，研


究所長は，配布通知書を添付の上，別記様式第4号（微生物遺伝資源送付依頼書）により当


該サブバンクの長に，当該微生物遺伝資源の配布申請者への送付を依頼するものとする。


（4）（3）の送付依頼を受けたサブバンクの長は（3）により送付された配布通知書を添付して当該微


生物遺伝資源を配布申請者に送付するとともに，その旨を別記様式第5号（微生物遺伝資源


送付報告書）により，毎4半期ごとに研究所長に報告するものとする。
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7　移動の制限を要する微生物等の扱い


（1）配布申請のあった微生物遺伝資源が植物防疫法（昭和25年法律第115号）に基づく輸入有


害植物（輸入有害菌）である場合には，研究所長は，その菌株（微生物遺伝資源）の輸入許


可番号及び菌株番号を付記したうえ，当該微生物遺伝資源の申請者に対し，植物防疫所の譲


受け許可に必要な手続きを行うよう通知するものとする。


研究所長は，当該配布申請者から譲受許可書（写）の送付があった場合には，第5の6に


より速やかに配布するものとする。


なお，研究所長は，譲受許可のあった菌株を，当該配布申請者に対し配布した旨を「輸入


有害菌の分譲報告書」により植物防疫所長あて報告するものとする。


（2）配布申請のあった微生物遺伝資源が家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）に基づく


輸入禁止の家畜の伝染性疾病の病原体である場合には，研究所長又はサブバンクの長は，当


該微生物遺伝資源の配布申請書及び大臣指令書の写しを添付して畜産局長に対し分与許可願


を申請し，分与許可があった場合には，第5の6により速やかに配布するものとする。


なお，研究所長は，当該配布申請者に対し分与許可を要する旨を通知するとともに，分与


許可に必要な資料等を求めるものとする。


（3）このほか，人体への感染等を防止する観点から次の措置を講ずるものとする。


①　人畜に対する危険度から専門度の高い者のみが扱いうると判断される微生物遺伝資源


（パスポート情報における人畜毒性危険度ランク2）の配布は，試験研究機関，法人等の


代表者から申請があった場合に限るものとし，原則として個人に対しては，配布を行わな


いものとする。また，配布に当たっては感染防止のための取扱注意書を添付するものとす


る。


②　人畜に対する危険度から専門家でも注意を要するもの，あるいは危険性が高く特定の者


以外の取扱は危険と判断される微生物遺伝資源（ランク3及び4）の配布は，①同様に，


原則として個人に対しては配布を行わないものとする。また，安全性を確保するため，当


該申請者の実験設備が整備されていること，専門知識を有する者が実験を担当する等，安


全を確保しうる取扱体制が整備されていることの確認を行った上で配布するものとする。


なお，その際の判断基準は，「国立予防衛生研究所病原体等安全管理規程の病原体等取


扱実験室安全設備及び運営基準（以下「予研基準」という。）」を準用するものとし，人畜


毒性危険度ランク3については予研基準の3a程度，ランク4については予研基準の3b


程度の設備及び取扱いが行われることとする。


8　配布の制限


配布規程第5条の規定する「その他の相当な理由があるとき」とは，次に掲げる場合とする。


一　第5の1の配布対象とする微生物遺伝資源でないとき。


二　配布を受けようとする者が配布規程に違反したことがあるとき。


三　配布申請のあった微生物遺伝資源が危険度が高い（人畜毒性危険度ランク3及び4）
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微生物であって，当該申請者の設備・体制等が整備されていないとき。


四　登録品種等について，「植物の新品種の保護に関する国際条約」加盟国への申請が行


える期間内における配布であるとき。


五　この他我が国の農林水産業，食品産業等に重大な悪影響を及ぼすおそれがあるとき。


第6　試験研究結果の報告


1　報告書の送付


研究所長は，第5の6の（3）により送付した微生物遺伝資源について，配布規程第9条の規定


による試験研究結果の報告があった場合には，当該報告書の写しをサブバンクの長に送付する


ものとする。


2　特性情報等の報告の徴収


研究所長は，微生物遺伝資源の配布を受けた者に試験研究の結果，明らかとなった特性情報


等について報告を求めることができる。また，成果の発表に際しては，配布微生物遺伝資源の


株番号の明示を要請するものとする。


第7　実施状況の徴収


研究所長は，微生物遺伝資源の配布を受けた者から配布規程第9条の規定による試験研究結


果の報告がない場合には配布規程第10条の規定に基づく報告の徴収を行う等，配布した微生物


遺伝資源の利用状況等の把握に努めるものとする。


第8　国の機関の配布申請の取扱


（1）国の機関から配布申請に係る配布に伴う微生物遺伝資源の物品上の取扱いについては，物


品管理法第16条の管理換えにより行う。


（2）国の機関からの配布申請に係る配布については，（1）のほか配布規程（第3条，第5条及び


第6条の規定を除く。）及びこの通達（第5の8の規定を除く。）の規定を準用する。


第9　外国政府等との交流


研究所長は，微生物遺伝資源研究における国際協力の重要性に鑑み，外国政府，外国の地方


公共団体，国際機関及び外国の大学との微生物遺伝資源に関する研究協力その他の交流につい


て，国際慣行等に十分配慮しつつその積極的な推進に努めるものとする。
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別記様式第1号


番　　　　　　　　　号


平成　　年　　月　　日


場　（所）　長　　印


微生物遺伝資源送付書


農業生物資源研究所長殿


下記の微生物遺伝資源を「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　　月　　日


付け62農会第　　　号農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通


達）第3の1の（2）の規定により送付する。


記


微生物の種類 株　 番　 号 配布の可否 送付形態及び数量 備　 考


備考　微生物の種類及び株番号は，配布目録に記載されたものを記入する。ただし，


新規のものについては，パスポートデータ表に記入した株番号を記入し，備考


欄に※を付記するとともに，パスポートデータ表を添付すること。
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別記様式第2号


番　　　　　　　　　号


平成　　年　　月　　日


場　（所）　長　　印


微生物遺伝資源所在報告書


農業生物資源研究所長殿


下記の微生物遺伝資源を「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　　月　　日


付け62農会第　　　号農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通


達）第3の2の規定により報告する。


記


微生物の種類 株　 番　 号 配布の可否 所在地 （研究室） 備　 考


備考　別記様式第1号の備考の規定は，この様式に準用する。
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別記様式第3号


番　　　　　　　　　号


平成　　年　　月　　日


農林水産省農業生物資源研究所長　印


試験研究用微生物遺伝資源配布通知書


配布申請者殿


平成　　年　　月　　日付けで配布申請のあった試験研究用微生物遺伝資源につ


いては，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第3条の規定によ


り下記のとおり配布する。


記


微生物の種類 株　 番　 号 配布形態


（備考）　申請のあった○○の微生物遺伝資源については，△△の理由により


配布できない。


備考1．この様式の（備考）の記載は，該当がある場合に限る。


字．配布形態の欄には，「アンプル」，「培養状態」及び「その他」の区分


により記載すること。
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別記様式第4号


番　　　　　　　　　号


平成　　年　　月　　日


農業生物資源研究所長　印


微生物遺伝資源送付依頼書


場（所）長　殿


下記の微生物遺伝資源について，配布申請があったので，貴職から送付されたく


「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　月　　日付け62農会第　　　号農


林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達）第5の6の（3）の規


定により依頼する。


記


配　 布　 中‘請　 者 配布する微生物遺伝資源


氏　　　 名 住　　　 所 微 生 物 の
線 番 号 配布形態


（又は名称） （送付先） 種　　 一類


備考　別記様式第3号の備考の2の規定は，この様式に準用する。
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別記様式第5号


番　　　　　　　　　号


平成　　年　　月　　日


場　（所）　長　　印


微生物遺伝資源送付報告書


農業生物資源研究所殿


貴職から送付依頼のあった微生物遺伝資源を下記のとおり送付したので，「微生


物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　　月　　日付け62農会第　　　号農林水産


技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達）第5の6の（4）の規定によ


り報告する。


記


送　 付


依　 頼


年月日


配布申請者


配布 した微生物遺伝資源


送　 付 ′先
送　 付


年月日微生物の


種　　 類
株 番 号


配　 布


形　 態


備考　別記様式第3号の備考の2の規定は，この様式に準用する。
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（参　考）


取扱方法の参考様式（例）


平成　　年　　月　　日


配布申請者殿


農林水産省農業生物資源研究所


取扱方法（アンプルの開封，復元方法）について


配布いたしました微生物遺伝資源のアンプルは凍結乾燥アンプルです。アンプル


の開封及び復元は次のように行ってください。


1．アンプルの開封


（1）アンプルの先端から3cm程度の所にヤスリで傷をつける。


（2）アンプルの外面をアルコールで湿したガーゼ等で拭いて殺菌する。


（3）アンプルを滅菌ガーゼ等で包み，傷をつけた部分で注意深く折る。


2．開封後は直ちに滅菌したパスツールピペットを用いて液体培地を0．3～0．4ml程


度加え，よく撹はんして懸濁させた後，培養液5～6mlが入った試験管に移植す


る。同時に一部を斜面培地にも移植するのが望ましい。


また，育成に長時間を要することがあるので，通常の培養日数の2倍以上の期


間は培養を続けてください。


3．なお，アンプルを直ちに開封しない場合は冷蔵庫に保存してください。


〔培養条件〕


（1）復元培養基


（2）温度条件


（3）その他の条件


〔間合先〕
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取扱注意書の参考様式（例）


平成　　年　　月　　日


配布申請者殿


農林水産省農業生物資源研究所


取扱上の注意事項について


配布いたしました下記の微生物株は，稀に感染・発病するおそれがあります。


（国立予防衛生研究所病原体等安全管理規程における危険度2b程度）


取扱いには，感染防止のため次の事項を厳守してください。


1．実験室の実験区域を限定した上で用いる。


2．微生物が空中に飛散するおそれのある実験は，生物学用安全キャビネットの中


で行う。


3．実験中は一般外来者の立入りを禁止する。


4．実験に用いた器具及び培養物は終了後滅菌処理をする。


記


微生物の種類 株　 番　 号 学　　　 名
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要請事項の参考様式（例）


平成　　年　　月　　日


農林水産省農業生物資源研究所


配布を受けられた皆様へのお願いについて


配布申請者殿


1．配布された微生物遺伝資源について何らかの異常がみられた場合には，多少に


かかわらずお知らせください。


2．配布された微生物遺伝資源を用いた研究成果を学会などで発表する場合には，


当該微生物遺伝資源の株番号を明示してください。


3．なお，発表された資料等については当研究所に送付してください。


4．また，配布された微生物遺伝資源に係る特許出願等を行う場合には，当研究所


に連絡してください。


〔連絡先〕　茨城県つくば市観音台2－1－2


農業生物資源研究所　遺伝資源第二部　遺伝資源管理情報科


TEL O298－38－7050
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ま　　え　　か　　き


我が国農林水産業，食品産業等の今後の発展を図るためには，バイオテクノロジー等先端技術


の開発を積極的に推進していくことが不可欠であり，今後その基盤である生物遺伝資源の確保は


ますます重要となっている。


しかしながら，現在，我が国が収集・保存している生物遺伝資源は，今後の利用範囲の拡大に


的確にこたえていくためには不十分であり，また，欧米諸国に比して立ち遅れている状況にある。


更に、地球的視野で生物遺伝資源の斌存状況をみた場合，品種の均一化　熱帯林の減少等により，


貴重な生物遺伝資源が急激に滅失してしまうおそれがあり，生物遺伝資源の保存が緊急の課題と


なっている。


このため，昭和60年度から，植物，動物，微生物，水産生物（林木については昭和62年度から）


の農林水産生物遺伝資源全般について、全国の試験研究機関，種苗管理センター，種畜牧場（平


成2年10月より家畜改良センター）及び林木育種場の機関の機能，立地条件を生かし，これらの


各機関の有機的，組織的連携協力の下に国内外の遺伝資源の探索導入及び保存を行うとともに，


それらの遺伝資源の特性を調査評価してデータベース化し，遺伝資源及び遺伝育種情報を国公立


試験研究機関，民間，大学等に提供する総合的管理利用システム（農林水産ジーンバンク）の整


備者進め，遺伝資源，遺伝資源情報の収集，管理の充実強化を図っているところである。


本報告書は，この農林水産省ジーンバンク事業のうち，植物遺伝資源部門について，平成2年


度の事業実績をとりまとめたものである。植物遺伝資源を利用した研究，技術指導，事業の円滑


な推進等に役立てていただければ幸いである。


平成3年8月


農業生物資源研究所長


日野　稔彦
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I　植物遺伝資源部門事業実施体制


1植物遺伝資源部会開催要領


1．趣　　旨


農林水産ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，植物遺伝資源部会（以下「部会」と


いう。）を設定する。この部会は，植物遺伝資源に関する事業の円滑な推進に資するため，省


内関係者のほか，民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取しつつ，事業の運営に関す


る基本的な事項について協議するために開催する。


2．構　　成


部会の構成員は，部会長叉はサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中から部会長が


依頼する。


3．事務局長


部会の円滑な運営を図るため，部会に事務局長を置く。事務局長は農業生物資源研究所遺伝


資源調整官とし，部会長を補佐する。


4．協議事項


部会は，植物遺伝資源の収集，整理，利用等の事業の運営に関する基本的事項について協議


する。


5．庶　　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画連絡室において処理する。
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2‘植物遺伝資源部会構成


〔学識経験者〕


国立遺伝学研究所


筑波大学農林学系


茨城県農業試験場


サッポロビール㈱


植物工学研究所


〔場　　　所〕


農業研究センター


草地試験場


野菜・茶業試験場


果樹試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


北海道農業試験場


東北農業試験場


北陸農業試験場


中国農業試験場


四国農業試験場


九州農業試験場


種苗管理センター


家畜改良センター


農業生物資源研究所


所　長（理事）


総合研究官


作物第一部長


作物第二部長


育種部長


野菜育種部長


茶栽培部長


育種部長


生産技術部長


基盤技術研究部長


飼料資源部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長


企画管理課長


北海道中央農場長


長野牧場長


森島　啓子


菊池　文雄


新妻　芳弘


東　　　修


佐藤　尚雄


鈴木　　守


山下　　淳


長谷川寿保


簗瀬　好充


安田　　環


吉田　義雄


村上　　毅


村田　伸夫


佐藤信之助


西部　幸男


星野　孝文


渡辺　　泰


花井　雄次


永田　伸彦


中村　文夫


田中　　智


窪田　　葵


所　　長　　　（部会長）　日野　稔彦


遺伝資源調整官（事務局長）川口　数美


遺伝資源第一部長　　　　　鈴井　孝仁


遺伝資源第二部長　　　　　田中　弘敬


＿－　　rj　　－＿


乙J


教　授


教　授


場　長







農林水産技術会議事務局　　　　連絡調整課課長補佐　　　　片山　恵之


植物遺伝資源係長　　　　　佐々木信秋


宮下　　進
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3　植物遺伝資源部会の開催


第7回　植物遺伝資源部会


日　時：平成3年2月22日（金）13：30～17：00


場　所：農業生物資源研究所


出席者：別紙出席者名簿のとおり


挨　拶


農業生物資源研究所　　　日野所長


農林水産技術会議事務局　片山課長補佐


議　事（進行　田中遺伝資源第二部長）


1．経過報告


・平成2年度ジーンバンク事業実施経過および平成3年度予算が資料によって報告された。


・平成2年度植物遺伝資源ワーキンググループ打ち合わせ会議（第1回，第2回）の報告が


行われた。


2．平成2年度事業実績と平成3年度事業計画について


（1）収集受入


・収集受入品の無毒化，国内・国外探索収集の平成2年度実績および次年度計画が報告・了


承された。


・平成3年度の国外探索については，麦類・熱帯亜熱帯・いも類のほかソ連との共同探索が


実現可能な場合にはこれを優先する事が了承された。


・国内探索の順位決定にあたっては，機械的な順位によるのでなく緊急度を考慮してほしい


との要望があった。これについては，キューレーターを通じてワーキンググループ打ち合


わせ会議で検討することを原則にしたいとの意向が示された。


・県職員の探索隊への参加を，県は歓迎するとのコメントがあった。


・大学や民間のコレクションを受け入れる機会も促進できることが紹介された。


（2）特性評価・データベース化


・特性評価マニュアルの未定稿が紹介され，平成2年度の評価事業の進捗状況が報告された。


平成3年度の予定については一覧表によって示された。これは，次年度予算配分の基準と


される。


・データベース・パスポートデータの整備についての報告があった。次年度からは新書式の


パスポートデータ記入表が適用されることが了承された。


・以上により，特性評価・データベース化の平成2年度実績および平成3年度計画が承認さ


れた。
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（3）保存・増殖


・保存・増殖事業における平成2年度実績および平成3年度の予定について報告・了承され


た。


3．平成4年度までのジーンバンク事業（第I期）取りまとめ及び平成5年度以降（第Ⅱ期）


の事業の進め方について


（部会内で将来の報告について提案・論議された意見）


・対策計画の策定に当たっては，大学等研究機関との情報交換を行い効率的に探索隊を派遣


するべきではないか。


・将来の探索収集は，野生種や一次・二次中心地以外の地域も対象として考えてはどうか。


・将来の遺伝資源事業では，素材化につながる評価と栄養体における保存技術の確立が重要


なポイントになる。これらの分野では，新技術の積極的な導入がジーンバンク事業の発展


に大きく寄与するであろう。


・増殖・保存部門を強化するためには，種苗管理センターや県などの機関と組織的な連携を


密にして行くことが有効である。そのためには，遺伝資源保存・増殖における栽培・採種


技術の移転を横極的に進める必要がある。（これに対して，種苗管理センター側も積極的


に対応して行く考えであることが示された。）


・公園や自然保護区などにおける現地保存をジーンバンク事業に取り入れてはどうか。（こ


れに対して，育種素材を提供するというスタンスでジーンバンク事業を考える場合，自然


保護的な面を強調していくことが必要かとの疑問もあった。）


・国際間での遺伝資源交流を活発化するため，研究情報網を強化するような組織づくりが必


要である。


・遺伝資源事業に，民間の協力を取り入れ，基金づくりなどを考えてはどうか。
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第7回植物遺伝資源部会出席者名簿


（平成3年2月22日　農業生物資源研究所　本館大会議室）


所　　　　属　　　　　　　　役　　　職　　　　　　　氏　　名


国立遺伝学研究所


筑波大学農林学系


茨城県農業試験場


サッポロビール㈱


植物工学研究所


農蚕園芸局


農林水産技術会議事務局


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


北海道農業試験場


東北農業試験場


北陸農業試験場


中国農業試験場


四国農業試験場


九州農業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


種苗管理センター


家畜改良センター


教　　授


教　　授


場　　長


所　　長（理事）


種苗課課長補佐


種苗課審査運営係長


畑作振興課いも類係長


連絡調整課課長補佐


連絡調整課植物遺伝資源係長


森島　啓子


菊池　文雄


新妻　芳弘


東　　　修


早川　泰弘


栗原　　眞


来島　孝泰


片山　恵之


佐々木信秋


総合研究官


作物第一部長


作物第二部長


育種部長


育種部長


野菜育種部長


茶栽培部長


飼料資源部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長（代）


作物開発部長（代）


作物開発部長


生産技術部長（代）


基盤技術研究部長


企画管理課長


北海道中央農場長（代）


管理情報係


長野牧場長
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佐藤　尚雄


鈴木　　守


山下　淳


長谷川寿保


吉田　義雄


簗瀬　好充


安田　　環


佐藤信之助


西部　幸男


星野　孝文


田谷　省三


伊藤　呂光


永田　伸彦


片桐　幸逸


村田　伸夫


中村　文夫


鈴木　誠二


庄司　　昇


窪田　　葵







所　　　　属　　　　　　　　　役　　　職　　　　　　　氏　　名


農業生物資源研究所 所　　長（部会長）


遺伝資源調整官（事務局長）


遺伝資源第二部長


植物探索導入研究チーム


情報システム研究チーム長


植物生殖質保存研究チーム長


遺伝資源管理情幸田斗


業務管理課長


－　7　－


日野　稔彦


川口　敏美


田中　弘敬


長峰　　司


江川　宜伸


河瀬　真琴


勝田　真澄


関島　　稔


服部金次郎


梅原　正道


宮崎　尚時


石川　雅也


木村　良二


山口　栄二


椎名　次男


服部　紳二


根本ひろみ


羽鳥　満治







4　植物遺伝資源部会ワーキンググループ


1）　運　営　要　領


1．植物遺伝資源部会長（農業生物資源研究所長）の活動を補佐し，部会の円滑な運営を図るた


め，ワーキンググループ（以下，WGと略す）を設ける。WGの事務局長は，植物遺伝資源部


会の事務局長とする。


2．WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研究室長等で


構成する。


3．WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，報告等に必


要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係試験研究機関相互の緊密な連携を図り，


部会の緊密な連携を図り，部会の円滑な運営に資する。


4．WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の承認のもと


に実施する。計画の細部等については，事務局長がWGに依頼して検討を行い，部会長の承認


のもとに実施し，部会に報告する。


5．WGの事務局長は，必要に応じ，若干名の幹事をWGのメンバーから指名することができる。


また，特定の問題を解決するため，WGのメンバー及びそれ以外の者から指名し，検討チーム


を必要な時期に設けることができる。


6．WGの庶務は，部会の庶務とあわせて，農業生物資源研究所企画連絡室で行う。
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2）　構　　　　成


場　　　　所 役　　職　　　　　　氏　　名


農業生物資源研究所


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


（金谷）


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


植物探索導入研究チーム
主任研究官


情報システム研究チーム長


情報システム研究チーム
主任研究官


遺伝資源第二部長


植物生殖質保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


遺伝資源管理情報科
主任研究官


稲育種法研究室長


麦導入保存研究室長


資源作物研究室長


甘しょ育種研究室長


豆類育種研究室長


育種素材研究室長


育種第4研究室長


育種第4研究室長


線化植物研究室長


育種法研究室長


桑育種工学研究室長


主任研究官


－　9　－


川口　敷美


鈴井　孝仁


長峰　　司


関島　　稔


梅原　正道


田中　弘敬


宮崎　尚時


牧田　道夫


木村　良二


小川　紹文


吉田　　久


古明地通孝


樽本　　勲


喜多村啓介


中嶋　紘一


真田　哲朗


吉川　宏昭


平田　良樹


近藤　員昭


片桐　幸逸


高林　　実







3）ワーキンググループの開催


1．平成2年度植物遺伝資源部会ワーキンググループ第1回打ち合せ会


日　時：平成2年11月14日（水）13：30～17：30


場　所：農業生物資源研究所


出席者：別紙出席者名簿のとおり


挨　拶


農業生物資源研究所　　　川口遺伝資源調整官


農林水産技術会議事務局　佐々木係長


議　事（進行：田中遺伝資源第二部長）


1．平成2年度部会委員，ワーキング委員について


人事異動に伴う委員の変更（資料）が報告された。


2．平成4年度までのプロジェクトのまとめ方


第I期事業のプロジェクト開始時の目標を達成するため，以下のことを行う。（資料）


（1）収集について


今後77千点の収集，導入を行うため，積極的な分譲，交換の依頼を考える。このための


導入を努力する。特に，国際機関との交換を促進するためキューレーターの協力を仰ぐ。


（2）分類，同定及び評価について


本年度作成されたマニュアルに基づいた評価事業を進める。現時点における一次特性調


査の未調査部分は今後とりまとめる。


（3）増殖及び保存について


再増殖の点数はほぼ目標に達しつつある。今後は増殖の難易によって生じている作物間，


品種間のアンバランスを是正していく必要がある。平成5年度予算要求時には，難増殖種


子（他殖，虫蝶等）の積極的な増殖ができるような予算措置が行える工夫を考える。


（4）情報について


配付目録は，引き続き改訂を行うとともにフロッピー化についても検討する。来年度か


らは，地域農試から直接センターバンクのデータベースへアクセスできる見込みである。


今後農林水産省の全遺伝資源の保存目録を作成する予定である。


3．平成2年度事業の推進について


（1）収集，受入


①ソ連探索は前回集計した希望を参考にして，今後2国問で協議を進める。（資料）②


国内探索希望調査における植物種類内の希望は調整する。③海外探索について，今年度は
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現在3隊が終了，豆類は折衝中である。来年度の予定に入りそうな所は早めの準備をお願


いしたい。④収集品の所在を明確にし安全に保存するため，元種の半量をセンターバンク


の種子貯蔵庫へ保存することとする。この際センターバンクがパスポートデータを作成す


る。栄養系についてはセンターバンクからサブバンクへ全量分譲する形をとる。この体制


にした場合の諸問題は今後つめていく。


（2）特性評価，データベース化


①　パスポートデータの取扱い　ジーンバンク事業として保存している遺伝資源につい


て実態に合わせてすべて登録する。パスポートデータの様式を保存されている遺伝資源の


実態に合わせるための変更を行う。変更に伴い，サブバンクは未登録データの入九　移管


済み重複保存品のセンターバンクへの連絡を行う。移管にともなうパスポートデータの流


れを統一する。（資料）パスポートデータ様式の変更については，記入表の場合はすぐに


でも新様式が使用できるが，フロッピィーディスクでの対応にはしばらく時間がかかる。


②　特性評価　本年度から特性調査マニュアル（未定稿，平成2年7月作成）に基づい


て評価事業を進める。特性調査の記入表と計画表の様式（資料）はキューレーターと調整


した上，センターバンクから各担当研究室へ発送する。


（3）保存，増殖


来年度計画の取りまとめ（資料）をキューレーターに依頼する。リストは在庫量，発芽


率によって整理してキューレーターへ渡す。増殖先にはデータベース情報（整理番号，品


種名等）を記入した1次特性評価記入表を配布して調査を依頼する。


4．その他


新規参入希望研究室（資料）は現在4研究室が申し込み中である。


平成2年度植物遺伝資源部会は2月22日に開催予定であり，次回のワーキンググループは


その10日～1週間前に開く。


麦類キューレーターより配布目録における分類についての紹介（別紙）があり，これを


受けて今後センターバンクで対応を行う。
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平成2年度植物遺伝資源部会　第1回ワーキンググループ会議出席者名簿


平成2年11月14日（水）


所　　　属　　　　　　　　役　　職　　　　　　氏　　名


農林水産技術会議事務局


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


（金谷）


蚕試・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


農業生物資源研究所


連絡調整課


稲育種法研究室長


麦導入保存研究室長


資源作物研究室長


甘しょ育種研究室


豆類育種研究室長


育種素材研究室長


育種第4研究室長


育種第4研究室長


緑化植物研究室長


育種法研究室長


桑育種工学研究室長


主任研究官


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


植物探索導入研究チーム


佐々木信秋


小川　紹文


吉田　　久


古明地通孝


田宮　誠司


喜多村啓介


中嶋　紘一


真田　哲朗


古川　宏昭


平田　良樹


近藤　貞昭


片桐　幸逸


高林　　実


川口　教美


鈴井　孝仁


田中　弘敬


長峰　　司


江川　宜伸


河瀬　真琴


勝田　真澄


関島　　稔


梅原　正道


服部金次郎


宮崎　尚時


石川　雅也


牧田　道夫


木村　良二


山口　栄二


情報システム研究チーム


植物生殖保存研究チーム


遺伝資源管理情報科
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所　　　　属 役　　　職　　　　　　氏　　名


農業生物資源研究所 遺伝資源管理情報科


業務管理課


業務科長


椎名　次男


服部　紳二


根本ひろみ


羽鳥　満治


星　　勝美


菅野　勝則


久保村安衛
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2．平成2年度植物遺伝資源ワーキンググループ第二回打ち合わせ会


日　時：平成3年2月6日（水）13：30～17：10


場　所：農業生物資源研究所


出席者：別紙出席者名簿のとおり


挨　拶


農業生物資源研究所　　　川口遺伝資源調査官


農林水産技術会議事務局　佐々木係長


議　事（進行　田中遺伝資源第二部長）


1．経過報告


平成2年度ジーンバンク事業実施経過および平成3年度予算が資料によって報告された。


2．平成2年度事業実績と平成3年度事業計画についての討議事項


（1）収集受入


・平成3年度国内探索収集計画は，上位6課題を候補として遺伝資源部会に提出する。同一


部門から上位に2課題が提出されている果樹では，優先順位の高い課題（九州地方のモー


バングリ並びに三度栗の収集）のみとする。


・平成3年海外探索ではソ連との共同探索が初めて実現する可能性があるので，長期計画の


上位4課題に1課題上積みした計5課題を遺伝資源部会に提出して検討を行う。ソ連探索


は，遺伝資源調整官の折衝結果によって牧草飼料（シベリア地域）と果樹部門（コーカサ


ス地方）が計画する。


・熱帯・亜熱帯および雑穀・特用部門で計画されている収集は一部地域が重複する可能性が


あり，共同探索が可能かどうかも含めて検討する。


・探索隊のメンバーについては国研からは旅費の関係で全部で2名までしか派遣できないの


で，各隊の人選を調整する必要がある。


・果樹の導入には，植防（横浜・大和）との頻繁な打ち合わせが必要であるので旅費などの


予算措置を考慮願いたいとの要望があった。


・センターバンクにおける貯蔵点数目標を達成するためなお一層の努力が必要である。セン


ターバンクは植物種類別責任者と個別に折衝し，受け入れ点数の上積みを図り部会に提出


する。


・地方番号系統・農林登録品種をできるだけセンターバンクへ入れる。特に交配母本として


実績を持っ系統は必須である。現在のサブバンク保存状況をセンターバンクリストと照合


し，末受入品の導入をすすめる。


・イネについては玄米による導入が考えられるが，栽培可能点数に限りがあるため検討を要
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する。


（2）特性評価・データベース化


・特性評価マニュアルは7月に本印刷を行う予定が承認された。現在の未定稿についてはこ


れに間に合うように検討を終わらせたい。


・マニュアルが未完成の作物への対応を含めた将来の加筆訂正については，未定稿の追補版


を作成することによって対応してゆく。


・特性評価データの提出期限は3月末である。増殖の場合の1次特性調査は，識別形質の


チェックと考えこのデータをセンターバンクへ戻すことをすすめていただきたい。


（3）保存・増殖


・資料に基づいて平成2年度の実績，平成3年度の計画についてセンターバンクより説明し


た。


・保存目録の作成は，品種名など記載に不揃いがあり，現在データの修正作業を行っている。


3月初めに原稿をサブバンクに送付し，チェックする。初めは未定稿の形で出し，順次整


備していく。実際の目録印刷は来年度となる。初版のボリュームは，2，500貢程度（約12


万点）になる予定である。技会に釆年度予算の計上をお願いする。


・栄養体保存について，栄養体保存実績ということになれば　サブバンクが保存するいも類，


果樹類，熱帯作物など栄養体の点数を（二重保存も含めて）センターバンク同様に作表し，


部会資料に加えるべきである旨発言があり，センターバンクで検討することになった。


・保存の予算については基本的には保存点数に基づいて算出するが，二重保存の分も加算さ


れている。


・他殖性作物は増殖すると元種子と遺伝的に同じものではなくなる。そこで増殖により受入


時から何世代経過しているかはっきりさせるべきである旨意見が出たが，現在センターバ


ンクでは，受入れ後何世代経過しているかは在庫管理システムで整理はほぼ終わっている。


・予算的には，増殖は予算が取りにくい面もあるが，今後検討する。


3．平成5年度以降の事業の進め方について


・資料に基づいて連調課より説明があった。主な質疑は以下のとおりである。


・第二期事業の計画の策定にあたり，「農林水産生物遺伝資源管理利用のありかた（昭和60


年8月）」と照らして検討を行うとあるが，その後の情勢の変化を取り入れる必要がない


かとの質問があり，当然新たに取り入れる部分があっても良いと回答された。


・「国際協力の視点」に立って事業を進めるのに，途上国での研究協力のための組織に参加


する，あるいは遺伝資源の研究集会に参加するための予算措置がとれないかと言う指摘が


あった。現状では難しいが，Ⅱ期の予算では，組み替えができるようなflexibleな予算を


考慮したい旨回答された。
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・増殖のためには，短日施設などの増殖施設を筑波（あるいは南の地域）に作っていくこ


とが必要であるとの指摘があった。


・指定試験を種子の再増殖に取り込むことも考慮するべきとの意見があった。


・収集点数に関しては，今の育種に組み込まれていないもの（例えば雑草）の収集を考慮


するべき旨意見があった。


・現在のキューレーター体制の見直しが必要などの意見があった。


・麦類では3万点近くの穂の標本があり，機構改革によって今後の維持が困難になるので，


これらの維持整備を考慮してもらいたい旨の発言があった。


・記述の難しい特性があるので，画像による特性のデータベース化を進めてもらいたい旨


の発言があり，センターバンクとしては，現在検討中であると回答した。


4．その他


ジーンバンク事業への新規加入の申し込みについて説明があり，3課題については資料


を一部修正して遺伝資源部会に提出する事が了承された。
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平成2年度植物遺伝資源部会ワーキンググループ第2回会議出席者名簿


平成3年2月6日


所　　　　属　　　　　　　　役　　　職　　　　　　　氏　　名


農林水産技術会議事務局


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


（金谷）


蚕試・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


熱帯農業研究センター


農業生物資源研究所


連絡調整課


稲育種法研究室長


麦導入保存研究室長


資源作物研究室長


甘しょ育種研究室


豆類育種研究室長


育種素材研究室長


育種第4研究室長


育種第4研究室長


緑化植物研究室長


育種法研究室長


桑育種工学研究室長


主任研究官


基盤技術研究部長


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


植物探索導入研究チーム


佐々木信秋


小川　紹文


吉田　　久


古明地通孝


樽本　　勲


喜多村啓介


中嶋　紘一


真田　哲朗


吉川　宏昭


平田　良樹


近藤　貞昭


片桐　幸逸


高林　　実


相田　伸夫


川口　敢美


鈴井　孝仁


田中　弘敬


長峰　　司


江川　宜伸


河瀬　真琴


勝田　真澄


関島　　稔


梅原　正道


服部金次郎


宮崎　尚時


石川　雅也


牧田　道夫


木村　良二


情報システム研究チーム


植物生殖質保存研究チーム


遺伝資源管理情報科
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所　　　　属　　　　　　　　役　　　職 氏　　名


農業生物資源研究所 遺伝資源管理情報科


業務管理課


業務科長


山口　栄二


椎名　次男


服部　紳二


根本ひろみ


羽鳥　満治


星　　勝美


久保村安衛
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5　植物種類別責任者の設定


（趣旨）


次官通達（要綱），5局庁長通達等により，ジーンバンク事業運営の枠組は示されているが，


当該植物遺伝資源部門のより円滑な運営には，一定の植物種類区分について経常的に関与し，


又精通している者の積極的な参画が必要である。かかる観点から，植物遺伝資源部門における


研究を推進し，その事業の円滑な運営を図るために，別添1の12植物種類につき責任研究室（室


長を責任者とし，以下「植物種類別責任研究者」という。）を設定する。植物種類別責任者は，


センターバンクとの密接な連絡の下に，関与する植物種類についてのジーンバンク事業に係る


企画及び連絡調整の業務を分担するほか，当該事業と通常の育種研究との接点領域において責


任者としての積極的な役割が期待される。


（選出）


1．植物種類別責任者（以下「責任者」という。）は，12植物種類別に選出し，当該者は原則


として専門場所の職員で，WGの構成員とする（別添1参考）。


（ジーンバンク事業における任務）


2．責任者は，センターバンク（WGを含む）との密接な連絡の下に，ジーンバンク事業にお


いて次のような役割を分担する。


（1）当該年の実績及び次年度計画（案）のとりまとめ。


（2）予算要求基礎（案）のとりまとめ。


（一般的任務）


3．責任者は，当該作物分野の遺伝資源に関する試験研究において，中心的役割を果たす。具


体的には，次のような役割を分担する。


（1）育種動向の調査・把握


1）　緊急性の高い形質と，その遺伝的変異についての予備調査


2）　緊急性の高い育種材料，あるいは未調査（末収集）材料の調査，探索収集計画


3）　海外遺伝資源動向の調査と，内外の有望材料の分譲依頼，導入（注1）


（2）遺伝資源の特性評価の推進


1）　特性記載方式の整備（DESCRIPTOR），特性評価マニュアルの整備


2）ジーンバンク事業その他における特性調査の集約，有用特性材料の情報集約（注2）


遺伝情報システム研究室との連絡窓口


3）　未調査遺伝資源の重要度に基づく特性調査計画の策定，1－（1）による。農場等との


連絡窓口，調査番号の整備等


（3）増殖計画の立案・実施（作物問の調整はセンターバンク）
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1）　種子保存可の作物


イ　センターバンクに未保存の材料の増殖


ロ　センターバンク保存中のものの再増殖


ハ　イ，ロを調整し，農場等と協力して増殖し，センターバンクに送付する。


2）　種子保存不可のもの


関連研究室等と協力し，維持増殖計画をたてて実行する。


隔離増殖関連事務


（4）センターバンクのカタログ整備・配布事業への協力


試験研究用植物遺伝資源取扱要領の規程による。


（5）その他


1）　安全のための二重保存計画の推進


2）　同名異番号など，重複保存材料の検出と整理


（注1）　主としてセンターを通して


（注2）　外国からの要望特性に基づいて，品種名を挙げることが要望される。
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ジーンバンク事業植物遺伝資源部門実施推進体制
農業生物資源研究所所長


生物研遺伝資源調整官
生物研遺伝資源第一一 ・第二部長


植物探索導入研・植物分類評価研
植物生殖質保存研・植物栄養体保存研究
情報システム研・遺伝資源管理情報科


＊印は2年度は該当しないが，長期的に特性調査の委託が可能な場所・研究室
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総　括
担当者


植物名


植　物
種類別
責任者


担　　当　　場　　所　・　研　　究　　室


農業研究センター総合研究官


農業研究センター作物第一部長 農業研究センター作物第二部長


野菜・茶業試験場


野菜育種部長


稲 い　も　類 ま　め類 雑穀・特用作物 麦　　類 野菜・花き緑化植物


農業研究セ ンター


作物第一部稲育種法研究室


農研七　　 作一部　 稲育法研
生物研　　 遺一部　 植物探導研
北農試　　 作関都　 稲 育法研


稲 育研
東北農試　 水利部　 稲育研
北陸農試　 作関都　 育種法研


稲育研
中国農試　 作開部　 稲 育研
四国農試　 作関都　 畑 作育研
九州農試　 水利部　 稲 育研
熱研七　　 沖縄支　 世 代促進 研


北海道上河農試　　 育 種科 ＊
青森県農試藤坂支場


品種改 良科 ＊
宮城県古川農試育種部


育種科 ＊
福井県農試　　　　 育 種科 ＊
愛知県農総試山間実験 農場
宮城県農総試栽 培部育 種科 ＊
鹿児島県農試　　　 育 種部 ＊
茨城県農試　　　　 育 種部 ＊
（陸稲 ）


農業研究セ ンター


作物第一部甘 しょ育種研究室


甘


し


よ


農研七　　 作一部　 甘 しょ育研
九州農試　 畑利部　 甘 しょ交研


甘 しょ育研


種苗管理セ ンター農場 （3）
雲　　　 仙
鹿　 児　 島
沖　　　 縄


馬


鈴


し


よ


i


北農試　　 作 関都　 ばれい育研


北海道根釧農 試馬鈴 しょ科 ＊
長崎県総合農 試


愛野馬 鈴 しょ支場 ＊


種苗管理セ ンター農場 （8）
北海道中央
後　　　 志
胆　　　 振
十　　　 勝
上　　　 北
嬬　　　 恋
八　 ヶ　 岳
雲　　　 仙


鵡


農業研究セ ンター


作物第一部豆類育種研究室


豆


類


農研七　 作一部　 豆類育研
生物研　 遺一部　 植物探導研
東北農試作関都　 耐性育法研
九州農試作開部　 品質評価研


大


豆


北農試　 畑生部　 気象反応研
東北農試作関都　 大豆育研
九州農試作開部　 大豆育研


北海道十勝農試　 豆類一科 ＊
北海道中央 農試　 畑 作一研
長野県中信農試　 畑背部


種苗管理セ ンター農場 （2）
八　 ヶ　 岳
雲　　　 仙


生
見


北海道十勝農試　 豆類二科 ＊


落


花


生


千葉県農試　　　 落花生研 ＊


農業研究 セ ンター


作物第一部 資源作物研究室


雑　穀・特　用　作　物


農研 七　　 作一部　 資源作物研
生物研　　 遺一部　 植物探導研


ヘテロシス研
放育場　 照射法研


北農試　　 畑利部　 厳寒資源研
東北農試　 作関都　 耐性育法研


資源作育研
中国農試　 企画室　 業務科


種苗管理 セ ンター農場 （7）
北海道 中央 （除虫菊 ）
後　　　 志 （きび， はっか）
金　　　 谷 （ミツマ タ， コウ


ゾ， チ ョマ）
奈　　　 良 （特用作物）
荒　 婁描 霊 儲 菊）


沖　　　 縄 （キャ ッサバ）


いぐさ
熊本県農研 セい草研究所 ＊


種苗管理 セ ンター農場 （2）
雲　　　 仙
知　　　 覧


こんにゃく 種 苗管理 セ ンター農場 （1）
金　　　 谷


群馬 県農 試 こんに ゃく分場 ＊


てんさい 北農試　　 畑生部　 てん育法研


さとぅきび 生物研　　 放 育場　 照射法研
九州農試　 作関都　 さとう育研
熱研 七　 沖縄 支　 作物育研


沖縄 県農試　 さと うきび育研


種 苗管理セ ンター農場 （2）
鹿　 児　 島
沖　　　 縄


農業研究セ ンター


作物第二部麦導 入保存研究室


麦共通


農 研七　　 作二部　 麦育法研
麦導入保研


生 物研　　 通一部　 植物探導研
北 農試　　 作関都　 麦育研
東 北農試　 作関都　 耐性育 法研


麦育研


小　麦


農 研七　 作二部　 小麦育研
中国農試　 作関都　 麦育研
九 州農試　 水利部　 耐性育法研


小麦育研


北 海道北 見農試　　 小麦科 ＊
長野県農事試作物部


大　麦


農 研七　　 作二部　 大麦育研
四国農試　 作開部　 畑作育研
九 州農試　 水利部　 大麦育研


長 野県農事試　 作物 部 ＊
栃 木県農試栃木分場


ビール麦育種 部 ＊
福 岡県農総試農産研究所


育種部


えん麦


九州農試　 草地部　 牧草育種研


種 苗管理 セ ンター農場 （5）
北 海道 中央
後　　　 志
胆　　　 振
十　　　 勝
嬬　　　 恋


裸　麦 四国農試　 作関都　 畑作育研


（野菜）野菜 ・茶業試験場
野菜育種部野菜育種第四研究室


（花 き）花 き部緑化植物研究室


野菜類 生物研　 遣一部　　 植物探導研
遣二部　　 道管情報科


種苗管理セ ンター農場 （金谷）


ウリ科 野茶試　 野育部　　 育二研
盛岡支　　 育一一研
久留米支　 育一研


ナス科
野茶試　 野育部　　 育三研
長野県中信農試　 畑作育種部 ＊


アブラ
ナ科


野茶試　 野育部　　 育 四研


ユ　リ　科


北農試　 作関都 ・ 野 菜研
野茶試　 野育部　　 品質評価研
種 苗管理セ ンター （5）


後　　　 志
胆　　　 振
十　　　 勝
八　 ヶ　 岳
雲　　　 仙


栄養繁殖性 野 茶試　 野育部　　 育一研
盛 岡支　　 育二研
久留米支　 育二研
種 苗管理 セ ンター農場 （2）


知　　　 覧 （さとい も）
八　 ヶ　 岳 （いちご）


そ　の　他


野 茶試　 野育部　　 育一研
盛 岡支　　 育二研
久留米支　 育一研


育二研
北農試　 作関都　　 野菜研
熱研七　 沖縄支　　 作導栽研
種苗管理セ ンター農場 （3）


北海道中央
後志，胆振


花　　　　　き


野茶試　 花 き部　　 切花一研
切 花二研
鉢 物花 き研
緑化 植物研


久留米文　 花 き研
育種素材研
緑化植物研


富 山県野菜花 き試 ＊
鹿 児島県農試花 き部
種苗管理 セ ンター農場 （4）


北海道 中央
嬬　　　 恋
蓋　 恕







総　 括 草地試験場 果樹試験場 野菜・茶業試験場 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 熱帯農業研究センター


担当者 育種部長 育種部長 茶栽培部長 生産技術部長 基盤技術研究部長


植物名 牧草 ・飼料作物 果　　　　　 樹 茶 桑 熱帯 ・亜熱帯作物


植　 物
種類別
責任者


草地試験場　 育種部 果樹試験場 野菜 ・茶業試験場 蚕糸・昆虫農業技術研究所 熱帯農業研究センター


育種素材研究室 育種部育種第四研究室 茶栽培部育種法研究室 生産技術部桑育種工学研究室 基盤技術部主任研究官


担　　当　　場　　所・研　　究　　室


牧飼作
共通


生物研　　 遺一部　 植物探導研
草地試　　 育種部　 育素材研


育化学研
九州農試　 畑利部　 飼料作育研
熱研七　　 沖縄支　 作物育研


果樹共通


生物研　　 遺一部　 植物分評研
遺二部　 栄養体保研
放育場　 放育法二研


果樹試　　 育種部　 育四研
北農試　　 作開部　 果樹研
種苗管理センター農場 （金谷）


国内種 ・
国内の育
成系統 ・
近縁種 ・
及び希少
資源


野菜試　 茶栽培部育種法研
桑共通


l
二 ‡


；ラヤマ
；グワ・


ログワ


I生物研　　 遺－部　 植物分評研
遺二部　 栄養体保研


蚕昆研　　 生技部　 桑育工学研


熱帯作物
全　　 般


熟研センター沖縄支所
作物導入栽培研
熱帯果樹研野菜試　 茶栽培部


育種法研
育種研


久留米支場
育種素材研


埼玉県茶業試験場＊
宮崎県農総試　 茶業支場


東北農試　 畑利部　 養蚕研
北陸農試　 作関都　 畑作物育研
九州農試　 作関都　 桑育養蚕研
蚕昆研　　 生技部　 桑育研


松本支　 高冷地桑栽技研


パインア


ップル


生物研　　 放育場　 照射法研


種苗管理センター農場 （1）
沖　　 縄


寒地型
イネ科
牧草


北農試　　 地基研部適応生態研
飼資部　 イネ科牧育研


東北農試　 草地部　 牧草育種研
北陸農試　 水利部　 飼料作物研
北海道北見農試＊
山梨研酪農試＊
家畜改良センター牧場 （十勝）


かんきつ


果樹試　　 興津支　　 育一研
育二研


安芸津支　 育法研
口之津支　 育種研


種苗管理センター農場 （3）
雲仙 ・鹿児島・沖縄


パパイア 種苗管理センター農場 （1）
沖　　 縄シマグ


ワ等


I


熱研七　　 沖縄支　 作物栽導研
アッサム種 ・
アッサム雑種
耐寒性弱
系統


野茶試　 久留米支場
茶樹育種研


暖地型
イネ科
牧草


草地試　　 育種部　 育一 ・二研
九州農試　 草地部　 牧草育法研


牧草育種研
茨城県畜試＊
山口県農試
鹿児島県農試　 大隅支場＊
家畜改良センター牧場 （熊本）


り　ん　ご
果樹試　　 盛岡支　　 育種研
種苗管理センター農場 （2）


北海道中央 ・上北 在来種 ・
中国種 ・
古くから
の系統


生物研　 遺伝資源第一部
植物分類評価研日本なし 果樹試　　 育種部　 育二研


ク　　 リ 果樹試　　 育種部　 育二研
種苗管理センター農場 （嬬恋） 地域の系


統
種苗管理センター農場 （3）


金　　　 谷
奈　　　 良
知　　　 覧


マメ科
牧草


草地試　　 育種部　 育種工学研
北農試　　 地基研部適応生態研


飼資部　 マメ科牧育研
東北農試　 草地部　 牧草育研
北陸農試　 水利部　 飼料作物研
九州農試　 草地部　 牧草育種研
愛知県農総試　 作物研究所＊
家畜改良センター牧場 （十勝）


アンズ・ウメ・
モモ・スモモ


果樹試　　 育種部　 育三研
山形園試＊
種苗管理センター農場 （雲仙）


ブ ド　ウ
果樹試　　 安芸津支　 育種研
山梨県果樹試＊
福岡農総試園研＊


野　 草
草地試　　 育種部　 育一研
東北農試　 草地部　 牧草育研
種苗管理センター農場 （上北）
家畜改良センター牧場 （熊本）


柿 果樹試　　 安芸津支　 育種研


ビ　　 ワ 果樹試　　 興津支　 育一研
長崎果試育種科


とうも
ろこし


ソルガ
ム


飼料柑


生物研　　 細育部　 ヘテロシス研
草地試　　 育種部　 育二研
北農試　　 地基研部適応生態研


飼資部　 飼料作育研
北海道十勝農試＊
長野県中信農試＊
宮崎県総農試都城支場＊
種苗管理センター（十勝，八ヶ岳）
家畜改良センター牧場 （長野）


草地試　　 育種部　 育二研
中国農試　 作開部　 育種工学研
長野県畜試＊
広島県農試＊
家畜改良センター牧場 （長野）


北陸農試　 水利部　 飼料作物研


小果樹類


そ　の 他


果樹試　　 育種部　 育二研
（イチョウ，セイヨウナシ）


盛岡支　 育研
（小果樹類，セイヨ輯シ，別ン）
興津支，育二研


（オリーブ，ナツメ）
安芸津支育研


（キウイフルーツ）
口之津支育研


（イチヂク）


種苗管理センター （八ヶ岳）
（くるみ）
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6　植物遺伝資源センターバンク運営体制


農業生物資源研究所


植物遺伝資源管理運営責任者 所　長 管理運営の全般にわたる総括
責任


部会の開催


植物遺伝資源委員会 委員長：遺伝資源調整官
委　員：各部，場から1名


植物遺伝資源の管理運営に関する助言


植物遺伝資源管理者 遺伝資源調整官 管理運営責任者の補佐
WGの開催


植物遺伝資源管理運営委員 遺伝資源第1部長
遺伝資源第2部長


植物探索導入研チーム長
植物生殖質保存研チーム長
遺伝資源管理情報科長


情報システム研チーム長


センターバンク管理運営の実


務
サブバンクとの連絡


植物種類別責任者との協議，
連絡


分担研究チーム・室 センターバンク機能 サブバンク機能


植物探索導入研究チーム〔探索，導入に関する立案，協議〕


遺伝資源管理情報科
受入，保存，配布，増殖に関す
る立案，協議，実務


〔左に準ずる〕


情報システム研究チーム
遺伝資源情報管理に関する立
案「協議，実務


〔左に準ずる〕


植物生殖質保存研究チー
ム


〔遺伝資源保存法マニュアル作成〕〔各種遺伝資源の評価等〕


植物栄養体保存研究チーム
寒地型栄養系遺伝資源の保存，
評価，配布


〔左に準ずる〕


植物分類評価研究チーム 霊慧警雷雲系遺伝資源の保存・〕 〔左に準ずる〕


各研究室
各種遺伝資源の受入，作出，
評価，保存
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7　植物遺伝資源サブパンク運営体制


1）　農業研究センター


サブバンク管理運営責任者 所　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


遺伝資源委員会 委員長：作一部長
委　員：関係各部


より1名


サブバンク管理者 作一部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 稲育種法研究室長
麦導入保存研究室長
甘しょ育種研究室長


豆類育種研究室長
資源作物研究室長


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受付，配布，サブバン


ク在庫管理，特性情報の管理等）
センターバンクとの連絡
WGへの参加，及び植物種類別責


任者としての業務


分担研究室 稲育種法研究室


稲育種研究室
ヘテローシス育種研究室


稲の導入，保存，増殖，評価
及び稲評価データのとりまとめ


麦導入保存研究室 麦の導入，保存，増殖，評価
及び麦評価データのとりまとめ


甘しょ育種研究室 いも類の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


豆類育種研究室 まめ類の導入，保存，増殖，評価
再び評価データの上り主上め


資源作物研究室


特作類の導入，保存，増殖，評価及び評価データのとりまとめ
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2）　草地試験場


サブバンク管理運営責任者 場　　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


サブバンク管理者 育種部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員会 委員長：育素材研究室長
委　員：育種1研室長


育種2研室長
育種化学研室長
育種工学研室長


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，遺


伝資源の受入，W－，B－，A－
Collectionへの仕分け，配布，
在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡
WGへの参加及び植物種類別責任
者としての業務


分担研究室 育種素材研究室 牧草類・野菜類，長大型飼料作物
の導入・保存・増殖・及び保存・
増殖に関する助言ととりまとめ


育種第1研究室
莞霊讐議讐禁雷，り票謂


育種第2研究室
悪霊豊讐翳り票ふ雪


育種化学研究室


育種工学研究室 飼料作物の再分化系の保存，増殖
・評価及び評価データのとりまと
め
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3）　果樹試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 管理運営の全般にわたる総括責任


者


遺伝資源委員会 委員長：育種部長
委　員：企画連絡室長


栽培部長
保護部長
4支場長


受入，作出遺伝資源のW－，B－，
A－Collectionへの仕分けその他


サブバンク管理運営に関する助言


サブバンク管理者 育種部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 育種部育4研室長
育種部育1研室長
育種部育2研室長
育種部育3研室長
興津支場育2研室長


サバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，配布，サブバン
ク在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


WGへの参加，及び植物種類別責


任者としての業務


分担研究室 育種部育種第4研究室 各種果樹の探索，導入に関する立案，協
議，各種導入果樹の隔離栽培とウイル
ス無毒化，各種果樹の受入，評価，保
存，配布及び評価データのとりまとめ


育種部育種第1研究室


育種部育種第2研究室


〔各種果樹の育種素材化〕


なし，くり，いちょうの導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


育種部育種第3研究室 核異類（おうとうを除く）の導入，保


存，増殖，評価及び評価データのとり
．まとめ


盛岡支場育種研究室 寒冷地果樹の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


興津支場育種第1研究室 かんきつ，びわの導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


興津支場育種第2研究室 各種常緑果実の探索，導入に関する立
案，協議，各種常緑果樹の育種素材化
各種常緑果樹の受入，評価，保存，配
布及び評価データのとりまとめ


安芸津支場育種研究室 ぶどう，かき，キウイフルーツの導入〕
！


保存，増殖，評価及び評価データのとl
りまとめ　　　　　　　　」
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安芸津支場育種法研究室〔温暖寡雨地果樹の育種素材化〕


口之津支場育種研究室 かんきつ，いちぢくの導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


北農試作開部果樹研究室 なし，りんご，小果樹類の導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


生物研植物栄養体保存研
蜜チーム


りんご，なし，せいようなし，おうとう


くるみ，小果樹類の受入，保存，増殖
評価及び評価データのとりまとめ


生物研植物分類評価研究
チーム


かんきつ，ももの受入，保存，増殖，


評価及び評価データのとりまとめ


生物研放育場放育種法第
2研究室


果樹遺伝資源の受入．作出．評価．保存


山梨県果樹試 ぶどうの受入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


福岡県農総試園芸研究所 ぶどうの受入，保存，増殖，評価及び


評価データのとりまとめ


長崎県果樹試 びわの受入，保存，増殖，評価及び評


価データのとりまとめ


種苗管理センター
北海道中央農場


りんごの受入，保存，増殖，評価及び


評価データのとりまとめ


種苗管理センター
上北農場


りんご，くるみの受入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


種苗管理センター


嬬恋農場


くりの受入，保存，増殖，評価及び評


価データのとりまとめ


種苗管理センター
八ヶ岳農場


くるみの受入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


種苗管理センター


雲仙農場


うめ，かんきっ，やまももの受入，保


存，増殖，評価及び評価データのとり
まとめ


種苗管理センター
鹿児島農場


かんきつの受入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


種苗管理センター


沖縄農場


かんきつの受入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ







‘4）　野菜・茶業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


遺伝資源委員会 委員長：企画連絡室長
委　員：野菜育種部長


花き部長，茶
栽培部長，盛
岡支場長，久
留米支場長


受入・作出遺伝資源のW－，B－，A－
Collectionへの仕分け，その他サブバンク
管理運営に関する助言


サブバンク管理者 野菜育種部長
花き部長
茶栽培部長


〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 野菜育種部育種
第4研究室長
花き部緑化植物
研究室長
茶栽培部
育種法研究室長


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺伝資源の
受入，配布，サブバンクの在庫管理，特
性情報の管理等）


センターバンクとの連絡
WGへの参加及び植物種類別責任者として
の業務


分担研究室 野菜育種部育種第1研究室 栄養繁殖性野菜，マメ科野菜等の導入，保
存，増殖，評価及び評価データのとりまとめ


′′　　育種第2研究室 ウリ科野菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


′′　　育種第3研究室 ナス科野菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


′′　　育種第4研究室 アブラナ科，アカザ科野菜の導入，保存，
増殖，評価及び評価データのとりまとめ


′′　　品質評価研究室 野菜の品質評価及び評価データのとりまと
め


花き部切り花花き第1研究室 キク科花きの導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


′′　切り花花き第2研究室 ダイアンサス属花きの導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


′′　鉢物花き研究室 ラン科花きの導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


′′　緑化植物研究室 バラ科花きの導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


茶栽培部育種法研究室 茶樹の導入，保存，増殖，評価及び評価
データのとりまとめ


′′　　育種研究室 中国種茶樹（含日本在来種，ヤマチャ）の
導入，保存，増殖，評価及び評価データの
とりまとめ


盛岡支場育種第1研究室 トマトの導入，保存，増殖，評価及び評価
データのとりまとめ


〝　　育種第2研究室 イチゴ・キク科野菜の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


久留米支場育種第1研究室 ウリ科野菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ







久留米支場育種第2研究室 イチゴ等栄養繁殖性野菜の導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


′′　　花き研究室 どツジの導入，保存・増殖・評価及び評価
アークのとりまとめ


′′　　育種素材研究室 茶樹及び暖地緑化植物の導入，保存，増殖
評価楷び評価データの上りまとめ


′′　　茶樹育種研究室 アッサム種茶樹の導入，保存，増殖，評価
乃び評価データの♪り童子め


′′　　緑化植物研究室 暖地緑化植物の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


北海道農業試験農作物第二部
園芸作物第2研究室


ユリ科，セリ科野菜の導入，保存，増殖
評価及び評価データのとりまとめ


長野県中信農業試験場 〔ナス科，マメ科野菜の導入，保存，評価〕


富山県農業技術センター野菜
花き試験場


〔チューリップの導入，保存，評価〕


鹿児島県農業試験場
〔蒜蒜ポウユリ・カノユユリの導入・保存


埼玉県茶業試験場 〔山間冷涼地向茶樹の導入，保存，評価〕


宮崎県総合農業試験場
茶業試験場


〔暖地向茶樹の導入，保存，評価〕


生物資源研究所
遺伝資源第一部植物分類評価
研究チーム


暖地型栄養繁殖性野菜・花き・茶樹の受入
保存，増殖，評価及び評価データのとりま
とめ


遺伝資源第二部植物生殖質保
存研究チーム


〔野菜・花き保存法マニュアルの作成〕


′′植物栄養体保
存研究チーム寒地型栄養繁殖性野菜・花きの受入，保存増殖，評価


種苗管理センター北海道中央
農場


寒地型栄養繁殖性野菜・花きの受入，保存
増殖，評価


′′　胆振農場 寒地型栄養繁殖性野菜・花きの受入，保存
増殖，評価


′′　上北農場


寒地型栄養繁殖性野菜・花きの受入，保存増殖，評価


′′　金谷農場 茶樹及び暖地型栄養繁殖性野菜・花きの受
入．保存．増殖．評価


′′　大阪分室奈良圃場 茶樹及び暖地型栄養繁殖性野菜・花きの受
入，保存，増殖，評価


′′　知覧農場


茶樹及び暖地型栄養繁殖性野菜・花きの受入，保存，増殖，評価


′′　沖縄農場
〔暖地型栄養繁殖性野菜・花きの受入，保存，〕







5）　北海道農業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長


〔芸理運営の全般にわたる総括責雪


遺伝資源委員会 委員長：企画連絡室長


委　員：地域基盤研究部長
作物開発部長


畑作物生産部長
飼料資源部長


飼料資源部長サブバンク管理者 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 企画科長


用度課長
稲育種法研究室長


麦育種研究室長
野菜研究室長


てん菜育種法研究室長
適応生態研究室長


サブバンク管理運営
（受付文書の処理，遺伝資源受入


れ配布等の窓口業務，在庫管理
等）


センターバンク及び他のバンクと
の連絡


分担研究質との協議・連絡
その他管理運営に関すること


稲育種，稲育種法分担研究室 （稲）


（麦類，豆類，ばれいしょ） 麦育種（麦類），ばれいしょ育種
（ばれいしょ），気象反応（マメ類）


（園芸作物，特用作物） 果樹，野菜，厳寒地資源（特用作物）


（てん菜） てん菜育種法，てん菜育種


（牧草・飼料作物） マメ科牧草育種，イネ科牧草育種，
適応生態（卓の他牧草）
飼料作物育種（とうもろこし）


各分担遺伝資源の導入，保存
増殖，評価，配布等の実務


種子庫管理委員会


栄養体保存施設管理運営委員会


寒地作物遺伝資源情報編集委員会
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6）　東北農業試験場


サブバンク管理運営責任者


遺伝資源委員会


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


場　長


委員長：作物開発部長
委　員：関係各部長


作物開発部長


〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


受入・作出遺伝資源のワーキング
コレクション，アクティブコレク


ション，ベースコレクションへの


仕分けその他サブバンク管理運営


に関する助言


〔管理運営責任者の補佐〕


作物開発部　耐性育種法研究室長


′′　　　麦育種研究室長


′′　　　大豆育種研究室長


′′　　　資源作物育種研究室長


水田利用部　稲育種研究室長


畑地利用部　養蚕研究室長


草地部　　　牧草育種研究室長


作物開発部耐性育種法研究室


作物開発部成分育種法研究室


作物開発部麦育種研究室


作物開発部大豆育種研究室


作物開発部資源作物育種研究


室


水田利用部稲育種研究室


畑地利用部養蚕研究室


草地部牧草育種研究室
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サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，
特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


麦共通・雑穀の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ
遺伝資源の受入，配布，在庫管理


大豆の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ。遺伝
督瀬の受入、配布．在痘管理∩
小麦・大麦の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ
遺伝督瀬の尊大．配布、存痘管理〔
大豆の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ。遺伝
資源の受入，配布，在庫管理。
なたね・はとむぎ等の導入，保存，
増殖，評価及び評価データのとり


まとめ。遺伝資源の受入，配布，
在庫管理。


稲の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ。遺伝資
源の受入，配布，在庫管理。
桑の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ。遺伝資
源の受入，配布，在庫管理。
マメ科牧草・野草の導入，保存，
増殖，評価及び評価データのとり
まとめ。遺伝資源の受入，配布，
在庫管理。







7）　北陸農業試験場


場　長


作物開発部長


委員長：作物開発部長


育種法研究室長
稲育種研究室長
畑作物育種研究室長


飼料作物研究室長
越冬生理研究室長


育種法研究室


稲育種研究室


畑作物育種研究室


飼料作物研究室


越冬生理研究室
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〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等受付業務，遺
伝資源の受入，配布，サブバン
ク在庫管理，特性情報の管理等


センターバンクとの連絡
WGへの参加


植物種類別責任者としての業務


稲の導入，保存，増殖，評価


稲の保存，評価〕


桑の導入，保存，増殖，評価


牧草，飼料作物の導入，保存，増
殖，評価


〔麦の評価〕


サブバンク管理運営責任者


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室







8）　中国農業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


サブバンク管理者 作物開発部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 委員長：作物開発部長
委　員：企画科長


育種工学研究室長
稲育種研究室長


麦育種研究室長
業務科長


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，配布，サブバン


ク在庫管理，特性情報の管理等）
センターバンクとの連絡


受入・作出遺伝資源のW－，B－，A
－Collectionへの仕分け


分担研究室 稲育種研究室 稲の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


麦育種研究室 小麦の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


育種工学研究室 ソルガムの導入，保存，増殖，評
価及び評価データのとりまとめ


業務科 工芸作物の導入，保存，増殖，評
価及び評価データのとりまとめ


－35　－







9）　四国農業試験場


場　長


作物開発部長


委員長：作物開発部長
委　員：企画科長


畑作物育種研究室長


管理運営の全般にわたる総括責任


者


〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営
（文書受付・発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，作出遺伝資源の
W－，B一，A－Collectionへの仕


分け，配布，サブバンク在庫管
理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連携


畑作物育種研究室
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サブバンク管理運営責任者


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室 大麦（裸麦）の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ







10）　九州農業試験場


場　長


作物開発部長


稲育種研究室長


小麦育種研究室長
甘しょ育種研究室長


大豆育種研究室長
さとうきび育種研究室長


委員長：作物開発部長
委　員：水田利用部長


草地部長
及びサブバンク管理


運営委員


稲育種研究室


耐性育種法研究室


小麦育種研究室


大麦育種研究室


甘しょ交配研究室


甘しょ育種研究室


大豆育種研究室


桑育種・養蚕研究室


さとうきび育種研究室


牧草育種法研究室


飼料作物育種研究室
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〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


〔管理運営責任者の補佐〕


1．受入・作出遺伝資源のW－
B－，A－Collectionへの仕分け
その他サブバンク管理運営に関
する助言


2．サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，
遺伝資源の受入，配布，サブ


バンク在庫管理，特性情報の
管理等）


3．センターバンクとの連携


水稲の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


麦共通の導入，保存，増殖，評価


及 び評価デー タの とりまとめ


小麦の導入，保存，増殖，評価及


び評価デー一夕の とりま とめ


甘 しょの導入，保存，増殖，評価


及 び評価 デー タの とりまとめ


大豆の導入，保存，増殖，評価及1
び諌価ヂ一夕のとりまとめ　 」


柔の導入，保存，増殖，評価及 び


評価 データの とりまとめ


さとうきびの導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


とうもろこ しの導入，保存，増殖，


評価及 び評価 データの とりまとめ


サブバンク管理運営責任者


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


遺伝資源委員会


サブバンク管理
運営委員会


分担研究室


牧草の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


甘 しょの導入，保存，増殖，評価


及 び評価デー タの とりまとめ


大麦の導入，保存，増殖，評価及


び評価データのとりまとめ







11）　蚕糸・昆虫農業技術研究所
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〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営に関する協議「
及び実務
（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の導入・収集，ワーキン
グ・アクティブ・ベースコレク


ションへの仕分け・配布・廃棄


・在庫管理，特性情報の管理等）
センターバンクとの連絡・協議，
ワーキンググループへの参加及び


種類別責任者としての業務　　／


桑（ろぐわ系中心とする）収集，
保存，増殖，評価


桑（からやまぐわ系を中心とする）
の収集，保存，増殖，評価


桑遺伝資源管理責任者 所　長


サブバンク管理者 生産技術部長


サブバンク管理運営委員 委員長：生産技術部長
委　員：桑育種工学研究室長


桑育種研究室長


分担研究室 桑育種工学研究室


桑育種研究室


松本支場・高冷地栽
桑研究室


桑（全般）の収集，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ







12）　熱帯農業研究センター


サブバンク管理運営責任者 所　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


遺伝資源委員会 委員長：沖縄支所長
委　員：基盤技術研究部長 〔芸詣呈クの管理運営に関する協


研究技術情報官
基盤技術研究部・主任研究官


沖縄支所・作物育種研究室長


サブバンク管理者 沖縄支所長 〔サブバンク管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 沖縄支所・作物導入栽培研究室長


沖縄支所・作物育種研究室長
沖縄支所・熱帯果樹研究室長
沖縄支所・世代促進研究室長


サブバンク管理運営
（文書受付・発送等窓口業務，


遺伝資源の受入・配布，サブ
バンクの在庫管理，特性情報


の管理等）
センターバンクとの連絡・協議


分担研究室 熱研・沖縄支所・
作物導入栽培研究室


熱研・沖縄支所・
作物育種研究室


熱帯作物全般の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


さとうきび，熱帯イネ科・マメ科


草等の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


熱研・沖縄支所


熱帯果樹研究室


熱帯果樹類全般の導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりま
とめ


熱研・沖縄支所・
世代促進研究室


稲類の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


稲苗管理センター・


鹿児島農場


さとうきび等の導入，保存，増殖，


評価


稲苗管理センター・


沖縄農場


さとうきび，パインアップル等の


導入，保存，増殖，評価


沖縄県農業試験場 さとうきび，パインアップル等の
導入，保存，増殖，評価
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Ⅱ　植物遺伝資源部門実績報告
1遺伝資源の収集・受入れ


1）　海外探索収集実績（平成2年度）


種　　 題 対 象 植 物 対 象 地 域 担 当 者 （所属 ） 派 遣 期 間 主 な収 集 品


モ ロ ヅコ， ス ペ


イ ン に お け る


月e£α属 野 生 種


？ 種 索


月e£α属 野


生種


モ ロ ッコ


スペ イ ン


埴 谷 哲 雄


（北 海 道 農 試 ）．


吉 沢　 晃


（北 海 道 立 北 見 農 試 ）．


2． 6．2 5


～ 7．15


月e亡α属 野 生 種 32点 ．


フ ィ ンラ ン ド，


ス ウ ェ ー デ ンの


ア カ ク ロー バ 探


索


ア カ クロ ー


バ類


フ ィ ン ラ ・


ン ド


ス ウ 土 －


デ ン


澤 井　 晃 一


（北 海 道 農 試 ）


竹 田芳 彦


（北 海 道 立 根 釧 農 試 ）


2． 8．25


～ 9．16


ア カ ク ローバ 12 2


点 ， ク ローバ 類 6 1


点 ，P ん短 Jm 属 15点


．他 合計 2 1°7阜


タ イ に お け る イ


ネ遺 伝 資 源 の 共


同探 索 導 入


栽培 稲


野 生稲 1


タ イ


北　 部


中央 部


．森 谷 国 雄


（鹿児 島 県鹿 試 ）


日高 秀 光


（宮 崎 県総 農 試 ）


2．10．29


～ 1 1．・30


水 稲 10 0点 ， 陸稲 9 1


点 ，野 生稲 19点 ， 合


計 2 10点


（穂 別 系統 を含 め る


と， 計 33 1点 ）


マ レー シア にお


け る豆 類 遺 伝 資


源 の探 索


ダ イズ ， ア


ズ キ ，イ ン


ゲ ンマ メ，


リ ョク トウ


な ど


マ レー シ


ア 1


土 屋 武 彦


（北 海 道 立 十勝 農 試 ）


矢 ヶ崎 和 弘


（長 野 県 中 信農 試 ）


3． 1．3 1


～　 3． 1


ダ イズ 17点 ， ケ ツル


ア ズ キ 5 点 ， ア ズ キ ‾


7 点 ， イ‾ンゲ ンマ メ


12点 ，．サ サ ゲ2 6点 ，


シカ クマ メ38点 他 ，


合 計 133点
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2）　国外からの遺伝資源の受入実績（平成2年度）


機 ．関 ・ 部 ・ 室 対　 象　 植　 物 導　　 入　　 先


農研センター ・作一 部 ・豆育研 インゲンマメ野生種


1点・
C IA T 。


農研センター ・作一部 ・資源作物


研


ゴマ 1点


トウモロコシ3 点，


ハ トムギ，・シコクビ
エ各 1点


タイ


マレーシア


農研センター ・作二部 ・麦導入研 ヨムギ （普通系，二


粒系） 4 点
オオムギ （六条） 2
点


韓国，中国，オース トラリア，・土チオ


ピア
韓国，エチオ ピア


生物研 ・遺資一部 ・植探研 イネ10点，コムギ 3
点，オオムギ 4点
ダイズ6 点，ダイコ


ン2 点∴下ウモロコ
シ・ソルガム，．トウ
ガラシ，ハクサイ，


タマネギ各 1点
水稲 2 点，コムギ4
点，ナタネ 2点


カラシナ 3点，アル
ファルファ2点


！、クサイ22点，・．トマ
ト7‾点 ，－キュウリ7
点，．ダイコン5点
キャベツ3点，イン
ゲ ンマメ10点等
トウモロコシ，イン
ゲンマメ，リマ々メ


ルービン，パ ンパス
グラス，アリウム等
合計116点


韓国＿（日韓遺伝資源交換）


中国 （月中遺伝資源交換）


中国，ケニア


ベル一，オース トラ リア，テユ一 ジー
ランド，米国 ，デンマーク （花博展示
品の分譲）


草地試 ・育種部 ・育 1研 オーチャー ドグラス


2 点
スペイン


草地試 ・育種部 ・育 2 酪 トウモロコシ36点 米国


草地試 ・育種部 ・素材研 飼料用マメ科植物10
点


オース トラリア


果樹試 ・育種部 ・育 4 研


I


リンゴ66点


ナシ23点
クリ2点
オウトウ25点


マルメロ7 点


米国，中国，フランス，ソ連， ドイツ
米国，中国，イギ リス，オランダ
韓国


イギ リス，イタリア，カナダ


・ソ連


ー42　－







機　 関　 ・1 部　 ・ 室 対　 象 ．植　 物 導　　　 入　　　 隼


果樹試 ・育種部 ・育4 研 モモ19点


スモモ25点
ブドウ33点


カキ17点
イチジク11点
カイキツ及び近縁種


25点
レイシ7 点及びリュ
ウガン5 点
ナツメ5 点
その他含めて


合計312点


中国，イタリア，ブラジル
米国，ブラジル


カナダ，チリー
米国，韓国
ギリシャ，．トルコ


スペイン，マレーシア，オーストラリ
ア，インド


・米国


種国


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 1研 サトイモ及び近縁種
21点


オーストラリア


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 3研 トマト6 点


ナス 1点
トウガラシ及び近縁
種5 点


中国，米国
米国


ペルー，オランダ


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 4研 ハクサイ2 点
キャベツ5 点
ダイコン4 点
カブ5 点
カラシナ4 点
ホウレンソウ3 点
ササゲ3 点
インゲンマメ2 点
プロコレット4＿点


チコリ2 点
その他含めて


合計46点


中国
中国，カナダ
中国
ブータン，イタリア


ソ連，カナダ一　ギリシャ，ブータン
中国，ギリシャ
中国
中国


イタリア
イタリア


野菜茶試 ・野菜育種部 ・品質評価
研


ニンニク7点 米国


野菜茶試 ・花き部 ・鉢花研 デンドロビューム 1
点


オーストラリア （花博展示品）


野菜茶試 ・花き部 ・緑化植物研 バラ7 点


シモツケ類2 点


ソ連 （花博展示品）


ソ連， ドイツ （花博展示品）


野菜茶試盛岡支場 ・育 1研 トマト1点 フランス


野菜茶試盛岡支場 ・育 2研 イチゴ1点


レタス1点


ギリシャ
ギリシャ


野菜茶試久留米支場 ・育 1研 メロン21点 ブラジル
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機　 関　 ・ 部 ・ 室 吋　 象　 植　 物 導　　　　 入　　　　 先


野菜茶試．久留米支場 ・膏 1研 カボチャ5 点ノ ブラジル


野菜茶試久留米支場 ・育2 研 イチゴ18点 チリ


北農試 ・作物開発部・野菜肝 タマネギ20点


ニンニク3点


‘韓国，米国，オランダ，イギリス，カ
ナダ，インド
米国，オランダ


北農試 ・飼料資源部 ・イネ科牧育


研


オーチャードグラス－


2 点
フィンランド，スウェーデン


東北農試 ・水田利用部・稲育種研 イネ7．7点 IR R I


東北農試 ・作物開発部・麦育種研 コムギ22点 米国，カナダ，イギリス，フ ランス


東北農試 ・作物開発部・資源作物
育種研


ナタネ 1点 フィンランド


中国農試 ・作物開発部 ・育工研， ソルガム1点 インド


中国農試 ・作物開発部 ・麦育種研 コムギ2点 中国


四国慮試 ・作物開発部 ・資源作物


研
センニンフク9 点
ヰノア11点


アルゼンチシ


蚕昆研 ・生産技術部・桑育種研 桑 5点 台湾，インドネシア


熱研沖縄支所 ・作物導入研 ダイジ．ヨ1点 ラオス


熱研沖縄支所 ・作物育種研 ギニアグラス118点 タンザニア
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3）　国内探索収集実績（平成2年度）


課　　 題 対 象 植 物 対　 象　 地　 域 担当者 （所属） 主な収集品


長野県下伊那地方


に栽培される在来
豆類 ・雑穀類の現
地調査と収集


豆類及び雑穀類 長野県下伊那


郡大鹿村，南
信濃村，天竜
村，阿南町，
浪合村


河瀬真琴，江川宜伸
（生物研）


ダイズ 6点，アズ
キ 6点，インゲ ン


マメ 3点，アワ 2
点，キビ3 点，ソ
ルガム 4 点，ソバ
2点等，合計31点


沖縄県与那国島に


おけるアズキ近縁
野生種Ⅵg柁αr主


は短はellSis，V re一
月e£0壷 Zosαの探
索収集


アズキ近縁野生
種


沖縄県与那国
島


江川宜伸 （生物研）
堀越英夫 （カネコ種苗）
友同意彦 （熱研）
中野　 寛 （熱研沖縄支
所）


V ig 柁αr はたはe几Sis
21点，


V r亡弟eズ0rp iZosα
10点，ハマアズキ 4
点，ササゲ 3 点


岩手 ・山形県にお
ける作物在来種の
探索収集


豆類及び雑穀類 岩手県南部及
び山形県北東
部


勝田真澄，長峰　 司
佐藤喜美雄 （生物研）


ダイズ18点，イン
ゲンマメ 5 点 ，ア
ズキ 9 点，アワ 3
点，キビ3 点


東北地域のえごま


・ごまの在来種収
集


エゴマ及びゴマ 岩手県北部，
青森県東部及
び下北半島


奥山善直，石田正彦


（東北農試）
大野康雄 （岩手県農試）
小田島節夫 （岩手県農
務部）


熊谷憲治 （青森県園試）


エゴマ40点，ゴマ


15点，ソバ 1点，


ソルガム 2 点，キ
ビ 1点


東北地域における
自生ハマナスの収
集


ハマナス 東北地域の海
岸線等


平田良樹 （野菜茶試） ハマナス79点等，
合計 101点


宮古 ・八重山諸島


の亜熱帯地域植物
の収集


サ トウキビ野生
種，豆類など


宮古島，与那


国島，西表島，
石垣島


花田俊雄，沖村誠，古


谷茂貫，中野寛，杉本
明，中川仁，松岡誠，
寺内克方， （熱研沖縄


支所）


田名広助，上地邦彦
（沖縄県農試宮古支場）


サ トウキビ野生種
46点，ダイズ 4 点，
ササゲ 7点，アズ
キ 3点， シカクマ
メ 3点，ダイジョ
4 点等，合計 108点


本邦在来イチゴ近
縁種の収集


イチゴ近縁野生
種


l


北海道，岐阜
県，栃木県


森下呂三，望月龍也，
野口祐司 （野菜茶試久
留米支場）


ダrαgαriαii柁猛れ－


αe14点，ガ．花押 0－
柁icα6 点，ガ．uescα
5 点，ガ．ッezoeγlS －
is 7 点等，合計
35点


九州地域の大豆在
来種の収集


l


ダイズ


l


福岡県南東部
及び大分県西
部


i中澤芳則・異儀田和典
i （九州農試）


ダイズ29点
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課　 題 対象 植 物 対　象　地　域 担当者 （所属） 主な収集品


沖縄県離島の在来
甘しょの収集


カンショ 沖縄県座間味
島，硬嘉敷島，
伊江早


農研センター・作一部


・甘 しょ育研


カンショ16点


ゴマの収集 ゴマ 福島県 農研センター・作一部


・資源作物研


ゴマ1 点


レンゲの収集 レンゲ 全国 草地試・育種部 ・素材
研 ニ


レンゲ25点


ニホンヤマナシの
収集


ニホンヤマナシ 岩手県 果樹試 ・育種部 ・育2
研


ニホンヤマナシ15
点


グミの収集 グミなど 茨城，福岡，
岩手県


果樹試 ・育種部 ・．育4
研 一


グミ3 点，マタタ
ビ1点，ミヤママ


タクビ1点


サトイモの収集 サ トイモ 沖細県 野菜茶試 ・野菜育種邸


・育 1研


サトイモ13点


ダイアンサスの収
集


ダイア．ンサス 栃木県 野菜茶試 ・花き部 ・切
り花2・研・


ダイアンサス68点


ユキヤナギ，シモ


ツケの収集
ユキヤナギ
シモツケ・


三重，滋賀県 野菜茶試 ・花き部 ・緑
化植物研


ユキヤナギ41点，
シモツケ20点


ヤブツバキ，サザ


ンカの収集


ヤブツバキ ・


サザンカ
鹿児島，長崎
県


野菜茶試久留米支場 ・
緑化植物研


ヤブツバキ13点，


サザンカ4 点


シロクローバ，ノ


シバの収集
シロクローバ
ノシバ


青森，岩手県 東北農試・草地部 ・牧
育研


シロクローバ3
点，ノシバ4 点


ゴウゾ，ミツマタ
等の収集


コウゾ


ミツマタ


岐阜，山口県 中国農試 ・企画 ・業務 コウゾ1 点；ミツ


マタ2点， 卜ロロ
アオイ1点


麦の収集 オオムギ 高知県 四国農試 ・作物開発部


・畑作育研


オオムギ1 点


ダイズ，ツルマメ


の収軍


ダイズ


ツルマメ


福岡，熊本県 九州農試 ・作物開発部・


・．大豆育研


ダイズ29点，ツル


マメ1点


サトウキ・どゐ収集 サトウキビ及び


野生種
鹿児島県 r 九州農試 ・作物開発部


・さとうきび育研


サトウキビ2点及
び野生種 1虐


、シルラメの収集 ツルマメ 種本，鹿児腋
県


九州農試 ・草地部 ・牧
育法研


ツルマメ7点，
Phaseolus 1点
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4）　国内からの遺伝資源の受入実績（平成2年度）


機　 関 ・ 部 ・ 室 対　 象　 植　 物 主　　 な　　 導　　 入　　 先


農研センター ・作一部 ・甘しょ
育研


カンショ10点 愛媛県農試


農研センター ・作二部 ・小麦育


研


コムギ12点 全農


草地試 ・育種部 ・育 1研 オーチャー ドグラス


24点


長野種畜牧場


草地試 ・育種部 ・素材研 飼料用マメ科植物21
点，イナゴマメ6 点，


タヌキマメ60点，耐
塩性植物12点


琉球大学


果樹試 ・育種部 ・育 2研 ニホンヤマナシ4 点，
クリ7 点，イチョウ


3点


千葉県農試，愛知県農総試，東京農工大
学


果樹試 ・育種部 ・育 3研 ニホンスモモ 1点，


モモ6 点


種苗会社


果樹試 ・育種部 ・育 4研 キウイフルーツ4 点，
クルミ9 点，カリン
6点，グ ミ1点，ウ
メ10点， スグリ2 点，
核異類 4 点


種苗会社，植物園，農家他


果樹試盛岡支場 ・育種研 リンゴ22点，マルメ


ロ3点， クルミ5 点，
カ リン2 点，オウ ト
ウ11点


青森県りん ご試，秋田県果樹試，長野県
果樹試，山形県園芸試，種苗会社他


果樹試興津支場 ・育 1研 カンキツ類 5 点 愛媛県果樹試，高知県果樹試


果樹試安芸津支場 ・育種研 ブ ドウ 1点，カキ 1
点


神奈川県園芸試，農家


果樹試口之津支場 ・育種研 イチジク1点 農家


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 1研 サ トイモ17点 京都大学生殖研，宮崎県総農試他


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 2 研 カボチャ18点，スイ


カ 3点，キュウリ6
点，メロン2 点，ユ


ウガオ5 点


種苗会社 （寄贈を含む）


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 3 研


l


トマ ト3 点，ナス及
び近縁種11点， トウ
ガラシ2 点


千葉県原種農場，奈良県農試，京都産業
大学，民間会社
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機 関 ・部 ・ 室 対　 象　 植　 物 主　　 な　　 導　　 入　　 先


野菜茶試・野菜育種部 ・育4 研 ハクサイ29息 キャ l


ベツ18点，ダイコン
由‾点，ツケナ4 点，


ブロッコリー5 点，


カリフラワー7 点，
ケ一ル1点，ホウレ
ンソウ19点，シソ2
点，オクラ4 点，ミ


ツバ4点，シュンギ
ク5点，・カブ15点，
レダズ3点，ネギ 1
点，アブラナ2 点


福井県農試，農業改良普及所，種苗会
社， 民間会社


野菜茶試 ・花き部 ・切り花 2研 カーーネーション50点 ・静岡県農試，鹿鹿島県農試，香川県農試


野菜茶試 ・花き部 ・鉢花研 デンドロビューム39
点


山口県農試，東海市農業センター，種苗
会社他 ・


野菜茶試 ・花き部 ・緑化植物研 バ ラ32点 民間会社


野菜茶試久留米支場 ・育 1研 メロン1点 ・岐阜県農研センター


野菜茶試久留米支場 ・育 2研 イチゴ21点，ショウ
ガ4点


奈良県農試，高知県園試，．長崎県松農試


野菜茶試久留米支場 ・花き研 ツツ＿ジ20点 久留米世界つつじセンター


野菜茶試久留米支場 ・緑化植物
研


ツバキ98点，ヤブ、シ


バキ16点，サザンカ
6点，タイブンヤマ
ウバキ1点，‾ヰチャ


1点， トウツバキ
1 8 点「サルウィン


一ツ十（キ1点，ピタル．
デイ 3 点，キ ンカ


チャ1 点，キャシー


・・2点，1 シマサザンカ
1点，ヒメサザンカ
1点，タイワンヒメ
サザシカ2 点，ガス
ピグータ1 点，フォ


レスティー2点，ソ
ティ1点，ロゼプロ


ラ1点 ，グラこンサ
ムツバキ 1一点，，マリ


ンフロー ラ 1 点，
チェキアンオレオ・
サ2 点，ユー シエネ


・ンシス1点∴ダリジ
シー 1点！


民間会社
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機　 関 ・ 部 ・　室 対　 象　 植　 物 主　　 な　　 導　　 入　　 先


野菜茶試久留米支場 ・緑化植物
研


メイオカルパ2 点，
ベ トナメンシス・2 点，
クラブネリアーナ1
点， トリコクラーダ


1点，ポリオ ドンタ
1点，オクトペタラ
1点，ナツツバキ1
点，ヒメシャラ1点


民間会社


東北農試 ・作物開発部 ・大豆育
研


ダイズ34点 山形県農試最北支場，山形大学


東北農試 ・作物開発部 ・資源作
物研


ゴマ3 点，エゴマ6
点


岩手県農試


中国農試 ・作物開発部 ・麦育研 コムギ24点 鳥取県農試，岡山大学資生研


四国農試 ・作物開発部 ・畑作育
研


オオムギ4 点 山梨県農試，徳島県農試，佐賀県農試


九州農試 ・作物開発部 ・さとう
きび育研


サ トウキビ4点 東京都小笠原亜熱帯農業センター


九州農試 ・草地部 ・牧育研 エンバク11点 全農


九州農試 ・草地部・牧育法研 ハニカム2 点，イネ
科13点，マメ科2点


民間会社


蚕昆研 ・生産技術部 ・桑育研 クワ1点 東京都農試
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5）　隔離無毒化実績（平成2年度）


機 関 ・部 ・室


対　　 象


植　　 物


点　　　　　 数
事　　 業　　　 内　　　 容　　　 の　　　 概　　 要　　 説　　 明


処理数 完了数


生物研 ・遺資一部


・植探研


イネ 722 702 インドネシアか らの栽培品種409点 （63横植2420），ネパールからの栽培品種 153点 （60横植 1620）と160点 （61構植2375）の合計802点に


ついて隔離栽培を行った。現在，不発芽20点を除 く702点の採種が終了，あるいは進行中である。


果樹試 ・育種部 ・


育 4 研


リンゴ


ナシ


オウ トウ


モモ


スモモ


アンズ
ウメ


その他


核異類


ブ ドウ


マルメロ
クリ


キイチゴ


カンキツ


ヤマモモ


合計


107


34


51


34


30


14


1


1


131
8


2


3


244


1


659


24


21


19


16


20


1
0


0


37


1


2


0


11


0


152


海外から穂木また苗木で導入 した果樹遺伝資源を隔離栽培 し， ウイルスを保毒 していない個体は隔離解除になるが，ウイルスを保毒 して


いる個体は農林水産大臣宛に特別許可願いを申請 して隔離栽培を継続する。これ らの特別許可物件については，熱処理後，実生苗に茎頂接
木を行う。ウイルス検定の結果，無毒化されたと判定された個体は隔離解除になる。無毒化されない個体については，引き続き隔離栽培を


継続 し無毒化を図る。


（カンキツについては熱処理後，マイクログラフティング法で無毒化を図っている）


果樹試興津支場 ・


育 2研


カンキツ 10 0 カンキッ トリステザウイルス （C T V ）等を保毒する系統を熱処理 と茎頂接木法を併用 して無毒化処理を行っている。茎頂接木の成功 し


た 8 系統は，生育が進んできたため，検定圃場の空 きを待 って検定に回す予定である。接木の非常に困難な 2 系統についてさらに処理を継


続する。


野茶試久留米支場 ・


育 2研


イチゴ 29 24 ランナー先端部より成長点を摘出し，B 5 培地上で培養 した。これらは 5 ℃および－ 2 ℃の低温室内で保存条件の検討を行い，長期保存


体制に入っている。チリ国より分譲を受けたイチゴ野生種種子との交換で，国内品種 5点の生長点培養による無毒化を進めており，今春チ


リ国へ分譲予定である。


農研センター ・作一


部 ・甘 しょ育研


カンショ 1


53


16


6


57


42


50


1


52


0


0


46


23


0


1988収集の沖縄在来種 86系の うち，塊根未形成のため，隔離栽培続行中の 1系統が1990年 4 月に植防の検査の結果合格と判定された。


1989年 3 月収集の沖縄在来種53系統のうち，1990年 4 月に植防の検査の結果52系統が合格。残 り 1系統については隔離栽培を続行中。


1989年 7 月収集の沖縄在来種。種苗管理センター沖縄農場で無虫的に栽培後，農研センターに移動。現在隔離栽培中。


IB P G R パプアニューギニア隊 （昭62年導入）の不合格 6 系統を茎頂培養。現在植防で検査中。


1989年 12月にマ レーシアで収集導入。植防検査の結果46系統が合格， 7 系統が枯死， 4 系統が不合格。不合格の系統は農研センターで茎
頂培養の予定。


1990年 2 ～ 3 月マ レーシアで収集導入。植防で検査の結果23系統が合格，14系統が枯死， 5 系統が不合格となった。不合格の系統は農研


セ ンターで茎頂培養の予定。


1990年11～ 12月インドネシアで収集導入。横浜植防成田支所において，ア リモ ドキゾウムシの食害のために 2系統を廃棄。残り48系統は
植防において検査中。
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2　遺伝資源の評価及び育種素材化


1）　特性評価実施状況（平成2年度）


植物


種類
植　　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 2次 3 次 主 要 特 性 調 査 項 目


稲　 類 稲 農研セ ・作　 1 ・ヘテロ研


農研セ ・作 1 ・稲育法研


生物研 ・遺資 1 ・植 探 研


北海道 ・作　 間 ・稲育法研


北海道 ・作　 間 ・稲 育 研


東　 北 ・水　 利 ・稲 育 研


北　 陸 ・作　 間 ・育 法 研


北　 陸 ・作　 間 ・稲 育 研


中　 国 ・作　 間 ・稲 育 研


九　 州 ・水　 利 ・耐育法研


九　 州 ・水　 利 ・稲 育 研


熱　 研 ・沖　 縄 ・世 促 研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


縞葉枯病，葉いもち病 レー


ス別抵抗性


障害型耐冷性


収量性，玄米品質


いもち病抵抗性


収量性，玄米品質


収量性一　玄米品質
白菜枯病抵抗性


トビイロウンカ抵抗性


麦　 類 小　　　 麦


大　　　 麦


農研セ ・作　 2 ・小麦育研


農研セ ・作　 2 ・麦育法研
農研セ ・作　 2 ・麦導入研


北海道 ・作　 間 ・麦 育 研


東　 北 ・作 ・開 ・耐育法研


東　 北 ・作　 間 ・麦 育 研


北　 陸 ・地域基盤 ・


越冬生理研


中　 国 ・作　 間 ・麦 育 研


九　 州 ・水　 利 ・小麦育研


九　 州 ・水　 利 ・耐育法研


種苗センター　 ・後志農場


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センタ一　 ・十勝農場


農研セ ・作　 2 ・麦育法研


北　 陸 ・地域基盤 ・


越冬生理研


農研セ ・作　 2 ・大麦育研


農研セ ・作　 2 ・麦導入研
i


東　 北 ・作　 間 ・麦 育 研


四　 国 ・作　 間 ・畑 育 研
九　 州 ・水　 利 ・大麦育研


○


l
〇


〇


〇


〇


〇


〇


，〇
〇 ・


〇


〇


〇一


〇


〇
〇


○


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇
〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇 ．


品質


うどんこ病抵抗性


うどんこ病抵抗睦，製粉歩


貞刀　ア ミロース含量
日日）
耐雪性，収量性，品質


赤さ一び病レース別抵抗性


収量性，品質，製粉特性，


蛋白含量


耐雪性


赤かび病抵抗性，品質，粒


質


穂発芽性，赤かび病抵抗


性，収量性，加工適性


赤かび病抵抗性


うどんこ病抵抗性


雲形病抵抗性，耐雪性


収量性，品質，精麦特性


うどんこ病，赤かび病，小


さび病抵抗性


精，梗の別


赤かび病，うどんこ病抵抗


性，品質
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植物


種類
植　　 物 担当機関 ・部 ・室 ・1次


l
2 次 3 次 主 要特 性 調 査項 目


麦　 類 え　 ん　 麦 農研セ・作　 2 ・麦導入研


北海道 ・作　 間・麦 育 研


○


○


○


○


赤かび病抵抗性
収量性 （年間乾物，子実）


豆　 類 大　　　 豆


その他豆類


農研セ・・作 1 ・豆 育 研


生物研 ・遺資 1 ・植 探 研


東　 北 ・作　 開 ・成分育研


東　 北 ・作 ・開・大豆育研


九　 州 ・作　 開・大豆育研


種苗センタ一 ・八岳農場
種苗センター　 ・雲仙農場


生物研 ・遺資 1 ・種 探 研


農研セ・作 1 ・豆 育 研


○


○


。


○


○．


〇


・〇
〇


○


○．


〇


〇


〇


βグリコシダー ゼ活性 脂


肪酸組成


粗蛋白，粗脂肪含有率
ダイズモザイクウイルス抵


抗性


耐虫性


いも類 か ん　し　ょ


ばれいしょ


農研セ・作 1 ・


甘しょ育研


九　 州 ・畑　 利・


甘しょ交研


九　 州 ・畑　 利・


甘しょ育研


種苗センター　 ・雲仙農場


種首センター　 ・
鹿児島農場


北海道 ・作　 開・


ばれいしょ育研


種苗センター　 ・


道中央農場


種苗センター ・後志農場


種宙センター ・胆振農場


種苗センタ一　 ・十勝農場
種苗センター　 ・上北農場


種苗センター　 ・嬬恋農場


種苗センタ一 ・八岳農場


種苗センター　 ・雲仙農場


○


．○


○


∴＿〇


〇一


〇


〇


〇1－


〇
〇


〇


〇 ．－


P


〇


〇


〇


・〇 、


〇


〇


・〇


つる割病，黒斑病抵抗性，


収量性，食味


不和合群，接木親和性，


β－アミラーゼ
崩芽性，収量性


上いも重，上いも数，澱粉


価


雑穀特用作物類あ　　　 わ


ひ　　　 え
しこくびえ


な　 た　 ね


ご　　　 ま


きとうき、び


生物研 ・遺資1 ・植 探 研


種菌センター　 ・嬬恋農場


農研セ・作 1 ・資・作 研


東 ．」ヒ・作 一関・資 作 研


農研セ・作 1 ・資 作‾研


．九 ．州・作 ．開・


さとうきび育研


種苗センター ・
鹿児島農場


．0
0 ＿一


〇・


〇 ＿


○


q


’〇


、〇


○


〇 °


○


i


春播性，含油率，油の脂肪


酸組成


・モザイク病，栴頭腐敗抵抗
性，庶汁ブリックス


モザイク病，黒樽病，桐頭
腐敗病抵抗性
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植物


種類
植 物 担当機関 ・部 ・室 ・1 次 2．次 3＿次 主 要 特性 調 査 項 目


雑穀 ・


特用作


物　 類


て ん さい


は　 っ　 か


日本はっか
じょちゅう


ぎく


北海道 ・畑生産・


てんさい育法研
北海道 ・畑生産・


てんさい育研
種苗センター ・


道中央農場


種苗センター　 ・後志農場


種苗センター ・胆振農場


種苗センタ一 ・十勝農場


種苗センター　 ・嬬恋農場


種苗センタ一　 ・八岳農場


北海道 ・畑生産・


厳寒地資坪
種苗センター　 ・胆振農場


中　 国 ・企　 画・業 務 科‘


中　 国 ・企　 画・軍 務 科


・〇


〇


〇


〇
〇 ・


〇


′〇
〇


・〇
〇
〇


○


○


禍斑病抵抗性


さび病抵抗性


牧草・


飼料作


物　 類


イタリアン


ライグラス
し　　　 ば


寒地型イネ


科多年生牧


草 （注 1 ）


暖地型イネ


科牧草


（注2・）


とうもろこ


し


北 陸 ・水　 利・飼 作 研・


家畜センター　 ・熊本牧場


草地試 ・育　 種 ・育 1 研


草地試 ・育　 種・育素材研


草地試 ・育　 種・・育 化 研


北海道 ・地域基盤 ・


適応生態研


北海道 ・飼　 資・


イネ牧育研．
北海道 ・地域基盤 ・


適応生態研


九　 州 ・草　 地・牧 育 研


種苗センター　 ・上北農場


家畜センタ一　 ・十勝牧場


生物研 ・遺蛮1 ・植 分 研


九　 州 ・草　 地・牧育法研
！家畜センター ．熊本牧場


草地試 ・育　 種・育　 2　研


北海道 ・飼　 賢・飼 作 研


種苗センタ一　 ・十勝農場


種苗セン．タ一 ・八岳農場


0 ．°


・○
．．〇・
〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


．〇


〇


〇 ・


〇


1〇 ・


〇


〇


〇


○


○


⊥


再生睦，・生草収量，乾物収


量


越夏性，再生性


網斑病抵抗生，越冬性


．乾物消化率，・飼料成分
（C P ，A D F，N D F）


春の草勢，再生性，黒さび


病抵抗性


春の草勢，越夏性，越冬


性，綱斑耐病性


春の草勢，越冬性，再生


性，黒さび病耐病性


越夏性i 越冬性，再生性，


春の草姿


ごま葉枯病，黒穂病，‘紋枯


病抵抗性


ごま葉枯病，すす紋病抵抗


性
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植物


種類
植　　 物 担当機関・部 ・室 1次 2次 3次 主要特性調査項 目


牧草・
飼料・
作物類


とうもろこ
し


ソルガム


しろクロバ


ー
あかクロバ


ー


アルファル


ファ


その他マメ
科飼料作物
れ　ん　 げ


ルタバ ガ
ラ　 イ　麦


家畜センター　 ・長野牧場


中　国・作　 間・育 工 研
家畜センター　 ・長野牧場


東　 北・草　 地・牧 育 研


北海道・飼　 資・マメ牧研


家畜センタ一・ 十勝牧場
北海道・地域基盤・


適応性態研
種苗センター　 ・


道中央農場
種苗センター　 ・胆振農場
種苗センタ一　 ・十勝農場
家畜センタ一　 ・十勝牧場
種苗センター　 ・上北農場


草地試・育　 種・育素材研


野茶試・野　 育・育　4　研
農研セ・作　 2 ・麦導入研


〇


〇
〇
〇


〇


〇
〇


〇


〇
〇
〇
〇


〇


〇
〇


〇


〇


〇


l


○


うどんこ病抵抗性


秋の草勢


越冬性，春の草姿，一頭花
種子重


（注1）寒地型イネ科多年生牧草：オーチャードグラス，ペレニアルライグラス，ウェスタウオル


ズライグラス，レッドトップ，メドゥフェスク，レッドフェス


ク，シープフェスク，トールフェスク，リードキャナリーグラ


ス．


（注2）暖地型イネ科牧草：バヒアグラス，ギニアグラス，ネピアグラス，バミューダグラス，セ


ンティビードグラス，キクユグラス，ローズグラス，マカリカリグラ


ス，クロリス，エラグロスチス．
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植物


種類
植　　 物 担当機関・部・室 1次 2 次 3 次 主 要特 性 調 査 項 目


果樹類 り　 ん　 ご


せいような


し


お う　と　う


く　　　 り


にはんなし


も　　　 も


ぶ　 ど　 う


か　　　 き


かん きつ


導入りんご


果樹試 ・盛　 岡・育 種 研


種苗センター　 ・道 中 央


種苗センター ・上北農場


果樹試 ・盛　 岡・育 種 研


果樹試 ・盛　 岡・育 種 研


果樹試 ・育　 種 ・育　 2　研
種苗センター　 ・嬬恋農場


北海道 ・作　 開 ・果 樹 研


生物研 ・遺資 1 ・植 分 研


果樹試 ・育　 種 ・育　3　研


果樹試 ・安芸津 ・育 種 研


果樹試 ・安芸津 ・育 種 研


生物研 ・遺資 1 ・植 分 研


果樹試 ・興　 津 ・育 1 研


果樹試 ・興　 津 ・育　2　研


果樹試 ・口之津 ・育 種 研


果樹試 ・育　 種 ・育　4　研


〇


〇


〇


〇


〇


〇一


〇


〇


〇


〇．


〇


〇


〇


〇


・〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇 ．


○


○


○


〇


〇


〇


〇


〇


満開期，成熟期，果汁の糖


度，酸度


樹姿，樹勢，果実の大きさ


樹姿，樹勢，花芽の着生
樹勢，べと病抵抗性，果汁


糖度，酸度
樹姿，樹勢，収量性，果汁


糖度


樹勢，かいよう病，果実の


大きさ，果汁の糖含量


樹勢，かいよう病，樹体の


耐寒性，含核数


樹勢，果実の大きさ，裂果


の多少


野菜類 き　ゅ　う　り


す　 い　 か


か ぼ ち　ゃ


メ　 ロ　 ン


な　　　 す


と　 ま　 と


ピー マ　ン


は く　さ い


野茶試 ・野　 育 ・育　 2　研


野茶試 ・久留米 ・育 1 研


野茶試 ・野　 育 ・育　 2　研


野茶試 ・野　 育 ・育　 2　研


野茶試 ・久留米・育 1 研


野茶試 ・野　 育 ・育　 3　研


野茶試 ・野　 育 ・育　 3　研


野茶試 ・盛　 岡・育 1 研


野茶試 ・久留米・育 1 研


野茶試 ・野　 育・育　 3　研


種苗センター　 ・


道中央農場


種苗センター　 ・上北農場


野茶試 ・野　 育 ・育　 4　研


○


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇
〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


1


〇


〇


〇


〇


〇


〇


つる割病抵抗性，果重，果


肉の苦み


ハダニ抵抗性，果肉色，糖
度


耐高温性，早晩性，


着果の早晩性，果肉色，糖
度


うどんこ病抵抗性，果肉


色，糖度


早晩性，着果性，可溶性固


形物


黄化病抵抗性，球重


－57－







植物


種類
植　　 物 担当機関・部 一室 1 次 2 次 3 次 主 要 特 性調 査 項 目


野菜類 か　　　 ぶ


つ　 け　 な
キ ャベ ツ


カリフラワ


ー
プロツコリ


か ら しな


だ い こん


た　 か　 な


た ま ね ぎ


にん に く


アスパラガ


ス


に・ん　じん


芋　 ぼ　 う


い　 ち ・ご


ね　　 ・ぎ


野茶試 ・野　 育 ・育 4　研


野茶試・野　 育 ・育　 4　研


野茶試・野　 育 ・育　 4　研


野茶試・野　 育 ・育　4　研


野茶試 ・野　 育 ・育　 4　研


野茶試・野　 育 ・育　 4　研
野茶試・野　 育 ・育　4 ．研


野茶試・野　 草 ・育 4 研


北海道・作　 開・野 菜 研


種苗センター　 ・


道中央農場


種苗センター　 ・後志農場


種苗センター　 ・胆振農場


野菜試・野　 育 ・品 質 研


種苗センター ・嬬恋農場


種苗セ．ンクー ・


道中央農場
種苗センター　 ・後志農場


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センター　 ・上北農場


種苗センター　 ・後志農場


野茶試・盛　 岡・育　 2　研


・野茶試・久留米 ・育　 2 研
種苗センター　 ・


道中央軍場


〇


〇


〇


〇


〇


，○〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


．〇


〇


〇


〇


〇 ・


〇


〇


〇 ・


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇
〇


〇 °


○


○ 〝


○


黄化病抵抗性，辛み


根こぶ病，黒腐病抵抗性，


球重


黒腐病抵抗性，花らい球重


ソーフィーの発生，花らい
球重


黄化病抵抗性，耐寒性


・萎黄病抵抗性


糖分


花 き


●


緑化


植・・物


き　　　 く


カーネーシ


ョン
デンドロビ


ウム
ば　　　 ら


つ　 つ　 じ


つ　 ば　 き


酸茶試・花　 き・


切り花 1°研


・種苗センター　 ・
道中央農場


層苗セシター ・嬬恋農場


野茶試・花　 き


切り花2 研 、


野茶試・花　 き・
鉢花き2 研


野茶試・花　 き・緑 化 研


野茶試・久留米・花 き∴研


野茶試・久留米 ・緑 化 研


〇


〇


〇
〇


〇


〇 ・


0 ．°


○ ・（⊃’ 〇・l


l


花粉稔性，倍数性，挿木発


根性．
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植物


種類
植　　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 2 次 3 次 主 要特 性 調 査 項 目


茶 茶 生物研 ・遺資 1 ・植 分 研


野茶試 ・茶栽培 ・育 法 研


野茶試 ・茶栽培 ・育 種 研


野茶試 ・久留米 ・育素材研


野茶試 ・久留米・茶 育 研


種苗センター　 ・金谷農場
種苗センター　 ・奈良農場


種苗センター　 ・知覧農場


〇


〇


〇


〇


〇
〇


〇


○


○


l o


○


○


摘採期の早晩，挿木の活着
力，摘採芽の100芽重


全窒素，アミノ酸，カフェ


イン


炭そ病，輪紋病抵抗性，摘


採芽の100芽重


桑 桑 生物研 ・遺資 1 ・植 分 研


生物研 ・遺資2 ・栄 保 研


蚕昆研 ・生産技術 ・


桑育工研


蚕昆研 ・生産技術 ・桑育研


蚕昆研 ・松　 本 ・栽 桑 研


東　 北 ・畑　 利・養 蚕 研


北　 陸 ・作　 開 ・畑 育 研


九　 州 ・作　 開 ・


桑育養蚕研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


萎縮病，縮葉細菌病抵抗


性，春 ・晩秋期条桑量


萎縮病，縮葉細菌病抵抗性


萎縮病，縮葉細菌病抵抗性，


春 ・晩秋期条桑量


萎縮病，縮葉細菌病抵抗性，


晩秋期条桑量


萎縮病，縮葉細菌病抵抗性，


春 ・晩秋期条桑量
萎縮病，縮葉細菌病抵抗性，


春 ・晩秋期条桑量


萎縮病，縮葉細菌病抵抗性，


春・晩秋期条桑量


熱　 帯


●
亜熱帯
植　 物


パイナップ


ル


熱　 研 ・沖　 縄 ・果 樹 研


種苗センター ・沖縄農場


○


○


○ ○ 耐倒伏性，耐早性，果実収


量，糖度，酸度
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指　定　試　験　地


（平成2年度）


植物


種類
植　　 物 担 当機関 ・部 ・室 1 次 2 次 3 次 主 要 特 性 調 査 項 目


稲　 類 稲 愛知農総試 ・山技農場 ○ ○ 襲 い もち病抵抗性


麦　 類 小　　　 麦


大　　　 麦


長野農事試


福 岡農総試


○


○


○


○


穂発芽性


うどん こ病，縞萎縮病抵抗


性


豆　 類 大　　　 豆 道立 中央農試


長野 中信農試


○


○


○


○ ○


わい化病抵抗性


ダイズモザ イクウイルス抵


抗性，粗蛋 白含有率


雑穀 ・


特　 用


作物類


さとうきび 沖縄農試 ○ ○


J


葉焼病，黒穂病抵抗性


牧草 ・


飼　 料


作　 物


イタ リア ン


ライ グラス


アル ファル


ファ


山口農試


愛知県農総試


○


○


○


○


冠 さび病抵抗性，耐倒伏


性，再生性


耐倒伏性


果樹類 ビ　　　 ワ 長崎果樹試 ○ ○ がん しゅ病抵抗性，耐寒性


花 き ・


緑　 化


植　 物


ゆ　　　 り


（て っぽ う


ゆ り）


鹿児 島農試 ・花 き部 ○ ○ 葉枯病抵抗性 ，促成栽培時


の伸長性，開花性


茶 茶 宮崎農試 ・茶業支場 ○ ○ 炭そ病抵抗性，裂傷害凍害


抵抗性


－60－







2）　野生種等導入種の育種素材化実施状況（平成2年度）


植物種類 植物名
担当場所


部 ・室
素　 材　 化　 目　 標


実　　 施　　 状　　 況


成　　　 果　　　 の　　　 概　　　 要
組合せ数


育成中の


系統数
素材化数


稲　　 類 稲 農研セ．


作 1 ．


稲育法研


病害虫抵抗性 16 30 0 野生稲の病害虫抵抗性を検定するとともに栽培稲との


戻 し交配を開始 した。


麦　　 類 小麦 東北．


作開．


耐育法研


赤 さび病 ・うどんこ病


複合抵抗性系統作出の


ための野生種利用


2 4 1 春播性の赤さび病抵抗性系統 「さび系45号」にうどん


こ病抵抗性源として近縁種エギロブス （A eg ilops


trian cialis）を交配 し，F ．を養成 して 「さび系45号」


を戻 し交雑 した。F l，B IF l世代とも雄性不稔であり，


B1 F1 固体に 「さび系45号」を戻 し交雑中である。


うどんこ病抵抗性の栽培品種と 「さび系45号」の交雑


か ら得 られた複合抵抗系統について固定化を図り，収


量その他農業特性を調査中である。


豆　　 類 小豆 農研セ．


作 1 ．


豆育研


アズキゾウムシ抵抗性


の小豆系統の育成


2 1 0 ツルアズキ （バカソ）の持つアズキゾウムシ部分抵抗


性を小豆 （大納言）に導入する目的でB C －F 2系統まで


育成 したが，戻 しを進めた系統では，ツルアズキ並の


部分抵抗性を維持することが出来なかった。バカソの


抵抗性を利用 したアズキゾウムシ抵抗性系統の育成は


極めて困難であると考えられる。







植物種類 植物名
担当場所


部 ・室
素　 材　 化　 目　 標


実　　 施　　 状　　 況


成　　　 果　　　 の　　　 概　　　 要
組合せ数


育成中の


系統数
素材化数


豆　　 類 小豆 農研セ．


作 1．


豆育研


入手したV ign a riu kiu en is 4 系統のアズキゾウムシ抵


抗性強度を再調査したところ，4 系統ともやや生育が


遅れる程度でほぼ完全に食害された。


い　も 類 かんしょ 農研セ．


作1 ．


かんしょ


育研


かんしょ茎葉食用化向


育種素材の作出


6


20


9


6000


4


0


本年は葉柄を生食し，葉柄食味の良かった4 系統を選


抜した。


交配実性から選抜した9 系統と沖縄在来種中有望な6


系統問で交配を行った。


不和合群等の関係から20組合せ6000粒を採種する。


九州．


畑利．


かんしょ


育研


高アントシアン，高でん粉


高アントシアン，低糖


高アントシアン，多収


高アントシアン


高カロチン


良質多収


19


4


2


4


2


4


1754


320


3


425


522


10


105


13


0


19


33


2


パプアニューギニア，中国，ソロモン諸島及び米国か


ら導入した11品種と我が国の主要品種系統問の交配に


由来する35組合せ3034系統を素材化のための選抜対象


とし，高アントシアン高でん粉などの特性をもつ172


系統を素材化した。


合　　　 計 35 3034 172


牧 草 ・


飼料作物


トールフ


ェスク


九州．


草地．


牧育研


低温短日生長性導入 68 30 12 地中海型栄養系と既存品種のF ，40組合せ1200個体及び


親栄養系への戻し交雑第 1代 （F ，B －）24母系600個体


における種子稔性を調査した。種子稔実率が10％以上，


I
二
品
∵
I







植物種類 植物名
担当場所


部 ・室
素　 材　 化　 目　 標


実　　 施　　 状　　 況


成　　　 果　　　 の　　　 概　　　 要
組合せ数


育成中の


系統数
素材化数


牧 草 ・


飼料作物


トールフ


ェスク


九州．


草地．


牧育研


冠さび病に対して抵抗性で，夏期の生長が既存品種程


、ヽ度であったF，7 栄養系およびF IB 123栄養系を選抜し


た。


クローバ


近縁種


Trifolium


ru b en s


パープル


グローブ


クローバ


Trifolium


alpestre


北農試．


飼資．


豆牧研


4 倍体植物


4 倍体植物


コルヒチン処理した種子から生育させた植物を圃場に


展開した。


コルヒチン処理 した種子から生育させた植物体を圃場


に展開し，孔辺細胞中の菓緑粒数と花粉稔性から，4


倍体の可能性のある4 個体を選びだした。人工的に交


配したあと，笑気ガスで処理し，144の種子を得た。


果 樹 類 りんご 果樹試．


盛岡．


育種研


近縁種からの矯化遺伝


子の導入


近縁種からの矯化遺伝


子の導入


2


4


59


105


4 育種系として4 系統選抜，他に鑑賞用として7 系統選


抜


未選抜







植物種類 植物名
担当場所


部・室
素　材　化　 目　標


実　　 施　　 状　　 況


成　　　 果　　　 の　　　 概　　　 要
組合せ数


育成中の


系統数
素材化数


野菜 類 ハクサイ 野茶試．


野育．


育4研


キャベツの持っ縁植物


春化型形質を導入した


緑植物春化型ハクサイ


素材の育成


4 6 0


i


ハクサイとキャベツの種間雑種後代 （F3及びハクサイ


へのB IF2）の催芽種子に低温処理を57日間行った後，
高温長日下で生育させた。その結果，対照品種の種子


春化型ハクサイ品種は間もなく抽苔開花したが種間雑


種後代の抽苔は非常に遅く，低温処理収量後70日を経


過した時点で供試した139個体中78％にあたる108個体


は外観上栄養生長を続けていた。


これらの緑植物春化型と考えられる個体には葉の形質


iについて大きな分離が見られたが，一部に葉形質がハ


クサイに近い個体が出現した。これらを選抜，戻し交


配することにより，緑植物春化型ハクサイ系統が育成


出来るのではないかと期待される。


花 き ・


緑化植物


l
i


カーネー


ソヽヨン


野茶試．


花き．


きり花2


研


l


萎ちょう細菌病低性 5 150


1


0 i


l


！


抵抗性検定法を確立し，栽培品種並びにダイアンサス


属植物の抵抗性には顕著な種間差のあることを明らか


にした。しかし，抵抗性種は遠縁で高次倍数性のもの


が多く，交雑雑種種子を得るのがかなり困難なことが


判明した。この困難性は当初より予想されたところで


あり継続して困難性の打破をはかる。


－
　
監
　
－







植物種額 植物名
担当場所


部 ・室
素　 材　 化　 目　 標


実　　 施　 状　　 況


成　　 異　　　 の　　　 概　　　 要
組合せ数


育成中の


系統数
菜材化数


茶 ．茶 ・ 野茶読．


久留米．


茶育研


低カフェイン系統の選


抜


在来種からの選抜


茶と近縁野生種との種


間雑種からの選抜 ．


8


4


5Pb


12


0


0


8 県から収集した500系種の在来種について一番茶時に


サンプルを採取し，高種液体クロマ トグラフィー （H


P L C ）によりカフェインの分析を行ったが，低カフェ


イン系統を検出することはできなかった。これたより


在来種から低カフェイン （1％以下の含量）‘系統を選


抜することは困難と思われた。


茶とヤブツバキの種問種種を育成L H P L C たよりカフ


ェイシを分析した結果，これらの車種個体は茶の1／10
程度しかカフェインを含んでいなかった。しかし，木


稔性が高く茶としての品質も劣ることからこれらの形


質を改良するため茶への戻し交雑を行った。


・
－
　
霹
　
－







3　遺伝資源の維持及び配布


1）　植物種類別機関別植物遺伝資源保存状況（平成2年度）


（平成3年3月31日現在）


植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　ベ ー ス アクティデ


コレクション コレクショノコ レクション


稲　　　 類 稲 （水稲） 農研センタ一　 作一　　　 稲育種研


′′　　　　　　 ′′　　　 稲育法研


′′　　　　　　 〟　　　 へテロ育研
生物研　　　　 放育　　　 放育 1研


′′　　　　　 遺資 1　　 植探研
北農試　　　　 作物開発　 稲育法研


′′　　　　　　 ′′　　　　 稲育種研
東北農試　　　 水田利用　 稲育種研


北陸農試　　　 作物開発　 育法研


′′　　　　　　 ′′　　　 稲育種研
中国農試　　　 作物開発　 稲育研


九農試　　　　 水田利用　 耐性育法研


′′　　　　　　 ′′　　　 稲育種研


184　　　　 0　　 184


1，022　　　　 0　 1，022


1，519　　　　 0　 1，519


1，737　　　　 0　 1，737


4，523　　　　 0　 4，523


4　　　　 0　　　　 4


31　　　　 0　　　　 3 1


4 1　　　　 0　　　　 4 1


7　　　　 0　　　　 7


33　　　　 0　　　　 33


315　　　　 0　　　 315


10 1　　　　 0　　 101


37 1　　　　 0　　　 371
i


184　　　　　 0


1，022　　　　　 0


1，5 19　　　　　 0


20　　 1，717


0　　 4，523


4　　　　　 0


31　　　　 0


41　　　　 0


6　　　　 1


33　　　　　 0


127　　　 188


101　　　　 0


371　　　　 0


l！ ：


i l・71：


】l ；


i 2；


計 9，888　　　　 0　 9，888
l


3，459　　 6，429
li l・742







植　 物　 種　 類


i


植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 ！ 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


麦　　　 類 エギロブス 農研センター　 作二　　　 麦導入研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


たるはこむぎ（エギロブス）生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


えん麦 農研センター　 作二　　　 麦導入研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


北農試　　　　 作物開発　 麦育種研 38　　　　 0　　　　 38 38　　　　　 0 0


東北農試　　　 作物開発　 耐性育法研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


大麦近縁種 農研センター　 作二　　　 麦導入研 0　　 173　　 173 173　　　　　 0 0


四国農試　　　 作物開発　 畑作育研 10　　　　 20　　　　 30 30　　　　　 0 0


二条大麦 農研センター　 作二　　　 麦導入研 57　　　　 0　　　　 57 57　　　　　 0 0


四国農試　　 作物開完　 畑作育研 36　　　　 0　　　　 36 28　　　　　 8 0


九農試　　　　 水田利用　 大麦育種研 888　　　　 0　　　 888 0　　　　 888 0


大麦 （六条） 農研センター　 作二　　　 大麦育種研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　 麦導入研 198　　　　 0　　 198 198　　　　　 0 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 45　　　　 0　　　　 45 0　　　　 45 0


東北農試　　　 作物開発　 耐性育法研 9　　　　 0　　　　 9 9　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　 麦育種研 21　　　　 0　　　　 2 1 3　　　　 18 0


四国農試　　　 作物開発　 畑作育研 76　　　　 0　　　　 76 57　　　　 19 0


九農試　　　　 水田利用　 大麦育種研 603　　　　 0　　　 603 0　　　　 603 0


ライ麦 農研センタ一　 作二　　　 麦導入研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


北農試　　　　 作物開発　 麦育種研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


東北農試　　　 作物開発　 耐性育法研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


小寒 （アビシニア小麦） 農研センタ一　 作二　　　 麦導入研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


1


①


可


－


1







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名　 機 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


麦　　　 類 小麦 （普通系） 農研センター　 作二　　　 小麦育種研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　　 大麦育種研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　 麦導入研 1，219　　　　 0　 1，219 1，219　　　　 0 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 129　　　　 0　　 129 0　　　 129 0


北農試　　　　 作物開発　 麦育種研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


東北展試　　 作物開発　 耐性育法研 291　　　　 0　　　 291 231　　　　 60 0
I


′′　　　　　　 ′′　　　 麦育種研 72　　　　 0　　　　 72 38　　　　 34 i　　 o


中国農試　　　 作物開発　 麦育研 793　　　　 0　　　 793 12　　　　 781 6


九農試　　　　 水田利用　 耐性育法研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　 小麦育種研 269　　　　 0　　　 269 12　　　　 257 0


小麦 （野生エンマー） 農研センタ一　 作二　　　 麦導入研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


小麦 （マカロニ小麦） 農研センタ一　 作二　　　 麦導入研 122　　　　 0　　 122 122　　　　　 0 0


ライ小麦 東北農試　　　 作物開発　 耐性育法研 7　　　　 0　　　　 7 0　　　　　 7 0


計 4，899　　 193　 5，092 2，239　　 2，853 6


－


　


①


∞


1


1







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室　 ！


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


豆　　　 類 らっかせい 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 13　　　　 0　　　 13 0　　　　 13 0


熱研　　　　　 沖縄　　　 作育研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


らっかせい近縁種 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


きまめ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


かわ らけつめい属植物 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


ひよこまめ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 567　　　　 0　　　 567 0　　　　 567 0


大豆 農研センター　 作一　　　 豆育種研 37　　　　 0　　　 37 27　　　　 10 0


生物研　　　　 放育　　　 放育 1研 70　　　　 0　　　　 70 0　　　　 70 70


′′　　　　　 遺資 1　　 植探研 1，590　　　　 0　 1，590 0　 1，590 0


草地研　　　　 育種　　　 育材研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 2


東北農試　　　 作物開発　 成分育法研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　 大豆育研 133　　　　 0　　 133 133　　　　　 0 0


九農試　　　 作物開発　 大豆育研 49　　　　 0　　　 49 49　　　　　 0 0


つるまめ 農研センター　 作一　　　 豆育種研 40　　　　 0　　　　 40 4　　　　 36 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


九農試　　　　 作物開発　 大豆育研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


ルービン（まだらはうちわまめ） 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


あずき 農研セ ンタ一　 作一　　　 豆育種研 40　　　　 0　　　 40 40　　　　　 0 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 209　　　　 0　　　 209 0　　　　 209 0


東北農試　　　 作物開発　 耐性育法研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


りょくとう 農研セ ンタ一　 作一　　　 豆育種研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 883　　　　 0　　　 883 0　　　　 883 0


けつるあず き 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 53　　　　 0　　　　 53 0　　　　 53 0


つるあず き 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 40　　　　 0　　　　 40 0　　　　 40 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


豆　　　 類 ベにばないんげん 生物研　　　 遠賀 1　　 植探研 2　　　　 0　　　　 2
i


0　　　　　 2 0


インゲン属植物 農研センタ一　 作一　　　 豆育種研 700　　　　 0　　　 700 700　　　　　 0 0


はっしょうまめ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


つるあずき 農研センタ一　 作一　　　 豆育種研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


オオヤブツルアズキ 生物研　　　 遺資 1　 植種研 15　　　　 0　　　 15 0　　　　 15 0


ヒナアズキ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 45　　　　 0　　　　 45 0　　　　 45 0


モスビーン 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


ビグナ属植物 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


ハマアズキ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


計 4，518　　　　 0　 4，518 966　　 3，552 72


1


べ


0


　


－
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


い　 も　 類 ばれい しょ 北農試　　　　 作物開発　 ばれい しょ育 0　 1，297　 1，297 680　　　　 617 430


種苗セ ンター　 農場　　　 北海道中央 0　　 153　　 153 0　　　 153 153


′′　　　　　　 ′′　　　　 後志 0　　 165　　 165 0　　　 165 165


′′　　　　　　 ′′　　　　 胆振 0　　 163　　 163 0　　　 163 163


′′　　　　　　 ′′　　　 十勝 0　 164　 1叫 0　　　 164 164


′′　　　　　　　 ′′　　　　 上北 0　　　　 92　　　　 92 0　　　　 92 92


′′　　　　　　　 ′′　　　　 嬬恋 0　　 153　　 153
；


0　　　 153 153


′′　　　　　　 ′′　　　 八岳 1　 0　　 90　　 90 0　　　　 90 90


〃′　　　　　　 ′′　　　　 雲仙 1　　　 0　　　　 48　　　　 48 0　　　　 48 48


かん しょ 農研センタ一　 作一　　　 甘 しょ育研 0　 1，008　 1，008 415　　　　 593 10


九農試　　　　 畑地利用　 甘 しょ交研 274　　　　 72　　　 346 19　　　　 327 103


′′　　　　　　 ′′　　　 甘 しょ育研 0　　　 918　　　 918 66　　　　 852 852


種苗センター　 農場　　　 雲仙 0　　　 350　　　 350 0　　　　 350 345


′′　　　　　　 ′′　　　 鹿児島 1
0　　　 350　　　 350


0　　　　 350 288


計
l
l 274　 5，023　 5，297


i


l
1，180　　 4，117 3，056


1


1
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


雑穀 ・特用作物 こんにゃく 種首センター　 農場　　　 金谷 0　　　 18　　　 18 0　　　　 18
l


0


はとむぎ 農研センター　 作一　　　 資源作物研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　　 0 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


じゅずだま 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


栽培ひえ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 9　　　　 0　　　　 9 0　　　　　 9 0


東北農試　　　 作物開発　 耐性育法研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


熱研　　　　　 沖縄　　　 作育研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


インドびえ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 14　　　　 0　　　 14 0　　　　 14 1　　　 0


インドたいぬびえ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


ヒエ属植物 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


きび 農研センター　 作一　　　 資源作物研 19　　　　 0　　　 19 8　　　　 11 0


生物研　　　 遺資 1　 種探研 63　　　　 0　　　　 63 0　　　　 63 0


北農試　　　　 畑生産　　 厳寒地資研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


熱研　　　　　 沖縄　　　 作育研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


あわ 農研センター　 作一　　　 資源作物研 51　　　　 0　　　　 51 13　　　　 38 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 74　　　　 0　　　　 74 0　　　　 74 0


東北農試　　　 作物開発　 耐性育法研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


熱研　　　　　 沖縄　　　 作育研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


さとうきび 生物研　　　　 放育　　　 照射法研 0　　 187　　 187 187　　　　　 0 0


九農試　　　　 作物開発　 さとう育研 0　　　 205　　　 205 21　　　 184 184


熱研　　　　　 沖縄　　　 作育研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


種苗センター　 農場　　　 鹿児島 0　　　 225　　　 225 0　　　　 225 205


′′　　　　　　 ′′　　　 沖縄 0　　　 290　　　 290 0　　　　 290 290


さとうきび近縁種 熱研　　　　　 沖縄　　　 作育研 0　　　　 38　　　　 38 38　　　　　 0 0


1
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


雑穀 ・特用作物 しこくびえ 農研センター　 作一　　　 資源作物研 229　　　　 0　　　 229 79　　　 150 0


t生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 144　　　　 0　　 144 0　　　 144 0


いぐさ 種苗センター　 農場　　　 雲仙 0　　 190　　 190 0　　　 190 0


′′　　　　　　 ′′　　　 知覧 0　　 170　　 170 0　　　 170 0


せんにんこく（ひもげいとう）四国農試　　　 作物開発　 資源作物研 9　　　　 0　　　　 9 9　　　　　 0 0


農研センター　 作一　　　 資源作物研 9　　　　 0　　　　 9 0　　　　　 9 0


生物研　　　 遺資 1　 種探研 5　　　　 0　　　　 5 0　　　　　 5 0


ヒユ属植物 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 12　　　　 0　　　 12 0　　　　 12 0


てんさい （多胚） 北農試　　　　 畑生産　　 てん育法研 749　　　　 0　　　 749 678　　　　 71 0


′′　　　　　　 ′′　　　 てん育種研 595　　　　 0　　　 595 557　　　　 38 0


キノア 四国農試　　 作物開発　 資源作物研 11　　　　 0　　　 11 11　　　　 0 0


とろろあおい 中国農試　　　 企連　　　 業務 6　　　　 0　　　　 6 6　　　　　 0 0


なたね 生物研　　　 細育　　　 ヘテロ研 35　　　　 0　　　 35 35　　　　　 0 0


′′　　　　　 遺資 1　　 植探研 3　　　　 0　　　　 3 0　　　　　 3 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育4研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　　 0 0


東北農試　　　 作物開発　 資源作育研 41　　　　 0　　　　 41 41　　　　 0 0


カシオ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


こうぞ 中国農試　　 企連　　　 業務 0　　　　 1　　　 1 1　　　　　 0 0


種首センター　 農場　　　 金谷 0　　　 11　　　 11 0　　　　 11 0


そば 農研センタ一　 作一　　　 資源作物研 12　　　　 0　　　 12 12　　　　　 0 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 105　　　　 0　　 105 0　　　 105 0


北農試　　　　 畑生産　　 厳寒地資研 50　　　　 0　　　　 50 40　　　　 10 0


東北農試　　　 作物開発　 耐性育法研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


九農試　　　　 作物開発　 品質評価研 0　 0　 0 1 0　　　　　 0 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


雑穀 ・特用作物 グッタンそば 農研センター　 作一　　　 資漉作物研 115　　　　 0　　 115 53　　　　 62 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


みつまた 中国農試　　　 企連　　　 業務 0　　　　 3　　　　 3 3　　　　　 0 0


種苗センター　 農場　　　 金谷 0　　　　 8　　　　 8 0　　　　　 8 0


ちょま 九農試　　　 作物開発　 品質評価研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


種菌センター　 農場　　　 金谷 0　　 173　　 173 0　　　 173 0


カポック 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


じょちゅうぎく 中国農試　　　 企連　　　 業務 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


種苗センター　 農場　　　 北海道中央 0　　　　 4　　　　 4 0　　　　　 4 4


′′　　　　　　 ′′　　　 知覧 0　　　　 47　　　　 47 0　　　　 47 0


ひまわり 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　　 1 0


日本はっか 北農試　　　 畑生産　　 厳寒地資研 0　　　　 59　　　　 59 49　　　　 10 16


種首センター　 農場　　　 胆振 0　　　 60　　　 60 0　　　　 60 0


′′　　　　　　 ′′　　　　 知覧 0　　　　 35　　　 35 0　　　　 35 0


しそ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 7　　　　 0　　　　 7 0　　　　　 7 0


えごま 農研センター　 作一　　　 資源作物研 47　　　　 0　　　 47 47　　　　　 0 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 46　　　　 0　　　 46 0　　　　 46 0


東北農試　　　 作物開発　 資源作育研 32　　　　 0　　　 32 32　　　　　 0 0


しそ属植物 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


ごま 農研センタ一　 作一　　　 資源作物研 53　　　　 0　　　 53 18　　　　 35 0


生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 16　　　　 0　　　 16 0　　　　 16 0


i


東北農試　　　 作物開発　 資源作育研 15　　　　 0　　　 15 15　　　　　 0 0


！


計 2，604　 1，725　 4，329 1，968　　 2，361 699


－
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


牧草 ・飼料作物 マオウ類 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


イネ科 北農試　　　　 飼料資源　　 イネ科牧研 71　　　　 0　　　　 71 7 1　　　　　 0 0


九農試　　　　 草地　　　　 牧草育法研 4，775　　　 70　 4，845 4，845　　　　　 0 0


レッドトップ（こぬかぐさ）北農試　　　　 地域基盤　　 適応生態研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


えん麦 九農試　　　　 草地　　　　 牧草育種研 246　　　　 0　　　 246 246　　　　　 0 0


レスクグラス 九農試　　　　 草地　　　　 牧草育種研 59　　　　 0　　　　 59 59　　　　　 0 0


ブッフェルグラス 熱研　　　　　 沖縄　　　　 作育研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


スィートピッティドグラス 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


ローズグラス 草地試　　　　 育種　　　　 育 2 研 114　　　　 0　　 114 94　　　　 20 0


九農試　　　　 草地　　　　 牧草育法研 778　　　　 1　　 779 658　　　 121 1


熱研　　　　　 沖縄　　　　 作育研 23　　　　 0　　　　 23 23　　　　　 0 0


オーチャー ドグラス 生物研　　　　 遺姿 1　　 植探研 5　　　　 0　　　　 5 0　　　　　 5 0


草地試　　　　 育種　　　　 育 1研 946　 1，901　 2，847 2，757　　　　 90 5


北農試　　　 地境基盤　 適応生態研 47　　　 17　　　　 64 64　　　　　 0 0


′′　　　　　 飼料資源　　 マメ科牧研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　　 イネ科牧研 372　　　 571　　 943 921　　　　 22 0


家畜センター　 牧場　　　　 十勝 0　　　　 30　　　　 30 0　　　　 30 0


ソルガム （もろこし） 生物研　　　 遺資 1　　 植探研 98　　　　 0　　　　 98 0　　　　 98 0


草地試　　　　 育種　　　　 育 2 研 396　　　　 0　　　 396 326　　　　 70 0


北農試　　　　 地域基盤　　 適応生態研 18　　　　 0　　　 18 18　　　　　 0 0


中国農試　　　 作物開発　　 育工研 379　　　　 0　　　 379 93　　　　 286 77


熱研　　　　　 沖縄　　　　 作育研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


ジョンソングラス 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 6　　　　 0　　　　 6 0　　　　　 6 0


スーダングラス 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 16　　　　 0　　　 16 0　　　　 16 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


牧草 ・飼料作物 lとうもろこし 農研センター　 作一　　　　 資源作物研 3　　　　 0　　　　 3 3　　　　　 0 0


生物研　　　　 細育　　　　 ヘテロ研 75　　　　 0　　　　 75 75　　　　　 0 0


′′　　　　　 放育　　　　 放育 1研 91　　　　 0　　　 91 0　　　　 91 91


I ′′　　　　 遣資 1　 植探研 468　　　　 0　　　 468 0　　　　 468 0


i草地研　　　 育種　　 育 2研 633　　　　 0　　　 633 501　　 132 44


‖ヒ農試　　　 地域基盤　 適応生態研
I


4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0
l
t　 ′〃　　　　　 飼料資源　　 飼作育研
l


252　　　　 0　　　 252 79　　　 173 0


パールミレット（とうじんびえ）！生物研　　　 遠賀 1　 植探研 58　　　　 0　　　　 58 0　　　　 58 0


ネピアグラス 九農試　　　　 草地　　　　 牧草育種研 7　　　　 0　　　　 7 7　　　　　 0 0


ちからしば 生物研　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


キクユグラス 生物研　　　 遺資 1　　 種探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


ちからしば類 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 0　　　　 2　　　　 2 0　　　　　 0 0


永年性 ヒエ（ヒエ近縁種） 草地試　　　 育種　　　 育材研 0　　　 15　　　 15 15　　　　 0 I
l


0


トールフェスク 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 10　　　 30　　　 40 40　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　　 育工研 7　　　 289　　 J96 296　　　　　 0
l


0


北農試　　　　 地域基盤　　 適応生態研 144　　　　 0　　 144 l 144　　 0 0


′′　　　　　 飼料資源　　 イネ科牧研 56　　　 524　　　 580 ！　 573　　　　 7
l


0


家畜センター　 牧場　　　　 十勝 0　　　　 30　　　　 30 1　　　 0　　　　 30 0


九農試　　　　 草地　　　　 牧草育種研 870　 1，974　 2，844 2，802　　　　 42 6


メ ドゥフェスク 北農試　　　　 飼料資源　　 イネ科牧研 86　　　 250　　　 336 336　　　　　 0 0


レソドフェスク 北農試　　　　 地域基盤　　 適応生態研 82　　　　 0　　　 82 82　　　　　 0 0


シープフェスク 北農試　　　 地境基盤　 適応生態研 16　　　　 0　　　 16 －　　 16　　　　 0
I


0


ギニアグラス 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 9　　　　 0　　　　 9 I　　 o　　　 9 0


熱研　　　　　 沖縄　　　　 作育研 142　　　　 0　　 142 142　　　　　 0


ll


0







植　 物　 種　 類


l


植　　 物　　 名


I


機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション アクティブコレクション


牧草 ・飼料作物 パニカム 草地試　　　　 育種　　　　 育 2研 125　　　　 0　　　 125 87　　　　 38 0


九農試　　　　 草地　　　　 牧草育種研 10　　　　 0　　　 10 10　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　　 牧草育法研 2，628　　 127　 2，755 2，534　　　 221 2


イタリアンライグラス 草地試　　　　 育種　　　　 育 1研 55　　　　 0　　　 55 30　　　　 25 3


′′　　　　　　 〝　　　　 育材研 160　　　　 0　　 160 150　　　　 10 5


′′　　　　　　 ′′　　　　 育工研 0　　　 37　　　 37 37　　　　　 0 0


北農試　　　　 地域基盤　　 適応生態研 108　　　　 0　　 108 108　　　　　 0 0


北陸農試　　 水田利用　 飼料作物研 236　　　　 0　　　 236 236　　　　　 0 0


ペ レニアルライグラス 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 140　　　 521　　 661 133　　　　 528 20


北農試　　　　 飼料資源　　 マメ科牧研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


すすき 家畜センター　 牧場　　　　 熊本 0　　　 17　　　 17 0　　　　 17 0


八丈すすき 家畜センター　 牧場　　　　 熊本 0　　　　 4　　　　 4 0　　　　　 4 0


スミログラス 九農試　　　 草地　　　 牧草育種研 6　　　　 0　　　　 6 6　　　　　 0 0


バ ヒアグラス 家畜センター　 牧場　　　　 熊本 0　　　 10　　　 10 0　　　　 10 0


パスパラム 九農試　　　　 草地　　　　 牧草育種研 6　　　　 0　　　　 6 6　　　　　 0 0


生物研　　　 遺資 1　　 構探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


の しば 東北農試　　　 草地　　　　 牧草育種研 435　　　 337　　　 772 772　　　　　 0 0


家畜センター　 牧場　　　 熊本 0　　 132　　 132 0　　　 132 0


セタリア 生物研　　　 遷姿 1　　 植探研 6　　　　 0　　　　 6 0　　　　　 6 0


ケンタッキーブルーグラス 家畜センター　 牧場　　　　 十勝 0　　　　 84　　　　 84 0　　　　 84 0


チモシー（おおあわがえり）北農試　　　　 地域基盤　　 適応生態研 43　　　　 0　　　　 43 43　　　　　 0 0 ．


′′　　　　　 飼料資源　　 マメ科牧研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


ディジタ リア 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


しこくびえ 草地試　　　　 育種　　　　 育 2 研 74　　　　 0　　　　 74


l


50　　　　 24 0
I
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


lコレクション


牧草 ・飼料作物 ひめおにささが 一生物研　　　　 遺資 1　　 植探研
II


1　　　　 0　　　　 1
1


0　　　　 1
】


0


パ ンパスグラス 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 0　　　　 1　　　 1 0　　　　 1 0


ほうきぎ類 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　　 0 0


ハマアカザ類 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


かぶ 北陸農試　　　 水田利用　　 飼料作物研 13　　　　 0　　　 13 12　　　　 1 1


マメ科 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 38　　　　 0　　　　 38 38　　　　　 0 0


北農試　　　　 地域基盤　　 適応生態研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


′′　　　　　 飼料資源　　 マメ科牧研 119　　　　 0　　 119 119　　　　　 0 0


九農試　　　　 草地　　　　 牧草育種研 15　　　　 0　　　 15 15　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　　 牧草育法研 51　　　　 0　　　 51 51　　　　 0 0


アカシア類 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 8　　　　 0　　　　 8 8　　　　　 0 0


アナギリス 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


れんげ 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 184　　　　 0　　　 184 184　　　　　 0 0


北陸農試　　　 水田利用　　 飼料作物研 ．10　　　　 0　　　 10 10　　　　　 0 0


ヌスビトハギ属 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


グリーンリーフデスモディウム 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


むらさきちょうまめもどき 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


草地試　　　　 育種　　　　 育材研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


ふ じまめ 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


めどはぎ 草地試　　　　 育種　　　　 育 1研 49　　　　 0　　　　 49 49　　　　　 0 0


九農試　　　　 草地　　　　 牧草育種研 13　　　　 0　　　 13 13　　　　　 0 0


やはずそう 草地試　　　　 育種　　　　 育 1研 111　　　　 0　　 111 111　　　　 0 0


ぎんねむ 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 17　　　　 0　　　 17 17　　　　　 0 0


みやこぐさ 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 101　　　　 0　　 101 1　　　 100 0







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


牧草 ・飼料作物 みやこぐさ 九農試　　　　 草地　　　　 牧草育種研 9　　　　 0　　　　 9 9　　　　　 0 0


うまごやし 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 17　　　　 0　　　 17 0　　　　 17 5


アルファルファ 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


草地試　　　　 育種　　　　 育材研 20　　　　 0　　　 20 20　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　　 育工研 0　　　 32　　　 32 32　　　　　 0 0


北農試　　　　 地域基盤　　 適応生態研 2　　　　 4　　　　 6 6　　　　　 0 0


′′　　　　　 飼料資源　　 マメ科牧研 439　　　　 60　　　 499 499　　　　　 0 0


熱帯 くず 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 3　　　　 0　　　　 3 0　　　　　 3 0


草地試　　　　 育種　　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


か らすのえんどう 九農試　　　　 草地　　　　 牧草育種研 6　　　　 0　　　　 6 6　　　　　 0 0


あかクローバ 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


草地試　　　 育種　　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 1


北農試　　　 地域基盤　　 適応生態研 7　　　　 0　　　　 7 7　　　　　 0 0


′′　　　　　 飼料資源　　 マメ科牧研 361　　　　 0　　　 361 361　　　　 0 0


しろクローバ 北農試　　　　 地域基盤　　 適応生態研 15　　　　 0　　　 15 15　　　　　 0 0


′′　　　　　 飼料資源　　 マメ科牧研 44　　　　 0　　　　 44 44　　　　　 0 0


東北農試　　　 草地　　　　 牧草育種研 766　　　 56　　　 822 544　　　　 278 56


クローバ近縁種 草地試　　　　 育種　　　　 育材研 6　　　　 0　　　　 6 0　　　　　 6 0


東北農試　　　 草地　　　　 牧草育種研 236　　　　 0　　　 236 205　　　　 31 0


くさむね 生物研　　　 遺資 1　　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


草地試　　　　 育種　　　　 育材研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


くさむね類 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


カ リブスタイロ 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


スタイロザ ンテス類 草地試　　　 育種　　　　 育材研 10　　　　 0　　　 10 10　　　　　 0 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・ 部 ・ 室


保 存 形 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


牧草 ・飼料作物 チャメキティスス 草地試　　　　 育種　　　 育材研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


エニシダ類 草地試　　　　 育種　　　 育材研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


ロトノニス 草地試　　　　 育種　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


アメランキェル類 草地試　　　　 育種　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


コワニア類 草地試　　　　 育種　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


プルシア類 草地試　　　　 育種　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


ソリチャ類 草地試　　　　 育種　　　 育材研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


ジョジ ョバ 草地試　　　　 育種　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


ヨモギ類 草地試　　　　 育種　　　 育材研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


計 18，134　 7，126　 25，260 21，924　　 3，336 317
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名


l


機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


果　　　 樹 いちょう 果樹試　　　　 育種　　　 育 2 研 0　　　　 6　　　　 6 3　　　　　 3 3


くり 果樹試　　　　 育種　　　 育 2 研 0　　 133　　 133 13　　　 120 104


′′　　　　　　 ′′　　　 育 4 研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


種苗センター　 農場　　　 嬬恋 0　　　 97　　　 97 0　　　　 97 71


くるみ類 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　　 5　　　　 5 5　　　　　 0 0


′′　　　　　 盛岡　　　 育研 0　　　　 47　　　　 47 41　　　　 6 6


種苗センター　 農場　　　 上北 0　　　　 31　　　 31 0　　　　 31 11


′′　　　　　　 ′〃　　　　 八岳 0　　　　 2　　　　 2 0　　　　　 2 2


いちじく 果樹試　　　　 育種　　　 育 4研 0　　　　 9　　　　 9 9　　　　　 0 0


′′　　　　　 口之津　　 育研 0　　　 52　　　 52 18　　　　 34 34


くだものとけい 果樹試　　　　 育種　　　 育 4研 0　　　 16　　　 16 16　　　　　 0 0


マルメロ 果樹試　　　　 育種　　　 育 4研 0　　　 11　　 11 11　　　　 0 0


′′　　　　　 盛岡　　　 育研 0　　　　 7　　　　 7 3　　　　　 4 4


びわ 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　　 41　　　 41 4 1　　　　 0 0


′′　　　　　 興津　　　 育 1 研 0　　　 18　　　 18 0　　　　 18 15


種苗センター　 農場　　　 鹿児島 0　　　　 5　　　　 5 0　　　　　 5 5


りんご 生物研　　　　 放育　　　 放育 2 研 0　　　 18　　　 18 18　　　　　 0 0


果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　 137　　 137 137　　　　　 0 0


′′　　　　　 盛岡　　　 育研 0　　　 722　　　 722 397　　　　 325 188


種苗セ ンター　 農場　　　 北海道中央 0　　　　 65　　　　 65 0　　　　 65 43


′′　　　　　　　 ′′　　　　 上北 0　　　 281　　 281 0　　　　 281 198


ほんあんず 果樹試　　　　 育種　　　 育 3 研 0　　　 142　　　 142 56　　　　 86 71


′′　　　　　　 ′′　　　　 育 4 研 0　　　　 24　　　　 24 24　　　　　 0 0


おうとう 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　　 53　　　　 53 53　　　　　 0
l


0


1
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植　 物　 種　 類


！


植 物 名 i


l


機 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態
l


保 存 区 分


種　 子　 栄養体　 計
1


ワ－キング　 ベ　ー　ス


iコレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


果　　　 樹 お うとう 果樹試　　　　 盛岡　　　 育研 0　　 141　　 14 1 －　　　 88　　　 53
i


33


もも 生物研　　　　 放育　　　 放育 2 研 －　　　 0　　　 4　　　 4 4　　　　　 0 0


果樹試　　　　 育種　　　 育 3 研 0　　　 423　　　 423 149　　　　 274 110


′′　　　　　　 ′′　　　　 育 4 研 0　　　　 42　　　　 42 1 42　　　　　 0 0


にはんす もも 果樹試　　　　 育種　　　 育 3 研 0　　　 228　　　 228 88　　　 140 118


′′　　　　　　 ′′　　　　 育 4 研 0　　　　 31　　　 31 31　　　　 0 0


のもも 果樹試　　　　 育種　　　 育 3 研 0　　　 19　　　 19 19　　　　　 0 0


うめ 果樹試　　　　 育種　　　 育 3 研 0　　　　 74　　　　 74 i
i　　 21　　　 53 47・


′〃　　　　　　 ′′　　　 育 4 研 0　　　 13　　　 13 13　　　　　 0
l


0


種苗セ ンター　 農場　　　 雲仙 0　　　　 36　　　　 36 ！ 0　　　　 36 36


せいようなし 果樹試　　　　 育種　　　 育 2 研 0　　　　 3　　　　 3 2　　　　 1 1


′′　　　　　　 ′′　　　　 育 4 研 0　　　　 28　　　　 28 28　　　　　 0 0


′′　　　　　 盛岡　　　 育研 0　　　 10　　　 10 7　　　　　 3 3


にはんやまなし 生物研　　　　 放育　　　 放育 2 研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


果樹試　　　 育種　　　 育 2 研 0　　 131　　 131 92　　　　 39 27


′′　　　　　　 ′′　　　　 育 4 研 0　　　　 6　　　　 6 6　　　　　 0 0


北農試　　　　 作物開発　 果樹研 0　　　 15　　　 15 i　　 8　　　 7 7


i きいちご（もみ じいちご） 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　　 5　　　　 5 l
5　　　　　 0 0


l ′′　　　　　 盛岡　　　 育研 0　　　 10　　　 10 5　　　　　 5 5


北農試　　　　 作物開発　 果樹研 0　　　　 5　　　　 5 3　　　　　 2 －　　　 2


かりん 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


′′　　　　　 盛岡　　　 育研 0　　　　 3　　　　 3 3　　　　　 0 0


さんざし 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　　 3　　　　 3 3　　　　　 0 0


その他かんきつ類雑種 生物研　　　　 放育　　　 放育 2 研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保 存 区 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　 ベ　ー　ス


iコレクション　 コレクション


可 萌 す


コレクション


果　　　 樹 その他かんきつ類雑種 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研
I
I　　 o　　 254　　 254 254　　　　　 0 0


′′　　　　　 興津　　　 育 1研 0　　　 388　　　 388 6　　　　 382 246


′′　　　　　　　 ′′　　　　 育 2研 0　　　 323　　　 323 35　　　　 288 23


′′　　　　　 安芸津　　 育法研 0　　　　 32　　　　 32 32　　　　　 0 0


〝　　　　　 口之津　　 育研 0　　　 51　　　 51 8　　　　 43 33


種苗センター　 農場　　　 雲仙 0　　　 41　　　 41 0　　　　 41 19


′′　　　　　　 ′′　　　 鹿児島 0　　　 67　　　 67 10　　　　 57 33


′′　　　　　　 ′′　　　 沖縄 0　　　　 74　　　　 74 9　　　　 65 42


れいし 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　　 7　　　　 7 7　　　　　 0 0


セイヨウす ぐり 果樹試　　　　 盛岡　　　 育研 0　　　　 3　　　　 3 1　　　　 2 2


北農試　　　　 作物開発　 果樹研 0　　　　 1　　　 1 0　　　　 1 1


ヨーロッパぶどう 果樹試　　　 育種　　　 育 4 研 0　　 134　　 134 134　　　　　 0 0


′′　　　　　 安芸津　　 育研 0　　　 597　　　 597 211　　　 386 l 265


やまもも 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


′′　　　　　 興津　　　 育 2 研 0　　　 13　　　 13 9　　　　　 4 4


種首センター　 農場　　　 雲仙 0　　　 11　　 11 O　　 Il 11


あけび 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　 10　　　 10 10　　　　　 0 0


チ一リモヤ 果樹試　　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　　 26　　　　 26 26　　　　　 0 0


なっめ 異種試　　　 育種　　　 育 4 研 0　　　 15　　　 15 15　　　　　 0 0


′′　　　　　 興津　　　 育 2 研 0　　　　 4　　　　 4 0　　　　　 4 4


キウイフルーツ 果樹試　　　　 育種　　　 育 1研 0　　　　 2　　　　 2 1　　　　 1 1


′′　　　　　　 ′′　　　 育 4 研 0　　　　 4　　　　 4 4　　　　　 0 0


′′　　　　　 安芸津　　 育研 0　　　　 34　　　　 34 21　　　 13 9


ぐみ類 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・ 部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


果　　　 樹 ぐみ類 果樹試　　　　 育種　　　 育 4研 0　　 154　　 154 154　　　　　 0 0


′′　　　　　 盛岡　　　 育研 0　　　　 6　　　　 6 4　　　　　 2 2


ざくろ 果樹試　　　　 育種　　　 育 4研 0　　　　 20　　　　 20 20　　　　　 0 0


かき 果樹試　　　　 育種　　　 育 4研 0　　　　 3　　　　 3 3　　　　　 0 0


′′　　　　　 安芸津　　 育研 0　　　 399　　　 399 70　　　　 329 238


ローブッシュブルーベ リ 果樹試　　　　 育種　　　 育 4研 0　　　 13　　　 13 13　　　　　 0 0


′′　　　　　 盛岡　　　 育研 0　　　　 37　　　　 37 11　　　　 26 26


北農試　　　　 作物開発　 果樹研 0　　　　 8　　　　 8 8　　　　　 0 0


オ リーブ 果樹試　　　　 興津　　　 育 2研 0　　　　 30　　　　 30 0　　　　 30 30


計 1　 5，920　 5，921 2，545　　 3，376 2，133


－
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室　　 l


l


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング　ベ　ー　ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


野　　　 菜 さといも 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 1研 0　　 141　　 141 141　　　　 0 0


種苗センター　 農場　　　 知覧 0　　　　 91　　　 91 0　　　　 91 91


たまねぎ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 7　　　　 0　　　　 7 0　　　　　 7 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 11　　　　 0　　　 11 11　　　　 0 0


北農試　　　　 作物開発　 野菜研 161　　　　 0　　 161 156　　　　　 5 0


らっきょう 野菜茶試　　　 野菜育　　 品質評価研 0　　　 10　　　 10 2　　　　　 8 0


ねぎ 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　　 品質評価研 32　　　　 2　　　 34 1　　　　 33 0


わけぎ 野菜茶試　　　 野菜育　　 品質評価研 0　　　 18　　　 18 3　　　　 15 0


あさつき 野菜茶試　　　 野菜育　　 品質評価研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


にんにく 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 品質評価研 0　　　 70　　　 70 57　　　　 13 0


種苗センター　 農場　　　 八岳 0　　　 20　　　 20 10　　　　 10 6


′′　　　　　　 ′′　　　　 雲仙 0　　　　 20　　　　 20 0　　　　 20 0


アスパラガス 北農試　　　　 作物開発　 野菜研 30　　　 16　　　 46 45　　　　 1 0


しょうが 野菜茶試　　　 久留米　　 育 2 研 0　　　　 29　　　　 29 0　　　　 29 0


だいじょ 熱研　　　　　 沖縄　　　 導入栽培研 0　　　　 3　　　　 3 3　　　　　 0 0


とげどころ 熱研　　　　　 沖縄　　　 導入栽培研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


やまのいも 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 1研 0　　　　 51　　　 51 5 1　　　　 0 0


種首センター　 農場　　　 雲仙 0　　　　 36　　　　 36 0　　　　 36 0


ひゆな 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


ふだんそう 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


はうれんそう 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 3　　　　 0　　　　 3 0　　　　　 3 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 27　　　　 0　　　　 27 27　　　　　 0 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　子　栄養体　　計豊告レ訂 霊


野　　　 菜 おくら 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 6　　　　 0　　　　 6 0　　　　　 6　　　　　 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


′′　　　　　 久留米　　 育 1研 15　　　　 0　　　 15 0　　　　 15 0


熱研　　　　　 沖縄　　　 導入栽培研 8　　　　 0　　　　 8 1　　　　　 7 1　　 7


ジュウジバナ科 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 176　　　　 0　　 176 119　　　　 57 3


キャベツ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 3　　　　 0　　　　 3 0　　　　　 3　　　　　 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 147　　　　 0　　 147 48　　　　 99　　　　 1


ケール 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 37　　　　 0　　　　 37 36　　　　 1 0


つけな （体菜類） 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 91　　　　 0　　　　 91 47　　　　 44 3


つけな （みずな類） 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 15　　　　 0　　　 15 15　　　　　 0 0


たかな 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 8　　　　 0　　　　 8 1　　　　 7　　　　　 0


からしな 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 3　　　　 0　　　　 3 0　　　　　 3　　　　　 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 198　　　　 0　　 198 44　　　 154 i　　　 5


つけな （なたね類） 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 289　　　　 0　　　 289 166　　　 123 1


つけな （ひさごな類） 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 17　　　　 0　　　 17 12　　　　　 5　　　　　 0


カ リフラワー 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 59　　　　 0　　　 59 49　　　　 10　　　　　 0


めキャベツ 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 14　　　　 0　　　 14 14　　　　　 0 0


ブロッコリー 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 25　　　　 0　　　　 25 13　　　　 12 0


はくさい 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 29　　　　 0　　　　 29 0　　　　 29 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 377　　　　 0　　　 377 251　　　 126 67


つけな （非結球性白菜） 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 43　　　　 0　　　　 43 40　　　　　 3　　　　　 4


かぶ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1　　　　 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 139　　　　 0　　 139 101　　　　 38 19


つけな （小松菜類） 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 23　　　　 0　　　　 23 23　　　　　 0　　　　　 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング ベ　ー　ス アクティブ


コレクション コレクション コレクション


野　　　 菜 つけな （休業類 ・菜心） 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 57　　　　 0　　　　 57 16　　　　 4 1 0


なたね属植物 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


だいこん 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 11　　　　 0　　　 11 0　　　　 11 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 242　　　　 0　　　 242 103　　　 139 0


ふ じまめ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 6　　　　 0　　　　 6 0　　　　　 6 0


熱研　　　　　 沖縄　　　 作育研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


レンズまめ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 17　　　　 0　　　 17 0　　　　 17 0


いんげんまめ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 755　　　　 0　　　 755 0　　　　 755 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


えんどう 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 138　　　　 0　　 138 0　　　 138 0


そ らまめ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 94　　　　 0　　　　 94 0　　　　 94 0


熱研　　　　　 沖縄　　　 作育研 74　　　　 0　　　　 74 74　　　　　 0 0


ささげ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1，171　　　 0　 1，17 1 0　 1，171 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 3　　　　 0　　　　 3 3　　　　　 0 0


熱研　　　　　 沖縄　　　 作育研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


′′　　　　　　 ′′　　　 導入栽培研 20　　　　 0　　　 20 8　　　　 12 12


マルハダイオウ 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


スイバ 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 1　　　　 0　　　　 1 －　　　　 1　　　　 0 0


いちご 野菜茶試　　 盛岡　　　 育 2 研 0　　　 205　　　 205 0　　　　 205 0


′′　　　　　 久留米　　 育 2 研 25　　　 303　　　 328 95　　　　 233 197


種苗センター　 農場　　　 八岳 0　　　 30　　　 30 0　　　　 30 20


イノンド 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　　 0 0


セロリー 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


コエ ンドロ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1
】


0







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態
lI　 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング ベ　ー　ス アクティブ


コレクション コレクション コレクション


野　　　 菜 コエ ンドロ 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


ういきょう 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


みつば 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


パセリ 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4研 6　　　　 0　　　　 6 6　　　　　 0 0


にん じん 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　　 1 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


北農試　　　　 作物開発　 野菜研 48　　　　 0　　　　 48 48　　　　　 0 0


クミン 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 9　　　　 0　　　　 9 0　　　　　 9 0


せ り 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


すいか 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 6　　　　 0　　　　 6 0　　　　　 6 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 2研 121　　　　 0　　 121 121　　　　　 0 0


′′　　　　　 久留米　　 育 1研 56　　　　 0　　　　 56 56　　　　　 0 0


メロン 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 2研 389　　　　 0　　　 389 292　　　　 97 5


′′　　　　　 久留米　　 育 1 研 240　　　　 0　　　 240 32　　　　 208 0


きゅうり 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 7　　　　 0　　　　 7 0　　　　　 7 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 2研 376　　　　 0　　　 376 316　　　　 60 7


′′　　　　　 久留米　　 育 1研 135　　　　 0　　 135 0　　　 135 0


きゅうり属植物 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 2研 165　　　　 0　　 165 165　　　　　 0 0


西洋かぼちゃ 野菜茶試　　　 久留米　　 育 1 研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


日本かぼちゃ 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 －　　　 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


野菜茶試　　　 野菜育　　 育 2 研 403　　　　 0　　　 403 383　　　　 20 5


′′　　　　　 久留米　　 育 1 研 3　　　　 0　　　　 3 3　　　　　 0 0


ペポかぼちゃ 野菜茶試　　　 久留米　　 育 1研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング ベ　ー　ス アクティブ


コレクション コレクション コレクション


野　　　 菜 ゆうがお 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 2研 124　　　　 0　　 124 124　　　　　 0 0


ii
－　 ′′　　　　　 久留米　　 育 1研 40　　　　 0　　　　 40 0　　　　 40 0


ト ちま 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 2研 95　　　　 0　　　　 95
I


95　　　　　 0 0
l
つるれいし （にがうり） 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 2研 ！ 148　　　 0　 148


I
－　　 148　　　　 0 0


l とうがん ・野菜茶試　　　 野菜育　　 育 2研 i　 19　　　　 0　　　 19
1


19　　　　　 0 0


とうが らし ．生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 －　　　 5　　　　 0　　　　 5 0　　　　　 5 0


l
野菜茶試　　　 野菜育　　 育 3研 1，458　　　　 0　 1，458 1，382　　　　 76 40


とうか らし近縁種 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 3研 180　　　　 0　　 180 178　　　　　 2 － 0


トマ ト 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研
l


7　　　　 0　　　　 7 0　　　　　 7 0


t野菜茶試　　　 野菜育　　 育 3研 1，099　　　　 0　 1，099 i
945　　　 154 60


′′　　　　　 盛岡　　　 育 1研 1，043　　　　 0　 1，043 532　　　　 511 26


′′　　　　　 久留米　　 育 1研 200　　　　 0　　　 200 10　　　 190 0


．トマ ト近縁種 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 3研 100　　　　 0　　 100 1　　　 70　　　　 30 20


i
lなす近縁種 ・野菜茶試　　　 野菜育　　 育 3研 714　　　　 0　　　 714 ！


－　　 656　　　　 58 25


！なす 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 3研 589　　　　 0　　　 589 417　　　 172 55


しゅんぎく 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


すいせんじな 熱研　　　　　 沖縄　　　 導入栽培研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


レタス 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


′′　　　　　 盛岡　　　 育 2 研 214　　　 11　　 225 0　　　　 225 0


にがな 熱研　　　　　 沖縄　　　 導入栽培研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 ．　　　 0


チコリー （きくにがな） 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


エンダイブ 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


チコリウム属 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 l
0　　　　　 1 0


しそ 野菜茶試　　　 野菜育　　 育 4 研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名


l　 機 関 ．部 ． 室
保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング ベ　ー　ス アクティブ


コレクション コレクション コレクション


野　　　 菜 バ ジル 野菜茶試　　　 野菜育　　 育4研 1　　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


計 巨 2・669 1・060 13・729


l


7，842　　 5，887 679


I
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング ベ　ー　ス アクティブ


コレクション コレクション コレクション


花 き・緑化植物 ネギ属植物 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 2　　　　 1　　　　 3 0　　　　　 3 0


デン ドロビューム 野菜茶試　　　 花き　　　 鉢物研 0　　　 160　　　 160 160　　　　　 0 0


カーネーション 野菜茶試　　　 花き　　　 切り花 2研 0　　 164　　 164 124　　　　 40 0


種苗センター　 農場　　　 知覧 0　　　　 40　　　　 40 0　　　　 40 0


ダイアンサス属 野菜茶試　　　 花き　　　 切り花 2 研 0　　 153　　 153 153　　　　　 0 0


ば ら （園芸品種） 野菜茶試　　　 花き　　　 緑化植物研 54　　　 67　　 121 121　　　　 0 0


しもつけ類 野菜茶試　　　 花き　　　 緑化植物研 0　　 140　　 140 116　　　　 24 0


種苗センター　 農場　　　 八岳 0　　　　 24　　　　 24 0　　　　 24 0


つばき 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　 301　　 301 181　　 120 0


やぶつばさ 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　 394　　　 394 394　　　　　 0 0


さざんか 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　 10　　　 10 10　　　　　 0 0


たいわんやまっばき 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


ゆちゃ 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


とうつばき 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　 18　　　 18 18　　　　　 0 0


茶 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


サルウィンつばき 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


ピタルディ 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 3　　　　 3 3　　　　　 0 0


キンカチャ 野菜茶試　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 7　　　　 7 7　　　　　 0 0


キ ッシー 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


しま・さざんか（みやまさざんか） 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


ひめさざんか 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


たいわんひめさざんか 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 1　 0　　 2　　 2 2　　　　　 0 0


カスピダーク 野菜茶試　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


フォレスティー 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング ベ　ー　ス lァクティブ


コレクション コレクション コレクション


花き ・緑化植物 ツァイ 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


ロゼフローラ 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


グランサムつばき 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


マ リフローラ 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


つばき類 野菜茶試　　　 久留米‘　 緑化植物研 0　　　 12　　　 12 12　　　　　 0 0


フランクリンツバキ 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　　 0 0


ヒサカキサザンカ 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


なっっばき 野菜茶試　　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 －　　　 1　　　 0 0


ひめしゃら 野菜茶試　　 久留米　　 緑化植物研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　　 0 0


きく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　 325　　　 325 243　　　　 82 30


種苗センター　 農場　　　 北海道中央 0　　　　 30　　　　 30 0　　　　 30 0


′′　　　　　　 ′′　　　 嬬恋 0　　　　 30　　　　 30 0　　　　 30 0


′′　　　　　　 ′′　　　　 雲仙 0　　　　 30　　　　 30 0　　　　 30 0


の じぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 27　　　　 27 17　　　　 10 0


はまぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


えぞのよもぎぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


いそぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　 29　　　 29 24　　　　　 5 0


しおぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 26　　　　 26 21　　　　 5 0


なかがわのぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切り花 1研 0　　　 10　　　 10 10　　　　　 0 0


わ じきぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


りゅうのうぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


おお しまのじぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切り花 1研 0　　　　 3　　　　 3 3　　　　　 0 0


いわざく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 6　　　　 6 6　　　　　 0 0


こはまぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　　 0 0


－
　
①
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－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 ・ 機 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　計
ワーキング ベ　ー　ス アクティブ


コレクション コレクション コレクション


花き ・緑化植物 きくたにぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 6　　　　 6 6　　　　　 0 0


しまかんぎく 野菜茶試　　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 9　　　　 9 9　　　　　 0 0


さんいんき く 野菜茶試　　　 花を　　　 切 り花 1研 0　　　　 5　　　　 5 5　　　　　 0． 0


さつ．まのぎく 野菜茶試　　 花き　　　 切 り花 1研 0　　　　 2　　　 ．2 2　　　　　 0 0


ひらどつつじ 野菜茶試　　　 久留米　　 花き研 0　　　 975　　　 975 735　　　　 240 3


レオノティス類 生物研　　　　 遺資 1　　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


かえんぼく類 生物研　　 遺資 ．1　 植探研 1　　　　 0　　　　 1 0　　　　 1 ・0


計 ・ 58　 3，035　 3，093 2，408　　　 685 33


ー
　
器
　
－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング ベ　ー　ス アクティブ


コレクション コレクション コレクション


茶 ツバキ科　　　　 野菜茶試　　 茶栽　　 育法癖 0　　　　 33　　　　 33 33　　　　　 0 0


′′　　　　　 久留米　　 育素材研 0　　　 73　　　 73 0　　　　 73 0


茶 野菜茶試　　　 茶栽　　　 育法研 0　　　 388　　　 388 195　　　 193 34


′′　　　　　　 〝′　　　　 育研 ト　　 0　　 454　　 454 0　　　　 454 35


〃〃　　　　　 久留米　　 育素材研 i　 o l，867 1，867 1　 1，866 58
！


l


！


l


′′　　　　　　 ′′　　　　 茶樹育研 1　 0　 549　 549 17　　　　 532 210


種苗センター　 農場　　　 金谷 I　　 o　　 210　　 210 0　　　　 210 22


′′　　　　　　 ′′　　　 奈良 0　　 180　　 180 0　　　 180 14


′′　　　　　　 ′′　　　　 知覧 0．　　 213　　　 213 0　　　　 213 20


計 0　 3，967　 3，967 246　　 3，721 393


1


也


－


－







植　 物　 種　 類 植　 物　 名 i　　 機 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種　 子　 栄養体　　 計
ワーキング ベ　ー　ス アクティブ


コレクション コレクション コレクション


桑 桑 （やま桑） 東北農試　　　 畑地利用　 養蚕研 0　　　 266　　　 266 27　　　　 239 1


北陸農試　　 作物開発　 畑作育種研 0　　 299　　 299 145　　 154 3


一九農試　　　 作物開発　 桑育養蚕研 0　　　 19　　　 ‾19 11 ．　　　 8 0


蚕昆研　　　　 生産技術　 桑育工研 Or　　　 348　　　 348 148　　　　 200 6


′′　　　　　　 ′′　　　 桑育種研 0　　　　 72 ・　　 72 70　　　　　 2 0


′′　　　　　 松本支所　 高冷地研 0　　　 208　　　 208 90　　　 118 0


カラやま桑 （とうくわ） 九農試　　　　 作物開発　 桑育養蚕研 0　　　　 75　　　　 75 39　　　　 36 0


ろ桑 九農試　　　　 作物開発　 桑育養蚕研 0　　　 91　　　 9．1 53　　　　 38 0


け桑 九農試　　　　 作物開発　 桑育養蚕研 0　　　　 1　　　 1 1　　　　　 0 0


しま桑 九農試　　　　 作物開発　 桑育養蚕研 0　　　 12　　　 12 11　　　　 1 0


熱研　　　　　 沖縄　　　 導入栽培研 0　　　 10　　　 10 2　　　　　 8 8


言十 0　 1，401　 1，401 597　　　　 804 1　 18
l


－


　


誤


1







植　 物　 種　 類 植　 物　 名


i


機 関 ・ 部 ・ 室


保 存 形 態 i 保　 存　 区 分


種　 子　 栄養体　 計


l


ワーキング ベ　ー　ス アクティブ


巨 レクション
l


コレクション コレクション
1


熱帯 ・亜熱帯作 パイナ ップル 生物研　　　　 放育　　　 照射法研
l
’　　 0　　　　 4　　　　 4


】i
4　　　　　 0 0


物 熱研　　　　　 沖縄　　　 熱帯果樹研 －　　　　 0　　　　 9　　　　 9 9　　　　　 0 1　　 0


種苗センター　 農場　　　 沖縄 0　　　　 90　　　　 90 20　　　　 70 70


キャッサバ 種苗センター　 農場　　　 沖縄 0　　　　 7　　　　 7 0　　　　　 7 7


マメ科 熱研　　　　　 沖縄　　　 作育研 670　　　　 0　　　 670 670 ・　　　 0 0


・パパイヤ 種苗センター　 農場　　　 沖縄 i O　 lO　 lO i　 O　 lO


l


10


計 670　　 120　　　 790
ll
】
i 703　 87 87







2）植物遺伝資源保存状況（総括表） （単位：品種・系統数，点）


区　　　　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 滅 本 年 度 末 （増 殖 ） 形 態 本　 年　 度　 未　 保　 存　 区　 分
種 子 の


南 増 殖
無 毒 化


育　　 種


素 材 化
前 年 度


末　　 計
収　　 集 ．受　　 入 移　　 管 廃　　 棄


本 年 度


末　　 計
種　　 子 栄 養 体 小　　 計 保 存 総 数 －


ワ ー キ ン グ


コレクシ ≠ン


ベ　 ー　 ス ‘


コレクシ ョン


ア ク テ ィブ


コレクシ ョン


稲　　　　　　　　　　 類 2 4 ，4 2 8 ・2 3 2 ，4 4 3 6 4 9 1 8 4 2 6 ，0 6 1 2 6 ，0 6 1 0 2 6 ，0 6 1 2 6 ，0 6 1 3 ，4 5‾9 2 2 ，6 0 2 1 6 ，6 5 7 7 3 4 7 0 2 0


麦　　　　　　　　　　 類 3 5 ，5 9 2 3 17 ，9 7 9 ‘1，3 7 5 6 4 9 5 1 ，5 5 0 5 1 ，3 5 7 19 3 5 1 ，5 5 0 5 1 ，5 5 0 2 ，‾2 3 9 4 9 ，3 1 1 2 1 ，4 4 7 2 ，1 1 0 0 1


豆　　　　　　　　　　 類 1 1 i 4 8 3 ．1 0 7 1 ，0 5 3 2 6 1 9 ・1 2 ，5 9 8 12 ，5 9 8 0 1 2 ，5 9 8 1 2 ，5 9 8 9 6 6 1 1 ，6 3 2 8 ，0 6 8 3 7 3 0 0


い　　　　 も　　　　 類 5 ，8 0 9 1 1 7 2 3 6 19 6 2 9 9 5 ，6 6 7 6 4 4 5 ，0 2 3 － 5 ，6 6 7 5 ，6 6 7 1 ；18 0 4 ，4 8 7 3 ，4 2 6 0 1 2 2 1 7 6 ・


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 8 ，3 8 1 1 5 7 5 9 6 2 1 2 1 7 9 8 ，6 9 3 6 ・＿閥 9 1，9 0 4 8 ，6 9 3 8 ，6 9 3 1 ，9 6 8 6 ，7 2 5 4 ，7 3 4 1 6 3 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 ．3 4 ，0 8 5 4 8 1 1 ，3 6 8 6 3 1 5 6 3 3 4 ，7 4 0 2 7 ，4 5 9 7 ，2 8 1 3 4 ，7 4 0 3 4 ，7 4 0 2 1 ，9 2 4 1 2 ，8 1 6 9 ，6 4 2 8 6 2 0 1 2


果　　　　 樹　　　　 類 7 ，0 0 9 ． 3 4 1 ，2 6 8 6 0 2 1 7 9 ‘7 ，5 3 0 1 7 一5 2 9 7 ，5 3 0 7 ，5 3 0 2 ，8 3 0 4 ，7 0 0 3 ，4 7 4 0 1 5 2 4


野　　　　 菜　　　　 r類 1 7 ，3 0 5 1 3 8 6 4 9 7 6 1 8 4 1 7 ，8 3 2 16 ，7 7 2 1 ，0 6 0 1 7 ，8 3 2 1 7 ，8 3 2 7 ，8 4 2 9 ，9 9 0 4 ，7 8 2 2 12 2 4 5


花　 き ・ 緑　 化　 種 物 2 ，5 7 8 2 0 9 4 4 4 1 0 4 3 4 3 ，0 9 3 5 8 3 ’，0 3 5 3 ，0 9 3 3 ，、0 9 3 2 ，4 0 8 6 8 5 3 3 0 0 0


茶 4 ，0 6 8 1 4 5 5 6 0 2 2 2 1 9 4 ，5 3 2 －0 4 ，5 3 2 4 ，5 3 2 ‘4 ，5 3 2 2 4 6 4 ，2 8 6 5 2 6 0 0 0


桑 1 ，＿7 4 8 1 2 2 4 9 1 3 5 1 1 ，9 4 5 0 1 ，9 4 5 1 ，9 4 5 1 ，9 4 5 5 9 7 1 ，3 4 8 r2 4 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 7 9 6 4 2 0 2 0 1 0 7 9 0 6 7 0 1 2 0 7 9 0 7 9 0 7 0 3 8 7 8 7 0 0 0


技　　 術　　 会　　 議 1 4 8 ，9 6 9 1 ，4 3 0 2 6 ，0 7 8 4 ，1 1 9 2 ，3 6 4 1 6 9 ，9 9 4 1 4 2 ，4 0 9 2 7 ，5 8 5 1 6 9 ，9 9 4 1 6 9 ，9 9 4 4 6 ，3 13 1 2 3 ，6 8 1 7 0 ，0 0 9 3 ，6 9 3 1 ，0 0 0 19 8
（セ ンタ ー バ ンク ＋ サ ブバ ン ク ）


技 術 会 議 （セ ン タ ー バ ン ク） 7 1 ，9 2 2 1 0 1 9 ，8 3 3 0 1 9 9 1 ，7 4 6 8 8 ，6 9 4 3 ，0 5 2 9 1 ，7 4 6 9 1 ，7 4 6 2 8 5 9 1 ，4 6 1 6 3 ，6 6 5 0 0 0


技 術 会 議 （サ ブ バ ン ク ） 7 7 ，0 4 7 1，4 2 0 6 ，2 4 5 4 ，1 1 9 2 ，3 4 5 7 8 ，2 4 8 5 3 ，7 1 5 2 4 ，5 3 3 7 8 ，2 4 8 7 8 ，2 4 8 4 6 ，0 2 8 3 2 ，2 2 0 6 ，3 4 4 3 ，6 9 3 11 ，0 0 0 19 8


農 業 研 究 セ　 ン タ 「 6 ，5 0 0 12 4 2 ，1 7 8 1 ，4 8 1 4 4 6 6 ，8 7 5 5 ，6 9 4 1 ，1 8 1． 6 ，8 7 5 6 ，8 7 5 5 ，9 3 1 9 4 4 1 0 1 ，6 8 8 1 2 2 4


農 業 生 物 資 源 研 究 所 1 3 ，9 4 9 1 4 8 13 4 5 5 8 4 0 1 3 ，8 5 8 1 3 ，6 3 9 2 1 9 1 3 ，8 5 8 1 3 ，8 5 8 3 4 5 1 3 ，5 1 3 1 ，8 7 8 2 2 1 7 0 2 0 ．


草　 地　 試　 種　 場 5 ，8 6 9 8 8 5 16 5 1 3 4 0 6 ，0 8 2 3 ，2 5 7 2 ，8 2 5 ・ 6 ，0 8 2 ’ ・6 ，0 8 2 5 ，0 壷 1 ，0 6 3 ‘8 5 1 4 6 0 0


果　 樹　 試　 験　 場 1 4 ，8 9 3 2 4 9 9 7 5 9 5 1 6 2 ・ ．5 ，1 5 7 0 5 ，1 5 7 5 ，1 5 7 5 ，15 7 2 ，4 8 3 2 ，6 7 4 1 ，6 5 2 0 1 5 2 4


野 菜 ・ 茶 業 試 験 場 1 6 ，2 6 9 4 6 0 1 ，0 8 0 4 0 0 2 3 5 1 7 ，1 7 4 1 0 ，0 9 0 7 ，0 8 4 1 7 ，1 7 4 1 7 ，17 4 1 0 ，1 ．4 2 7 ，0 3 2 9 1 3 1 4 5 2 4 5


北 海 道 ．農 業 試 験 場 7 ，0 8 8 2 4 9 4 4 9 6 2 1 3 3 5 6 ，8 3 0 4 ，0 0 3 2 ，8 2 7 6 ，8 3 0 6 ，8 3 0 5 ，8 6 6 9 6 4 4 5 6 2 8 0 0 0


東 北　 農 ‘業　 試　 験　 場 3 ，10 7 4 5 2 9 5 1 9 1 4 9 8 2 ，7 5 8 2 ，0 9 9 6 5 9 2 ，7 5 8 2 ，7 5 8 2 ，0 ニ9 1 6 6 7 5 7 写9 6 0 1


北　 陸　 農　 業　 試 、 験 一喝 6 9 6 4 2 0 1 0 4 5 9 8 2 9 9 2 9 9 5 9 8 5 9 8 4 4 2　　　　 1 5 6 4 2 0 6 0 0


中　 国　 農　 業　 試　 験　 場 1 ，5 0 8 6 1 6 8 4 7 1 3 8 1，4 °9 7 1 ，4 9 3 4 1 ，．4 9 7 1，4 9 7 － 2 4 2　　 1 ，2 5 5 1 0 8 2 0 ．0 0 0


四 国 農 業 誠 ．験 場 1 2 7 1 3 4 0 0 16 2 1 4 2 2 0 1 6 2 16 2 1 3 5 2 7 0 3 0 0 0


九　 州　 農　 業　 試　 験　 場 1 5 ，6 1 0 4 1 1 5 1 1 2 9 6 8 1 5 ，6 0 5 1 2 ，0 4 0 ・3 ，5 6 5 1 5 ，6 0 5 1 5 ，6 0 5　 ＿1 2 ，0 2 7 3 ，5 7 8 1 ，14 8 3 8 1 0 1 8 4


蚕 糸 ・昆 虫 農 業 技 術 研 究 所 5 9 9 6 3 0 0 7 6 2 8 0 6 2 8 6 2 8 6 2 8 3 0 8 ． 3 2 0 6 0 0 0


熱 帯 農 業 研 究 セ ン タ ー


農　 蚕　 ＿園　 芸　 局


8 3 2


4 ，0 0 6


2 2 4


0


0


7 3 7


2 0


7


1 2


6


1 ，0 2 4


4 ，7 3 0


9 5 9


0


6 5


も 7 3 b


1 ，0 2 4


4 ，7 3 0


1 ，0 2 4　　　　 9 9 7　　　　 2 7


4 ，7 3 0　　　 ：4 9　　　 4 ，6 8 1


2 7


2 ，8 9 1


1 0 0


5 5 0


0


0


0


0


畜　　　　 産 ．　　　 局 2 5 7 0 5 0 0 0 3 0 7 0 3 0 7 ． 3 0 7 3 0 7　　　　 ；0　　　　 3 0 7 0 2 0 9 0 0


合　　　　　　　　 計 1 5 3 ，2 3 2 11，4 3 0 2 6 ，8 6 5 4 ，12 6 2 ，3 7 0 17 5 ，0 3 1 1 4 2 ，4 0 9 3 2 ，6 2 2 1 7 5 ，0 3 1 1 7 5 ・0 3 1 1 4 6 ・3 6 2 1 2 8 ・6 6 9 7 2 ，9 0 0 ・4 ，4 5 2 1 ，rO O O 1 9 8
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3）　実施機関別植物種類別植物遺伝資源保存状況 （単位：品種・系統数，点）


区　　　　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 本 年 度 末 （増 殖 ） 形 態 本　 年　 度　 未　 保　 存　 区　 分
種 子 の


再 増 殖


無 毒 化
育　　 種


素 材 化
前 年 度


末　　 計
収　　 集 受　　 入 移　 管 廃　　 棄


本年 度


末　　 計
種　　 子 栄 養 体 小　 計 保 存 総 数


ワー キ ング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクシ ョン


ア ク テ ィ ブ


コレクション


農 業 生 物 資 源 研 究 所


（セ　 ン　 タ　 ー バ　 ン ク ）
7 1 ，9 2 2 1 0 1 9 ，8 3 3 0 1 9 9 1 ，7 4 6 8 8 ，6 9 4 3 ，0 5 2 9 1 ，7 4 6 9 1 ，7 4 6 2 8 5 9 1 ，4 6 1 6 3 ，6 6 5 0 0 0


稲　　　　　　　　　　 類 1 4 ，0 0 1 0 2 ，1 7 2 0 0 1 6 ，1 7 3 1 6 ，1 7 3 0 1 6 ，1 7 3 16 ，1 7 3 0 1 6 ，17 3 1 4 ，9 1 5 0 0 0


麦　　　　　　　　　　 類 2 9 ，9 9 0 0 1 6 ，4 6 8 0 0 4 6 ，4 5 8 4 6 ，4 5 8 0 4 6 ，．4 5 8 4 6 ，4 5 8 0 4 6 ，4 5 8 2 1 ，4 4 1 ・ 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 7 ，8 8 9 0 1 9 1 0 0 8 ，0 8 0 8 ，0 8 0 0 8 ，0 8 0 8 ，0 8 0 0 8 ，0 8 0 7 ，由 6 0 0 0


い　　　　　 も　　　　 類 3 7 0 0 0 0 0 3 7 0 3 7 0 0 3 7 り 3 7 0 0 3 7 0 3 7 0 0 0 ・ 0


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 3 ，9 4 7 0 4 1 7 0 ・ 0 4 ，3 6 4 4 ，1 8 5 1 7 9 4 ，3 6 4 4 ，3 6 4 0 4 ，3 6 4 4 ，0 3 5 0 0 －0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 9 ，3 3 4 0 1 4 6 0 0 ・ 9 ，4 8 0 9 ，3 2 5 1 5 5 9 ，4 8 0 9 ，4 8 0 0 9 ，4 8 0 9 ，3 2 5 0 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 1 ，4 8 8 1 0 1 2 5 0 1 4 1 ，6 0 9 0 工 6 0 9 1 ，6 0 9 1 ，3 2 4 2 8 5 1 ，3 2 4 1 ，3 4 1 0 0 ．’0


野　　　　 菜　　　　 類 4 ，1 0 3 0 0 0 0 4 ‾，1 0 3 4 ，1 0 3 0 4 ，1 0 3 4 ，1 0 8 0 4 ，10 3 4 ，10 3 0 0 0 ・


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 0 0 0 0 0 ・ 0 0 0 0 0 ‾ 0 0 0 0 0 0


茶 4 0 6 0 1 5 9 0 0 5 6 5 0 5 6 5 5 6 5 5 時 0 5 6 5 1 3 3 0 0 0 ＿


桑 3 9 4 0 1 5 5 0 ・5 5 4 4 0 5 4 4 5 4 4 ‘5 4 4 0 5 4 4 6 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 0 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


植　 物　 種 ・類　 別　 合　 計


（サ ブ バ ン ク 全 機 関 計 ）
・8 1 ，3 10 1 ，4 2 0 7 ，0 3 2 4 ，1 2 6 ‘2 ，3 5 1 8 3 ，2 8 5 5 3 ，7 1 5 2 9 ，5 7 0 8 3 ，2 8 5 8 3 ，2 8 5 4 6 ，0 7 7 3 7 ，2 0 8 9 ，2 3 5 4 ，4 5 2 1 ，0 0 0 1 9 8


稲　　　　　　　　　　 類 1 0 ，4 2 7 2 ‾3 2 7 1 6 4 9 1 8 4 9 ，8 8 8 9 ，8 8 8 0 9 ，8 8 8 9 ，8 8 8 ． 3 ，4 5 9 6 ，4 2 9 1 ，7 4 2 7 3 4 ． 7 0 2 0


軍　　　　　　　　 類 5 ，6 0 2 ‘3 1 ，5 1 1ノ 1 ，3 7 5 6 4 9 ． 5 ，0 9 2 4 ，8 9 9 1 9 3 5 ，0 9 2 5 ，0 9 2 2 ，2 3 9 2 ，8 5 3 6 ・2 ，1 1 0 0 1


豆　　　　　　　　　　 類 3 ・5 9 4 1 0 7 8 6 2 2 6 1 9 4 ，5 1 8 4 ，5 1 8 0 4 ，5 1 8 4 ，5 1 8 9 6 6 3 ，5 5 2 7 2 3 7 3 0 0


い　　　　　 も　　　　　 類 5 ，4 3 9 1 1 7 2 3 6 1 9 6 2 9 9 5 ，2 9 7 2 7 4 5 ，0 2 3 5 ，2 9 7 5 ，2 9 7 1 ，1 8 0 4 ，1 1 7 3 ，0 5 6 0 1 2 2 1 7 6


雑　 穀 ・ 特　 用　 一作　 物 4 ，3 8 4 1 5 7 1 7 9 2 1 2 17 9 4 ，3 2 9 2 ，6 0 4 1 ，7 2 5 4 ，3 2 9 4 ，3 2 9 1 ，9 6 8 2 ，3 6 1 6 9 9 1 6 3 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作 ‾物 2 4 ，7 5 1 4 8 1 1 ，2 2 2 6 3 1 5 6 3 2 5 ，2 6 0 1 8 ，1 3 ‾4 7 ，1 2 6 2 5 ，2 6 0 2 5 ，2 6 0 2 し 9 2 4 3 ，3 3 6 3 1 7 8 6 2 0 1 2


果　　　　 樹 ．　　　 類 5 ，5 2 1 2 4 1 ，14 3 6 0 2 16 5 5 ，9 2 1 1 5 ，9 2 0 5 ，9 2 1 5 ，9 2 1 2 ，5 4 5 3 ，3 7 6 2 ，1 3 3 0 1 5 2 4


野　　　　 菜　　　　 類 1 3 ，2 0 2 1 3 8 6 4 9 7 6 18 4 1 3 ，7 2 9 1 2 ，6 6 9 1 ．，0 6 0 1 3 ，7 2 9 1 3 ，7 2 9 7 ，8 4 2 5 ，8 8 7 6 7 9 2 1 2 2 4 5


花　 き ・ 緑　 化　 種　 物 2 ，5 7 8 2 0 9 4 4 4 1 0 4 3 4 3 ，0 9 3 5 8 3 ，．0 3 5 3 ，0 9 3 3 ，0 9 3 2 ，4 0 8 ・6 8 5 3 3 0 0 ．0


茶 3 ，6 6 2 1 4 5 4 0 1 2 2 2 1 9 3 ，9 6 7 0 3 ，9 6 7 3 ，9 6 7 3 ，9 6 7 2 4 6 3 ，7 2 1 3 9 3 0 0 r O


桑 1 ，3 5 4 12 9 4 1 3 4 6 1，4 0 1 － 0 1 ，．4 0 1 1 ，4 0 1 1 ，4 0 1 5 9 7 8 0 4 1 8 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 一作 物 7 9 6 4 2 0 2 0 1 0 7 9 0 6 7 0 12 0 7 9 0 7 9 0 7 0 3 8 7 8 7 0 0 0


r 廟　 物　 種　 類 ‘別　 合　 計


（サ ブ バ ン ク 技 全 分 計 ）
7 7 ，0 4 7 1 ，4 2 0 6 ，2 4 5 4 ，1 1 9 2 ，3 4 5 7 8 ，2 4 8 5 3 ，7 15 2 4 ，5 3 3 7 8 ，2 4 8 7 8 ，2 4 8 4 6 ，0 2 8 3 2 ，2 2 0 6 ，3 4 4 3 ，6 9 3 1 ，0 0 0 1 9 8


稲　　　　　　　　　　 類 1 0 ，4 2 7 2 3 2 7 1 6 4 9 1 8 4 9 ，8 8 8 9 ，8 8 8 0 9 ，8 8 8 9 ，8 8 8 3 ，4 ＿5 9 6 ，4 2 9 1 ，7 4 2 7 3 4 7 0 2 0


麦　　　　　　　　　　 類 5 ，6 0 2 3 1 ，5 1 1 1 ，3 7 5 6 4 9 5 ，0 9 2 4 ，8 9 9 1 9 3 5 ，0 9 2 き，0 9 2 2 ，2 3 9 2 ，8 5 3 6 1 ，9 1 1 0 1


豆　　　　　　　　　　 類 3 ，5 9 4 10 7 8 6 2 2 6 1 9 4 ，5 1 8 4 ，5 18 0 4 ，5 1 8 4 ，5 1 8 9 6 6 3 ，5 5 2 7 2 2 3 6 0 0 ．


い　　　　　 も　　　　　 類 3 ，9 0 1． 1 1．7 4 3 19 6 2 9 6 3 ，5 6 9 2 7 4 3 ，2 9 5 3 ，5 6 9 3 ，5 6 9 1 ，画 2 ，3 8 9 1 ，3 9 5 0 1 2 2 1 7 6


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 3 ，2 1 5 1 5 7 1 1 7 2 1 2 1 7 9 3 ，0 9 8 2 ，6 0 4 4 9 4 3 ，0 9 8 3 ，0 9 8 1 ，9 6 8 1 ，13 0 2 0 0 1 2 1 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 2 〃1，4 9 4 〃18 1 1 ，1 7 2 6 3 1 5 （i3 2 4 ，9 5 3 1 8 ，13 4 6 ，8 1 9 2 4 ，9 5 3 2 4 ，9 5 3 2 1 ，9 2 4 3 ，0 2 9 3 1 7 5 4 6 0 1 2


果　　　　 樹　　　　 類 4 ，9 4 7 2 4 9 9 7 5 9 5 1 6 2 5 ，2 1 1 1 5 ，2 1 0 5 ，2 1 1 5 ，2 1 1 2 ，5 2 6 2 ，6 8 5 1 ，6 6 2 0 1 5 2 4


5


0


0


0


0


野 ・　　　 菜　　　　 類 1 3 ，0 6 6 1 3 8 ‘5 8 8 7 6 1 8 4 1 3 ，5 3 2 1 2 ，6 6 9 8 6 3 1 3 ，5 3 2 1 3 ，5 3 2 7 ，8 3 2 5 ，7 0 0 5 6 2 1 4 5 2 4


花　 き ・ 緑　 化　 植 ． 物 白，5 2 8 2 0 9 3 4 0 1 0 4 3 4 2 ，9 3 9 5 8 2 ，8 8 1 2 ，9 3 9 2 ，9 3 9 2 ，4 0 8 5 3 1 3 3 0 0


．茶 3 ，2 1 0 1 4 5 2 5 0 2 2 2 1 9 3 ，3 6 4 0 3 ，3 6 4 3 ，3 6 4 3 ，3 6 4 2 4 6 3 ，1 1 8 3 3 7 0 0


桑 1 ，3 5 4 1 2 9 4 1 3 4 6 1 ，4 0 1 0 1 ，4 b l 1 ，4 0 1 1 ，4 0 1 5 9 7 8 0 4 1 8 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 7 0 9 4 0 2 0 1 0 6 8 3 6 7 0 ［　 1 3 6 8 3 6 8 3 6 8 3 0 0 0 0


99～100







（単位：品種・系統数，点）


区　　　　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 本 年 度 末 （増 殖 ） 形 態 本　 年　 度　 未　 保　 存　 区　 分
種 子 の


再 増 殖
無 毒 化


育　　 種


素 材 化
前 年 度


末　　 計
収　　 集 受 ‘ 入 移　　 管 廃　　 棄


本 年 度


末　　 計
種　　 子 栄 養 体 小　　 計 保 存 総 数


ワーキ ング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


ア クティブ


コレクション


農 業 研 究 セ　 ン　 タ　 ー 6 ，5 0 0 1 2 4 2 ，17 8 1，48 1 4 4 6 6，、87 5 5 ，6 9 4 1，18 1 6，8 7 5 6 ，8 7 5 5 ，93 1 9 4 4 1 0 1，6 8 8 1 2 2 4


稲　　　　　　　　　　 類 2 ，7 2 4 ．0 1 0 0 2，72 5 2 ，7 2 5 0 2，°7 2 5 2 ，7 2 5 2 ，72 5 0・ 0 0 0 0


麦　　　　　　　　　　 類 1，9 9 5 0‘ 1 ，43 2 1，26 1 3 9 0 1，7 7 6 1，6 0 3 1 7 3 1，7 7 6 1，7 7 6 1 ，77 6 0 0 1，5 7 1 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 123 0 7 0 4 0 0 8 2 7 8 2 7 0 8 2 7 8 2 7 7 8 1 4 6 0 3 6 0 0


い　　　　　 も　　　　 類 9 9．8 1 1 7 1 7 7 0 5 4 1，0 0 8 0 1，00‾8 1，0 0 8 1，0 0 8 4 15 5 9 3 1 0 0 1 2 2 4


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 6 60 4 2 4 1 5 0 2 5 3 6 5 3 6 0 5 3 6 5 3 6 2 3 1 3 0 5 0 8 1 0 ．0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 0 3 0 0 0 3 3 0 3 3 3 0 0 0 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 0 0 0


花　 き　・　 緑 化 植 物 0 0 ・0


茶 0 0 0


桑 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 0 0 0


農 業 生 物 ‘資 源 研 究 所


（サ　 ブ　 バ　 ン ・ク ） 13 ，94 9 1 4 8 3 4 5 5 8 4 0 1 3 ，8 5 8 1 3 ，6 3 9 2 1 9 13 ，8 5 8 1 3，85 8 3 4 5 1 3，5 1 3 1，8 7 8 2 2 1 7 0 2 0


格　　　　　　　　　　 類 6 ，80 7 2 3 1 2 5 8 2 0 6 ，2 6 0 6 ，2 6 0 0 6 ，2 6 0 6，26 0 2 0 6，24 0 1，7 17 2 0 1 7 0 2 0


麦　　　　　　　　　　 類 16 7 ‘0 1 1 0 0 1 7 8 1 7 8 0．． 17 8 1 7 8 0 豆 8 0 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 3，4 1 9 7 5 10 0 0 3 ，5 0 4 3 ，50 4 ・0 3 ，5 0 4 3，50 4 0 3，50 4 7 0 0 0 0


い　　　　　 も　　　　 類 0 0 ・0


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 69 8 3 0 6 0 0 7 3 4 5 4 7 1 8 7 7 3 4 7 3 4 2 2 2 5 1 2 0 2 0 0 0
牧　 草 ・ 飼　 料　 作 物 6 13 1 0 2 3 8 0 0 8 6 1 8 5 8 3 8 6 1 8 6 1 7 5 7 8 6 9 1 0 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 2 5 0 0 0 0 2 5 1 2 4 2 5 2 5 2 4 1 0 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 2，・2 1 4 1 0 6 5 2 0 2 ，2 8 7 2 ，2 8 7 0 2 ，2 8 7 2，28 7 0 2，28 7 0 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 2 0 3 ．0 0 5 4 1 5 5 0 5 0 0 0 0 ・


茶 0 0 0


桑 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 4 0 0 0 0 4 0 4 4 ・ ∠1 4 0 0 0 0 0


草　 地　 兢　 験 ．瘍


稲　　　　　　　　　　 類


5，86 9 8 8 5 16 5 1 3 4 0 6 ，0 8 2


0


3 ，25 7 2 ，8 2 5 6 ，0 8 2


0


6 ，0 8 2


0


5，0 19 1，06 3 8 5 1 4 6 0 0


麦　　　　　　　　　　 類 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 2 ‾ 0 0 0 0 2 2 0 2 2 0 2 2 0 0 ．0


い　　　　　 も　　　　 類 0 0 0
lh雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 0 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 5，86 ウ 8 8 5 1 6 5 1 3 4 0 6 ，0 8 0 3 ，2 5 5 2 ，8 2 5 6 ，0 8 0 6 ，0 8 0 5，0 19 1，06 1 8 3 14 6 ． 0 0


果　　　　 樹　　　　 頬 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 0 l
！　　　 0 0


茶 0 i 0 0 lll
桑 ‘0 0 （＝1


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 0
ll
－　　　　　 0 － 0


l －
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（単位：品種・系統数，点）


区　　　　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 本 年 度 末 （増 殖 ） 形 態 本　 年　 度　 末　 保　 存　 区　 分
種 子 の


再 増 殖
無 毒 化


育　　 種


素 材 化
前 年 度


末　　 計
収　　 集 受　　 入 移　　 管 廃　　 棄


本 年 度


末　　 計
種　　 子 栄 養 体 小　　 計 保 存 総 数


ワーキ ング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


ア クテ ィブ


コレクション


果　 樹　 試　 験　 場 4 ，＿89 3 2 4 9 9 7 5 9 5 1由 5，15 7 0 5 ，15 7 5 言 5 7 5，15 7 2 ，．4 8 3 2，67 4 1，6 5 2 0 1 5 2 4


稲　　　　　　　　　　 類 0 0 0
麦　　　　　　　　 類 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 0 0 0


い　　　　　 も　　　　 類 0 0 0
雑　 穀 ・ 特　 用　 作 ‾物 0 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 0 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 4，89 3 2 4 9 9 7 5 9 5 16 2 5，15 7 0 ．5 ，15 7 、‘5 ，15 7 5，15 7 2 ，4 8 3 2，67 4 1，6 5 2 0 1 5 2 4


野　　　　 菜　　　　 類 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 0 0 0


茶 0 0 0


桑 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 ．0 0 0


野 菜 ・ 茶 業 試 験 場 16，26 9 4 6 0 1，0 8 0 4 0 0 2 3 5 1 7，17 4 10 ，0 9 0 7 ，08 4 1 7，17 4 1 7，17 4 1 0 ，‾14 2 7，0 3 2 9 1．3 1 4 5 2 4 5


稲　　　　　　　　　　 類 0 0 0


麦　　　　　　　　　　 類 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 0 0 0


い　　　　　 も　　　　 類 0 0 0


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 0 ． 0 1 0 0 1 1 0 ． 1 1 1 0 0 0 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 0 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 10，53 3 1 0 6 4 9 2 7 4 18 2 1 0，87 5 1 0，03 5 8 4 0 1 0 ，87 5 1 0，87 5 7，4 8 7 3，38 8 5 4 3 1 4 5 2 4 5


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 2，52 6 2 0 9 3 3 7 1 0 4 3 4 2，93 4 5 4 2 ，8 8 0 2 ，93 4 2，93 4 2，4 0 8 5 2 6 3 3 0 0 0


茶 3，2 1 0 1 4 5 2 5 0 2 2 2 1 9 3，36 4 0 3 ，3 6 4 3 ，36 4 3，36 4 2 4 6 3，1 1 8 3 3 7 0 0 0


桑 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 0 0 0


北 海 道 農 業 試 験 場 7，08 8 2 4 9 4 4 9 6 2 1 3 3 5 6，83 0 4，00 3 2 ，8 2 7 6 ，8 3 0 6，83 0 5，86 6 9 6 4 4 5 6 2 8 0 0 0


稲　　　　　　　　　　 類 3 9 0 3 2 3 6 0 3 5 3 5 0 3 5 3 5 3 5 0 0 3 2 0 0－


麦　　　　　　　　　　 類 5 3 0 0 0 1 5 3 8 3 8 0 3 8 3 8 3 8 0 ・0 1 0 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0


い　　　　　 も　　　　 類 工 54 1 0 1 8 5 0 2 1 2 1，29 7 0 1，2 9 7 1，2 9 7 1，29 7 6 8 0 6 1 7 4 3 0 0 ‘0 0


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 1，44 6 3 2 0 2 0 0 1，45 8 1，39 9 5 9 、1，4 5 8 1，4 5 8 1 ，32 9 1 2 9 1 6 1 5 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 3 ，75 6 2 17 3 6 8 5 1 5 1 0 8 3，7 1 8 2，29 2 1，4 2 6 3 ，7 1 8 3 ，7 1 8 3 ，5 16 2 0 2 0 8 3 0 0


果　　　　 樹 、　　 類 2 9 0 0 0 0 2 9 0 2 9 2 9 2 9 I 1 9 1 0 1 0 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 22 4 0 3 1 0 0 2 5 5 2 3 9 1 6 2 5 5 2 5 5　　　　 249 6 0 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 0 0 0


茶 0 ． 0 －0


桑 0 0 0
熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物


l
0 0 0 ・
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（単位：品種・系統数，点）


区　　　　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 本 年 度 末 （増 殖 ） 形 態 本　 年　 度　 未　 保　 存　 区　 分
種 子 の


再 増 殖
無 毒 化


育　　 種


素 材 化
前 年 度
末　　 計


収　　 集 受　　 入 移　　 管 廃　　 棄
本 年 度
末　　 計


種　　 子 栄 養 体 小　　 計 保 存 総 数
ワーキ ング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


ア クテ ィブ


コレクション


東　 北　 農　 業　 試　 験 ‾場 3 ，107 4 5 2 9 5 1 9 1 4 9 8 2 ，7 58 2，09 9 6 5 9 2 ，7 58 2，75 8 2 ，d 9 1 6 6 7 5 7 2 9 6 0 1


稲　　　　　　　　　　 類 37 0 8 1 3 1 ． 46 4 1 4 1 0 4 1 4 1 4 1 0 0 3 1 0 0


麦　　　　　　　　　　 類 7 29 0 2 9 1 1 4 2 4 4 4 0 0 4 0 0 0 4 0 0 4 0 0 2 鋸 119 0 15 0 0 1


豆　　　　　　　　　 種


い　　　　　 も　　　　 類


4 5 0 1 3 3 2 6 1，9 13 3 1 3 3 0 1 3 3 1 3 3 1 3 3 0 0 1 0 0 0 0


ヽ
雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 17 4 3 8 5 0 0 1 7 4


0


8 8
8 8 0


0


8 8


0


8 8
8 8 0 0 5 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 1，85 8 7 0 2 0 1．5 1，83 0 1，4 3 7 3 9 3 1，8 30 1，830 1，5 21 3 0 9 5 6 1 0 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 0 ． ．0 0


野 ．　　　 菜　　　　 類 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 0 0 0


茶 0 0 ・0


桑 26 4 0 2 0 0 2 6 6 0 2 6 6 2 6 6 2 6 6 2 7 2 3 9 1 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 0 0 ．0


北　 陸　 農　 業 ・試　 験　 場 69 6 4 2 0 10 4 5 9 8 2 9 9 2 9 6 5 9 8 5 9 8 4 4 2 1 5 6 4 2 0 6 0 0 ・


稲　　　　　　　　　　 類 4 3 0 2 0 5 4 0 4 0 0 4 0 4 0 3 9 1 0 2 0 0 0 0


麦　　　　　　　　　　 類 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 0 0 0


い　　　　　 も　　　　　 類 0 0 0


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 〃0 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 357 0 0 0 9 8 2 5 9 2 5 9 0 2 5 9 ・ 2 59 2 5 8 1 1 6 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 0 0 0


茶 0 0 0


桑 2 96 4 0 0 1 2 9 9 0 2 9 9 2 9 9 2 9 9 14 5 1 5 4 3 0 0 ・0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 0 0 0


中　 国　 農　 業　 試　 験　 場 1，5 08 6 1 6 8 4 7 1 3 8 1，4 97 1，4 93 4 1 ，49 7 1，4 97 2 4 2 1，25 5 1 0 8 2 0 0 0 0


稲　　　　　　　　　 ．類 3 05 0 1 4 3 0 1 3 3 3 15 3 1 5 0 3 1 5 3 15 1 2 7 1 8 8 2 5 1 2 0 0 0


‘麦　　　　　　　　　　 類 7 67 2 2 4 0 0 7 9 3 7 9 3 0 7 9 3 7 9 3　　　　 12 78 1 6 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 0 0 0 ′


い　　　　　 も　　　　　 類 0 0 0


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 1 1 ・4 0 2 3 1 0 6 4 1 0 10　　　　 10 0 0 0 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 4 25 0 1 4 5 2 3 7 9 3 7 9 0　　　　 37 9 3 7 9 9 3 2 8 6 7 7 8 0 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 0 ・ 0° 0


茶 0 0 0


桑 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 0 0 0 l


105～106







（単位：品種・系統数，点）


区　　　　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 本 年 度 末 （増 殖 ） 形 態 本　 年　 度　 未　 保　 存　 区　 分
種 子 の


再 増 殖
無 毒 化


育　　 種


素 材化
前 年 度


末　　 計
収　　 集 受　　 入 移　　 管 廃　　 棄


本 年 度


末　　 計
種　　 子 栄 養 体 小　　 計 保 存 総 数


ワーキ ング


コレクシ亘ン


ベ　 ー　 ス


コレクション


ア クテ ィブ


コレクション


四　 国　 農　 業 ．試　 験　 場 12 7 1 3 4 0 0 1 6 2 14 2 2 0 1 6 2 1 6 2 1 3 5 2 7 0． 3 0 0 0


稲　　　　　　　　　　 類 0 0 ．0
t


麦　　　　　　　　　　 類 12 7 1 1 4 0 ’0 1 4 2 12 2 2 0 1 4 2 1 4 2 1 15 2 7 0 3 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 0 0 0


い　　　　　 も　　　　 類 0 0 0


雑　 穀　 ・ 特　 用　 作　 物 0 0 2 0 0 0 2 0 2 0 0． 2 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 0 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 ． 0 0 0


茶 0 0 0


桑 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 0 0 0


九　 州　 農　 業　 試　 験 15 ，6 1 0 4 1 1 5 1 12 9 6 8 1 5 ，6 0 5 1 2，0 4 0 3 ，5 6 5 1 5 ，6 0 5 1 5，6 0 5 1 2，0 2 7 3，5 7 8 1，1 4 8 3 8 1 0 1 8 4


稲　　　　　　　　　　 類 4 7 2 0 0 0 0 4 7 2 4 7 2 0 4 7 2 4 7 2 4 7 2 ．0 0 1 0 0 0 0


麦　　　　　　　　　　 類 1，7 6 4 0 1 0 0 1，7 6 5 1，7 6 5 0 1，7 6 5 1，7 6 5 1、7 1，7 4 8 0 6 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 5 3 0 1 5 0 0 5 0 5 0 0 5 0 5 0 5 0 0 0 5 0 0 0


い　　　　　 も　　　　　 類 1，3 6 2 0 8 7 6 3 0 1－，2 6 4 2 7 4 9 9 0 1，2 6 4 1，2 6 4 8 5 1，1 7 9 9 5 5 0 0 1 7 2


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 2 2 6 3 16 4 0 0 2 0 5 0 2 0 5 2 0 5 2 0 5 2 1 1 8 4 1 8 4 0 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 1 1，5 9 4 8 4 9 0 0 1 1，6 5 1 9，4 7 9 2，1 7 2 1 1，6 5 1 1 1，6 5 1 1 1，2 6 7 3 8 4 9 1 7 1 0 1 2


果　　　　 樹　　　　 類 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 ．0 0 0


茶 0 0 0


桑 1 8 7 0 6 2 1 3 3 8 1 9 8 0 1 9 8 1 9 8 1 9 8 1 15 8 3 0 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 0 0 0


蚕 糸 ・昆 虫 農 業 技 術 研 究 所 5 9 9 6 3 0 0 7 6 2 8 0 6 2 8 6 2 8 6 2 8 3 0 8 3 2 0 6 0 0 0


稲　　　　　　　　　 ‘類 0 0 0


麦　　　　　　　　　　 類 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 0 0 0


い　　　　　 も　　　　 類 0 0 0


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 ．0 0 0


牧　 草 ・・飼　 料　 作　 物 0 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 0 ・0 0


野　　　　 菜　　　　 類 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 0 0 0


茶 0 0 0


桑 5 9 9 6 3 0 0 7 6 2 8 0 6 2 8 6 2 8 6 2 8　　　　 30 8 3 2 0 6 0 0 0


熟　 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 0 0 0 ・


107～108







（単位：品種・系統数，点）


区　　　　　　 分


保　 存　 数　の　 増　 減 本 年 度 末 （増 殖 ） 形 態 本　 年　 度　 未　 保　 存　 区　 分
種 子 の


再 増 殖
無 毒 化


育　　 種


素 材 化
前 年 度


末　　 計
収　　 集 受　　 入 移　　 管 廃　　 棄


本 年 度


末　　 計
種　　 子 栄 養 体 小　　 計 保 存 総 数


ワーキ ング


コレクション


ベー ス


コレクション


ア クティブ


コレクション


熱 帯 農 業 研 究 セ ン タ ー 8 32 2 2 4 0 2 0 1 2 1，0 2 4 9 5 9 箪 1，0 2 4 1，02 4 9 9 7 2 7 2 7 1 0 0 0 0


稲　　　　　　　　　　 類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0
麦　　　　　　　　　 類 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 0 2 0 0 0 2 2 0 2 2 －2 0 0 0 0 0


い　　　　　 も　　　　　 類 0 0 0
雑　 種 ・ 特　 用　 作　 物 0 4 6 0 0 0 4 6 7 3 9 4 6 4 6 4 6 0 0 ． 0 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 ・2 4 1 4 8 0 ．0 0 1 7 2 1 7 2 0 1 7 2 1 7 2 1 7 2 0 0 5 0 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 0 O r 0


野　　　　 菜　　　　 類 9 5 2 2 0 0 2 1 1 5 1 0 8 7 1 1 5 1 1 5 9 6 1 9 1 9 0 0 0


花　 き　・　 緑　化　 植　 物 0 0 0


・茶 0 0 0 ．


桑 8 2 0 0 0 1 0 0 10 1 0 1 0 2 8 8 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 70 5 4 0 2 0 1 0 6 7 9 6 7 0 9 6 7 9 6 7 9 6 7 9 0 0 0 0 0


種 苗 管 理 セ　 ン　 タ　 ー 4 ，00 6 0 7 3 7 7 6 4 ，7 3 0 0 4 ，7 3 0 4 ，73 0 4，73 0 4 9 1 4，68 1 2 ，8 9 1 5 5 0 0 0


稲　　　　　　　　　　 類 0 0 0


麦　　　　　　　　　　 類 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 9 9 0 0 ・


豆　　　　　　　　　　 類 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 7 0 0


い　　　　　 も　　　　　 類 1，53 8 0 1 9 3 0 3 1，72 8 0 1，7 2 8 1，72 8 1，72 8 0 1，72 8 1，6 6 1 0 0 0


雑　 穀 ・ 特　 用 ．作　 物 1，16 9 0 6 2 0 0 1，23 1 0 1，2 3 1 1，23 1 1，23 1 0 1，23 1 4 9 9 4 2 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 5 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 574 0 14 6 7 3 7 1 0 0 7 1 0 7 1 0 7 10 ．19 6 9 1 4 7 1 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 136 0 6 1 0 0 19 7 0 1 9 7 1 9 7 1 9 7 1 0 1 8 7 1 1．7 6 7 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 5b ．0 10 4 0 0 1 5 4 0 1 5 4 1 5 4 1 5 4 0 1 5 4 0 0 0 0


茶 4 5 2 0 15 1 0 0 6 0 3 0 6 0 3 　 60 3 6 0 3 0 6 0 S 5 6 0 0 0


桑 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 87 0 2 0 0 0 1 0 7 0 1 0 7 1 0 7 1 0 7 2 0 ．87 8 7 0 0 0


家 畜 改 良　 セ　 ン　 タ　 ー 2 57 0 5 0 0 0 3 0 7 0 3 0 7 3 0 7 3 0 7 0 3 0 7 0 2 0 9 0 0


稲　　　　　　　　　　 類 0 0 0
妄　　　　　　　　 類 0 0 0


豆　　　　　　　　　　 類 0 0 0


い　　　　　 も　　　　　 頬 0 0 0


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 0 0 0


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物 2 57 0 5 0 0 0 3 0 7 0 3 0 7 ：30 7 3 0 7 0 3 0 7 0 2 0 9 0 0


果　　　　 樹　　　　 類 0 0 0


野　　　　 菜　　　　 類 0 0 0


花　 き ・ 緑　 化　 植　 物 0 0 0


茶 0 0 0


桑 0 0 0


熱 帯 ・ 亜 熱 帯 作 物 Il 0 ．
i


0 0
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4）　センターバンクにおける植物遺伝資源種子の受入貯蔵状況（平成2年度）


（平成3年3月31日現在）


植　　　 物　　　 名 貯 蔵 点 数 受 入点 数
永 年 貯 蔵 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


種　 類


水 稲 野 生 種 17 0 17 17


稲 （陸 稲 ） 1，8 10 25 1 1，5 6 1 1，彿 4


稲 （水 稲 ） 12，673 白3 8 13，6 1 1 13，4 03


ア フ リカ イネ 1 98 3 9 84 1


稲　 類　　　　　　 計 14，00 1 2，17 2 16，173 14，9 15


衰 〕 類


え ん 麦 近 縁 種 15 0 15 15


え ん 麦 （プ レヴ イス えん 麦 ） 1 0 1 1


え ん 麦 （ビザ ンチ ンえん 麦 ） 3 0 3． 3


カ ラ スム ギ （え ん麦 近 縁 種 ） 9 0 9 9


え ん 麦 （ヌ ダえ ん麦 ） 1 0 1 1


え ん 麦 1，03 4 2 1，0 36 1，0 3 6


え ん 麦 属 15 0 15 15


大 麦 近 縁 種 7 27 34 3 4


二 条 大 麦 1，8 06 18 1，8 24 工 82 1


大 麦 （六 条 ） 5，5 34 1 4，194 9，72 8 5，65 4


ラ イ麦 34 2 3 6 3 6


小 麦 （普 通 系 ） 1 1，3 96 5，8 06 17，20 2 12，35 9


小 麦 （ク ラ ブ小 麦 ） 48 0 4 8 4 8


小 麦 （野 生 エ シマニー・） 1 0 1 1


小 麦 （栽 培 エ ンマ ー ） 5 0 5 5


小 麦 （マ カ ロニ 小 麦 ） 179 4，60 2 4，7 8 1 2 72 ．


小 麦 （栽 培 一 粒 系 ） 1 0 1 1


小 麦 （ポ ー ラ ン ド小 麦 ） 1 r O 1 1


ドク ムギ 属 0 3 3 3


エ ギ ロ ブ ス 0 5 6 56 59


小 麦 （スペ ル タ小 麦 ） 13 0 13 13


小 麦 （リベ ッ ト小 麦 ） 5 0 5 5


ラ イ小 麦 50 2 52 5 2 ‾


麦　 類　　　　　　 小計 20，158 14，7 12 3 4，8 70° 2 1，°44 1


IBPGR等保存委託種子
小麦および小麦近縁種（京都大学） 6，433 0


ト ー


e，433


」 「


　　」　　 ．＿．＿
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植・　　 物　　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
永 年 貯 蔵 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


大麦’（キューガーデン） 苧0 0 30 0


大麦 （岡山大学） 3，369° 1，756 5，125 0


貯蔵委託麦類　　　 小計 9，832 1，756 11，588 0


麦　 類　　　　　　 計 29，990 16，468 46，458 21，441


豆　 類


らっかせい 951 32 983 983


きまめ 1 0 1 1


大豆 6，249 131 6，380 6，296


つるまめ 126 0 126 126 ‾


ジャワだいず 2 0 2 2


ホワイ ト・ルービン（白花ルーピン） 1 0 1 1


あずき 376 ・28 404 404


りょくとう 132 0 132 132


けつるあづ き 35 0 35 35


つるあず き 11 0 11 11


はっしょうまめ 2 0 2 2


は っしょうまめ近縁種 3 0 3 3


豆　 類　　　　　　 計 7誹8白 191 8，080 7，996


いも類


クズイモ 1 0 r‾1 1


かん しょ 369 0 3甲 369


いも類　　　　　　 計 370 0 雨0 370


雑穀 ・特用作物


はとむぎ 12 0 12 12


じゅずだま 1 0 ．1 1


いぬびえ類 11 Or． 11 11


いぬびえ 237 0 2う7 ‘－237


けいぬびえ 12 0 12 12


ひめたいぬびえ 130 0 30 30


ひめいぬびえ 13 0 13 13


たいぬびえ 61 0 甲1 91
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種　　 物　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
永 年 貯 蔵 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数（アクティブゴレクション）


栽培ひえ 205 11 寧16 216


きび 74 38 112 112


あわ 325 68 393 393


しこくびえ 75 44 119 119


いぬびゆ ．寧 0 3 3


せんにんこく（ひもげいとう） 237 11 248 ＿ 248


はりびゆ 5 0 5 5


せいようはげいとう 5 0 5 5


のげいとう 3 0 ．3 3


てんさい （多胚） 334 0 r334 201


てんさい （単胚） 138 0 138 121


しろぎ 1 0 1 1


キノア 2 0 2 2


ぼうま 11 0 11 ・11


わた棟 84 0 84 84


在来なたね 89 0 89 89 ＿


なたね 1，101 42 1，143 1，143


はぶそう 1 0 1 1


あさ 9 0 9 9


あま 287 0 287 287


そば 329 0 329 329


しゃくちりそば （宿根そば） 6 0 6 6 ．


グッタンそば 31 24 55 55


こうま （つなそ） 52 0 52 52


たいわんつなそ 1 0 1 1


クフェア属 5 0 5 ． 5


へちま 22 0 22．′ 22


ベにばな 2 0 2 ． 2


ひまわり 10 0 10 10


ステ ビア 1 0 ・1 1


え ごま 3 0 3 3


ごま 119 0 119 119


雑穀 ・特用作物　　　 計 3，947 238 4，185 14，035


牧草 ・飼料作物


レスクグラス 13 0 13 13


いぬむぎ属類 ． 2 0 2 2
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植　　 物　　 名　　　 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
永 年 貯 蔵 計 配 布 用 点 数


（ベースコレクション） （アクティブコレクション）


イエローブルーステム　　　　　　　　　 1 0 1 1


ブッフェルグラス　　　　　　　　　　　 28 0 28 28


サンドバー　　　　　　　　　　　　　　 1 0 1 1


スイー トピッティドグラス　　　　　　 1 0 1 1


ローズグラス　　　　　　　　　　　　　 49 0 49 49


ウィービングクロリス　　　　　　　　　 3 0 3 3


クロリス　　　　　　　　　　　　　　　　 1 0 1 1


パープル トップクロリス　　　　　　　 1 0 1 1


コース トバ トングラス　　　　　　　　　 2 0 2 2


オーチャー ドグラス　　　　　　　　　 427 42 469 469


オーチャー ドグラス近縁種　　　　　　 82 0 82 82


ソルガム （もろこし）　　　　　　 2，573 0 2，573 2，573


ソルガム近縁種　　　　　　　　　　 13 0 13 13


とうもろこし　　　　　　　　　　　 3，987 0 3，987 3，987


パール ミレット（とうじんびえ）　　　　　 1 0 1 1


エチノクロア　　　　　　　　　　　　　　 1 0 1 1


ウィービングラブグラス　　　　　　　　 5 0 5 5


アフリカンラブグラス　　　　　　　　　 2 0 2 2


レーマンラブグラス　　　　　　　　　　 3 0 3 3


テフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30 0 30 30


ロブスクラブグラス　　　　　　　　　　 3 0 3 3


エラグロスチス　　　　　　　　　　　　　 4 0 4 4


ウィルマンラブグラス　　　　　　　　　 8 0 8 8


トールフェスク　　　　　　　　　　　　　 31 0 31 31


メ ドゥフェスク　　　　　　　　　　　　 41 0 41 41


レッドフェスク　　　　　　　　　　　　　 3 0 3 3


うしのけ ぐさ属　　　　　　　　　　　 1 0 1 1


カラー ドギニアグラス　　　　　　　　 42 0 42 42


ブルーパニックグラス　　　　　　　　　 3 0 3 3


バルブパニ ックグラス　　　　　　　　　 1 0 1 1


カブラブラグラス　　　　　　　　　　 18 0 18 18


ギニアグラス　　　　　　　　　　　　　 264 21 285 285


パニカム　　　　　　　　　　　　　　　　　 3 0 3 3


スイッチグラス　　　　　　　　　　　　 4 0 4 4


マカリカ リグラス　　　　　　　　　　　 21 0 2 1 21


ブラウン トップミレッ ト　　　　　　　　 1 0 1 1


クールグラス　　　　　　　　　　　　　 1 0 1 1


おお くさきび　　　　　　　　　　　 125 0 125 125 】


－－－ －⊥
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植　　　 物　　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
永 年 貯 蔵 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


グリーンパニック 9 0 9 9


ミリオイデス 3 0 3 3


イタリアンライグラス 172 13 185 185


ウェスタウオルズライグラス 33 0 33 33


ペ レニアルライグラス 166 29 195 195


ウイメラライ グラス 1 0 1 1


スミログラス 1 0 1 1


ペ レニアルベル トグラス 3 0 3 3


ダリスグラス 42 0 42 42


スコロビック（コド・ミレット） 3 0 3 3


バ ヒアグラス 77 0 77 77


プロス トレー トグリスグラス 1 0 1 1


ブラウンズウィックグラス 1 0 1 1


パスパラム 1 0 1 1


ページィグラス 1 0 1 1


リードカナリーグラス （クサヨシ） 29 0 29 29


リトルカナリーグラス （クサヨシ） 1 0 1 1


ハーディンググラス 1 0 1 1


セタリア 3 0 3 3


ビッグブルーグラス 1 0 1 1


カナダブルーグラス 3 0 3 3


ウッドメドゥグラス 2 0 2 2


フォールメ ドゥグラス 2 0 2 2


ケンタッキーブルーグラス 124 0 124 124


ラフス トークメ ドゥグラス 4 0 4 4


チモシー （おおあわがえり） 30 0 30 30


ディジクリア （フォニオ） 1 0 1 1


ディジク リア 2 0 2 2


エ リューシン 1 0 1 1


クロースフットグラス （おひしぼ） 1 0 1 1


エンテロボゴン 1 0 1 1


ルタバガ 5 0 5 5


れんげ 33 0 33 33


たぬきまめ近縁種 1 0 1 1


くずもどき 1 0 1 1


ちょうまめ 1 0 1 1


グラスピー 1 0 1 1 ！


やまはぎ 70


t


0 70 70
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種　　 物　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点．数
永 年 貯 蔵 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


めどはぎ 137 0 ・ 137 137


やはずそう 168 0 168 1．68


まるぼやはずそう 10 0 10 10


みやぎのはぎ 2 0 2 2


ねこはぎ 2 0 2 2


ス トラン ド・メディック 1 0 1 1


うまごや し 2 0 2 2


ゴー マ ・メディック 3 0 3 3


1アルファルファ 104 0 ，104 104


スネイル ・メディック 2 0 2 2


ディスク・メディック 1 0 ：1 1


バ レル ・メディック 8 0 、8 8


ファセイビーン 1 0 1 1


熱帯 くず 1 0． 1 1＿


からすのえんどう 5 0 5 5


なんてんはぎ 1 0 1 1


しろばななんばん くさふ じ 2 0 2‘ 2


あかクローバ 69 0 69 69


クローバ近縁種 2 0 2 2


しろクローバ 63 0 63 63


サブクローバ 4 0 4 4


吸草 ・飼料作物　　 計 9，220 1．05 9，325・1 9，325


野　 菜


たまねぎ 78 0 78 78


ねぎ 82 0 82 82


アスパラガス 5 0 5 5


ひゆな 2 0 2 2


ふだんそう 11 0 11 11


はうれんそう 24 0 24 24


9


50


おくら 9 0 9


つけな （在来菜種類） 50 0 50


キャベツ 80 0 80＿ニ 80


ナビシニアが らL　　　 l 6 0 6 6


ケール 13 ’0 13 13 〃


つけな （休業類） 79 rO
ll


79 7射
l


つけな （みずな類） 410 一 生 40 40 ！


－－＿＿＿－＿－」
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植　　　 物　　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
永 年 貯 蔵 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


たかな 30 0 30 30


からしな 21 0 21 21


つけな （なたね類） 7 0 7 7


つけな （ひさごな類） 6 0 6 6


くろがらし 1 0 1 1


カ リフラワー 16 0 16 16


めキャベツ 1 0 1 1


ブロッコリー 1 0 1 1


はくさい 322 0 322 322


つけな （非結球性白菜） 62 0 62 62


かぶ 179 0 179 179


つけな （小松菜類） 59 0 59 59


はくらん 2 0 2 2


つけな （体菜類 ・菜心） 19 0 19 19


か らしはくさい 1 0 1 1


キャベツ近縁種 3 0 くつd 3


だいこん 426 0 426 426


さやだいこん 1 0 1 1


ふ じまめ 11 0 11 11


レンズまめ 4 0 4 4


らいまめ 22 0 22 22


いんげんまめ 425 0 425 425


えんどう 162 0 162 162


しか くまめ 41 0 41 41


そらまめ 34 0 34 34


ささげ 131 0 131 131


みつば 5 0 5 5


パセ リ 1 0 1 1


にん じん 41 0 41 41


すいか 40 0 40 40


メロン 24 0 24 24


まくわうり 65 0 65 65


しろうり 47 0 47 47


きゅうり 132 0 132 132


黒種かぼちゃ 3 0 3 3


かぼちゃ近縁種 14 0 14 14


西洋かぼちゃ 19 0 19 19


まがりくびかぼちゃ 2 0 2 l2
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種　　 物　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 一数
永 年 貯 蔵 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


日本かぼちゃ 51 0 51 51


ペポかぼちゃ 9 0 9 9


ゆうがお 18 0 ・18 18


かんぴょう 9 0 ‘9 9


ひょうたん 23 0 23 ．23


つるれいし （にがうり） 2 0 2 2


あれちうり 1 0 1 1


ピーマン 42 0 4台 42


とうがらし 47 0 47 ．・47


とうがらし近縁種 11 0 11 11


トマ ト近縁種 154 0 154 154 ．


トマ ト 483 0 4・83 ．483


チェリー トマ ト 1 0 1 ．1


ピアー トマ ト 1 0 1・ 1・


せんなりはうずき 1 0 1 1


なす近縁種 23 0 23 ・ 23 ．


なす 303 0 303 303


ごぼう 34 0 34 34


ごぼうあざみ 3 0 3 3


しゅんぎく 13 0 ‘13 ．13


レタス 8 0 8 8


たかさごそう 1 0 1 1


しそ 6 0 6 6 ・


野　 菜　　　　　 計 4，103・ 0 4，103 4，103


合　　　　　　　 計 69，520 19，174 88，－694 62，・185
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5）　植物遺伝資源栄養系の受入保存実績


センターバンクにおける植物遺伝資源栄養系の受入保存実績（平成2年度）


（平成3年3月31日現在）


植　　　 物　　　 名
貯 蔵 収 集　 受 入　 廃 棄 貯　 蔵


一　 時　 永　 年


貯蔵計　 貯蔵計


配布用


点　 数


点 数 点 数　 点 数　 点 数 点数計 （ワーキング バ　 ー　ス


コレクショの コレクショの


（アクティブ


コレクション）


雑穀 ・特用作物


い ぐさ　　　　 （植分研） 0 0　　 179　　　　 0 179 0　　 179 0


雑穀 ・特用作物　　 計 0 0　　 179　　　　 0 179 0　　 17 9 0


牧草 ・飼料作物


イネ科　　　　 （植分 研） 67 0　　　　 7　　　　 0 74 0　　　　 74 0


ハニ カム　　　 （植分研 ） 47 0　　　 34　　　 0 8 1 0　　　　 8 1 0


牧草 ・飼料作物　　 計 114 0　　　 41　　　 0 155 0　　 155 0


果　 樹


マルメロ　　　 （栄保研 ） 10 0　　　　 0　　　　 0 10 0　　　 10 10


りん ご　　　　 （栄保研 ） 469 0　　　 1　　　 0 4 70 0　　　 470 47 0


お うとう　　　　 （栄保研） 32 0　　　　 0　　　　 3 29 0　　　　 29 2 9


もも　　　　　 （植分研） 155 0　　　 34　　　　 0 189 0　　 18 9 14 3


せ いような し　 （栄保研） 109 0　　　 1　　　 0 110 0　　 1 10 110


にはんや まな し （栄保研） 284 0　　　　 4　　　　 0 288 0　　　 28 8 2 88


きいちご（もみい 1ちご）（栄保研 ） 20 5　　　　 0　　　　 4 2 1 5　　　 16 16


その他のかんきつ類雑種 （植分研 ） 38 1 0　　　 85　　　　 5 46 1 27 2　　 18 9 2 52


セ イヨウす ぐり （栄保研 ） 25 0　　　　 0　　　　 2 23 0　　　　 2 3 23


あ けび　　　　 （栄保研 ） 1 2　　　　 0　　　　 0 3 3　　　　 0 0
キ ウイフルー ツ （栄保研 ） 2 3　　　　 0　　　　 0 5 5　　　　 0 0


果　 樹　　　　　　 計 1，4 88 10　　 125　　 14 1，609 2 85　 1，32 4 1，3 4 1


茶


茶　　　　　　 （植分研 ） 406 0　　 159　　　　 0 56 5 0　　　 56 5


I


133


茶　　　　　　　　　 計 406 0　　 159　　　　 0 56 5 0　　　 56 5 133


桑


カラやま桑（とうぐわ）（植分研） 27 3 0　　 155　　　　 5 42 3 0　　　 4 23 6


桑 （や ま桑 ）　 （栄保研 ） 12 1 0　　　　 0　　　　 0 12 1 0　　 12 1 0


桑　　　　　　　　　 計 39 4 0　　 155　　　　 5 544 0　　　 54 4 6


合　　　　　 計 2，40 2
l


10　　 6 59　　 19 3，05 2 2 85　 2，76 7 1，480
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他局における植物遺伝資源栄養系の保存実績（平成2年度）


植物種類 植　 物　 名 機 関 ・ 部 ・ 室
保　 存　 点　 数


2 年度 60～ 2 年度実績


い　 も 類 ばれ い しょ 種苗 セ ンター　 農場　　　 北海道中央 0 153


′′　　　　　　 ′′　　　 後志 20 165


′′　　　　　　 ′′　　　 胆振 12 163


′′　　　　　　 ′′　　　 十勝 18 164


′′　　　　　　　 ′／　　 上北 0 93


′′　　　　　　 ′′　　　 嬬恋 0 153


′′　　　　　　 ′′　　　 八岳 0 90


′′　　　　　　 ′′　　　 雲仙 0 48


小計 50 1，028


かん しょ 種苗セ ンター　 農場　　　 雲仙 70 350


′′　　　　　　 ′′　　　 鹿児島 70 350


小計 140 700


計 190 1，728


雑穀 ・


特用作物


こんに ゃ く 種苗セ ンター　 農場　　　 金谷 0 18


さとうきび 種苗セ ンター　 農場　　　 鹿児島 20 22 5


′′　　　　　　 ′′　　　 沖縄 20 29 0


小計 40 5 15


い ぐさ 種苗 セ ンター　 農場　　　 雲仙 0 19 0


′′　　　　　　　 ′′　　　 知 覧 0 17 0


小計 0 36 0


こうぞ 種苗 セ ンター　 農場　　　 金谷 0 1


みつ また 種苗セ ンター　 農場　　　 金谷 0 8


ち ょま 種苗 セ ンター　 農場　　　 金谷 0 173


⊥ 聖 ちゅうぎく 種苗 セ ンター　 農場　　　 北 海道 中央 0 4
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植物種類 植　 物　 名 機 関 ・ 部 ・ 室
保　 存　 点　 数


2 年度 60～ 2 年度実績


雑穀 ・


特用作物


じょちゅうぎく 種苗センター　 農場　　　 知覧 2 47


小計 2 51


日本はっか 種苗センター　 農場　　　 胆振 20 60


′′　　　　　　 ′′　　　 知覧 0 35


小計 20 95


計 62 1，231


牧草 ・


飼料作物


オーチャードグラス 家畜センター　 牧場　　　 十勝 0 30


トールフェスク 家畜センター　 牧場　　　 十勝 30 30


すすき 家畜センター　 牧場　　　 熊本 0 豆


八丈すすき 家畜センター　 牧場　　　 熊本 0 4


バ ビアグラス 家畜センター　 牧場　　　 熊本 0 10


の しば 家畜センター　 牧場　　　 熊本 20
1


132


ケンタッキーカレーグラス 家畜センター　 牧場　　　 十勝 0 84


計 50 307


果　　 樹 くり 種苗センター　 農場　　　 嬬恋 17 97


くるみ類 種苗センター　 農場　　　 上北 12 31


′′　　　　　　 ′′　　　 八岳 △7 2


小計 5 33


びわ 種苗センター　 農場　　　 鹿児島 5 5


りんご 種苗センター　 農場　　　 北海道中央 21 65


〝　　　　　　　 ′′　　　 上北 30 281
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植物種類 植　 物　 名 機 関・ 部 ・ 室
保 存 点数


2年度 60～ 2 年度夷績


果　　 樹 うめ 種苗センター　 農場　 ・雲仙 － 21 36


その他かんきっ類奔 種苗センター　 農場　　　 雲仙 0 41


′′　　　　　　 ′′　　　 鹿 児島 14 67


′′　　　　　　 ′′‘　 沖縄 r 23 74 ．


小計 37 182


やまもも 種苗センター　 農場　　　 雲仙 0 11


計 136 710


野　　 菜 さといもr 種苗センター　 農場　　 知撃 31 91


にんにく 種苗センタ．－　 農場　　　 八岳 10 20


′′　　　　　　 ′′　　　 要仙 10 20


小計 20 40


やまのいも 種苗センター ー農場 、　 雲仙 0 36


いちご 種苗センター rl‾農場　　 八岳 10 30


計 61・ 197


花き・


緑化植物


カー ネーション 種苗センター　 農場　　 知覧 40 40


しもつけ類 種苗 センター‘農場 ‘ ・八岳 ：1° 24 24


きく 種苗センター　 鹿場　　 北海適中央 10 30


′ノ　　　　　　 ′′　　　 嬬恋 10 30


′′　　　　　　 ′／　　 雲仙 20 30


、小計 ． 40 90


計 104 15竺


茶 茶


i


種苗セ ンター 農場　 金谷
I


31 2 10
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植物種類 植　 物　 名 機 関 ・ 部 ・ 室
保　 存　 点　 数


2年度 60～ 2 年度実績


茶 茶 種苗センター　 農場　　　 奈良 60 180


′′　　　　　　 〃　　　 知覧 60 213


小計 151 603


計 151 603


熱帯 ・


亜熱帯作物


パイナップル 種苗センター　 農場　　 沖縄 20 90


キャッサバ 種菌セ ンター　 農場　　　 沖縄 0 7


パパイヤ 種苗セ ンター　 農場　　　 沖縄 0 10


計 20 107


合　　　　　　 計 774 5，037
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6）　遺伝資源種子の再増殖実績（平成2年度）


植物種類 植　　 物　　 名 機　 関　 ・ 部　 ・ 室 再増殖点数


稲　　 類 稲 （陸稲）


稲 （水稲）


中国農試　　 作物開発　　　 稲育研


九農試　　　 水田利用　　　 稲育種研


3


40


小計 43


生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研


北農試　　　　 作物開発　　　 稲育種研


東北農試　　　 水田利用　　　 稲育種研


北陸農試　　　 作物開発　　　 育法研


中国農試　　　 作物開発　　　 稲育研


九農試　　　　 水田利用　　　 稲育種研


熱研　　　　　 沖縄　　　　　 世促研


201


32


31


200


117


60


50


小計 691


計 734


麦類


l


大麦 （六条） 農研センタ一　 作二　　　　　 大麦育種研


四国農試　　　 作物開発　　　 畑作育研


九農試　　　　 水田利用　　　 大麦育種研


100


30


30


小計 160


小麦 （普通系） 農研センタ一　 作二　　　　　 小麦育種研


′′　　　　　　 ′′　　　　　　 麦導入保存研


東北農試　　　 作物開発　　　 麦育種研


九農試　　　　 水田利用　　　 小麦育種研


種苗センター　 農場　　　　　 北海道中央


′′　　　　　　 ′′　　　　　　 後志


′′　　　　　　 ′′　　　　　　 胆振


′′　　　　　　 ′′　　　　　　 十勝


70


1，401


150


30


33


57


59


50


小計 1，850


えん麦 北農試　　　　 作物開発　　　 麦育種研 100


計 2，110







植物種類 植　　 物　　 名 機　 関　 ・　部　 ・ 室 再増殖点数


豆　　 類 大　　 豆 北農試　　　　 畑生産　　　　 気象反応研


東北農試　　　 作物開発　　　 大豆育研


九農試　　　　 作物開発　　　 大豆育研


種苗センター　 農場　　　　　 八岳


′′　　　　　　 ′′　　　　　 雲仙


′′　　　　　　 ′′　　　　　 沖縄


50


100


50


85


30


22


小計 337


つるまめ 農研センタ一　 作一　　　　　 豆育種研 36


計 373


雑穀 ・
特用作物


ひめいぬびえ 種苗センター　 農場　　　　　 嬬恋 13


たいぬびえ 種苗センター　 農場　　　　　 嬬恋 20


栽培ひえ 北農試　　　　 畑生産　　　　 厳寒地資研 5


あ　　 わ 農研センタ一　 作一　　　　　 資源作物研 29


てんさい （多胚） 北農試　　　 r畑生産　　　　 てん育法研


種苗センター　 農場　　　　　 北海道中央


′′　　　　　　 ′′　　　　　 後志


′′　　　　　　 ′′　　　　　 胆振


′′　　　　　　 ′′　　　　　 十勝


′′　　　　　　 ′′　　　　　 嬬恋


′′　　　　　　 ′′　　　　　 八岳


5


1


1


1


1


1


1


小計 11


な　た　ね 生物研　　　　 細育　　　　　 ヘテロ研


東北農試　　 作物開発　　 資源作育研
20


5


小計 25


あ　　 ま 北農試　　　　 畑生産　　　　 厳寒地資研 5


そ　　 ば 種苗センター　 農場　　　　 沖縄 3


ご　　 ま 農研センタ一　 作一　　　　　 資源作物研 52


1
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植物種類 植　　 物　　 名 機　 関 ・ 部 ・ 室 再増殖点数


牧草 ・
飼料作物


イエロ・ブルーステム 熱研　　　 沖縄　　　　　 作育研 1


ブッフェルグラス 熱研　　　沖縄　　　 作育研 5


サンドバー 熱研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研 1


スイー トピッティドグラス 熱研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研 1‾


ローズグラス 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育法研 1


クロリス 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育法研 1


コース トバ トングラス 家畜センター　 牧場　　　　　 熊本 1


オーチャードグラス 草地試　　　　 育種　　　　　 育 1研


北農試　　　 ・飼料資源　　　 イネ科牧研


九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研


家畜センター 牧場　　　　　 十勝


・30 ・


9


1


15


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 55


オーチャ＋ドグラス近縁種 ・ 九農試　　 草地　　　　　 牧草育種研 11


ソルガム （もろこし） 草地試　　　　 育種　　　　　 育2 研


中国農試　　　 作物開発　　　 育工研


家畜センター　 牧場　　　　　 長野


19


80


50


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 149


とうもろこし 草地試　　　　 育種　　　　　 育2 研


革農試　　　 飼料資源　　 飼作育研


‘九農試　　　　 畑地利用　　　 飼料作育研
家畜センター　 戦場　　　　 長野


種苗センター　 農場　　　　　 十勝


′′　　　　　　 ′′　　　　　 八岳


′′　　　　　　 ′′　　　　　 沖縄


32


58
50


48


20


15
5


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 228


パールミレット（とうしんびえ）．熟研　　　 画 亀　　　 作育研 1


エチソクロア 熱研　　　　 沖縄　　　　 作育研 1
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植物種類 植　　 物　　 名 機　 関 ・ 部 ・ 室 再増殖点数


牧草 ・
飼料作物


エラグロスチス 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育法研 1


トールフェスク 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研


家畜センター　 牧場　　　　　 十勝
30


10


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 40


メドゥフェスク 家畜センター　 牧場　　　　　 十勝


種苗センター　 農場　　　　　 後志


′′　　　　　　 ′′　　　　　 胆振


10


2


2


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14


カラードギニアグラス 熱研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研


家畜センター　 牧場　　　　　 熊本
10


7


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 17


カブラブラグラス 家畜センター　 牧場　　　　　 熊本 5


ギニアグラス 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育法研


熟研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研


家畜センター　 牧場　　　　　 熊本


45


30


39


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 114


マカリカリグラス 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育法研 11


イタリアンライグラス 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研


北陸農試　　　 水田利用　　　 飼料作物研
4


6


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10


ウェスタウォルズライグラス 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研


種苗センター　 農場　　　　　 上北
2
2


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4


ペレニアルライグラス 家畜センター　 牧場　　　　　 十勝


家畜センター　 農場　　　　　 後志


′′　　　　　 ′′　　　　　　 胆振


6


2


2
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植物種類「 植　 物　　 各 機　 関 ・ 部 ・ 室 再増殖点数


牧草 ・


飼料作物


ビッグブルーグラス ・家畜センター　 牧場　　　　　 十勝 1


カナダブルーグラス 家畜センタ「　 牧場　　　　　 十勝 2


ウッドメ ドゥグラス 家畜センター　 牧場　　　　 十勝 2


フォールメ ドゥグラス 家畜センター　 牧場　　　　　 十勝 2


ケンタッキーブルーグラス 草地試　　 育種　　　 育材料
10


れんげ 草地試　　　　 育種　　　　　 育成材研 15
東北農試 ．　 草地　　　　　 牧草育種研 10


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25


やまはぎ ．種苗センター　 農場　　　　　 上北 10


めどはぎ 九農試　　　 草地　　　　 牧草育種研 20
種苗センタ「．農場　　　　 上堪 33


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 53


やはずそう ．．草地試　　　　 育種　　　　　 育 1研 30


みやぎのはぎ 種苗セ・ンクー　 農場　　　　 上北 2


アルファルファ
壷地試　　 育種　　　 育材研


4
北農試　　　　 飼料資源　　　 マメ科牧研 ． 5
種苗センター ，農場　　　　 北海道中央 2


〃　　　　　 1′′　　　　　 後志 ． 2
′′　　　　　　　 〃　　　　　 胆振 2
′′　　　　　　 ′′　　　　　 十勝 2
′′　　　　　　 ′′　　　　　 八岳 2


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 19


あかクローバ 北農試　　　　 飼料資源　　　 マメ科牧研 ・ 11
家畜サンダー　 牧場　　　　 十勝 5


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16


しろクロー バ 家畜センター　 牧場 ‘　　　 十勝 6
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植物種類 植　　 物　　 名 機　 関・部・ 室 再増殖点数


野菜 たまねぎ 種苗センター・．農場　　　　 北海道中央 4
〃　　　　　　 ′′　　　　　 後志 4
〃　　　　　　 〝　　　　　 胆振 4


小計　　　　　　　　　　　　　 12


ねぎ 種苗センター　 農場　　　　　 北海道中央 5
′′　　　　　　 ′′　　　　　　 後志 5
〝　　　　　　 ′′　　　　　　 胆振 5


・′′　　　　　　 〃　　　　　　 十勝 5


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20


アスパラガス 種苗センター　 農場　　　　　 嬬恋 5


キャベツ 野菜茶試　　 野菜育　　　 育 4研 3


つけな （体菜類） 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4研 22


はくさい 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4研 22


だいこん 野菜茶試　　 野菜育　　　 育 4．研 13


にん じん 種苗センター　 農場　　　　　 北海道中央 3
′′　　　　　　 ′′　　　　　 後志 3
′′　　　　　　 ′′　　　　　 胆振 3
′′　　　　　　　 ′′　　　　　 上北 2


小計 11


メロ ン 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 10


きゅうり 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 10


日本かぼちゃ 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 5


ピーマン 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 3 研 15


とうがらし 種苗セ ンター　 農場　　　　　 北海道中央 2
′′　　　　　　 ′′　　　　　 後志 2
′′　　　　　　 ′′　　　　　 胆振 2
′′　　　　　　 ′′　　　　　 十勝 2


′′　　　　　　　 ′′　　　　　 上北 2　r


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　 10・
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種物種類 植　　 物　　 名 機　 関　 ・ 部　 ・　室 再増殖点数


野　　 菜 トマト1 野菜茶試、 野菜育　　　　 育3 研 20


なす 野菜茶試　　 野菜声　　 育3 研 25


ごぼう 種苗センター　 農場　　　　　 後志 2


′′　　　　　 ′′　　　　　 八岳 4


小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6


ごぼうあざみ 種苗センター　 農場　　　　　 八岳　　 ・ 3


計 212


合　　　　　 計 4，452
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7）　植物遺伝資源配布実績（平成2年度）


区　　　 分
国立試験


研究機関


公立試験


研究機関
大 学


民　 間


そ の 他
外 国 計


稲　　　 類
664 1 ‾ 92 117 1 51 985


（39） （1） （4） （14） （6） （64）


麦 一　　 類
3，108 ‾ 42 15 12 81 3，258


（37） （2） （4） （3） （7） （由）


豆　　　 類
660 4 759 62 13 1，498
（3’1）． （1） （・7） （9） （2） （50）‾


早　 も　 類
27


（チ）


31


（3）


58


（7）


雑　 穀 ・ 366 19 2 20 ・4q7－


特 用 作・物 （8） （1） （1） （4） （14）


牧草 ・飼料 307 4 9 52 91 463．


作．物　 類 （5） （1） （1） （3） （8） （18）


畢　 種　 類
10 35 3 48


（1） （5） （2） （め


野　 菜　 類


，


449 17 21 114 83 684


（15） （1） ‘（3） （11） （5） （彿）


花き・緑化


植　　　 物


1


（1）


・1


（11t）


茶


桑


熱　 帯 ・


亜熱帯作物


合　　　 計
・5，554 97 896 482 ・373 7，402


（135） （8） （19） （51） （37） （25。）


l
上段：配布単位数，下段（）：配布件数
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植物遺伝資源配布集計表（昭和61年1月25日～平成3年3月31日）


区　　　 分
国立試験


研究機 関


公立試験


研究機関
大　　 学


民　　 間


そ の 他
外　　 国 計


稲　　　 類
3，97 5 4 05 42 7 1，165 66 3 6，63 5


（15 6） （18） （39） （108） （3 7） （35 8）


麦　　　 類
14，53 5 70 37 3 123 1，111 16，2 12


（135） （7） （22） （15） （34） （213）


豆　　　 類
14，64 7 107 2，16 8 88 3 14 17，32 4


（112） （7） （29） （16） （22） （18 6）


い　 も　 類
71


（2 1）


7 2


（1 1）


14 3


（3 2）


雑　 穀 ・ 912 2 3 38 78 6 28 1，67 9


特 用 作 物 （27） （2） （5） （20） （25） （79）


牧草 ・飼料 1，5 16 10 1 80 3 13 44 4 2，4 54


作　 物　 類 （38） （6） （9） （22） （33） （108）


果　 樹　 類
13 5 1 86 150


（3） （11） （8） （22）


野　 菜　 類
1，3 5 1 7 3 2 19 49 8 1，242 3，38 3


（58） （9） （19） （65） （53） （204）


花 き ・緑化 1 1 2


植　　　 物 （1） （1） （2）


茶
0


l
（0）


桑
1


（1）


1


（1）


熱　 帯 ・


亜熱帯作物


1


（1）


1


（1）


合　　　 計
36，937 7 92 3，30 5 2，3 89 4，56 1 47，9 84


（527） （52） （12 3） （2 80） （2 24） （1，2 06）


上段：配布単位数，下段（）：配布件数
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4　遺伝資源情報管理・運営


1）情報管理運営の実施状況


①　パスポートデータ管理システムの開発


このシステムは，遺伝資源管理の基本となるパスポートデータを効率的に行うため開発整備し


ているものである。DBMSとしては，infomix－SQL，開発言語としては，SQL，4GL，Cを


使用している。


今年度，従来の形式を見直し正規化の徹底及び簡略化を図った。これにともない関連するすべ


てのプログラムのバージョンアップを行った。


パスポートデータの整備を引き続きおこなった結果，センターバンク保存分として約7万点，


サブバンク保存分として約7万点がデータベースに記録された。これは前年度に比べそれぞれ約


1万数千点はど増加している。


また保存目録作成のためのシステム開発を行った。


開発したプログラムは以下の通りである。　　　　　　　　　　　　　　


言語　　　　STEP


センターバンク用システム


センターバンクパスポートデータ管理プログラム


サブバンクパスポートデータ管理フログラム


都道府県パスポートデータ管理プログラム


4GL　　2，700


4GL　　3，000


4GL　　2，900


データ変換システム


パスポートデータinformix→dBASE変換プログラム　　C　　1，100


パスポートデータdBASE→informix変換プログラム　　C　　1，200


保存目録作成システム


機関別保存目録作成プログラム


植物別保存目録作成プログラム


研究室別保存目録作成プログラム


また新たにデータベース化したデータは以下の通りである。


センターハンクパスポートデータ


サブバンクパスポートデータ


C　　　　800


C　　　　400


C　　　　　900


②　在庫管理システムの開発


このシステムはジーンバンクでの在庫管理システムを開発することによって，ジーンバンク事


業の円滑な遂行を図ることを目的・として開発を行っているものである。今年度は，パスポート
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データの変奏にともない関連するプロクラムの変更，バージョンアップを行った。


作成したプロクラムは以下の通りであるある。


言語　　　STEP


・発芽試験処理システム


発芽試験種子登録プログラム


発芽試験種子出庫プログラム


・配布申請処理システム


配布申請登録プログラム


配布申請出庫プログラム


・新規受入処理システム


新規受入品種登録プログラム


新規受入品種発芽率記入用紙作成プロクラム


新規受入品種仮ラベル発行プログラム


新規受入品種入庫プログラム


・増殖品種処理システム


増殖品種登録プログラム


増殖品種発芽率記入用紙作成プロクラム


増殖品種仮ラベル発行プログラム


増殖品種入庫プログラム


データ入力は以下の通りである。


・配布申請　　　　　　　224件


・増殖依頼　　　　　　　　41件


・永年貯蔵品種データ


14，516品種


2，120品種


44，487品種


4GL　　2，400


C　　　5，300


4GL　　2，700


C　　　5，500


4GL　　3，200


ACE lOO


C l，600


C　　　3，700


4GI．　2，800


ACE　　　130


C　　1，700


C　　　3，800


③　特性データ管理システムの開発


従来特性データは共同利用の大型計算機でデータベース化されており，ジーンバンクのコン


ピュータシステムには移植されていない。遺伝資源の効率的な管理，利用には，パスホートデー


タ，在庫管理データとともに特性データが不可欠であり，ジーンバンクのシステムに移植するた


めの開発を前年度から引き続き行った。


前年度の検討により，特性定義テーブルを構築し管理システムを開発した。


システムの構築と並行して特性デ・一夕の定義を各キューレークの協力を得て制定した。今回制


定した特性データの定義は約100種類の植物に及ぶが，そのデータは新たに開発したシステムに


よって，すべて特性定義テーブルに入力した。


この定義テーブルから特性マニュアルを作成するシステムを開発し，元年度7月に植物遺伝資
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源特性マニュアル5分冊として刊行した。


特性定義データから特性調査結果の記入用紙を作成するプログラムを開発した。


特性調査実施計画の集計システムを開発し，植物遺伝資源の特性調査の実施状況を把握するこ


とを可能にした。


また前年度開発を行った特性管理システムのプロトタイプについて，テーブルアクセスモ


ジュールについて一層の抽象化を行った。


開発を行ったフログラムは以下の通りである。


言語　　STEP


特性データ管理プログラム


特性マニュアル印刷フロクラム


特性調査データシート作成フログラム


増殖品種特性データシート作成プログラム


特性調査計画データ管理プログラム


特性調査計画集計プログラム


特性データ管理プログラムプロトタイプ


入力したデータは以下の通りである。


特性植物番号表


特性植物番号対応表


特性定義データ表


階級区分定義表


特性計画表


特性計画項目表


108


293


5，387


16，846


266


2，869
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4GL　　2，400


C　　　2，800


C　　1，300


C l，700


4GL　　3，400


C　　　5，400


C　　　9，800







参考資料







00


第17684号


（参　考）


1．農業生物資源研究序試験研究用植物遺伝資源配布規程


○
農
林
水
産
省
告
示
第
百
五
十
七
号


農
業
生
物
資
源
研
究
序
試
験
研
究
用
植
物
遺
伝
資
源
配


布
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
五
日


農
林
水
産
大
臣
　
羽
田
　
　
孜


農
業
生
物
資
源
研
究
所
試
験
研
究
用
植
物
遺
伝
資


源
配
布
規
程


（
趣
　
旨
）


第
一
条
　
農
業
生
物
資
源
研
究
所
（
以
下
　
「
研
究
所
」
　
と


い
う
。
）
　
が
行
う
試
験
研
究
用
の
植
物
遺
伝
資
源
の
配


布
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。


（
定
　
義
）


第
二
条
　
こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
植
物
遺
伝
資
源
」
と
は
、


種
子
、
塊
茎
、
苗
木
そ
の
他
の
植
物
体
の
全
部
叉
は
一


部
で
農
業
上
有
用
な
遺
伝
形
質
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。


（
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
及
び
価
格
）


第
三
条
　
研
究
所
は
、
そ
の
保
管
す
る
植
物
遺
伝
資
源
を
、


別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の


下
欄
に
掲
げ
る
配
布
単
位
料
に
つ
き
五
千
円
で
配
布
す


る
も
の
と
す
る
。


（
配
布
の
申
請
）


第
四
条
　
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
よ
う
と
す
る
者


は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
単
に


「
申
請
書
」
　
と
い
う
。
）
を
農
業
生
物
資
源
研
究
所
長


（
以
下
　
「
研
究
所
長
」
　
と
い
う
。
）
　
に
提
出
し
な
け
れ


ば
な
ら
な
い
。


（
配
布
の
制
限
等
）


第
五
条
　
研
究
所
長
は
、
前
条
の
規
程
に
よ
る
申
請
書
の


提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
植


物
遺
伝
資
源
の
不
足
そ
の
他
の
相
当
な
理
由
が
あ
る
と


き
は
、
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
拒
み
、
又
は
そ
の
数


を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


（
代
金
の
納
付
）


第
六
条
　
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
よ
う
と
す
る
者


は
、
そ
の
代
金
を
、
研
究
所
長
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
、


現
金
を
も
っ
て
又
は
そ
の
発
行
す
る
納
入
告
知
書
に
よ


り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


（
譲
渡
等
の
制
限
）


第
七
条
　
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
該
当


植
物
遺
伝
資
源
を
自
己
の
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
も


の
と
し
、
第
三
者
に
使
用
さ
せ
、
又
は
譲
渡
し
て
は
な


ら
な
い
。


（
変
更
の
届
出
）


第
八
条
　
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
該
当


植
物
遺
伝
資
源
を
用
い
て
行
お
う
と
す
る
試
験
研
究
に


つ
い
て
申
請
書
に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と


き
は
、
遅
滞
な
く
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
届
出
書


を
研
究
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
．
な
い
。


（
試
験
研
究
結
果
等
の
報
告
）


第
九
条
　
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
当
該


植
物
遺
伝
資
源
に
係
る
試
験
研
究
が
終
了
し
た
と
き
は
、


遅
滞
な
く
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
報
告
書
を
研
究


所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ど
な
ら
な
い
。


第
十
条
　
研
究
所
長
は
、
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け


た
者
に
対
し
、
当
該
植
物
遺
伝
資
源
に
係
る
試
験
研
究


の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。


別
表
（
第
三
条
関
係
）


キ
チ
ィ
フ
ル
ー
ッ
、
ぶ
ど
ぅ


．


果
樹


（キ
ュ
ィ
フ
ル
ー
ッ
及
び
ぶ
ど


う
を
除
く
。）
桑
、
さ
と
ぅ
き
び
、


茶 ゆ
り


い
ち
ご
、
き
く
、
っ
っ
じ


ば
れ
い
し
ょ


あ
ず
き
、
大
豆
、
と
ぅ
も
ろ
こ
↓


え
ん
ど
ぅ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
す
い
か


小
麦
、


・飼
料
用
ピ
ー
ト


1
多
胚


棺
∵
ろ
ん
麦
・．大
麦


飼
料
用
ピ
ー
幸
・
単
胚
、
そ
ば


う
ィ
グ
ラ
ス
種


・
4
n


ラ
ィ
グ
ラ
ス
類


・
2
n
、
れ
ん
げ


ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
・
き
ゅ
ぅ
り
、
ご


ぼ
ぅ
、
飼
料
用
か
ぶ
、
ト
マ
ト
、
だ


い
こ
ん
、
や
は
ず
そ
ぅ


オ
ー
チ
ャ
ー
幸
グ
ラ
ズ
・
ギ
ヤ
ベ
ッ
、


し
げ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
た
ま
ね
ぎ
、


に
ん
じ
ん
、
ね
ぎ
、・
パ
ニ
ガ
ム
類
1


ほ
ぅ
れ
ん
そ
ぅ
・
レ
タ
ス
1
レ
ッ
ド


幸
ッ
プ


ニ


し


ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
、∵
チ
モ
シ
ー
、


ロ
「
ズ
グ
ラ
ス
∴


種


乳


五
本


三
本


五
球


．五
株


五
個


、・
五十
拉


三
十
粒


十
g


七
g


五
g


四
g


三
g


二
g g


○
∴
五
g


配
布
単
位
量


備
考
　
こ
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
種
類
の
植
物
遺


伝
資
源
の
配
布
単
位
量
は
、
そ
の
属
す
る
科
、
属


又
は
種
に
類
似
の
種
類
の
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布


単
位
量
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。
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別記様式第三号（第九条関係）


試験研究用植物遺伝資源試験


研究結果報告書


年　月　日


農業生物資源研究所長　殿


住所


氏名（法人にあっては，名


称及び代表者の氏名）


国
年　月　日付けをもって配布を受け


た試験研究用植物遺伝資源に係る試験研究


が終了したので，農業生物資源研究所試験


研究用植物遺伝資源配布規程第9条の規定
により，下記のとおり提出します。


記


1　配布を受けた試験研究用植物遺伝資
源の種類及び品種名並びに種子類，塊


茎類，首本類及びその他の区分
2　試験研究の目的及び内容


3　試験研究の実施期間


4　試験研究の成果の要約


備考　用紙の大きさは，日本工業規格B5


とすること。


別記様式第二号（第八条関係）


試験研究用植物遺伝資源配布


申請書記載事項変更届出書


年　月　日


農業生物資源研究所長　殿


住所


氏名（法人にあっては，名


称及び代表者の氏名）


匝1
年　月　日付けをもって提出した試


験研究用植物遺伝資源配布申告書の記載事


項に下記のとおり変更を生じたので，農業


生物資源研究所試験研究用植物遺伝資源配


布規程第8条の規定により，下記のとおり


届け出ます。
記


1　変更した年月日


2　変更した事項


3　変更した理由


備考　用紙の大きさは，日本工業規格B5


とすること。


別記様式第一号（第四条関係）


試験研究用植物遺伝資源配布


申告書
J


年　月　日


農業生物資源研究所長　殿


住所


氏名（法人にあっては，名


称及び代表者の氏名）


国
農業生物資源研究所試験研究用植物遺伝


資源配布規程第4条の規定により，下記の


とおり試験研究用植物遺伝資源の配布を申


請します。
記


1　配布を受けようとする試験研究用植物


遺伝資源の種類及び品種名
2　配布を受けようとする試験研究用植物


遺伝資源の種子類，塊茎類，苗木類及び


その他の区分


3　配布を受けようとする試験研究用植物


遺伝資源を用いて行おうとする試験研究


の概要


（1）目的


（2）内容


（3「実施期間


（4）実施場所


備考　1　用紙の大きさは．日本工業規格
B5とすること。


2　塊茎類には，りん茎，塊根，球


茎，根茎及びほ状茎を含む。


3　苗木類には，穂木を含む。







第　6　0　号官　　　　　報平　成　元　年　3　月　2　9　日　　　水　曜　日


○
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
三
十
六
号


農
業
生
物
資
源
研
究
所
試
験
研
究
用
植
物
遺
伝
資
源
配
布
規
程
（
昭


和
六
十
一
年
一
月
二
十
五
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
五
十
七
号
）
の
一


部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。


平
成
元
年
三
月
二
十
九
日
　
農
林
水
産
大
臣
　
羽
田
　
孜


第
三
条
中
「
五
千
円
」
を
「
五
千
百
円
」
　
に
改
め
る
。


附
　
則


1
　
こ
の
告
示
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


2
一
改
正
後
の
第
三
条
の
規
程
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
後
に
第


四
条
の
規
程
に
よ
る
配
布
の
申
請
が
あ
っ
た
植
物
遺
伝
資
源
に
適
用


し
、
同
日
前
に
当
該
申
請
が
あ
っ
た
植
物
遺
伝
資
源
に
つ
い
て
は
、


な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


－
－
〕
①
－







2．植物遺伝資源取扱要領の制定について


植物遺伝資源取扱要領の制定について


61農会第51号


昭和61年1月25日


農　蚕　園　芸　局　長


家　　畜　　局　　長


農林水産技術会議事務局長


この度，農業生物資源研究所試験研究用植物遺伝資源配布規程（昭和61年1月25日農林水産省


告示第157号。以下「配布規程」という。）が制定されたことに伴い，植物遺伝資源の管理，利用


を円滑に推進するために「植物遺伝資源取扱要領」を別紙のとおり定めたので，今後，その取扱


いに当たって遺憾なきを期されたい。


なお，これに伴い，「生殖質保存管理室における種子の受け入れ及び配布について」（昭和43年


8月1日付け43農会第2034号農林水産省技術会議事務局長通達），「国内希少遺伝資源の緊急収集


保存事業実施要領について」（昭和56年11月12日付け56農会第1920号農林水産省技術会議事務局


長通達），及び「作物遺伝資源導入保存協議会の運営要領の制定について」（昭和56年12月1日付


け56農会第2082号農林水産省技術会議事務局長通達）は廃止する。
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別　紙


植物遺伝資源取扱要領


第1趣　旨


農林水産省が行う生物遺伝資源の総合的な収集，管理，利用システムにおける植物遺伝資源の


取扱いについては，配布規程，農林水産省ジーンバンク事業実施要綱（昭和60年7月16口付け60


農会第1511号農蚕園芸局長，畜産局長，農林水産省技術会議事務局長林野庁長官及び水産庁長官


通達。以下「事業実施要領」という。）に定めるはか，この要領に定めるところによる。


第2　用　語


この要領において使用する用語は，配布規程，事業実施要綱及び事業実施要領において使用す


る用語の例による。


第3　植物遺伝資源の受入れ


1研究所において保管する植物遺伝資源の受入れ


（1）研究所長が受け入れる植物遺伝資源は，次に掲げる要件のすべてを満たすものとする。


一　育成品種，在来品種，近縁野生種又は野生種であって，植物の種類，品種名及び来歴


が明らかにされていること。


二　形態的特性等いわゆる一次特性が明らかにされていること。


三　保存に必要な一定量の確保がなされていること。


四　現在又は将来の育種等の試験研究に有用であると認められるものである、こと。


（2）植物遺伝資源部門のサブバンクの長（以下単に「サブバンクの長」という。）は，（1）の


要件に該当すると認められる植物遺伝資源を別記様式第1号（植物遺伝資源送付書）によ


り研究所長に送付するものとする。


（3）サブバンクの長は，（2）により植物遺伝資源を送付しようとするときは，あらかじめ送付


する植物の種類，品種名，送付時期及び送付量を研究所長に協議しなければならない。


2　サブバンクにおいて保管している植物遺伝資源の取扱い


（1）サブバンクの長は，1の（1）の要件に該当すると認められる植物遺伝資源であって，当該


サブバンクにおいて保管しているもの（1の（2）により送付したものを除く。）について植


物の種類、品種名，来歴，所在地等の情報を別記様式第2号（植物遺伝資源所在報告書）


により研究所長に報告するものとする（。


（2）サブバンクの長は，該当サブバンクにおいて保管している植物遺伝試験について，別記


様式第2号の記載事項に変更を生じた場合は，速やかにその旨を報告するものとする。
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第4　維持及び管理


1維　持


（1）研究所長は，研究所で保管している植物遺伝資源のうち，在庫量の少なくなったもの又


は発芽力の低下したものについては，必要に応じサブパンクの協力を得て，増殖し，補充


するものとする。


（2）サブバンクの長は，研究所長の依頼に応じ増殖を行うとともに，当該サブバンクにおい


て保管している植物遺伝資源について，適宜増殖を行い，研究所長から第5の3の（3）によ


る送付依頼があった場合，速やかに応じられるようにするものとする。


2　管　理


（1）研究所長は，研究所で保管している植物遺伝資源及び第3の2により情報を受け入れた


植物遺伝資源について，植物番号及び品種番号を付した上で植物の種類，品種名，来歴等


を把握整理するものとする。


（2）研究所長及びサブバンクの長は，相互に緊密な連携の上，それぞれが保管する植物遺伝


資源の適正な管理に務めるものとする。


第5　配　布


1配布対象とする植物遺伝資源


配布対象とする植物遺伝資源は，次に掲げる要件のすべてを満たすものとする。


一　増殖能力が十分あり，配布に必要な量の確保が容易であること。


二　発芽力が十分認められる等品質上問題がないこと。


三　農林水産省の機関以外の者が種苗法（昭和22年法律第115号）第7条の登録の出願を


行っている品種又は同法第12条の4第1項の品種登録を受けている品種（以下「登録品


種等」と総称する。）に係るものでないこと。


四　農林水産省の機関以外の者の提供にかかわる植物遺伝資源について，当該提供者が当


該植物遺伝資源の配布に同意しているものであること。


2　配布目録の作成


（1）研究所長は，配布に係る事務の円滑な処理に資するため，配布対象とする植物遺伝資源


についての目録（以下「配布目録」という。）を作成するものとする。


（2）研究所長は，植物遺伝資源の保存状況等を勘案し，必要に応じ配布目録の見直しを行う


ものとする。


（3）研究所長は，（1）の作成及び（2）の見直しに当たって，あらかじめ，農林水産技術会議事務


局長に協議しなければならない。


（4）配布目録は，農林水産技術会議事務局，研究所及びサブバンクに備え置くものとする。
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3　配布の手続き


（1）研究所長は，配布規程第4条に基づく申請があった場合において，配布規程第5条に掲


げる事実がないと認めるときは，速やかに配布を決定するものとする。ただし，申請の


あった植物遺伝資源がサブバンクの長の保管に係るものである場合にあっては，当該サブ


バンクの長に配布可能量等を確認の上　配布の決定を行うものとする。


（2）（1）により配布を決定した植物遺伝資源が研究書の保管に係るものである場合は，研究所


長は，別記様式第3号による試験研究用植物遺伝資源配布通知書（以下単に「配布通知書」


という。）を添付して，配布申請者に当該植物遺伝資源を配布するものとする。


（3）（1）により配布を決定した植物遺伝資源がサブバンクの保管に係るものである場合は，研


究所長は，配布通知書を添付の上別記様式第4号（植物遺伝資源送付依頼書）により当該


サブバンクの長に，当該植物遺伝資源の配布申請者への送付を依頼するものとする。


（4）（3）の送付依頼を受けたサブバンクの長は（3）により送付された配布通知書を添付して当該


植物遺伝資源を配布申請者に送付するとともに，その旨を別記様式第5号（植物遺伝資源


送付報告書）により，毎四半期ごとに研究所長に報告するものとする。


4　配布の制限


配布規程第5条の規程する「その他の相当な理由があるとき」とは，次に掲げる場合とす


る。


1の配布対象とする植物遺伝資源でないとき。


二　配布を受けようとする者が配布規程に違反したことがあるとき。


三　登録品種等（登録品種名とが交雑品種である場合は，その親品種を含む。）について，


「植物の新品種の保護に関する国際条約」加盟国への申請が行える期間内における配布


であるとき。


四　その他我が国の農業に重大な悪影響を及ぼすおそれがあるとき。


第6　試験研究結果の報告


1報告書の送付


研究所長は，第5の3の（3）により送付した植物遺伝資源について，配布規程第9条の規定


による試験研究結果の報告があった場合には，当該報告書の写しを当該サブバンクの長に送


付するものとする。


2　特性情報の報告の徴収


研究所長は，植物遺伝資源の配布を受けた者に試験研究の結果，明らかとなった特性情報


等について報告を求めることができる。


3　試験研究成果の公表等


植物遺伝資源の配布を受けた者が，当該植物遺伝資源を用いた試験研究の成果（新たに品
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種を育成した場合を含む。）を公表するときは，当該植物遺伝資原を用いた旨を明記させる


ものとする。


第7　実施状虎の徴収


研究所長は，植物遺伝資原の配布を受けた者から配布規程第9条の規程による試験研究結果の


報告かない場合には配布規程第10条の規程に基っく報告の徴収を行う等，配布した植物遺伝資原


の利用状況等の把握に努めるものとする。


第8　国の機関の配布申請の取扱い


（1）国の機関からの配布申請に係る配布に伴う植物遺伝資原の物品上の取扱いについては，


物品管理法（昭和31年法律第113号）第16条の管理換により行う。


（2）国の機関からの配布申請に係る配布については，（1）のはか配布規程（第3条，第5条及


ひ第6条の規定を除く）及ひこの通達（第5の4の規定を除く）の規程を準用する。


第9　外国政府等との交点


研究所長は，植物遺伝資原研究における国際協力の重要性にかんかみ，外国政府，外国の地方


公共団体，国際機関及ひ外国の大学との植物遺伝資原に関する研究協力その他の交流について，


国際慣行等に十分配慮しっっその積極的を推進に努めるものとする。
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別紙様式第1号


番　　　　　　号


昭和　年　月　日


場　（所）　長　匝


植物遺伝資源送付書


農業生物資源研究所長　殿


下記の植物遺伝資源を「植物遺伝資源取扱要領」（昭和61年1月25日付け61農会第51号農


蚕園芸局長，畜産局長及び農林水産技術会議局通達）第3の1の（2）の規定により送付する。


記


植物の種類 品種名 配布の可否 送付量 備　 考


（備考）


1「配布の可否」の欄に記載において配布を可とするものは，第5の1の要件のすべ


てを満たすものとする。


2　来歴等に関しては，農業生物資源研究所が作成する「植物遺伝資源カード」に詳細


を記入の上，本様式に添付する。


3　「植物遺伝資源カード」は申し出により，あらかじめ必要枚数を農業生物資源研究


所から送付する。
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別紙様式第2号


番　　　　　　号


昭和　年　月　日


場　（所）　長　岡


植物遺伝資源所在報告書


農業生物資源研究所長　殿


下記の植物遺伝資源を「植物遺伝資源取扱要領」（昭和61年1月25日付け61農会第51号農


蚕園芸局長，畜産局長及び農林水産技術会議局通達）第3の2の規定により報告する。


記


植物の種類 品種名 配布の可否 送付量 備　考


（備考）　別記様式第1号の（備考）1，2及び3の規定はこの様式について準用する。
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別紙様式第3号


番　　　　　　号


昭和　年　月　日


農林水産省農業生物資源研究所長　団


試験研究用植物遺伝資源配布通知書


配布申請者　殿


昭和　年　月　　日付けで配布申請のあった試験研究用植物遺伝資源については，農


業生物資源研究所試験研究植物遺伝資源規程第3条の規定により下記のとおり配布する。


記


植物の種類 品種名 配布形態 配布量


申請のあった○○の試験研究用植物遺伝資源については，


△△理由により，配布できない。


（備考）1この様式の（備考）の記載は，該当がある場合に限る。


2　この様式の「配布形態」の欄には「種子類」，「塊茎類」，「苗木類」及び「その


他」の区分により記載すること。
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別紙様式第4号


番　　　　　　 号


昭和　 年　 月　 日


○○場 （所）長　 殿


農業生物資源研究所長　 岡


植 物 遺 伝 資 源 送 付 依 頼 書


下記の植物遺伝資源について，配布申請のあったので，貴職から送付されたく，「植物遺


伝資源取扱要領」（昭和61年 1月25日付け61農会第51号農蚕園芸局長，畜産局長及び農林水


産技術会議局通達）第 5 の 3 の（3）の規定により依頼する。


記


配　 布　 申　 請　 書 配 布 す る 植 物 遺 伝 資 源


氏名 （又は名称） 住所 （送付先） 植物の種類 品種名 配布形態 配布量


（備考）　別記様式第3号の（備考）2の規定は，この様式について準用する。
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別紙様式第5号


番　　　　　　号


昭和　年　月　日


場　（所）　長l司


植物遺伝資源送付報告書


農業生物資源研究所長　殿


貴職から送付依頼のあった植物遺伝資源を下記のとおり送付したので，「植物遺伝資源取


扱要領」（昭和61年1月25日付け61農会第51号農蚕園芸局長，畜産局長及び農林水産技術会


議局通達）第5の3の（4）の規定により報告する。


記


送付依頼


年　 月　 日
配布申請書


配布する植物遺伝資源


送付先 送付年月日


植物の種類 品種名 配布形態 配布量


（備考）　別記様式第3号の（備考）2の規定は，この様式について準用する。
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